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総括論文

コ ミュニケーシ ョンの様相か らみた多言語共 生社会

ちが いを豊か さに

津田 葵

1.は じめ に

私 たち は、実 に、 この世 に生 を受 けてか らこ とばを媒介 と した コ ミュ ニケー シ ョンに従

事 してい る。家庭 には じま り、学校 、職場 、地 域社会 とい う場 で、お 互 いに意思 の疎通 を

行 うため に、 こ とば を駆 使 し、社会 生活 を営 んで きた。世 界 のす みず みか ら流 されて くる

ニ ュース もことば を媒介 と して私 た ちの もとに瞬時 に、 また、 的確 に届 く。 今 日に至 る ま

で積 み上 げ られ て きた学 問 の進歩 もことばの力 を借 りず に後代 に伝 えて い くことは至難 の

業 であろ う。 ここで は、 日本社 会 の現実 、 と くに日本 が直 面 してい る課題 を多言語 共生社

会 とい う立場 に立っ て、 コ ミュ ニケー シ ョ ンの側面 か ら考 え てみた い。

2.コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン と現 代 生 活

近年 、 グローバ リゼ ー シ ョンの波 にのって 日本社会 もそ の大 きなうね りの中で さまざ ま

な課 題 に直面 して い る。 一言 で言 えば、 「IT」、 「少子 高 齢」とい うキー ワー ドであ らわ さ

れ そ うで あ る。IT革 命 は経済 だけ で な く、 政 治、 文化 、 ライ フス タイル に まで影 響 を及

ぼ してい る。 そ して、 それが 生み 出す新 しい行 動 の出現が従 来 の社会生 活 のあ り方 や既存

の社 会 システ ム自体 を変 えてい く。 まず 、 これ らの新 技術 の 開発 に伴 って、新 しい語彙 の

流 入 はお びただ しい数 にの ぼって い る。 そ して、 ニュー ・メデ ィアの驚 異 的な発展 によっ

て、 それ らの語彙 が外来 語 と して際 限 な く日本 の社会 に入 って くる。外 来語 、 カ タカナ語

に加 えて、 それ ぞれ の頭 文字 を取 って成 り立つ 「頭字 語」も語彙 の仲 間入 りをす る。 事実 、

そ う した頭字 語 は経済性 、効 率性 の観点 か らメ リッ トが あ り、専 門用語 か ら流行語 に至 る

あ 霧雲繍 搬 灘 oo7



まで広 く用 い られ てい る。

一 方、 日本 企業 の 海外 投 資 は加速 度 的 に発展 し、従 来 とは質 的 に異 な った国 際化 の段

階 、つ ま り、 グ ローバ リゼー シ ョンの様相 を呈 して いる。 この よ うな企 業 とは別 に、政府

の 「留学 生10万 人 の受 け入 れ」も 日本 にお け る外 国人 の人 ロ増加 に拍 車 をか けて いる。 ま

た、海外 で育 ち、外 の空気 を吸 って帰 国す る子供 た ちの数 も相 当数 にのぼ る と言 われて い

る。 しか し、 日本 に帰 って きて も全 員が うま くコ ミュニケ ー シ ョンを駆使 で きるとは誰 も

保 障 で きな い。 さ らに、1990年 の入 管 法改 正 で単 純労 働者 の中 で も唯一 合 法化 され る よ

うに なっ たブ ラジ ル人、ペ ル ー人 な どの存在 も忘 れて はな らない。私 た ちは もは や、 「日

本 には 日本 語 のみ を話 す 日本人 しか生 活 してい ない」と簡単 に決 めつ ける こ とはで きな い。

ひ と昔前 までは、 国語 問題 と関連 して、 漢字 に対す る知識 に秀 でて い るこ とが 、 日本 人

の 言語能力 を測 定す る一 つの尺 度 とな っていた 。つ ま り、 文語 を用 い てのや りと りが暗黙

の うちに、 イ ンテ リ とそ うで ない 人 と を区別す るパ ラメー ター であ った。 しか し、 今 や、

特 定の 人間関係 を維持 す るた めの手段 と して、 国際社会 におい て真 に相 手 とコ ミュニ ケー

シ ョンがで きるか どうか とい うことがそ れに代 わ るステ イ タス ・シンボル にな りつつ ある

よ うに思 われ る。

3.少 子高齢化がすすむ日本社会

従来 、 日本 は 「単 一言語 」、 「単 一文化 」、 「単 一民 族」か ら成 る社 会 であ る こ とが 自明の

こ とと され、 そ ういっ た概 念 が学 問をす る うえで も無 意識 の うちに前提 と して進 め られて

きた経緯 が ある。 しか しなが ら、在 日朝鮮 ・韓 国人 、ア イヌ、琉 球系 、小笠 原 の人 々 とそ

の存 在 は以前 よ り人々 の知 る ところであ り、 この事実 を考 えた だけ で も、単 一 国家で ある

とい う定義が 日本全体 の現状 を的確 に表現 してい ない こ とが容易 にわか る。歴史 的 にみれ

ば、そ の うちの相 当数 は 日本 の植民 地支 配 と深 い関 わ りを持 ってい る、い わば 旧来の外 国

人(オ ー ル ド ・カマ ー)で あ る。 しか しなが ら、ニ ュー ・カマー とい った 「外 国人 労働 者」

は今や 急激 な勢 いで増 加 の一途 をた どってい る。 日本 の総人 口のL55%を 占め る外 国 人の

数 は これ か らも どん どん増 え続 けて い くと思 わ れ る。 具体 的な外 国 人登録 者 数 は2005年

の時点 で200万 人 を突破 した。([表1]参 照)
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2000年3月 、 国連 人 口 部が 発 表 した 「補 充 移 民 」

に関す る報告書 による とこ うい った状 況の変 化 は ま

さに少子 高齢化 が進 む 日本社 会 と密接 に連動 して い

る こ とが理 解で きる。 その報 告書 に よる と、 本格 的

な少子 化、 加速 度的 な高齢化 の影 響で 、 日本社 会 の

労働 力 補 充 の ため に、 日本 は今 後50年 間 に わた っ

て毎 年60万 人 以上 の移 民 受 け入 れが 必要 であ る と

い う。 つ ま り、64歳 の勤 労 世 代 入 口 の維 持 の た め

に は毎 年 平均61万 人、65歳 以 上 の老 後 世代 人 口 に

対す る勤 労 世代 人 口の比 率(老 齢人 口比 率)の 維持

の た め に は毎 年 平均1006万 人 の移 民 を受 け入 れ る

必要 が あ る と説 明 され て いる。 また、OECD(経 済

協 力 開発機 構)が 行 った老齢 人 口の予 想 と労働 力維

持 に必 要 な人 口純流 入 の 試算 で も 日本 は2010年 ま

で に2235万 人 とい う大 量 の 数 が必 要 で あ る と示 さ

れて い る。([表2]参 照)

[表1コ 外 国人登録者数 と総入 口に占める割合

(朝 日新 聞2006.6.10)

国 2010年 の老齢人 口

比率(%)

2020年 の老齢人 口

比率(%)

2010年 の老齢人 口

比率 を維 持す るの

に必要 な人 口純流

入(千 人)

1985年 か ら1995年

まで の 人 口 純 流 入

(千 人)

アメ リカ 19.2 25.4 66,401 5,800

イギ リス 25.0 30.1 7,640 720

イ タ リア 30.4 36.4 6,760 850

オー ス トラ リア 19.0 24.6 4,380 930

オ ラ ン ダ 22.4 31.0 4,040 340

カナ ダ 20.4 28.0 8,600 1,490

ス ウ ェー デ ン 27.9 34.2 1,290 280

スペ イ ン 262 30.6 4,280一 一80

ドイ ツ 27.7 30.0 4,700 4,560

湘 ポil:i:;li ・:lii≒i3囃i;:lil..T {li:iii4⑳ii≒iii ::;i諏40:::＼

フ ラ ンス 25.6 33.0 10,950 630

ベ ル ギ ー 25.1 3L3 1,620 150

[表2]各 国の老齢入口の予想 と労働力維持に必要な人口純流入の規模(OECDの 資料をもとに作成)

あ 霊靄の騰 と灘 009
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4.地 域社会における日系ペルー人家族のコミュニケー ション

2002年 の幕 が 閉 じよ う と して い る年 の瀬、 ひ と りの少 女、 サ イ ラの訪 問 を受 けた。 彼

女 の祖 父(母 方 の父)が 沖縄 出 身で、 ペ ルー に渡 り、現 地 の女性 と結 婚 し、子 供 を もう け

た。娘 の ひ と りが彼 女 の 母親 で ペ ルー 人 の夫 と ともに1992年 日本 に入 国 した。3年 後 の

1995年 、サ イ ラは13歳 の時、 妹 カル ラ(当 時、6歳)と と もに 日本 にい る両親 に呼 ば れて

来 日 した。現 在 は一家4人 で岡 山県 の笠 岡市 に住 んでい る。両 親 は笠 岡市 の会 社 で共働 き

の 日々を送 って いる。 近所 に この一家 よ り数年 前、 ペ ルーか らや って きたお じさん(彼 女

の 父親 の兄)一 家 も住ん でお り、お ばあ ちゃん も彼 らと同居 してい る。

彼 女 と話 して いる と日本 に生 まれ、 日本 で育 った19歳 の女性 と錯 覚 す る ほ ど、 日本 語

も達 者 であ り、 身ぶ り、手 ぶ りとい った非 言語 的 なコ ミュニケ ー シ ョンの手段 が少 し大 げ

さな感 じがす る ものの違和 感 は全 くない。 この場 面 で唯一異 国風 の感 じが したの は、手 み

や げ に持参 して くれた贈 り物 であ る。 彼女 が手渡 して くれ た プレゼ ン トはか らか さ を半 分

開い た よ うな円錐 形 の型 で 日本 離 れ した原 色 の空 色 の包 装紙 に包 まれ て いた。 包装 紙 を

破 る と、赤 色、緑 色 のチ ェ リー、褐色 の干 しぶ どうとい った ドライ フルー ツやナ ッツが ち

りばめ られ た菓子風 の パ ンが姿 をみせ た。 バ ネ トン(paneton)と よばれ てお りペ ルー では

ク リスマ ス にお 世話 に なった人 々 に贈 る 品であ る とい う。 その時 は彼女 の二 度 目の訪 問で

あ った。 は じめて 出会 った時、彼 女 は 自分 の妹 の ことをず い分心 配 してい た。 母語 の スペ

イ ン語 よ りも 日本語 の コ ミュ ニケー シ ョンが普通 に なって いる。 ところが、家 庭 内で はス

ペ イ ン語 のみ、特 に、 両親 との コ ミュニ ケー シ ョンが スム ーズ にいか ない。 おば あち ゃん

との 意思疎 通 は さらにむず か しい。 この よ うな現 実 に悩 んで い る ようで あ った。二 度 目の

訪 問時 には そ ういっ た心境 に変 化 の兆 しが 見 え、「こ とばの壁 を乗 り越 えて、 自分 の方 か

らコ ミュニケー シ ョンをと らない とよい結果 があ らわれ ない 」、 「若 い人 か ら変 わ って いか

ね ばな らない」とい った ポジテ ィブで意 味深 長 な発 言が 印象 的で あっ た。

軸 鱠 響 ε韓 脅 誘》 艶 葛昏i毒雍$糞 蒙$o"i℃ 舞 《鍵 緯i重ic呂2瓢 妻`レ2蛋鷁



5.多 言語共生社会の課題と展望

5.L小 笠 原 社 会 の フ ィー ル ドワー クか ら

日本の多 文化 共生社 会 とい う現 象 は、 前述 した ように、正確 に言 うと今 、始 まっ た もの

で はない。 た とえば小 笠原 に焦点 をあ ててみ よう。 地理 的 に 日本 に位 置 しなが ら、 陸続 き

で あ った こと もな く、特 異 な歴 史 を刻 ん で きた小 笠 原 は異 な った エス ニ シテ ィ、 異 な っ

た言語 接触 、異 文化接触 ・移 入 とい ったプ ロセス を経験 して きた複合社 会 であ る。父 島 に

定住 者 が現 れ たの は1830年 の こ とで あ り、そ れ以 降 、次 々 と定住 者 が来 島 した とい う こ

とが 記録 に残 ってい る。欧 米系 の人 々、 ア メ リカ人、 カナ カ人 、ポ ル トガル人、 イギ リス

人、 イタ リア人 な どであ る。 日本 人が 父 島 には じめ て定住 のた めに移 住 したの は約30年

後の こ とで あ る。 その後 、 国内事情 や外 国 との関係 が不安 定 になっ たため 、一時 、島 を引

き上 げ た りしたが、 本格 的 な移住 が 始 ま ったの は1876年 か らで あ る。 そ れ以 降、八 丈 島

の ほか、 沖縄 、焼 津 、清水 な どの漁 港地 か らの移民 は年 を追 っ て増加 し、30余 りの 島々

の うち14の 島 に人 々が住 む ようにな った。

正941年、第 二次世 界大 戦勃発 とと もに、7,700余 名 まで ふ くれあが った人 口 も1944年 に

は徴 用 された約800名 をのぞい て、全 島民が東 京、埼 玉 な どに強 制疎 開 となった。1945年 、

日本 はつ い にポ ツ ダム宣言 を受 諾 し、父 島 と母 島の 日本軍 約1,700名 も米 軍 に武器 を引 き

渡 し、 この 日 よ り小 笠 原 は米 軍 の占領 化 に置 か れ る こと にな った。1946年 には欧 米系 の

129名 が 父 島に帰 島が許 された。 米 国に あてて の長 い間 の帰郷 嘆願 書の願 いがか な え られ

て、1968年 に小 笠原 返還 協 定が 調 印 され新 た に東 京都 小 笠原村 が 誕生 した。 同時 に、 旧

島民 が帰 島 を許 され 、小笠 原復興 の第 一歩が 父島 を中心 に始 め られ 、現在 に至 ってい る。

次 に、小 笠原 を言語 接触 とい う観 点か ら と らえ てみ た い。 前 述 した よ うに父 島 に定 住

者 が あ らわれ た のは1830年 の こ とで あ った。 彼 らはそ れぞ れ英 語(も っ と詳 し く言 う と

イギ リス 英語 、 アメ リカ英 語)、 そ れ に イタ リア語、 ポ ル トガル語、 デ ンマ ー ク語 、 ミク

ロネ シアやポ リネ シアで使用 されてい た諸語 を母語 と してい た と思 われ る。い かに国 際色

豊 かな共 同体で あ ったかが推 測 され るが、彼 らの 問で は どの よ うな コミュニケ ー シ ョンが

行 われて いた ので あろ うか。 この 問い に対 す る ヒ ン トを与 えて くれる もの と して1840年 、

陸奥 国の 中吉丸 の船 頭が小 笠原 に漂 着 し、そ こ に約2ヶ 月滞在 した ときの役所 で の口述 書
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があ げ られる。 島 には12～13軒 の 人家 が あ り、男女30人 ほ どの人 々が住 ん でい る ようで

あ ったが 、言 語が 通ぜ ず 、「食べ 物 が ほ しい」と手 真似 で伝 え合 って いた とあ る。 コ ミュ

ニケ ー シ ョンの手段 と して 日本 語 しか知 らない と思 われ る漁 師 とさま ざまな国籍 を もった

先 住民 との 出会 いは非言 語 的な手段 に よる しかなか った こ とは当然 の こと と言 える。

また、 キセ ル を持 っ て、「パ ヤ、 パヤ 」と言 った とあ り、そ れ は"火"を さ して いる らし

い。 「オハ カ、 オハ カ」と言 うの で、 茶碗 の水 を見 せ た らうなず い た とあ る。 あ る記 録 に

よる と56の 言 葉 が記 されて い て、 そ れ らの ほ とん どは カナ カ語、 あ るい は英語 に似 た音

であ る と思 われ る。 そ の比率 は39:17で 、 カナ カ語 が2倍 強 とな ってい る。 言語接 触 とい

う現象 にお いて、従 来 の研 究 で は劣 勢 な文 化 や言語が優 勢 な言語 や文化 か ら概 念体 系 を借

用 す る とい う ことが 証 明 され て きた。 しか しなが ら、 この場 合 は、 カナ カ語 が英語 よ りも

優 勢 な言語 と して機 能 してい た と考 える よ りも、 む しろ、 言語 使用 域(register)と い った

観点 か ら説 明 したほ うが説得力 が ある と思 われる。 つ ま り、家庭 内 では主 に衣、食 、住 と

密接 に関 わって いた者 は婦人達 で あ り、初 期 の共 同体 の構 成員 の うち女性 のほ とん どはハ

ワイ の原 住民 で あった とい う事 実 であ る。 また、 中吉 丸 が銚 子湊 に向け て出帆す る時、 島

民 た ちが寄 って きて船 の中 に投 げ入 れ て くれ た もの の中 に英 語 で印刷 され たキ リス ト教 祈

祷書 が あっ た ことは興味深 い。

自治政 府 を作 るため に島の統 括者 と して選 ばれた セボ レー、 ジ ェームス ・モ ー トレイ と

トマス ・ウェブが参 議員 として任 命 され たが、彼 らの 母語 はいず れ も英 語で あ った。 この

こ とを考 え る と島民 た ちの公的 な場 での言 語 はまず英語 が最優 先 され てい た とみ るのが 妥

当であ る と考 え られ る。先 住民 と島の一時 的 な来 訪者 との コ ミュニケ ー シ ョンは どうで あ

ろ うか。 文献 に よる と、 セボ レー は アメ リカ本 土 の東 海 岸 の ニ ュー イ ングラ ン ド地 方 に

住 んで いた 自分 の家 族 に手 紙 を書 き、そ れ を父 島 に寄 港 した船 の乗組員 に託 してい る。 ま

た、そ の当時 の社会 的背 景 を考 え合 わせ る と、水 の補 給 に立 ち寄 っ た捕 鯨船 、偶然 島 にた

ど り着 いた漂流 者 の数 は年 に数 回 あった との記録 が ある。 明治末期 の小 笠原 の に ぎやか さ

を さ して、 帰化 人 の子 孫、 チ ャレ老 入(チ ャー ルズ ・ワシ ン トン)の 「何 しろ、 この港 に

船 が95ハ イ も入 り、そ のマス トが ま るで竹 やぶ の よ うで した よ」とい う表現 か ら も当時孤

島であ った と して も決 して世 の中 か ら完全 に孤立 してい たわ けでは ない ことが わか る。捕

鯨 船 の乗組 員 は いわ ゆる"漁 師 こ とば"を 身 につ けて いた で あろ う し、 島民 との コ ミュニ

ケー シ ョンにおい て も一種 の ジ ャーゴ ン(largon)が 用 い られ てい た と考 え られ る。

す で に述 べ た よ うに、 日本 人 の本 格 的 な移 住 が八 丈 島 か らの住 民 に よ り始 まっ たの は
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1876年 か らで、 日本 の領 土 とな り、 そ の2年 後 に は学校 教 育が 開始 された 。 また、欧米系

の人 々 は帰 化 し、 日本 名 を名 乗 る よ うに なっ た。 よ り大 きな共 同体 にな り、 日本語 を母

語 とす る住 民が増 えるに従 って、 島の人 々の 言語生 活 も変化 す る。学校 教育 が公 に開始 さ

れ、 そ れ に伴 い 日本 語 が いわ ば公 用語 的 な機 能 を果 た しつ つ あっ た と考 え られ る。 しか

し、 フィー ル ドワー クか ら解 っ た こ とは、 どの言 語 を用 い るか は その 世代 に よって、 ま

た、 新 しい環境 の 下 で、 どの よう なア イデ ンテ ィテ ィの 上 に立 っ て 自己 をゆ だね る か に

よって異 な って いた よ うで ある。

太 平洋 戦争 中、 内地(日 本 本土)に 強制 疎 開 を強 い られ た島民 た ちの言 語生 活 は どうで

あ ったか とい うア ンケ ー トの問い に対 して は、相 手 の こ とば を理 解 で きなかっ た り、相 手

か ら誤 解 された りとい った コ ミュニケ ーシ ョンの あ り方 が原 因 となった トラブ ルをあ げて

い る回答 は皆無 であ る。パ イオ ニァ精神 を もって父 島 に乗 り込 んで いっ たB本 人 の最初 の

移住者 、そ して父 島生 まれ の旧島民 の二 世は八 丈方 言か らの影響 を受 けた ま ま新 しい土 地

へ と疎 開の ため 出向い た と思 われ る。方 言 を話 すが ゆ えに不 当 に扱 われた り、軽視 された

りす る差別 問題 は少 な くと も八丈 出身 の旧島民 に至 って は深 刻 な問題 とはな らなか った と

い えそ うであ る。 その 理由 として 、彼 等 は場面 に応 じた使 い分 け を してい た、 また は、 自

分た ちの こ とば に近 い ことばを使 う人 々、あ るい は 自分 たちの こ とばに理解 を示す 親類 を

頼 って疎 開地 を選 ん だ とい う理 由 も考 え られ る。

5.2.多 言 語 接 触 に よる コ ミュニ ケー シ ョ ンの様 相

日本復 帰 に伴 って、小 笠 原復 興 の重 要 な課題 の一 つ は島民 に対 す る 日本 語教 育 であ っ

た。 まず 、帰 島 を許可 され た欧米 系 の子 弟 の教育 を対 象 に 正968年、小 学校 ・中学校 が 開

校 された。 開校 式の ため に来校 した校 長が まず 、英語 で"Whatgradeareyouin～"と たず ね

ると、子供 たち は 「ミーは7年 生 だ よ」と答 えた り、逆 に 「ユ ー は何 の テ ィーチ ャーかい?」

と質 問 したそ うであ る。そ れは 日本語 の文法 のル ール に英 語 の語彙 をはめ 込ん だ一種独特

の ピジ ン(pidgin)の ような話 し方 であ った。

コ ミュ ニケー シ ョンの側面 か ら小 笠原 の歴 史を概観 してみ る とそ こに は多層 性、 多様性

とい った複雑 さが 見て取 れ る。英語 とカナ カ語 共存 、 日本語 、英 語、 そ して 日本語 といっ

た プロセ スで ある。筆 者 の6度 に わた る現 地 での フ ィー ル ドワー クか ら明 らか になっ た点

は、小 笠原 の住 民 は世代 が異 な ってい て も、 エス ニ シティ に違 いが あ って も(欧 米 に 由来
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す る先住 民 、八 丈島 な どの 日本 人移住 者、 日本復 帰後 来 島 した新 島民 の 間で)お 互 い に意

志 の疎 通 をは か り、伝 達 しあ う手段 としてほ とん どの場 面 で、 日本語 が用 い られ てい る。

しか しなが ら、異 なっ た諸 言語 と文化 の接触 の結 果、対 称詞 、 よびか け語の独 特 のパ ター

ン、 日本 語 と英語 の干渉 の問題 、敬語 表現 の欠如 、挨拶 こ とばな ど日常 の習慣 的 な コ ミュ

ニケ ーシ ョン様 式 な どに独 自の特徴 が見 られ る こと も明 白に なった。

この稿 で は、紙面 の 関係 上、 呼称 につ いて少 し詳 しく触 れてお きたい。現在 、大 別す る

と欧米 系、 旧 島民、 新 島民 とい う3つ の異 な った 出 自か ら成 り立 って い る父島 にお い て、

人 々 はお 互 いに どの ように言及 し、又 、呼 び合 って いるの だろ うか。 この問 は、 日本 と英

語 圏の伝統 的 な社会構 造 や文化構 造 とどの ように関 わ り合 ってい るか とい う こと とも深 い

関係 にあ る。 ここで は論 点 を欧 米系 の人 々の 間に絞 って考 えてみ る。上 述 した よ うに、彼

等 は1882年 、全 員 日本 人 と して帰化 し、 いっ たん 日本 名 を名乗 る こと にな った。 しか し

1969年 、世 帯主 とその家 族 を含 む40余 名 が改 姓 名 を申立 て、 も との西 洋 名 に もどる こ と

にな った。そ の結果 、現在 、 日本名 と西洋 名 を正 式名 としてそれ ぞれ保 持 して いる人 々が

混在 してい る。

まず、 二人称 代名 詞 を使 用す る タイ プで あ る。 この タイプ に属 す る対 称詞 、 よびか け語

と して 「お まえ」が あげ られ る。 例 えば、50代 の主 婦が い と こにあ たる 同世代 の主婦 を訪

ね た と きの玄 関先 での発 話 は 「オー イ、お まえ元 気 かい?」 、 「オー イ、 いるか い、 お まえ

なん だい ～」といっ た もの で、 いず れ も相 手 に対 す る ご きげん伺 い の形 式 であ る。又 、 イ

ンタ ビュー の結 果、 明 らか に なった ことで あ るが、 「お ま え」は夫婦 間 とい っ た異 ジェ ン

ダー問 で もお互 い に用 い られ る。 この用 法 が どの よ うに父 島に入 って きた か を考 える時、

この 島 に最 初 に移 住 して きた八丈 島か らの 日本語 の関連 を考 え るこ とは ご く自然の ことで

あ る。八 丈 島に おい ては相 手 を さす 二 人称 として従 来、古 い形 式 の敬 意用法 の 「お前 」の

名残 りと して の 「オメー」と共通 語 におい て 目下 の人 に使 う用 法 の 「お まえ」の輸入 され た

新 しい形 式 と しての 「オマ イ」が用 い られ て きた。父 島 にお いて も、 もとは、 この両 形式

が八 丈島 か ら移 入 されて きた と考 え られ る。 しか しなが ら、 英語 にあ たる表現 は、 いず れ

も 「you」であ る ことか ら、 欧米系 の人 々の 間で は 「オ メー」と 「オマ イ」の区別 を聞 きとる

こ とが で きず、 その差 異 を無視 し、 中 間型 として、 は じめか ら 「オマエ 」とい った単 一 の

機能 的 な単 位の 二人称 代名 詞 と して使用 されて きたの では ないか と考 え られ る。

次 に、 あげ られ る のが フ ァー ス トネ ー ムを使 用す る タイプ であ る。 日本 人 の父 と欧米

系 の母 を持つ ○○節 子 とい う50代 の主 婦 は 「節 ち ゃん」とよばれて い る。 共通 語 におけ る
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接尾 辞 「ち ゃん」は年齢 の低 い子 供 に対 して用 い られ るの が普通 の よ うであ る。次 に、 こ

の タイプの バ リエ ー シ ョン として 、 フ ァース トネー ム を短縮 、 あるい は変形 させ た型が あ

げ られる。 「ビング」が 「ビ ン」に、 「デ ーボス」が 「デー ボ」に、 「ハ ーマ ン」が 「ハ ー ミィ」

とい う具合 で あ る。又 は、 英語 の フ ァース トネー ムに 日本語 の接尾 辞 「～ ち ゃん」、「～ さ

ん」を添 加 して使 用 す る タイプ もみ られ る。 さ らに英語 の フ ァース トネ ー ム に 日本 語 の

「子 」を加 え、最後 に 「ち ゃん」、「さん」の形 式 を とる タイ プ もあ げ られ る。 た とえば、「モ

レイ」は 「モ レ子 ち ゃん」、「ネ リィ」は 「ネ ン子 さん」と呼 ばれ てい る。

擬似 的 な家 中心 の原理 に起 因す る型 もみ られる。 この タイ プ として まず英 語名 に 日本語

の接 尾辞 「～ 爺」が付 加 され た ものが あ る。 この 「～爺 」とい う型 は八丈 島 で昔 か ら使 われ

て きた もので、 旧 島民 の間 で も非 公式 な場 で現 在 も用 い られて い る。 この形式 の起 源 は、

あ る程 度年 を とった男性 に対 す る愛情 や尊 敬 か ら出た もの と考 え られ る。 欧米系 の人 々の

間で は、 「～」の部 分が そ の ま ま英 語名 の フ ァース トネー ム又 はそ の短縮 形 に お きか え ら

れ、「チ ャー リィ」が 「チ ャー リィ爺 」、 「ベ ンジ ャ ミン」が 「ベ ン爺 」とな る。 この タイプ

の珍 しい型 と して、 正式 名 が 「リーゼ 」とい う欧米系 の 主婦 を さす対 称詞 、お よび 呼称 が

あげ られ る。 この女 性 は欧米 系 の人 々か らも、 旧 島民 の住民 た ちか らも 「ジ ー子」あ るい

は 「ジー子 さん」と呼 ばれ てい る。 その 由来 を知 る人 はほ とん どなか っ たので 、筆者 は彼

女 とのイ ン タビューで その理 由 をたず ねてみ た。彼 女が言 うには彼 女 自身 もは じめそ の理

由が わか らなか ったの で、物 心が つい た時、家 族 の者 に聞いて みた。 そ して次 のこ とが わ

か った。彼 女の家 のす ぐ近 くに八 丈出 身の老夫 婦が住 ん でい た。特 に、お じい さんが彼 女

を こ との ほか よ く可愛 がっ ていた。 この うわ さが次 第 に広 が り、彼 女 を言及 す る時 にはい

つ も 「あの お爺 さんが 自分の子 供 の ように よ く可愛が って い る」とい う意味 を こめて、 「爺

の子 」と言 い は じめた。 そ して、 いつ の 問 にか、所 有格 を示 す 「の」が省 略 されて 「爺子 」

となった。 しか し、そ の ような プロセ スを知 らな い人 々の間で は、本 来の女性 一般 をさす

「子」が 「啓 子」や 「博子 」の 「子 」の よ うな用法 を持 つ もの と して受 け入 れ られて いる。 こ

こにお いて 、「子」にお け る意 味の特 殊化 がみ られ る。 又、 「イザ ベ ラ」は 「ベ ベ ち ゃん」と

呼 ばれて い る。 彼女 は60代 の主婦 で あ るが、彼 女 の祖 父が 自分 の孫 を さ して 「赤 ち ゃん」

つ ま り 「ベ イ ビー」と呼 ん でいた のが、次 第 に愛 称化 され 「ベベ 」とな り、 それ に 日本語 の

接 尾が 加 わった もの と解釈 す る こ とがで きる。

最後 にニ ックネー ムに由来 して いる型 があ げ られ る。 日本 語 に由来 して いる もの と して

「ス タ ン レー」が 「コケ」と呼 ばれ てい る。 この呼 び名 は彼 の祖父 が 日本 時代 に 「す ば しっ
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こい子供 」をさ して、住 民 た ちが 「コケ 」と呼 んで いた ことか ら、 自分 の孫 に もそ のニ ッ

クネー ムを与 えたそ うで あ る。 上述 の 「ジー子 」の夫 の正式 名 は 「フラ ンキ」で あるが、住

民 た ちは彼 の こ とを 「ター ニー」と呼 ん でい る。「ター ニー」はカナ カ語 で 「丈 夫 な」、 「大

きい」とい う意味 だそ うで、 彼が 赤 ん坊 の時、祖 父 に よってそ う呼 ばれ た こ とに起 因 して

いる。

以 上 は 日本語 と英語 の言 語接触 か らみ えて きた 「呼称 」あるい は 「よびか け語」の諸特徴

で あ るが 、実際 、 こ うい った種 々の用 法 は コミュニケ ー シ ョンとい う観 点か ら何 を意味 し

て い るの であ ろ うか。 こ とば を用 い て コミュニ ケー シ ョンを駆 使す る時 、 こ とばは まわ り

の現 実世界 を分析 、整 理す るた めの道 具だ て となる。 この際 、異 な った ことば はそれぞ れ

文化 的価値 観 を保持 して お り、特 定 の現実 の切 りと り方 を提 示 して いる。お 互 いに何 を言

い、 相手 を どの ように言 い表す か は相 互作用 の うちで の重要 な要素 で あ る。 この場 合、 あ

る特 定の型 を選 択す る時、 日本 人同志 の物 の見方 、解釈 の仕 方 に依 拠 しない よ り幅 の広 い

フ レキ シブル な枠 組 みが呈示 されて いる とい える。そ して、 その枠 組み か らあ る特 定の 方

法 を用 い て相手 に よびか ける時、 相手 との 関係 を 自分 が どう とらえて いるの か、 どの よ う

なコ ミュニ ケー シ ョ ンに 関わ って い るのか とい った た ぐいの言 明 を も同時 に行 っ てい る。

この二つ の事 実、 つ ま り、 一方 で は 「よびか け」を行 い、他 方 で は、そ れ と同時 に その場

の社会 的状 況 を規 定 してい る とい うこ とは言 語の用 い られか たが よ り豊富 なバ リエ ー シ ョ

ンを提 供 してい るが ゆえ に同時 に可能 とな るので ある。

6.今 世紀における多文化共生社会の研究に向けて

近年 の外 国人住 民の急 増、 定住化 の傾 向 はこれ までの 日本社 会 に とっ て地理 的 に も広範

的、構 成 メ ンバ ー も多 様的 、来 日す る 目的 も種 々 さまざ まで ある とい った点 で前例 のな い

事 態 とい える。 た とえば、彼 らが 日本 にや って きた 目的 は生 まれ育 った 国 を出て、 よ り広

い世界 で 自己を試 し、 その 可能性 に挑 戦 したい とい う自己実現 志 向の型 もあ ろ う。 また、

国際労 働力 移動 の一環 であ るに して も、 母国 での経 済的 、社 会 的、心 理 的状態 を忌避 す る

ため にや って くるい わば難民 型 にふ りわけ られ るケース もみ られ るであ ろ う。 いず れに し

て も、 日本 はい まや外 国人 といか に 「共 生」す るか とい う課題 に直面 してい るとい える。

しか しなが ら、 正直 言っ て、外 国人定 住 に対 す る 日本社 会 の対 応 は少子 高齢化 が進 む 日
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本社会 に課せ られた点 で避 けて通 れない課 題 であ るが 、そ の対策 案 と して外 国人 を受け入

れ るため に は、 今、何 か ら手 をつ け て よいか とい った考 察 が欠 けて い るよ うに思 われ る。

最近 にな って、 あち こちか ら情 報 が集 ま り、研 究 も少 しず つ蓄積 され て きてい る とは言 っ

て も体系 的 な研 究 は皆無 に近 い。 その要 因 と して まず あ げ られ る ことは、 こ ういった事態

があ ま り急 にや って きた ことであ ろ う。 また、 次 にあげ られ るこ とは 日本人 の研究 者や 一

般 の人 々 に して往 々 にみ られ る欧米指 向型 の研 究が常 に優先 されて きたか らで はなか ろ う

か。 こ とば を変 えて いえ ば、「外 に向 かっ ての 国際化 」の ため に、 日本 人 は海外 か ら情報

を取 り寄 せ、 そ ち らにお金 と時 間 をか けて出 向 くことにエ ネルギ ー を費 やす こ とを よし と

す るが、「内 な る国 際化」に 向か って あ ま り興味 を示 さない。 つ ま り、 自分の まわ りの人 々

に 目を向け、 そ こか ら何 か を学 ぶ とい う足 元 を見 つめ る姿勢 が基本 的 に欠如 して いるの で

はなか ろ うか。 身近 な こ とで あるが ゆ えに実 態 の把握 が方法 論的 に も容易 に運 ば ない とい

う こと もあ るだ ろう。私 た ち 日本人 がそ して 日本 の社会 が異 な った言語 、生活 習慣 、価値

観 を背景 に保持 してい る人 々に心 を開 き、違 いを受 け入 れ、 連帯 し、共生 してい こ うとす

る多 言語 ・多文 化主 義 に裏付 け られ た生 き方 を選 ぼ う とす るな ら、 民族 やエ スニ シテ ィだ

けに こだわ らない ポス ト ・エス ニ ック ・マ ルチ カルチ ュ ラリズム に向か って の研 究 に着手

す る と きがす で にや っ て きてい る。

この報 告書 はそ うい った こ とを念頭 にお いて編 集す る こ とを志 した。 第一部 で は、 日本

社 会 におけ る共生へ の歩 み をフ ィール ドワー クを もとに多元 的 に捉 えよ うと試 み た。第二

部で はブ ラジル沖縄系 移民 社会 を対象 と して、琉 球語 、 日本 語、 ポ ル トガル語 が コ ミュニ

ケー シ ョンの手段 と して どの よ うに使 用 されて いるの か を中心 に探 って みた。 最後 の第三

部 で は、 東 アジ アの各 地 にお ける 日本 語使用 の背 景 とその様相 を考 察 した。

[っだあおい ・大阪大学大学院言語文化研究科教授]
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第1部

共生を紡ぐ日本社会



日本 人 の 共 生 意 識

外国人イメージ ・言語意識 ・言語サービスに関するインタビュー調査から

布尾勝一郎/佐 藤誠子/WOOWAISHENG

1.は じめ に

近年、 多文化 共生 をめ ぐる議 論が活発 に行 わ れてい るが、従 来 の研 究 は、外 国人 ・外 国

籍住 民や 行政 のあ り方 に焦 点 を当て てい る ものが 多い ように思わ れる。(渡 辺編1995な ど)

あるい は、 ボラ ンテ ィアや 活動家 な ど、 ご く一部 の 日本 人 を題 材 として取 り.hげ て いる も

の が 目立つ[・1]。だ が、 実際 に外 国籍住 民 の 日々 の生活 の営 み を大 き く左 右 す るの は、多

数者 で ある一般 の 日本 人住 民 との交流 であ ろ う。 した がっ て、多文 化共生 の 問題 を考 え る

にあ たっ ては、 ホス ト社 会 を構 成す る 日本 人側 の意 識の あ りようが、重 要 な カギ とな る。

本稿 で は、 この意識 の問題 を改 めて 問い直 して みたい。

筆者 らは これ まで 、 日本 社会 、 と りわ け大阪府 におけ る多文 化共 生 の実 態 を探 るため、

い くつか の調 査 を行 っ て きた。2005年 度 の調査 で は、 大 阪の 多言 語表 示 につ い て概観 し

た うえで 、外 国籍 住 民 ・外 国人旅 行 者 に対 して、大 阪 の多 言語 表示 に関 す る意識 調査 を

行 っ た。 また 、大 阪府 ・大 阪市 ・国土 交通省 近畿 運輸 局な どへの イ ンタ ビュー も行 った。

外 国籍 住民へ の対 面 ア ンケ ー ト調査 の過程 で は、単 な る項 目選択 式 のア ンケー トでは得

られ ない、生 の声 を聞 くこ とが で きた 。 また、行政 側へ の イ ンタビュー につい て も同様 に、

現場 に近 い担 当者 らの熱意 が感 じられた。 この経験 を踏 まえて、今 回の調査 では視線 を転

じ、大阪 府下 のホス ト社会 側の 日本人 住民 を対象 に イ ンタビュー調査 を行 うこ とに した。

これ まで に も松 尾(2006)が 大 阪府 民 へ の ア ンケ ー ト調査 を実施 して い るが、今 回 は、

1 群馬県大泉町でホス ト社会の 日本人住民にアンケー ト及び聞 き取 り調査 をした小 内 ・酒井編(2001)

などがあ るが、これ もブ ラジル人集住地であ り、外国籍住民 と接す る機会が比較的に多い地域での

聞き取 り調査 である。

あ 鏃 継 融と灘 021



外 国人 に対 す る意識 の ほか 、新 た に言 語や言 語サ ー ビス に対 す る意 識 に関す る質問 を加 え

た。 具体 的 には、外 国人 のイ メー ジ、外 国人 との コミュニ ケー シ ョンで使 用す る言語 、多

言語 表示、 多言語 パ ンフ レッ トの問題 につ いて尋 ね た。

共 生 を阻む問題 点 があ る とした らそ れ は何 か、 そ して、そ れ を解 きほ ぐす方 法 はあ るの

か。 ホ ス ト社会側 の 日本人住 民 の声 に丹 念 に耳 を傾 ける ことで、何 らか の糸 口 を見 いだす

ことが、本 稿の ね らいであ る。

2.方 法 論

2.1イ ンタ ビ ュー の 方法 と対 象

イ ンタ ビュー は4入 の調査 者(Woo、 佐 藤、布 尾 、 山下)が 、2006年7月29日 か ら9月7

日にか けて、大 阪 府 に居 住 す る 日本 人計23人 に対 して行 った。調 査協 力者[・2]の属性 や調

査者 との 関係 につ い ては[表1]を 参照 され たい。 調査 者 が、 そ れぞ れの 知人 や 親族 の 間

か ら、 あ るい は紹 介 な どで協 力 者 を探 した。 「外 国 人 に対 す る意 識」とい う微 妙 な 問題 を

聞 くにあ た って は、調 査者 との 問 に一 定の信 頼関係 が必 要で あ る と思 われ たため、 ランダ

ムサ ンプ リングな どの手法 は と らなか った。 また 、で きるだ け偏 りの ない意見 を聞 くた め

に、多 様 な年齢層 ・性 別 ・地域 ・職業 の協力 者が得 られ るよ う心が けた 。

[表1コ 調査協力者の属性と調査者との関係

協力者 年齢 性別 職 業[*3] 調査者 調 査 者 との 関係[*4]

A 21-30 女 その他 あ 知人の知人(初)

B 21-30 女 会社員 あ 知人の知人(初)

C 31-40 男 自営業 あ 知人(多 数)

2

3

4

以下、「協 力者」とす る。

「会社員 ・学生 ・主婦 ・教 員 ・教員以外の公務員 ・アルバ イ ト・その他」か ら選んで もらった。「その他」は 自

由記述 とした。

協力者の中に調査 者の親族2人 が含 まれているが、 この2人 は同 じ世帯 には属 してい ない。 また、()内 に、

調査者 と協力者が過去 に会った回数 を記 し、初対面の場合 は 「(初)」とした。
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D 31-40 女 その他 あ 親族 の知人(初)

E 61-70 女 主婦 あ 親族の知人(初)

F 61-70 男 無職 あ 親族(多 数)

G 51-60 女 主婦 あ 親族の知人(初)

H 51-60 女 会社員(販 売) あ 親族の知人(1)

1 41-50 男 自営業 あ 親族の知人の夫(初)

1 51-60 男 ケ ース ワー カ ー(介 護) あ 親族の知人の夫(初)

K 61-70 女 リズ ム体操指導員 あ 親族(多 数)

L 71-80 男 無職 あ 親族 の知人(初)

M 2L30 男 会社員 い 知人の知人(初)

N 21-30 男 会社員 い 知人の知人(初)

0 31-40 男 その他 い 知人の知人(初)

P 21-30 男 その他 い 知人の知人(初)

Q 21-30 女 会社員 い 知人の知人(初)

R 21-30 女 会社員 い 知人の知人(初)

S 21-30 女 学生 い 知人の知人(初)

T 71-80 女 無職 い 知人の祖母(1)

u 21-30 男 学生 い 知人の知人(初)

V 31-40 女 教員 う 知人(1)

W 61-70 女 主婦 え 親族 の知人(初)

イ ンタビュー は、飲食 店 や協 力者 の 自宅や イベ ン ト会場 な どで、個別 に行 った。

協 力者 に 自由に語 って も らう柔軟 なイ ンタビュ ー とす るため、 事前 に最低 限聞 きたい 質

問項 目を大 まか に設定 す る半構 造化 イ ンタビュー と した。 質問項 目につい ては次項 で詳述

す る。

2.2質 問 項 目

イ ンタビュ ーの質 問項 目 としては、調 査 者 らが従 来行 っ て きた調査 を踏 まえ、「外 国 人

に対 す る意 識」、 「言語 に対 す る意識 」、 「言 語サ ー ビス に対 す る意識 」な どの項 目を織 り込

んだ。 イ ンタビューの全 質 問項 目は以下 の通 りであ る。
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1「 日本 にいる外 国人」と聞 いて どん な人 た ちを思い 浮かべ ます か。

2そ の 「外 国人」に どんな イメー ジ を持 って い ます か。

3日 本 で、何語 を話 すか わか らない 「外 国人」に話 しかけ る ときは、何語 で話 します か。

① 日本 に いる 「外 国人」は 日本 語 を勉 強す るべ きだ と思 い ます か。

② 日本 語 ボ ランテ ィア をや ってみ たい と思い ます か。

③ そ の外 国人た ち とコ ミュニケー シ ョンをす るた めに、 日本人 は もっ と外 国語 を勉

強す るべ きだ と思い ます か。

(それ は どん な外 国語 です か。 また、 それ はなぜ ですか 。)

4言 語 サー ビス につ い て

① 冊子 につ いて知 って い ます か。(そ れ を、 どの よ うにお 考 えですか 。)

② 多言 語表示 につ いて知 っ てい ますか。(ど の ようにお考 えです か。)

5具 体 的 に、 身近 に外 国人の知 り合 いが い ます か。

① そ れは どんな人 です か。

そ の人 と どん な活動 を してい ますか。

(≒その人 との 関係)

② そ の人 と話 す ときは、何 語 で話 します か。

1と2の 質 問 は 「外 国人の イメ ージ」に関す る質 問で あ る。1で 、 「外 国人」とい う言葉 を

聞い て、 まず思 い浮 かべ る人 々が どの ような人 か、 その カテ ゴ リーを 問い、 その後 、2で

それ らの外 国人 に対す るイ メー ジにつ い て尋 ね た。「日本 にい る外 国人 」とい う曖 昧 な表

現 をあ えて用 いた のは、 旅行者 な どの短期 滞在 者 と、 長期 的 に 日本 に在 住 してい る外 国籍

住 民 な どを含 めて 考 え られ るよ うにす る ため であ り、 かつ、 「中国人 」「アメ リカ人 」とい

う国別 の カテ ゴリー、 「白人」「黒人 」とい う人種 に よる カテ ゴ リーな ど と 「外 国人」との結

びつ きを明 らか に したか った か らで あ る。

次 に、3は 、「言 語 に対 す る意識 」につ い ての質 問で ある。 まず、 相手 が何語 を話 すか わ

か らない とい う前提 の もとで、外 国人 に何語 を使 って話 しかけ るか を尋 ね る ことで、 日本

国内 におけ るコ ミュニ ケー シ ョンの場 面 で何 語 を使用 す るべ きか、 とい った意識 を明 らか

に しよ うと した。 その後 、① で、 日本 にいる外 国人 は 日本語 を勉 強す るべ きか どうか を聞

いた。 さ らに、② の 日本語 ボ ラ ンティ アに関す る質 問で、 その外 国人 の ロ本語 学 習 を、協

力 者 自身が ボラ ンテ ィア として助 ける意志 があ るか を尋 ね た。③ で は、そ れ らの外 国人 と
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の コ ミュニケ ー シ ョンのた め に、 日本 人 の側 が もっ と外 国語 を勉 強す るべ きか を尋 ね た。

これは外 国人 の 日本 語学 習 につい て尋 ねた3の ① と表裏 一体 をなす 質 問であ る。 また、 そ

の場合 に何 語 を学 習す るか も尋 ねた。

続 い て、4で は、 自治体 や鉄 道会 社 な ど、 ホス ト社会 側 が外 国人 に対 して行 う言 語サ ー

ビス につ いて質 問 した。① で は、大 阪府 吹 田市 発行 の生 活 ガイ ドであ る 「吹 田 くら しの ガ

イ ド」(英語版 ・中国語版 ・朝鮮 語版[*5コ)と防災 ハ ン ドブ ック(日 本語版 ・英 語版 ・中 国語

版 ・朝 鮮語 版)を 協 力者 に見 て も らい[・6]、それ らの存 在 を知 って いた か どうか、 そ して、

感想 につ いて尋 ねた。 また、② で は、大 阪府 内の鉄 道駅 や百貨店 、商 店街 にお ける多言 語

表示(最 大 で 日本 語 ・英 語 ・中国語 ・朝鮮 語 の4言 語 表示)の 写真 を5枚 提示 し、 その存在

に気 づい ていた か どうか、 そ して それ らに対 す る評価 につい て尋 ね た。

最 後 に、5で は、 身 近 な外 国人 の知 り合 い につ い て質 問 した。 ① で知 り合 い の有 無 や、

協 力 者 との 関係 を答 えて もらい、② では、 そ の知 り合 い と話 す際 の使 用 言語 につ いて 質

問 した。 これ は、質 問1～3に お いて、 日本 社会 全体 をイメ ー ジ して一 般 論 と して答 えた

協 力者 がい た場合 に、実体 験 に基づ い て具 体 的に語 って も らうこ とを 目的 とした質問で あ

る。 また 、1～3で 身近 な人物 を念 頭 に おい て答 え た協 力 者 の場合 には、 その 人物 との 交

流 につい て、 よ り詳 しく語 って もら うこ とにな る。 「一 般論 」と 「身近 な、 具体 的 な経験 」

の 間 に乖 離が あ る可 能性 が あ るため、1～3の 設 問 とは切 り離 して、 イ ン タビュー の流 れ

を妨 げな い限 り、 原則 として最 後 に質 問 した 。

これ らの質問 を も とに イ ンタビュー を実施 し、 その結果 を文字 化 したデ ー タを調 査者 ら

が共有 し、分析 した。 文字化 の際 、協力 者の発 話 をで きるだ け忠 実 に再現す るため、 いい

よ どみや誤 り、 方言 な どもその まま記 した。

以 下、第3節 では外 国人 に対 す る意識 につ いて、 第4節 では言語 に対 す る意識 につい て、

第5節 で は言語 サ ー ビス に対す る意識 につい て、 それぞ れ分析 してゆ く。そ して、 最後 の

第6節 で はそれ らをま とめ、 若干 の考察 を試 みる。

5

6

それぞれ、 日本語の対訳が付いている。 また、本稿 では基本的に朝鮮語 とい う呼称 を用いるが、 インタビュー

で調査協力者が韓国語 ・ハ ングルなどの用語を使用す る場合 はそれに従う。

調査者のうちの一人が吹田在住であるため、吹田市の ものを用 いた。 また、4言 語 を使用 している点でも、大

阪府下の自治体 としては標準的な ものである と考 えられる。
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3.外 国 人 の イ メ ー ジ

本節 で は、 イ ンタビュー ・デー タに基 づい て、 日本人住 民の外 国 人に対 す るイメー ジ に

つい て分 析 して い く。主 として、外 国人 イ メー ジに関連 す る質 問、 す なわ ち、質 問1～2

と質 問5に 対 す る協 力者 の発 言 を取 り上 げ る。

3.1「 外 国人 」とは だ れ か?

協 力者 らに とって 、「外 国 人」とは どん な属 性 の人 々 を指 す のだ ろ うか。 イ ンタ ビュー

全 体 を通 じて、 様 々 な外 国 人 に関す る言 及が あ ったが 、 こ こで は、 「外 国人 と言 われ て ま

ず思 い浮かべ る人 々」とい う観 点 か ら、 質問1に 対す る回答 に絞 って紹 介す る。

協 力者 らが、 「外 国人」とい うこ とばか ら、 さま ざま な カテ ゴリー の外 国人 を思 い描 く

こ とが わか った。Nさ んは、 「例 えば 人種 だった ら白人か ア ジア人です ね。 国籍 だ った ら、

やっ ぱ り一番 初 めに イメー ジす るのは アメ リカ、その次 は中 国、韓 国。」と、「人種 」と 「国

籍 」に分 け て述 べ て い る。 人種 に関 して は、質 問1の 段 階 で は、 白人 、 アジ ア人 の ほか、

黒 人 も挙 が っ てい た。 ま た、大 阪市 在住 の1さ ん は、 まず 身近 な体験 か ら、「まあ 一番 主

な、在 日い わゆ る在 日の人、韓 国 だ とか朝 鮮 の人、 そ うい うの を、 ま、 ま、ほ とん ど外 国

人 とい うよ りも半 分 日本 人だ け ど も、そ うい う概 念 でい った ら、 とな り近所 にいた在 日の

人や ね。一 番つ きあい も多 い とこ.ろで し ょ、実 際 にい っ し ょに仕 事 なん か も して るか ら」

と述べ て い る。 この 点 は在 日朝 鮮 ・韓 国 人が 多 い、大 阪 府 の特 色 で あろ う。 その他 、 日

系 ブラ ジル 人、 フ ィ リピン人、 アメ リカ 人、 オ ー ス トラ リア人、 マ レー シア 人、 カナ ダ

人な どが挙 が っ てい た ほか、 「繁華 街 で働 い てい る怪 しい イラ ン系 の 人」(0さ ん)と いっ

た、 国籍が 否定 的 な形容 詞 とと もに用 い られ てお り、 それ が 「外 国人 」に対 す る否 定 的な

イメー ジ と直結 してい る例 もあっ た。

また、 日本 にお け る職種 ・地 位 を挙 げ る協 力 者 も多 か った。 枚 方市 に居住 す るKさ ん

は、「まず私 は環 境 的 に、 学生 。多 い か ら枚 方 は。大 学 、あ の、 国際 大学 あ った りね、 関

西 外 大 あ った り、で よ く見 る の は学生 さん。 お も思 い浮 かべ る言 う んね。 そ れか ら普 通

に、思 い 浮 かべ る、 まあ 観光 客 か な、 京都 近 い か ら。」と、 学生 と観光 客 を挙 げ てい る。

また、Qさ ん は、留 学生 の ほか、 「い まは まあ、仕 事 が ら、結構 労働 者 と して の外 国人 め
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方、 よ くお 見か けす るので、 そ うです ね、 だ か らそ うい う風 な 日系 ブラ ジル人 とか そ うい

う風 な方、 ま、 自分の会社 じゃないです け ど、 ち ょっ とよ くお見 か けす るの で、 そ うい う

風 な方 も、 ま思 い浮かべ ます ね。」と、「労働 者」を挙 げて いる。

そ の他、 外 国人 を否定 的 な イメー ジ と結 びつ け る例 も見 られ た。「日本 にい る外 国人 …

[・7]今や っ た らや っぱ り、 あの不 法 就労 者?と か ぱっ と思 うか な。 ニ ュー ス にな るか ら。

うん。」(Eさ ん)と 、不法 就 労者 を挙 げ る協 力 者や 、「あ、犯 罪が多 いな、 って ような感 じ

が します 。」(Lさ ん)と 、 中 国人 ・韓 国 人 を念 頭 に、 犯 罪者 の多 さ を指摘 す る協 力者 もい

た。 これ らは、いず れ も、ニ ュース な どの報道 を もとに したイ メー ジであ る。

また、 出身地 や職業 ・地位 で はな く、来 日の 目的別 に分類 してい る例 もあ った。Aさ ん

は、 「日本 にす ごい興味 があ って来 てる人 と、 お金 目的で来 て る人 と 【笑 】そ うい う感 じで

すか ね。」(Aさ ん)と 分 け て考 えてい た。

以上見 て きた カテ ゴリー をま とめ る と、[表2]の よ うになる。

[表2]外 国人の カテゴリー

人種 、地 域 ・国 籍
ア ジ ア人 、 白 人 、黒 人 、 ヨー ロ ッパ 人、 ア メ リカ 人、 中国 人 、韓 国 人、

フ ィ リ ピ ン人 、 ブ ラ ジル 人、 イ ラ ン人 、 カナ ダ人

職業 ・地位
留学生、旅 行 者、 労働者 、不 法 就労者、犯 罪者、 英会話 講 師、 ヘル

パー、看護師

目的 日本に興味があって来ている人、お金 目的で来ている人

そ の他 、質 問1の 段 階 で の回答 で は ない が、 「外 国人 」とい う語 の定 義 の曖 昧 さ に関す

る指摘 も紹介 してお きたい。Nさ んは、 「在 日韓 国人朝鮮 人 を外 国人 とは思 わない です ね。

外 国籍 人 であ っ て、外 国人 で は ない です よね。」と述 べ て い た。 その 理 由 と して、「外 国

人 ってい う と知 らん文化 の人。 在 日韓 国朝鮮 人 の人 って 国籍 が違 うだ けで、 文化 は同 じで

しょう。 日本 で生 まれ育 って、 そ の違 い だ と思 う。子供 の ときどん なテ レビみた 一って話

で盛 り上 がれ る し、外 国人 とはそ うい う話 で は盛 り上 が れな いで し ょう。」と、 文化 的 な

背 景 を挙 げ てい る。

7 以下の発話デー タでは、長いポーズは 「…」で表す。 また、 【×】は聞 き取れなかった部分、【笑】は笑い、[]

は注釈 を示す。
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また、Lさ ん は、 イ ンタビュー の終 盤iで身近 な外 国人 の知 り合 いの有 無 につ いて 問われ

た際 、「韓 国 の人 で もよろ しいの?」 と問い 返 した上 で、「外 国 人い う とね 、あ の一、 な ん

か、 う一 ん、 あれ はね え、 中国 ・韓国 を除 いて、 とい う考 え方が僕 の頭 にあ るんだ け ど。」

と語 ってい る。Lさ ん は、質 問1で 「あ、犯 罪が 多 い な、 って よ うな感 じが します。」と答

えた際 には 中国人 ・韓 国人 を例 として挙 げ てお り、 イ ンタビュー の前半 と後半 に食 い違 い

が あるが 、そ れ を考慮 して も興 味深 い発 言 であ ろ う。

3.2外 国 人 イメ ー ジ

外 国人 のイ メー ジについ ては、 同工異 曲 の もの が繰 り返 し登 場 した り、 イ ン タビューの

最後 に初 めて現 れた り、 あるい は イ ンタビューの 過程 で、協 力者 自身の 内省 に よ り発 言が

変化 した りす る場 合が あ るため、 ここで は、 イン タビューの全 体 を分析 の対象 とす る。

13.2.1肯 定 的 な イ メ ー ジ

まず、 肯定 的 な イメー ジ を見 て い こ う。1さ ん は以前 、仕 事 の関係 で接 した 中国人 につ

いて 回想 し、 「あ の中 国の人 が あの、 あ れは な んだ、研 修 目的 で何 か こ う仕事 に来 てい た

のが あ っ たで し ょ。 そ の 人達、 中国 の人 た ち っての はや っぱす ごい よ く働 き はる よね。」

と述べ てい る。

また、Rさ ん は英会 話学 校 の外 国 人講 師 につ い て 「フラ ンク1【 笑】基 本 的 に気軽 に こ

うどん どん声 か け て くる な一 み た いな。 感 じ。」とい うイメ ー ジ を抱 いて い る。 そ して、

留 学生 につ いて は 「フ レン ドリー」(Pさ ん)や 「リ ッチ」(Qさ ん)と い った イメ ージが挙 げ

られ てい た。 その他 、協 力者 と同 じス ポー ツク ラブで 見か け る外 国人 と して、「黒 人系 の

方 も、 ほん とに 国を 聞か れ る と全然 【笑 】分 か らな いん だけ れ ど も、あ の 一、す ご く、 も

う明 る くて」(Dさ ん)と い う声 もあった。

また、 身近 な付 き合 い の経験 か ら、 「け どな、 おれ、 昔 さ、近 所 に カナ ダ人 の家 族 が住

んで て さ、 日本 出 る まで何 年や ろ、2,3年 、 結構 家族 ぐる みで付 き合 い を してい て うん、

それ が あ るか ら、 ま、印象 はい い よ。」(0さ ん)と い った イ メー ジ もあ った。 また、旅 行

者 を接 客 す る こ とが多 い とい うBさ んは、 「あ ち らの方 って、 挨拶 す る と、ニ コッて笑 っ

て くれ る じゃ ないで すか 。 『い らっ しゃい ませ 』っ て、 日本人 っ てパ ヅと無視 しち ゃい ま

す け ど。 あ ち らの方 って ね、 ニ コ ッて笑 っ て くだ さ るん です よ。 な ので、 イメー ジはい
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いイ メー ジです け どね。 日本が好 きで来て くだ さって い るんだな ってい う気持 ちが あるん

で。」と語 っていた。 いず れ も、協 力者 の実体 験 に基づ いた イメー ジで ある。

また、「アジ ァだ った ら また一種 の ね、同一人種 的 なあれ もあ る し。[中 略]が ん ばって、

同 じように こうア ジアの人 がが んば って る とア ジアの人 を応援 しち ゃお うか なって い うの

はあ るか な。」(Pさ ん)と 、人種 的 な親近 感 を背 景 と した発言 もあっ た。

13.2.2中 立 的 な イ メー ジ

次 に、肯 定的 で も否 定的 で もない、 いわ ば中立 的な イメー ジを取 り上 げる。

1さ ん は、 「イ メー ジで すか 。特 に好印 象 もな く、 れ え、 あ の一、 悪 い って言 って も一

部 の人だ けで しょう しね。全 部が全 部 ね悪 い とも思 い ませ ん し、だ か ら、 そ うです ね、特

に印象 って言 って も、 よ くもな く悪 く もな くって い うのが実 際 で す ね。」と述 べ てい る。

そ の背 景 と して、 日頃 は仕事 が 忙 し く、 外 国人 とのi接触 が ない と語 る1さ ん は、 イ ンタ

ビュー の後半 で、 「だ か ら、 本 当 に、外 国人 の方 の こ とをって言 わ れた ら、 ほん と、 よそ

事 の よう に しか 【笑】捉 え られ ない って い うか、今 の ところ は。 うん。 まず外 国人 の方 と

親 しい人が い ないです し、 なんか トラブルが あ った とい うこ ともないです し、本 当 にた ま

にす れ違 う程度 。で、 後 は もう、 ほん とテ レ ビや ら、あ あい うメデ ィア で見た りとか 、そ

れ こそ さっ き言 うた よ うに、 うちの親 か ら話 を聞 いた りとか、 もうほん とそ うい う感 じで

す もんね。」と述 べ てい る。 イ ン タビュー 中 も、外 国 人 イメー ジ につ いて答 えあ ぐね る場

面 の多か った1さ んの立 場 を、「よそ事」とい う表現 が端 的に示 して いる と言 え るだろ う。

Cさ んは、 欧米人 とアジア人 を分 けて考 えて いる。欧 米人 につい て は 「日本 に、 なんか、

長 い こ と住 ん で、死 ぬ まで住 む わっ てい う人 は だれ もお れへ んの ち ゃ うか とい う ぐらい

の感 じ。腰 を落 ち着 けて住 む、 てい う感 じはせ えへ ん。 なんか 、働 きに来 て るな り、旅 行

で来 て るな り、 ま、 とりあ えず十 年か二 十年 か知 らん け ど、帰 っ ちゃ うな り、 日本 以外 に

行 っち ゃ うってい う。」と述べ る一 方、 「で も、例 え ば中国 ・ア ジアの人 は なんか ず っ とお

る感 じ。結 婚 した りしてお るっ てい う。 日本 に 【x】入 って い くみた い な。」と見 てい る。

他 方、vさ んは、 「特 に は、 この外 国人 は、 この国 か らの は こうい う イメー ジとい うの

は逆 に持 たな い です ね。持 た な い とい うか、 持 た ない よ うに して い る とい うか。 もちろ

ん国が違 うか ら、あ れなん です け ど、個 人個 人が違 うとい うの もす ごい、何 々人 だか らこ

う とは一括 り、 多分 、 しない よ うに、多 分、 私 の中 で は認識 が あっ て。」と、 出身 国 で区

分 け して イメー ジ を語 る こ とに抵抗 を示 して いる。 その理 由 と して、 「私 自身ア ジア人 で、
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一 括 りされ るの が嫌 や し
、 アジ ア系 の顔 を して るか ら、 チ リの人が 『どこか ら来 たの?』

と聞かず に 『中国 か ら来 たの?』 と。 別 に 『中国 か ら来 たの』嫌 なん じゃな くて、そ うい う

聞 き方が され るのが ち ょっ と私 は嫌 だ ったので 。そ れだ った ら、知 らなか った ら 『どこか

ら来 たの?』 って 聞けば いい じゃ ないか と思 った経 験 を何 度 か して きて 【笑】。 こうい う一

括 りされ るの が あん ま し私 は好 き じゃな くて。」と、 ア メ リカ留 学 時 に アジア入 と して 一

括 りにされ て不 愉快 に感 じた経 験 を回想 して いた。

[3.2.3否 定 的 な イ メ ー ジ

次 に、 否定 的な イメー ジ を見 てい こ う。外 国人 に対 す る否 定的 な イメー ジ としては、 と

りわ け、外 国人 を 「密 入 国」、「不 法 就 労 」、 「犯 罪」な ど と結 びつ け て述 べ る協 力 者 が多

かっ た。 例 として、Tさ ん は身近 な イス ラエ ル人 や在 日韓 国人 につ いて は好意 的 な印象 を

持 っ てい るに もか かわ らず、 「ほい でな、外 人 が な、泥棒 、 な、 み なあ んた、 み な泥 棒 し

た り、 日本人殺 した りして るや んか。 せや か らあん ま り外人 きてほ し くない思 うけ ど、せ

や け ど、 日本人 も行 って るん やか らな。 どな いす る んや ろか な一。」と述 べ て い る。 外 国

人 は 「泥棒 」や 「殺人 者」が 多い か ら、 歓迎 で きない との態度 であ る。

また、Fさ んは、 「あ の 一密入 国 して くる連 中お るや ろ、外 人 で はあ る わな。 中 国人 と

か韓 国人 とか。 ああ い うのはや っ ぱ り、 日本 で相 当犯罪 、 日本の暴 力 団 と組 んでや っ とる

や ろ。あ あい う、 もっ とや っ ぱ り同 じ外 人 で もそ うい うビザ の切 れた人 間だ とか、 密入 国

して くる人 間を 日本 の税 関 では きち っ と取 り締 ま らん と」と、 日本 の行 政 に対 して取 り締

ま りを強化 す る要望 まで述べ て いた。 これ らの協力 者 のほか に も、 ニ ュース な どを介 した

間接 的 な情 報 を根 拠 として い る人が多 か った〔・8]。

そ の一 方 で、 「中国 の人 とや って い くのが 結構 難 しい です よね。 や っぱ お国柄 の 問題 も

あ って。」(Qさ ん)な ど、少 数 なが ら、 実体験 に基 づ く否定 的イ メー ジ も見 られた。

中国人、 韓 国人へ の言及 が多 か ったほか 、人種 につ いて のイ メー ジ として は、黒 人 を挙

げ た人 もいた。 黒人 に対 して は、Lさ んが 「う一 ん、や っぱ りプー ル なんか にお って もね、

あ の、黒 人 の方 が入 って くる とや っ ぱ り出ち ゃ うな あ。 プー ルか ら私。」と、 プー ルで接

触 した際 の体 験 を語 って い る。 また、Gさ ん も 「初 めす ご く偏 見 的 に、 あ の、黒 人 の方が

8 マスメディアか ら得た情報 に基づいていることを明言 してはいないが、前後の文脈か ら推定で きる場合な ども

あるため、総数は挙 げられない。
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ね、来 た ら、何 にも悪 くない のに、す ご く怖 か った んです よ。 その 、肌 の色だ けです ご く

怖 い と感 じたの に、 この 頃、 それ は、 まあ年 齢 もあ るんで し ょうけ ど、 そん な、そ うい う

怖 さもな くなった か ら、それ だけ、 【笑 】慣れ て きたい うた らお か しいけ ど、身 近 にい らっ

しゃるっ てい うこ とです よね。」と、 当初 、肌 の色 に対す る恐 怖 感が あ った こ とを打 ち明

けてい る。

否 定的 な イメー ジにおい て特徴 的 なの は、 と りわ け犯 罪や不 法滞在 な どにつ いて の もの

は、 自分 自身で体 験 した こ とで はな く、ニ ュース な どの間接 的 な情報 による ものが多 い点

で ある。 これ は、肯定 的 なイ メー ジが 主 に、 実体 験 に基 づい た もの であ ったの と対照 的で

あ る。 身の回 りの外 国人 に肯 定 的な イメー ジ を抱 いて いる協力 者で も、 日本社会 全体 につ

いての 話 にな る と、否 定 的 なイ メー ジが支 配的 に なる場合 が複 数見 られた。 これ な どは、

あ る特 定 の イメー ジが形成 され る上で 間接 的 な情報 の影響 が強 い こ とを物 語っ てい る と言

えるだ ろ う。

3.3否 認 の ス トラテ ジ ー

こ こでは、協 力者 らが外 国人 の否定 的 なイメー ジ につ いて触 れ る際 に、 どの ように 自ら

の差 別 意識 や偏 見 を否 認 してい るか 、あ るい は発 言 の深 刻 さを緩和 して い るか を見 てい

く。

Gさ ん は、「くらしのガ イ ド」につ い て、「で もね、思 うんです け ど、み ん ながみ んなね、

そ の、 平均 的 な人 だ けが 、来 られて る わ けで もない し、 だか ら一概 に言 え ない って 、差

別 じゃない んです け ども、 そ の、 理解 で きな くて も、 その生活 の ため に来て る人 もいて る

の、 か ら、 こん ない い物 が あ って も、活用 しな い人 もいて るで しょ うね。」と述べ 、 出稼

ぎ労 働者 が その冊 子 を活用 してい ない可 能性 につ い て述べ て い る。 「差別 じゃ ないん です

け ども」とい う前置 きをす る ことに よって、差 別意 識 を持 って いない こ とを強調 して い る

の であ る。 また、 同 じGさ んは、 外 国人 の犯 罪が増 加 して きた こ とを指 摘 した上 で、 「な

んか この ごろ、 そ うです ね え、 なんか、 な んか考 えれな い ような原 因が 【笑 】多 くなった

か ら、 それ を 【×】外 国人 のせ い にす るわ けで もない んで す けれ ど も、 な んか、す ごいな

んか 怖 い外 国人が入 っ てい るな あ、 ってい うな んか恐 れが、 感 じて ます 。」と語 ってい る。

これ も 「外 国人=犯 罪 者」とい う偏 見 を持 ってい るの で はない と、否 認す る役 割 を果 た し

て い ると思 われ る。
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次 に、Nさ ん の例 も引い てお こ う。 「不 法就 労 に来 てる のはや っぱ り嬉 しくないです ね。

だ って、不 法就労 に来 て るってい うの は不 法 に仕事 して るっ て ことはや っぱ りう ま くいか

ない こ とって多 いです よね。警 察 とか で監 視 され た りして、 そ うい う人 たちが どうなって

るか ってい うと、犯 罪 に結 びつ くんです よね。 そ れはそ の人種 に対す る偏見 が どうの とか

じゃな くて 、そ れは当然 の理論 と して そ うなる と思 うん です よね。 そ こまで は理 論 として

犯罪 に結 びつ きやす いか ら僕 は宜 し くない と思 う し、そ の分 ね、 日本人 の仕 事 が減 るか ら

いや だ と思い ます 」。 こ こで は、 偏見 で な く、 理論 的根 拠 があ る と前置 き した上 で、宜 し

くない、 と述べ て い る。Nさ んの発 言 は さ らに 「で、 い まか らさきに話 す こ とは偏 見 だか

ら参考 に な らない と思 い ます け ど、中 国人の犯 罪 って い うの はその 、 日本 人が 考 える人道

的で ない んです よ。平 気 で人 を殺 した りす る し。 よ くあ るんです よね 。あ の一 【×】の た

め に一家4人 全 員 を殺 した りとか そ うい うの もや る こ とも多 々あ る し。 これは僕 の偏見 な

んで参 考 にな らない と思 い ます け ど。 そ うい うのが増 えるの は怖 い です。 だか ら不法就 労

はち ょっ と避 け てほ しい。 日本 の入 国管理 局 は もっ と しっか りして ほ しいな と思い ます。」

と続 く。偏 見 であ る こ とは理 解 した 上で 話 して いる、 とい うこ とを伝 えて いる ので あ る。

同種 の もの と しては、 「先入 観で い い ます と、 た と えばス ー ツの人 やっ た ら来て は るんか

な と思 う し、た とえ ばなんか ち ょっ と身な りが貧 しい感 じで アジ ア系 や った らたぶ ん密 入

国で仕事 探 して るんか な と思 う。 そ うい うイメー ジがあ ります。」(Nさ ん)に お け る 「先 入

観 」な どが挙 げ られる だろ う。

また、32.3に お いて、 プー ルで 同 じレー ンに黒 人 が入 って きた場 合 に 自分 は プー ルか

ら出 て しまう と話 してい たLさ んは、 「だ か ら 白人 とか来 た って 問題 ない です よ。 だか ら

向 こうか ら話 しか けて きた りなん かす るか ら、 もうそ うい う意 味で は別 にあの、 ふつ うに

話 して ます か らいいん です け ど、 ど う して も、色 の濃 い人 は ち ょっとね。 なん か こうい う

差 別 した ら悪い んだ ろ うけ どもね え。」と、 自身 に 「差別 意識 」が あ るこ とを認 め、そ れが

望 ま しくな い ことであ る と認 めて いる。

さらにLさ ん は、 イ ンタビューの後 半 で、中 国人 に対 す るイ メー ジにつ いて語 って い る。

かつ て会社 員 時代 、仕 事 の上 で 中 国人 か らの苦 情 処理 を した際 に不 快 な経験 を した こ と

につ いて 、「うん、 あれ はね 、あ れ は、 まあ一 人の個 人 的 なあ れか もしれん け ど、 な んか

やっ ぱ り中 国全体 が、 日本 に対 す る考 え方 が、 あ の人の代 表か な と思 っ て。 あ の人が言 っ

た こ とばが、 中国 の代 表 を して言 った のか な、 とい う気 します よ。確 か に、 あ の、 日本

の システム い うのは分 かん ないか ら、 い くら説 明 われわ れが して もね、 わか って くれ よ う
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としなか った もんね。今 の政治 と同 じじゃない かな ってい う気 す る よね 。靖 国へ 行 くな行

くな言 った ってね、 い くら説明 して もわか らない、聞 こう としない と思 うわ」。 ここで は、

一 つ の事 例 か ら一般化 して しまうこ とが適切 では ない こ とにつ いての 「気付 き」が現 れ て

い る と言 え る。 この 点 に関 しては、Bさ んが 日常 的 に接す る外 国人 の客 の好印象 につ い て

述べ た後 、調査 者 に 日本全体 で考 えた場 合 の イメー ジを問 われた 際の発 言 に も類 似 の もの

が現 れ てい る。「日本全体 で 。外 国人。 そ うです ね え。難 しい な。 【笑 】そ うで すね え、最

近 ね、い ろい ろね、 あの 一事件 とか もあ ります もんね。 海外 の方 もね。 うん …、そ うい う

の もあ ります け どね、 不法滞 在 の方 とか。 う一 ん。 …み ん ながみ んなそ うじゃない です 吐

ど」。 これ も、 一般化 を避 ける発言 で ある と言 えよ う。

以 上の例 には、欧州 にお け る人種差 別的 な談話 につ いての研 究 を行 ったヴ ァン ・デイ ク

が挙 げ る 「人種 差 別 の否 認 のス トラテ ジー」[・9](ヴァ ン ・デ イク2006)と い う考 え方 が基

本 的 に当 ては ま る と言 え よ う。 「差 別 じゃな いん です け ども」とい う否認 な どはそ の典 型

例 であ る。 また、偏見 であ る こ とをあ らか じめ断 った り、差別 が悪 い こ とだ とい う認 識 を

述べ た りす る こ とも、 ヴ ァン ・デ イク の言 う 「肯 定的 な 自己呈示 」につ なが る ものだ と言

える。

だが 、本 稿 に お ける イ ンタ ビュー の性 質 を考 えた場 合、 これ らの ス トラテ ジー を指 摘

して、直 ち に協 力 者 らを人 種差 別 的だ と糾弾 す る こ とは妥 当 で はない だ ろ う。 「外 国 人 イ

メー ジにつ いて、率 直 に話 して ほ しい 」と依 頼 され、 それ につ いて改 めて 内省 しなが ら答

える とい うイ ンタビュー は、明 らか に 自然談 話 とは異 な るか らで ある。

こ こで は む しろ、 いか に協 力者 らが 「差別 」や 「偏見」につ いて、社 会規 範 に照 ら して適

切 では ない もの であ る ことを強 く感 じてい るか を示 して い る もの と捉 え たい。

3.4否 定 的 イ メー ジの要 因

身近 な外 国 人 の知 り合 い につ いて 、Eさ んは、 厂外 国人 で ね。 うん 、 ない ですね 。 う う

んん。」としてお り、 近所 の ロ シァ領事 館 の職 員 と挨拶 を交 わす程 度 だ と述べ て い る。 ほ

9 少数派 について否定的なことを述べ る話 し手 は、社会規範 に違反 していると見 られることを考慮 して、人種差

別 の否認や、緩和化 を行 うとい うものである。 「私は黒人に対 して何 の偏見 もない。 しか し…」といった形が

典型的 とされる。
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かに も、「い ませ ん。」(Wさ ん)な ど、 外国 人の知 り合 いが いない 、あ るい は接 点が 少 ない

と答 える協力者 が多 か った。 そのせ いか、 自らの外 国人 イメー ジの源泉 と して、 テ レビな

どの外部 要 因を挙 げて いる人が 多 い。また 、若者 と高齢 者の 「世代差 」につ いて の指摘 もあ っ

た。いず れ も、協力 者 自身の内省 による もので ある。 こ こでは、協力 者 自身が否 定 的イ メー

ジの要 因 と して指摘 した 「マ スメデ ィア な どの外 部要 因」「世 代差 」につ いて 見て い く。

13.4.1マ ス メデ ィアな どの外部 要因

テ レビや 新 聞の報 道 を原 因 と して挙 げ てい る例 として は、 「日常 的 に はそ うい うあれ し

か入 って こないん じゃないの かな あ、 情報 が。立 派 な人 はた くさんお る と思 い ます よ。 だ

け どそ うい う人た ちの情報 っての は流 れ ない ん じゃないの ですか 。 たま に流 れ る ときはあ

ります よ。 ニュー スや なんか流 れ るけれ ど も、 どうも最 近 のあの 一外 国人の情 報 はだい た

い犯 罪 者 が多 い よな あ。 だか ら最初 に外 国人言 う と犯罪 者 【×】。 そ うい う じ ょう し情報

しか入 って こない もん なあ、国 内 に住 んで る と。」(Lさ ん)と の発 言が ある。 テ レビな どか

ら入 って くる外 国人 に 関す る情報 は、 犯罪 に関す るものが ほ とん どで ある こ とを指摘 して

いる。

0さ ん は、 「そ の直接 は全 然 関係 ない け ど さ、例 えば 中国系 の人 で あ った りとか、 犯罪

の話 とか よ くを聞 い た りす る わ け じゃな い?東 京 の歌 舞伎 町 に行 くとや ばい とか さ、 中

国系 がい な くなった と思 った ら、次 ナイ ジェ リア系 が入 って きて る とか い う話 を耳 にす る

わけだ。 そ うい う全 く直接 は知 らん け ど、 そ うい う話 を聞 くと印象 は悪 いけ どね。殺 人事

件 なんか で も結構 中 国系が か らんで いる ってい るニ ュース にな るの を聞 くか らさ。 そ うい

うの を聞 くと印象 は悪 いね。」と語 っ てお り、否 定的 なイ メー ジが 「直接 」的 な もの では な

く、 ニ ュースや伝 聞 に よる もの であ る と自覚 して い る。

また、Hさ ん は、「外 国 人 って言 っ て も同 じ人 間な んで、 別段 そ の一意 識 して外 国人 と

思 っ た こ とは今 まで は なか っ たん です が、最 近 、 こ う取 り立 てて 外 国人 て い う と、 な ん

か こ う悪 い事 件 があ った りした時 にね、 あ の、例 え ば うち に も泥棒 が入 ったん です け ど、

あ、最 近外 国人 のか たの泥棒 の手 口が こ ういった のが多 いです 、 とかい うそ うい う言 葉が

割 と警察 の 人か らなんか で も出 て くるんで す よね。 なの でつ い頻 繁 に 『外 国 人の しわ ざ』

み たい な悪 い イメー ジ、本 当 に、 本 当にそ れ は一 部の人 なんだけ ど、そ う、 なんか事 件が

あ った りす る と、テ レビで もね割 とそ うい う報道 の され方 を します よね 。だか らか な、知

らず 知 らず の うち に、 ち ょっ とそ うい うイ メー ジが う一ん、植 え付 け られた、 て しまっ た
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かな、 っ てい うふ うに、 今 そ の改 めて 聞か れ る と思 い ます ね。」と、 テ レ ビや 警察 な どの

影響 が あ るこ とを指摘 してい る[・lo]。また、Hさ んは、 中国 人マ フ ィア を描 い たハ ー ドボ

イル ド小 説 な ども、 イ メー ジ形成 に影響 す る媒体 として挙 げてい る。 さ らに、子 供 の頃の

話 として、映画 を通 じて 白人の外 国人 ス ター にあ こが れ を持 って いた こ とも思 い起 こ して

い た。Hさ んが 、 テ レビをは じめ とす る様 々な外 部要 因 を挙 げて いるの は興味深 い。

[342世 代 差

Lさ ん は、外 国人 犯罪 が多 い とい うイメ ー ジを抱 い てい る こ とにつ いて、 「だ か ら、 日

本 人 の一番 悪い所 じゃない のか なあ、僕 らは、僕 らの年代 っての はそ うだ と思 って る よ、

【×】反 省 して ます よ、僕 自身。 【笑 】悪 い奴 だ なあ と思 って ね。僕 ら、 どっちか い う と戦

中時 代、 うん昭和8年 だった か、 ち ょう どね え、戦 争 ま っただ 中に小学 校 、中学校 、 中学

校 の時 は戦 争 も う終 わって たか なあ、小 学生 のあ た りが 一番激 しい 時だ ったか らね え。 う

んだか ら、 案外 そ うい う意識 を持 って る人、我 々の年代 で何 人 かお られ るん じゃな いかな

あ。」と話 し、戦 前 に子供 時代 を送 った 自分 た ちの世代(70代)が そ うい った意識 を持 つの

は仕 方が ない と考 えてい る。

一 方 で、30代 のCさ ん は在 日韓 国人 につ いて、 次 の よ うに語 ってい る。 「や っぱ り感覚

と して は 自分 の体 験 としては一緒 やね んけ ど、お 、沖縄 か ら来て ます、住 んで ます とかい

うの と一 緒や ね んけ ど、なんか ち ょっ とちゃ う感 じが す る。 こう植 え付 け られ た もんだ と

【×】。 親父 か ら植 え付 け られた ものが 。 あいつ は違 う、 的 な。 で 、 なんか ち ょっ と違 う、

あれ を、印象 を持 って る」。つ ま り、 自分が在 日韓 国人 を 日本 人 と違 う と見 な して いる こ

と につい て は父 親の 影響 が大 きい とい うので あ る。彼 は こう続 け る。「だか らたぶ ん な、

お れ、 この ぐらい の世代 でな くな ると思 うんだ。 おれ、 たぶ ん思 う。 うん。 それは たぶん

間違 いな く思 う。 この世 代 ぐ らい で。」これ は、望 ま し くな い影響 を受 けた と考 え る若 い

世代 による上 の世代へ の批 判で あ り、 自分 はそれ を子 の代 に伝 え る気 持 ちは ない、 とい う

宣 言 で もあ る。 だが 、「親の 世代 」を一括 りに して一 般化 してい る、 とい う問題性 は指 摘

で きるであ ろ う[・11]。

10

11

Hさ んが インタビュー後 に、「最初 のはただ、今現在外 国人 といわれて思いついた ことってことで言 っただけ

で、外国人に対 して悪いイメー ジは一切持 って ませ ん。」と強調 していたことを付記 してお く。

このインタビュー中、調査者が協力者に完全 に同調 して、自らの親を批判する発言を していたこ とを、 自戒を

込めて記 しておきたい。
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3.5「 外 国 人 の イ メ ー ジ」の ま とめ

本 節 で は、 外 国人 イメー ジにつ い て、詳 し く論 じて きた。 総 じて、肯 定 的 な イメー ジ

は、協 力者 らの実際 の体験 に基づ くもの が多 か った。 それ に対 し、否 定 的 なイ メー ジは、

マス メデ ィアの報道 な ど、外部 か らの情報 で イメー ジが形成 されて いるケ ースが多 い よ う

であ る。 この こ とか ら、 直 ちに 「マス メデ ィ アの報道 が悪 い」と決 めつ ける こ とはで きな

いが、協 力者 らの多 くが、 実際 に は外 国人 との 身近 な接 触が 少 ない と答 えて い るこ とを考

えれ ば、 マ スメ デ ィアを経 由 した二 次情報 に頼 る場面 が多 い と思 わ れる。 また、 身近 な外

国人 には肯 定的 な イメー ジ を抱 く一 方で、 「不法 滞在 」や 「犯罪 」な ど、社 会 問題 につ いて

は、否定 的 なイ メー ジを挙 げ る協 力者 もいた。 これ らの点 を考慮 す れば、マ ス メデ ィアの

影響 は否 定 で きないの では ないだ ろ うか。 また、世代 に よる要 因につ いて は、若者 が一 方

的に上 の世 代 を批 判 して い るわ けで は な く、30代 と、70代 の協 力者 が そ れぞ れ指摘 して

いる点が 興味深 い。

さ らに、 否定 的 なイ メー ジ を語 る 際に、 い くつ かの否 認 のス トラテ ジーが確 認 で きた。

これ は、協 力 者 らの、 「『差別』や 「偏見』は避 けるべ きで あ る」、 とい う意 識 の強 さの証 明

で あろ う。

4.外 国人 との コミュニケーシ ョンにおける言語意識

本 節 で は 「外 国 人 に対 す る イ メー ジ」の 続 き として、 日本 人 が外 国 人 とコ ミュ ニケ ー

シ ョンを図 る際 の言語 意識 を取 り上 げる。

4.1外 国人との初対面における日本人の言語使用

まず 、何 語 を話 す かわ か らな い外 国人 に話 しか け る と きの 言語 使用 につ いて の質 問 か

ら得 られた 回答 を見 て い く。 基本 的 に、言語 手段 と して は 「英語 」と 「日本 語」の2種 類 し

か ない こ とが分 か っ た。 この2種 類 の他 に、 「も し道 な んか尋 ね られ た ら本 当 に手 振 り身

振 りの」(Gさ ん)、 「或 い はボデ ィ ランゲー ジでい きます ね」(Dさ ん)、 「あ とは まあ ジ ェス

チ ャー です ね。 【笑 】」(Eさ ん)の ように、言 語以外 の選択 肢 も挙 げ られた。 しか し、 これ
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はあ くまで も言語 で通 じなか った と分 か ってか らの選択 肢 であ り、 第一 の選択 で はない。

英語 で話 しか け る理 由 に関 して は 「英語 は世界 で一 番 た くさんの 人間が 話 しとる公 用語

に近 い言葉 やろ。例 えば中国語 な んか人 口は十何 億お った って、特 殊 な場 所 に偏在 しとる

わな。 ああ い うの はや っぱ り公用 語 に近 い とは言 わ んね ん。 や っぱ り、 どこにで も満 遍 な

くお って、諸外 国 の基礎学 習 としてや っぱ り定、 定着 しとるか ら、そ らもう、 絶対 的 に英

語 は、簡単 や しな。」(Fさん)、「一番 やっ ぱ り通 じるか な一 って思 い ます し」(Rさん)と い っ

た回答 が中心 で ある。更 に、 「共通語 だ し。 で、 観光客 で来 て る入 も多 い じゃない ですか。

日本語 が そん なにで きる外 国人 が多 い と も思 わ ないん で。」(Aさ ん)と い う回答 もあっ た。

以上 の ように、地域 ・人種 に関わ らず 国際 的 に意 思疎 通 に最 も多 く使用 され る言語 は英語

であ る とい う考 え方 が あった。 したが って、 日本 にお いて何 語 を話 すか 分か らない外 国人

に対 して も英 語 は通 じるだ ろう とい う前提 が ある と解釈 す る ことがで きるだ ろ う。

上 記 に加 え て、「う ん。 なん ち ゅ うか な。 他 が だか らあ ん ま り、 と りあ えず 自分が ね、

学校 とかで ね、接点 が あった 国の言葉 って い うのは ないか ら、専 門的や か ら。 それ を考 え

た ら、 や っぱ り英語 か なっ てい う気 が す る」(Pさ ん)の ように、 日本 にお いて は英語 以外

の外 国語 は英語 ほ どに普及 してい ない とい う意見 があ った。

一方
、「日本語」につ い ては、理 由 として次の ような ものが挙 げ られ た。 「日本 の 国の 中

だ った らまず 日本語 で話 しかけ たい なっ て思 い ます け ど」(Hさ ん)、 つ ま り、 日本 では 日

本 語 を話す のが 当 た り前 だ とHさ ん は考 えて い るので あ る。 また、「いや あ、 あのや っ ぱ

り、最近 ここへ 来 られ て、あ の、来 られ てる外 国の方 い うの は、非 常 に 日本語 日本語 が上

手 なんで ね。[中 略 コだか ら大体 日本へ 来 られ て る方 は 日本 語が で きるな、 とい う意 識 は

あ ります よ。 だか ら、 日本 語 で質問 します 。」(Lさ ん)の ように、外 国人 の 日本 語能力 に肯

定的 な評 価が与 え られ てい る。

また、 「まず は 日本 語 で話 しか けて、 通 じなか っ た ら、 まあ何 とか、 まず は、 あ の一、

英 語 かて僕 、 あの 【笑】学校 で習 った程 度で すか らね」(1さん)、 「【笑 】と りあ えず 日本語

か な、 はは。 と りあ えずB本 語 で、 は?っ てい う顔 をされ た ら、一 応英 語 を と りあ えず

喋っ てみ る。」(0さ ん)、 「多分 まず は 日本語 で 聞いて みて、 日本語 を喋 れるか どうか。 で、

喋 れ ない って分 か った ら、多分 、 自分 が使 え る言語 が英語 しか ないの で 【笑 】多分 英 語で

聞い て。」(Vさ ん)の よ うに、「まず は 日本語 、通 じなか った ら英 語 」と、 日本 語 を優 先す

る協 力者 が いる こ とも明 らか にな った。

そ の他 、 「一番 初 めの 第一声 は、 英語 話せ ないの で、 第一声 だ け は、 英語 で。 エ ックス
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キ ュー ズ ミー か ら」(Bさ ん)、 「あの 、片 言 だ け ど、 に ほ、 え英 語 で、CanyouspeakEng-

lish?とか まず 聞い てみ る。 そ の後 は続 か ない んだ け ど もね」(Kさ ん)、 「で も多分会 話 をす

る とな っ た ら、 殆 ど 日本語 で 通 します ね、私 。英 語 喋 れ ない んで。 ま、 無 理 く り日本 語

で、通 じる範 囲 で。」(Sさ ん)の よ うに、「話 しか ける こ と」で は片 言程 度 の英 語 を用 い る

の に対 して、 「会話 」とな る と、 日本語 を使 用 す る とい う協 力 者 もい た。機 能 によ る言語

の使 い分 けを意識 して い るよ うだ 。

4.2外 国人の日本語学習及び日本語ボランティア

ここで は外 国人 の言語 の学 習 につい ての設 問 を取 り上 げる。

14.2.1外 国人 の 日本 語学 習

外 国人が 日本人 とコ ミュ ニケー シ ョンをす る場合 の こ とを考 え、外 国人 の 日本 語学 習 に

つい て質問 した。

「日本語 を勉 強 す るべ きか どうか」とい う質問 につ い て は、外 国人 が 日本で 暮 らしてい

る とい う前 提で 「だ って、 ま、英 語 が喋 れ る としてそ の外 人 が、 喋れ る と して も、 日本人

で英語 を喋 れ る人の絶 対 数 は明 らか に少 な い訳 じゃん」(0さ ん)の よ うに、 日本 人の 英語

能力が それ ほ ど高 くないた め、英語 が で きる外 国人 と交流 す る時 に、英語 ので きな い 日本

人 は困難 を感 じるだ ろ うとい う ことが指摘 され た。 また、 「そ の人 が 日本 で い わゆ る 日本

人 と同 じよ うに生 活す るた めにや っぱ り一定 の 日本 語 っての は習得 しな い と、 その人 ず っ

とハ ンデ ィ を抱 える訳 だか ら」σさん)、 「そ れ はや っぱ りそ の、 はは は、 うん、 ま、 や っ

ぱ りその国 のね、水 を飲 む訳 です か ら、 日本 に来 たので あれ ば、 ま、 日本 語 は喋れ ない と

ね、生 活 して い くの に 【×】はす ごい多 い と思 うんです よ。」(Uさ ん)の よう に、 日本 で暮

らそ うとす る な らば、 日本語 能力 を備 えない と、や って い くのは難 しい だろ う とい う指摘

もあ った。 この発 言 は、共生 と言 いつつ も、現 時点 の 日本社 会 は言語 的 な側面 か ら考 え る

と、 日本語 能力 の不十 分 な外 国人 を未 だに寛容 に受 け入 れて いる とは言 い難い現 実 を映 し

出す もの だ と言 える であ ろ う。 また、「や っ ぱそ の地 にい るん だか ら、 その土 地 の言 葉で

で きるだ け喋 って欲 しいな と思い ます。 な んで こっちが 焦っ て しま うん だろ うって思 って

しまい ます 。英語 で喋 らな きゃって思 って、 焦 ってい る 自分が いつ つ、何 で こっちが 焦 ら

な き ゃい け ない んだ ろ う とか っ て思 い ます 。 日本 なの に って思 うこ とはあ ります。」(Rさ
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ん)の よ うに 日本 に いる な らば、外 国語 学 習 は重要 で はな い と考 えて いる協力 者 もいた。

4.3で も触 れ るが、外 国語 を勉 強 す るの はホス ト側 の 日本人 で は な く、 来 る側 の外 国 人で

あ る とい う考 え方が あ る ようで ある。 そ の他、 「や っぱ りそ の郷 に入れ ば郷 に従 え で、 日

本へ 来 る時 にや っぱ りあ る程度 日本語 って い う もの勉 強 して くるべ きだ と思 い ます ね。 あ

の働 くに しろ勉 強 に しろ。」(Eさ ん)の ように、来 日の 目的 に関わ らず、外 国人 に 日本 語学

習 を求 めてい る例 も見 られた。

更 に、 自分 が外 国へ 行 く場合 と比 較す る発 言 も聞か れ た。Gさ んは 「外 国 人が 日本語 を

勉 強すべ き(し た方が 良 い)」 とい う立場 を示 しなが ら、 「あの 一 も し私 が逆 に行 っ た場 合

には、や っぱ り勉強 して いか ない と、 まず コ ミュニケ ー シ ョン取 れない です よね。 そ う し

た ら、寂 しい とい うか、本 当 に孤独 とい うか、何 も、何 も得 る物 が ない じゃないです か。」

と語 ってい る。 また、 「まあ僕 も、例 えば外 国行 っ て生 活 しよかお もた ら、 や っぱ り現 地

の言 葉 は否応 な しにやっ ぱ り覚 え よう と思 い ます しね。」(1さん)、 「私 だ った ら、行 った国

の言 葉 を多 少 な りと も喋れ る ように な りた くはあ るん ちゃ うかな、 とは気 が します け ど。」

(vさ ん)の ような意見 も聞 かれた。

上 記 の立場 とは逆 に、 「した方 が好 ま しい とは思 うけ ど、 そ んな の他 の人 の勝手 じゃな

い です か。 そ こまで 口出 しす るつ も りは あ りませ ん 【笑 】」(Aさ ん)、 更 に、 「[中略 コ日本

人 で も英語 を勉 強す る人 もいれ ば しない人 もい ます よね 。そ れを、 した方 がい い とは言 え

な い じゃないで すか。 そ んなの、 い ろんな 目的が あって 来て るか ら、 その 目的 を押 し付 け

るのはお か しい 【×】」(Aさ ん)の よ うに、 日本 人の英 語学 習の例 を持 ち出 し外 国人の 日本

語学 習の場 合 と対 照 して、 反対 の見解 を述 べ た もの もあ った。

一 方、 「そ れは あの、 生活 す るっ て意味 です か。 日本 で。」(1さん)、 「あの、 観光 とか で

来 てい る人 は別 や け ど。」(0さ ん)、 「い るっ ては ど うい うこ と?旅 行 者 じゃな くて住 むっ

て い う?」(Kさ ん)、 「あ の一何 かの研 究で 来 られ るとか、短 期 間でね。 こうい う場 合 は も

う しょうが ない と思い ます け どね 、あ る程 度 あの、長 期 で も、長 期 間で 日本 に滞在 す る と

い う人で あれ ば、 や っぱ り覚 えて も らい たい なあ と思 い ます ね。」(Lさ ん)な どの よ うに、

外 国人 の 日本 語学 習 の必 要性 を尋 ね た際、 「日本 に在住 す るか否 か 」とい う基準 に基 づ い

て 回答す る意 見 も見 られた。 す なわ ち、 「観 光 客」・「短 期滞 在」で あ った ら、 日本語 学習

の必 要が な いの に対 して 、「定住 者 」・「長期 滞在 」な らば 日本語 学習 の必 要性 を主張 す る

こ とが分か った。 これ は、お そ ら く短期 的滞在 だ とす れ ば、わ ざわ ざ時 間 を割 い ていわ ゆ

る 「難 しい 日本 語」(漢字 の複 数の読 み方 ・表 記 の複雑 さ、等)を 学習 す るこ とは ない と考

あ 鸞羅の難 辷灘 039



えてい るのであ ろ う。

また、 単 に 日本 語 能力 の問題 で は な く、 文化 的 な側 面 に言 及 した発 言 もあ った。1さ ん

は、 日本で の労 働力 不 足 が深 刻化 し、 外 国 か らの労 働力 を入 れ ざる を得 ない とい う話題

で、 「い わゆ るそ の、 日本 人の そ うい う生活 文化 っ ち ゅうのが あ るで しょ。特 にあ の、福

祉 だ とか 医 療 だ とか 、 とい っ た 日本 の独 特 のそ うい う生 活観 だ とか、 生 活 リズ ム とか 、

[中略]い わゆ る 日本人 ち ゅうの はあ ま りこ うス トレー トに物 を言 わ ない、 こ う阿吽 の呼

吸 っ ち ゅ うやつ あ るや ん。 あ あい うの を じ ゃあ外 国 人 の人 は わ か って も らえる のか な、

[中略]き っち り物 事 を言 わな い とわか らないで しょ?わ か ってい て も らってい る とい う

感覚 で物 を言 ってい て、そ れが通 じるか とい うの は非常 に不安 。[中 略]そ うい うの を じゃ

あわ か って もらえ るか っつ った ら、 ち ょっと しん どいか な って。そ うい う生活 の歴 史の積

み重 ね の差 があ るか らね。 そ うい う不 安 っ てい うの は あ るん じ ゃない のか な。」と語 って

い る。 介護 ・医療 現場 にお け る外 国人 ヘルパ ー とサー ビス を受 け る人 々の問の 意思疎 通 に

不安 を覚 えてい る ようであ る。

1生2.2日 本語 ボ ラ ンテ ィア

言 葉 の問題 の解 決 策の一 つ と して、 日本語 ボ ラ ンテ ィア とい う手段 が考 え られて い る。

ここで は、 日本 人で あ る協力 者 に、外 国人 の 日本語 学習 にボラ ンテ ィア として協 力 し、 日

本語 ボラ ンテ ィア に携 わる意欲 が あ るか否 か を尋 ね た。 まず、2.2に 挙 げ られ た質 問項 目

に含 まれて いない が、調 査者 は、 話の流 れ として 「日本 語 ボ ラ ンテ ィア を知 ってい ますか

(聞い た こ とが あ ります か)」 とい う設 問 を して、 その 次 に、「日本語 ボラ ンテ ィア をや っ

て みた い と思い ます か。」と質 問す る こ とが しば しばあ った。 「知 らない(聞 い た こ とが な

い)」 とい う回答 が あ った ら調査 者 が協 力者 に 日本 語 ボ ラ ンテ ィア とは何 か につ い て簡潔

に説 明 を行 った。

「日本語 ボ ラ ンテ ィア を した い」に関 しては、 「あ一 、 【笑】全然 自信 はな いです け ど、機

会が あ れば ね一、 そ うい うす ん こい楽 しい で し ょうか らね。」(uさ ん)と い う声 が あっ た。

また、 友人 が 日本 語 ボ ラ ンテ ィア を してい る とい うQさ ん は、 「あ一 一 一、 そ うです ね 、

彼 の話 を 聞い てい る分 に は楽 しそ うなん で。」と語 っ てい た。 日本語 ボラ ンテ ィア に対 し

て肯 定 的 な印象 を持 っ てい る ようで ある。 しか しなが ら、 「ん一 とね 一、暇 と時 間が あ り

余 っ てい る んや っ た ら、 や りたい です よね」(Nさ ん)、 「ああ、 あの ね一 時 間が 合 え ば。」

(0さ ん)、 「が い じ、 国 の方 に 日本語 を、 私 チ ャ ンスが あ った らや って みた い」(Kさ ん)、
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「は あ、機 会が あれ ばや りたい んです け ど、で も、身近 にそ うい う所が な いんで。」(Aさん)

の よ うな発 言 か ら見 た ところで は、協 力者 らが時 間や チ ャ ンスが あ れば、 「日本 語 ボ ラ ン

テ ィアを したい(や っ てみた い)」 とい う意 識 を持 ってい るこ とが分 か った。

「日本語 ボ ラ ンテ ィア を した くない」につ い て は、「うん、 興味 が ない 、教 え られ ない 」

(Hさ ん)、 「例 えば、 知 り合 い に な って人 が とか で、 そ のい るっ ち ゅ うな らえ えけ ど一、

や っ ぱ り正直、 自分 の時 間 まで削 って までって い うのは ないか なってい う、 ま一無責 任 で

申 し訳 ない。」(Pさ ん)な どが 見 られた。

注 目に値 す る点 だ と思 われ るが、 日本語 ボ ラ ンテ ィア に携 わ る意欲 が あ るか どうか を

表 明す る前 に、「あ 一、 え、 どん な人 です か?」(Sさ ん)、 「日本 語 ボ ランテ ィア って どう

い うこ とです か。 あ の、外 国 人 に 日本 語 を教 え るの?」(Eさ ん)、 「日本 語 ボ ラ ンテ ィ ア。

日本 語 を教 え るって こと?」 σさん)、 「え、そ れっ て僕 の認識 が正 しいか どうか 知 らない

です け ど、 日本語教 える って こ とです よね?」(Nさ ん)の よ うに、協 力者 が 日本 語 ボ ラン

テ ィア とは何 か を理 解 して い ない、 又 は理 解が 不 十分 な ケー ス もあ っ た。 また、 日本 語

ボラ ンテ ィア 自体 を知 らない(聞 いた こ とが ない)協 力者 もいた(1さ ん)(Pさ ん)。 更 に、

「で も、 日本 語 ボ ラ ンテ ィア をす るため に は、そ の、 つた 、 え一 と教 えてあ げ る人の 言葉

を まず勉 強せ ないけ ませ ん よね。」(Gさ ん)、(調 査者 の説 明 を聞 いて か ら)「ん 一一 一、で

もこれ って や っぱ り向 こうの言 葉 も喋 れて で きる ことです よね?」(Rさ ん)と い う発 話 も

見 られ た。

上 述 の こ とか ら考 え てみ る と、社 会 一般 にお い ては 「日本語 ボ ラ ンテ ィア」に対 す る認

識 度 ・理解 度が まだ低 い レベ ルに止 まって い ると言 えるか も しれ ない。

4.3日 本人の外国語学習及び現在の日本人の外国語観

こ こで は、4,2.1の 「外 国人 は 日本 語 を学 習す べ きか否 か 」に対 して、 ホス ト側 と して

「日本 人 は もっ と外 国語 を勉 強すべ きか否か 」、す なわ ちホス ト側 と して言 葉の 問題 を解 決

す るた めに、外 国人 に努力 を要求 す るばか りで はな く、 自ら も努力 を払お うとい う意欲 を

持 って いるか ど うか を調べ てみ る。更 に、 イメー ジ と しての、 現在 の 日本 人の持 つ外 国語

観 につ いて、英語 とその他 の外 国語 に分 けて若干 の考察 を試 みたい。
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14.3.1日 本 人の外 国語 学習

まず、 日本人 の外 国語学習 に 関 して見 て い く。

「外 国語 を勉 強す るべ きか どうか 」につい て、 「で、 それ で、今 まで は、や っ ぱ り 日本 語

だ けで ええ と、 まあ、 ね え、九割 方 なんの不 自由 もな く過 ご して これた けれ ど も、 やっ ぱ

りこれだ け、や っぱ り英語 がで きる人 も増 え、 イ ンターネ ッ トとか そ うい うマ ス メデ ィア

もい っぱ いね、[中 略]や っぱ 日本語 だ け じゃ駄 目だ と、 う一一 ん、 や っぱ り少 なか らず

英語 も日本 語 と同 じ ぐらい 、あ とで きれば フラ ンス語、 中国語 ぐ らい はその次 ぐらいにで

きた らい い」(Dさ ん)の ように、 これか らは、英語 とその他 の外 国語 が不可 欠 であ る こと

を痛 感 してい る よ うであ った。 また、「ま、 あの 一 これ は多 分、 自分 に対 す る なんて い う

か向上心 て い うか、や っぱ り英 語 を まだ まだ 喋れ ない んで、喋 れた らもっ と、外 国人 の方

との 問でね 、そ うい う外 国語 で コ ミュニケー シ ョンが取 れた時 の嬉 しさ とかや っぱ りす ご

くあ る と思 うんで」(Uさ ん)の ような意 見 もあっ た。 これ は、 自身の英 語能 力が不 十分 で

あ る とい う自覚 を持 っ てい るた め、 「日本 人 が もっ と外 国語 を勉 強すべ きだ」と一 般化 し

て 「す べ きだ」とい う結 論 を導い たのか もしれない 。

そ の他 、「やっ ぱ り…、 まあ さ っ き僕 が言 った よ、 あ の、や っ ぱ り、 あの う、 こ この国

へ来 た らここの 国の言 葉 を積極 的 にあ の、覚 え な さいっ てい うの はあ れは あっ たけ ども、

や は りそ こで住 む我 々 もそ うい う言葉 をあ の う、覚 え てい くべ きだ と思 うん だけ ど も、 な

か なか、接 す る機 会が ない もん ね。」(Lさ ん)の よ うな発 言 もあ り、 ホス ト側 と して の 日本

人 も外 国語 学習 に努 めるべ きだ と、非常 に積 極的 な姿勢 を示 して いる。

上 記 とは反対 に、 「そ れは、 日本 に暮 らしてて って こ と?ん 一 一 一一一 一一 、 どうや ろ

な、 あ ん ま り思 わ んか も。[中 略]な ん か 目標 が あ るな ら勉 強す るべ きだ と思 うけ ど、 日

本 に暮 ら して、 日本 で普通 に生活 して い る分 に は無理 に外 国語 は勉 強す る こ とは ない と思

う。」(0さ ん)、 「だか らとい って 自分 が あの う、 もし も本 当 に恋人 とか 友達 に なっ た らそ

の人 の こ と知 りたい と思 うか らそ の国 の こ とを習 お うと、 あ の、知 ろ う とは思 うけ ども、

た だ単 に、何 もな くて、何語勉 強 しよ うとか 知 りたい とかい う興 味 ない です。」(Eさ ん)の

ように、異 な る見 解 もあ った。 日常的 に外 国人 と接 す るのが稀 で あるた め、外 国語学 習の

必要 性 を感 じてい ない のか も しれ な い。 更 に、 「う一ん 、 ど うなんか な?[中 略]日 本 語

を少 しで も理解 して もらって、 こ うち ょっ とで も コミュニケ ー シ ョン取 れた らいい と思 っ

て るか ら、 『ね ば な らない』って い う意識 はな いね。[中 略]今 【×】来 る 人た ちが 頑張 っ

て勉 強 して、 我 々は必 要 であ れ ば、 まあそ うい う、外 国語 の 【笑】単語 だ とか、簡 単 な フ
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レー ズ を覚 えれ ばいい ん じゃないか な、 っ てい う風 に思 うんだ け ど。」(1さ ん)の ように、

コ ミュニケ ーシ ョンをす るた めの外 国語 学習 につ いて は、 日本 人 よ り外 国人の 方 によ り多

くの努力 を求 め る意見 もあっ た。

また、反対 の 意見 とは言 え ないが 、Nさ ん は、 「それ は場所 に よ ります ね。 日本だ っ た

ら全 然 日本 語 で いい と思 い ます よ。」(Nさ ん)と 考 えて い る。 更 に、場 面 が 中国 に移 っ た

場合 につ いて は、「そ れ はや っぱ り中 国語で しょう。そ うすべ きだ と思 い ます よ。」と述 べ 、

コ ミュ ニケー シ ョンの場が 日本 であれ ば 日本 語、 中国 であれ ば 中国語、す なわち現地 の言

葉 を優 先すべ きだ と主張 してい る。そ して 、「ん一分 か らないです ね、 そ れは。 悩 ま しい

とこ ろです ね、別 に思 わ ない か な。 英語 が で きれば基 本 的 に生 きてい ける とは思 い ます」

(Qさ ん)の ように、現 状 の ままで良い との考 えを示 す協 力者 もい た。

また、「自分 が 、別 な所 に行 って とい うんだ った ら、す るべ きだ と思 うけ ど、 迎 える側

としては … こっ ちの こ とを勉強 して も らって、 で、 した方 がい いか な と思 って。」と言 っ

てか ら、「で も、迎 える こ とに よって、 どっち も勉 強 に な りますね 。迎 え る側 もや っぱ り

迎 え る方の ことを勉 強 しな い とや っ ぱ りう ま く行 かな いです よね、 【笑 】そ うです ね。」(R

さん)の よ うに、改 めて双方 が努 力す る必要 が ある とい う認識 を示 した。

そ の他 に、「ん一、 で も言葉 を勉 強す る とい う よ り、 なんや ろそ の 一、言葉 を勉 強 す る

よ りむ しろ心 のそ の もっ とオ ープ ンな心 にな るって こ との方 が大事 じゃないか な、言 葉 と

か分 か らんで も」(Mさ ん)の よ うに、 日本人 が外 国人 とコ ミュニ ケー シ ョンをす る ため に、

言語 とい う手段 のみ に頼 るべ きで はない とい う見 方 も見 られ た。

14.3.2現 在 の 日本 人 の外 国語 観 一 英語 ゐ場合

補足 質 問の 「どん な外 国 語、 そ の理 由 は?」 につ い て は、最 も多 か っ た 回答 は英 語 で

あっ た。「や っぱ りい一番 こ う、万 国共 通 じゃな いです け ど、 まず こ う英 語 が分 か って、

それか ら第二外 国語 で」(Gさ ん)、 「あ れ、英 語の場 合、 大体 あの、 あ る程 度の 国へ行 くと

英語 で通 じる とい う意識が あ るんで ね。」(Lさ ん)と い った発言 に示 され てい る ように、英

語 は最 も理解 されて い る言語 だ と認識 され て いる よ うであ る。 また、 「ね え。 子供 の 時か

ら英語 はあ の、学校 で習 っ て ます よね。 喋 れ ない です け どね。 だ か らや っぱ り英 語 とい

うのが まだ一番 身近 な ものか も しれ ない です ね。外 国語 の 中で は。」(Hさ ん)、 「そ ら、 ま、

義務 教育 に組 み込 まれて い るし、だ か らま、 多少 絶対他 の国 の言葉 よ りか は馴染 み もあ る

し、ね 、 ま、 そ うなる と英 語か な ってな る し。」(Pさ ん)な ど② よう に他 の外 国語 と比 べ る
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と、 特 に英 語 に親近感 を持 って いるか ら、英 語 だ と主張 した と思 われ る意 見 もあ った。英

語 を選択 した のはあ る程度 、 日本 の教 育制度 の影響 を受 けた結 果 とも言 え よう。 も し英 語

の み な らず、 その他 の外 国語 も義 務教 育 に取 り入 れ られ てい れば 回答 は異 なっ て くるか

も しれ ない。 教育 で はな く、「英 語 で しょうね。 あ る程 度 み んな習 って るみ た いだ し、韓

国 人の 人 もす ごい今 必死 で勉 強 して 【x× 】ね、 中 国人 もだ し、 タイの 人 も勉 強 してい る

み た いだ し、 これ か らどん どん み んな の英 語力 って上 が って い くと思 う し、 や っ ぱ り語

学学 校 とか行 って、 下の ク ラス に多 いのが 日本人 が多 いん です。 やっ ぱ り喋 れない 人が多

い し。 なんか、 こんだ け発 展 して るの に、 勉強 しない と、 す ぐ追 い越 され そ う。」(Aさ ん)

の よ うに、 日本 人の英 語能 力が不 十分 だ と指 摘 し、競争 力 とい う視 点か ら見 て英語 の必要

性 を訴 えてい る もの もあ った。

英 語 の 「強 さ」は、 以 下の ような事 例 か ら も推 察す る こ とがで きる。Qさ ん は、仕事 で

米 国 の カ リフ ォル ニ アの取 引先 と コ ミュニケ ー シ ョンをす る時 に英 語 を使 う こ とが あ る

が、英語 の使用 は規則 で はな く、「多分万 国共通語 が英語 なんで。」との こ とであ る。 更 に、

調査 者が 取引 先 との 間の 共通 認識 の有無 につい て尋 ね た ところ、 「って こ とだ と思 い ます

け どね一。 私 も下 っ端 な んで分 かん ないです け ど、向 こ うの お偉 い さんが来 られて 、そ の

方が 英語 を喋 れる場合 はや は り英 語で や った りとかす る。そ 、マ レー シアか らお客様 が来

た 時 も英語 だ った と思 い ます。 大体 英語 です わ。」(Qさ ん)と い う答 え が返 っ て きた。 こ

の協 力者 は 自 らの経験 上 の言語使 用 につい て語 った。英 語が 共通語 だ とい う認 識 は単 な る

一般 論 で はな く、 身 を もって経 験 した こ とか ら発 した感想 だ と判 断 して も良い であ ろ う。

引 き続 いて調 査者 が違 和 感 ・抵 抗 はあ るか と質 問 を進め る と、「いや、 別 にな いです 。そ

れ は特 に思 わ ないです け ど、両方 ともが喋 れる言語 が偶 々英語 だ った ら、だか らカ リフォ

ル ニアの お客様 も彼が あの 一英語 を喋 る人 では ないん です よ。 多分 。 も とも とイ ン ド語 だ

と思 う、 イ ン ド語 ってい うは ないのか な、 イ ン ド人だ と思 うんで。 だか ら彼 も勉 強 して英

語 を喋 って くれ て は るんで、 そ れ で特 に違和 感 は ない です。」との 回答 であ っ た。 この場

合、 非英語 母語 話者 同士が コミュニケ ー シ ョンの 手段 として英 語 を使 ってい る、 とい う点

に注 目で きる だろ う。 一方 的 に英 語母語 話者 に譲歩 し、合 わせ る、 とい う形 では ないか ら

こそ 、「違和 感 はな い」の だ と考 え られる。

.ヒ記 に反 して 、「なんか 、 自分 が例 えば海外 に行 った時 っ てそ の土地 の言 葉 を喋 ろ う喋

ろ うって頑 張 る じゃない ですか。 で も、 自分 が 日本 にいて こ こは 日本語 が飛 び交 ってい る

の に、外 国人 が来 た ら、 英語 喋 らな きゃ ってい う気 にな りませ んか?喋 れ なけれ ばっ て。
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喋れ ない んです け どね、結 局。 【笑】」(Rさ ん)の よ うに、英語 に対 す る観 点が上 記 のQさ

ん とは対 照的 な見解 があ った。

そ の一方 、協力 者 は 日本 人 が外 国語 を大 い に勉 強す べ きだ と言 い、英 語 で はな くて も、

外 国語 であ れば 良い と発言 した後 に、調 査者 が 「別 に英語 じゃな くて もい い」と再確 認す

る と、 「はい。 偶 々今世 界 のス ーパ ーパ ワ ーが英語 圏の 国であ っ て、世界 を牛 耳 っ てい る

の は英 語 っ てい う言 葉 であ っ て、決 して、 フ ラ ンス語 で も中国 語 で もな いか ら英 語 って

いった だ けであ って、僕 は英 語 はや るべ きだ と思 い ます ね。」(Nさ ん)と 協 力者 が答 え た。

Nさ ん は、 「英語 圏 の 国が世 界 の スーパ ーパ ワー」で あ る とい う現 状 を説 明 した上 で、 し

たが って英 語 は勉強 され るべ き言 語 だ と具体 例 を挙 げなが ら主張 を して い る。

しか し、Nさ んの意 見 と異 な る見解 を持 つ協 力者 もいた。 「あん ま りだか らそ う切 実 に

【笑 】、 とい う気 は ない。英 語 の場合 は もう、 英語 の場 合 は もう単語 で大 体通 じる 【笑 】っ

て言 う認識 だか ら、 【笑 】【×】単 語 のあれ で通 じる とい う認 識だ か ら。[中 略]だ か ら、あ

ま りそ うい う必 要性 っち ゅ うの は、 この面 と向か ってそ うい う風 にすれ ば、あ ん ま り、 と

い う気 が してる け どね。」σさん)の よ うに、英語 は単語 レベル の片言 とい う形 で も意 思疎

通が で き、 コ ミュ ニケー シ ョンをす るの に不 自由 は ないため、 英語 を更 に学習す る必 要性

を感 じてい ない ようであ る。

14.3.3現 在 の 日本 人の外 国語 観 一 その他 の外 国語の場 合

英 語 の他 に、「今 ね僕 必要 を感 じて るの はや っぱ り中国語 とね、韓 国語 なんだ よね。 韓

国 はだ か ら在 日の人 だ か ら殆 ど要 らな いで しょ う?中 国語 は要 るか な って とい う感 じが

す る。 そ れか ら もう一 つ、 スペ イ ン語。 スペ イ ン語 はスペ イ ン、ね え、南米 の人 っ ち ゅう

の は結構 ス ペイ ン語 のが多 い で しょ?」 σさん)と 、南 米 出身 の外 国 人が使 用 す るスペ イ

ン語 が必要 であ る ことに気付 いた 意見 もあ った。

そ の他 に、「ま、英 語、1に 英 語、2に 中国語 、あ と、 まあ、 経済発 展将 来発展 とい う こ

とか ら考 え た ら、 ロシア語 、 ポ ル トガル語 、 ち ゅ うこ とや ろ う な。 そ れ か ら、 ア ラビァ

語 は どうなんか な。石油 の 問題 が ある わな あ。 まあ 、あ とは アラ ビア語 ぐらいの もんや ろ

…」(Fさ ん)の よ うに、 経済 発展 の視 点 を踏 ま えて英語 以外 の 日本人 が学 ぶべ き諸外 国語

が挙 げ られてい る こと も付記 して お こう。
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4.4「 言 語 意 識 」の ま とめ

以上 の ように、 日本人 が外 国人 と コミュニケ ー シ ョンを図 る際 の言語 に関す る意 識の 問

題 につ いて、6つ の項 目を通 して分析 を進 めて きた。

まず 、初対 面 の外 国人 との言語使 用 は 「英語 は通用 す るか ら英 語で 話 しか ける」とい う

意 識 に加 え、 「まず 日本語 で 話 しか けて、通 じなか った ら英語 」とい う 「日本語優 先 主義 」

の ような意識 を協力 者が持 ってい る ことが 明 らか になった。

次 に、「外 国 人 の 日本 語学 習」・「日本 人 の外 国語学 習 」につ いて の質 問で は、外 国人 を

受 け入 れるホ ス ト側 として言葉 の問題 を解 決す るため に、外 国人 に努力 を要 求す るのみ な

らず 、 自 らも力 を尽 くそ うとい う意欲 を現 して い る意 見が見 られ た。 しか し、外 国語の学

習 の必要性 を感 じてい ない とい う声 や、外 国人側 の方 が よ り多 く努力す べ きであ る とい っ

た 、異 なる意見 もあった。 外 国人 と して現 地の言 語 を学習す るのは当然 だ と考 えてい る よ

うであ る。

また、 「日本語 ボ ラ ンテ ィア」とい う項 目 につ い て は、外 国 人 に 日本語 学 習 を求 めた 上

で 、 ボラ ンテ ィア として その学 習 に協 力す る意欲 の あ る協力 者が いた。 また、時 間やチ ャ

ンス な どが あれ ば 日本語 ボラ ンテ ィア に携 わ りた い と考 え てい る協 力者 も多 か った。 一

方 、 「興 味が ない 」(Hさ ん)と い う協 力者 や、 「自分 の時 間 を肖凵っ て まで って い うのは ない

かな」(Pさ ん)と 考 えて い る協 力者 もい た。「現在 の 日本人 の外 国語観 一 英語 の場合 」に関

して は、 単 な る一般 論 のみ な らず 、 自 らの経験 、 又 は具体 的 な例 を挙 げ なが ら、英 語 の

「力」につ い て語 っ た協 力 者 が見 られ た。 日本 人が もっ と外 国語 を勉強 すべ きだ と考 え る

協 力者 の 中では、 目標言 語 と して、 英語 を挙 げる人 が最 も多か った。 なお、 言語 の側面 に

注 目す る だけで な く、 「英語 を勉強 しない とす ぐ追 い越 されそ う」(Aさ ん)や 「世界 の スー

パ ーパ ワーが英 語圏 の国」(Nさ ん)と い った見解 もあ った。英 語力 を競 争力 や権力 と結 び

つ け て捉 えてい る と言 え るだろ う。

他 方、 「日本 人 の外 国語観 一 その他 の外 国語 の場 合 」の項 目にお いて 、英語 以外 の言 語

も重 要で あ る とい う発 言 を した協 力 者 もい た。 これ は、 「強 い」英 語 のみ な らず、他 の外

国語 に 目を向け るこ と も大切 だ と考 え られてい る こ との現 れで あろ う。
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5.言 語サー ビスに対す る意識

本節 では、 質問4に 対 す る協 力者 の発 言 を取 り上 げ、 言語 サー ビス に対す る ホス ト社 会

側、 つ ま り、 日本人 の意 識 につい ての分析 を試み る。 質問4の 意 図 は、 言語 サー ビス に対

す る意識か ら、 日本人 の外 国人 に対 す る意識 を探 ろ うとす ると ころ にあ る。

こ こで と りあげた言語 サ ー ビス とは、 多言語 パ ンフレ ッ トと多言語 表示 であ る。多言 語

パ ン フ レッ トとは、大 阪府 吹 田市 発行 の多言 語で作 成 された生 活 ガイ ドで ある、 「吹 田 く

ら しの ガイ ド」と防災ハ ン ドブ ックで あ り、多 言語表 示 とは、大 阪府 内の鉄 道駅 や百貨 店、

商店街 にあ る、多 言語 で表記 され た表示 であ る。

5.1言 語 サ ー ビス の認 識 度

まず、多 言語パ ンフ レッ トと多 言語表 示 につい て、協力 者が それ ぞれ を どの程 度認識 し

て いるか を協 力者 の言 葉か らみて み るこ とに しよう。

Bさ ん の 「へ ええ え、初 め て見 た。」、Rさ ん の 「うわ一 す ご一 い。 こん なん あ るん です

ね 一。」「あ る とは思 って いな か ったです 。」、Kさ んの 「へ え、 こん なんが あ るの?知 りま

せ ん。 日本 に住 ん でい る外 国 人の ため の?」 の発言 か らわか る よ うに今 回 のイ ンタビュー

で初 め て多言 語パ ンフ レッ トの存 在 を知 り、 驚い た とい う人 もいれ ば、 「多分 出 して いる

ん だろ うな とは思 い ます け ど、改 めて どれだ けの物 を出 して いるか は、一般 の市 民 と して

は知 らないです ね。」(Vさ ん)、 「あ 一見 た ことはない け ど、あ って も驚 きは しな いけ どね。」

(Pさ ん)と 実 際 に見 るのは初 めて であ ったけ れ ども、多言 語パ ンフ レッ トの存在 を当然 の

もの して受 け止 めて いる人 もい た。多言 語パ ンフ レッ トは主 と して、 日本 に住 む外国 人 を

対象 に作成 された もの であ るため、Aさ ん が 「目にす る機会 が ないん で。」と発 言 した よ う

に 日本人が 実際 に多言 語パ ンフレ ッ トを手 に とって見 る機 会 は少 な い。つ ま り、 多 くの協

力者 が初 めて見 る と発 言 した ことは、 当然の結 果 とい え よう。

続 い て、多 言語 表示 の認 識 度 をみて み よ う。 「うん うん うん。 ある、 もちろん。 は い。」

(Cさ ん)、 「はい 、あ あ、最 近多 いで す よね。」(Bさ ん)、 「見 ます 。 いや 一 こうい うの外 人

の 人で も読 め る ように書 いてあ るな思 うて な。」(Tさ ん)な どと述 べ、 多言語 パ ンフレ ッ ト

とは異 な り、協 力者 全 員が そ の存 在 を認識 して いた。 多言 語 表示 は、2005年 度 に行 った
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実態 調査 で明 らか になっ た ように大阪府 下 に多 言語 表示 が多 く存在 す るこ と、 また 、そ れ

を利 用す る対象 として、外 国人 だけで は な く、 日本人 も含 まれ るこ とか ら、全 員が 認識 を

してい る とい う結果 が得 られた と考 え られ る(佐 藤 他2006)。

5.2言 語 サ ー ビス に対 す る評 価

次 に、 言語 サ ー ビス が どの よう に評 価 されて い るか とい う問題 を取 り上 げた い。多 言

語パ ンフ レッ トに対 す る取 り組 み も、多 言語 表示 に対 す る取 り組 み もその 必要性 を含 め 、

高 く評価 す る声 が 聞 こ えた。Lさ ん は多言 語 に よる生 活 ガ イ ドを見 た上 で、 「い い と思 い

ます よ。 な きゃい け んで し ょう。 ね え。 もっ と もっ とや っぱ り僕 も茨 木市 あた りへ 行 っ

て こ うい う もの をみ な きゃい けん かね。 【笑 】へ 一初 め て見 ま した。」さ らに防災 ブ ックを

手 に し、 「これは な くちゃい けな い ものです よ。 これ は絶対 あ るべ きです わ。」と続 けて い

る。 また、0さ ん も同様 、 「い い と思 う。そ の 中身 がぜ んぜ ん見 て ない か らわか らない け

ど、 な んか大 きな間違 い を して い ない限 り、 や るべ きだ と思 うで。」「て い うか、 こうい う

の はほ ん まにい る よな。 な一。」「ほ ん まこ うい うのほ ん まいる と思 う。 なんか あ った と き

の あれ が な、 わか らん もんな。」と防災 ブ ックの 必 要性 を特 に述 べ て い る。 生活 ガイ ドの

必要性 につ い て触 れ る こ とは もちろ ん、特 に防災 ブ ックの必 要性 につ いて言 及す る とと も

に その存 在 を高 く評価 す る声 が多 く聞か れた。 例 としてUさ んの発 言 を あげ てお く。「こ

うい うの はす ごい大事 な ん じゃない ですか。 や っぱ り災 害 の ときなんか 、一 瞬の判 断て い

うのを求 め られて、 ね、対応 しよう と思 う と、 日本語 がわ かるて い うのが一番 な んで しょ

うけ ど、 やっ ぱ りそ うい う瞬間 的な判 断 を しよう と思 うとこ うい う母 国語の こうい うパ ン

フ レッ トとかが あれ ば瞬時 に判 断で きるで しょうか ら。」

また 、多 言語 表 示 に対 す る取 り組 み もVさ ん、Sさ ん、Oさ ん は 「表示 は、 す ご く親切

だ と思 う…、 例 え ば 日本 語 の読 め な い 人 に とっ て はす ご く大 事 。駅 とか お手 洗 い とか 。

ま、 マ ー クで分 か るか も しれ な いけ ど。」(Vさ ん)、 「そ うです ね、 日本 語が わか らない 人

に とっ ては便 利 だ と思 い ます。」(Sさ ん)、 「交通 機 関 て さ、 て な る と、 日本語 って 、 ま、

わ か らんや ん、 欧米 の人 とか特 に。 漢字 とか読 まれ へ ん しさ。 だか ら、 いるか な と思 う。

実 際、 うん、 日本 に観 光 で来 て くれ て る人 が、電 車 とか乗 っ て 日本語 だ け の表示 だっ た

ら、絶対 わか らん やん。」(0さ ん)の よ うに、 特 に 日本 語 を理 解 す る こ とが 困難 な 人た ち

の こ とを考慮 した上 で多言 語表示 を評価 してい る。

聖蹴 磁穹 農群紐 轌麓股 捻癡 変i93窮 詮s徐聾r纏耄燕纏i》 毒 ¢お 黛燈馨傷一2蓼製 …



以 上 の ように、多 くの協力 者 は言語サ ー ビス を、 その必 要性 か ら評価 してい る。 しか し

なが ら、評価 す る際 に、さま ざまな観点 か らの発 言が あ った こ とを次 に取 り上 げてみた い。

15.2.1自 分 の立場 と外 国人の 立場 を置 き換 えた上で の発言

まず は、複数 の協力 者 に よって語 られ た、次 の ような言葉 を紹 介す る。Qさ んは、多 言

語パ ンフ レッ トに対 す る評価 として、 「え、 いい と思い ます よ。 【笑 】だっ て逆 に考 える と

私 た ちが行 っ た と きにや っぱ書 い てて もら うとす ごい うれ しい じゃな いです か。」と、 自

分 の立場 を多 言語 パ ンフ レ ッ トの受 け手の 立場 に置 き換 え、評価 して い る。 さらに、Lさ

ん も、 「い いで す。 いい です 。 や っぱ りこの くらい のね サー ビス が必 要 だ と思 い ます よ。

だ って、例 えば我 々が外 国へ 行 った場合 で も、 こ うい うのが あれ ば楽です よ。」と述べ 、K

さん も、 「そ のそ の国 の こ とば で、住 ん で はる人が ね、 や っぱ り、生 活す るの に ものす ご

い必 要 ちが う?こ の ゴ ミの こ と一つ で もね、 まあ人 に聞 いた らし まいや け ど も、私 らで

もわか らない、 自分で ここ見 るもんね。 自分 の とこの市 の、そ れ とお ん な しやね 、必要 や

と思 う。」と両 者 とも 自分 の立 場 を受 け手 の立 場 に置 き換 えて 評価 してい る。 この ような

意見 は多 言語 パ ンフ レ ッ トに対 してだ けで はな く、多 言語 表示 を評価 す る際 に も、 「え一

別 にいい と思い ます よ。逆 に向 こ うに行 った ときに こうやって いっ ぱい書 いて くれて る と

読 みや す い し、 い い じゃ ないで すか 。 だか ら、 いい ことだ と思 い ます け ど。」(Qさ ん)の

ように見 られた。

i5.2.2他 国 と比較 した上 での発 言

次 に取 り上 げたい のは、 日本で の言語 サー ビス を他 国 と比較 した上 で な され た評価 の発

言 で ある。 例 えば、Bさ んは多 言語 パ ンフ レ ッ トを次 の よ うに評価 して い る。 「い い と思

い ます よ。 親切 だ と思 う。海 外 で なか なか ない ん じゃない です か?こ ん なの 、 ある んで

す かねP」 また、 多言 語 表示 の評 価 でLさ ん は 「いや あ、僕 はあ の、 う一 ん、 こ うい うの

や っぱ り、 ほか の、 日本人 に対 す る、 ほかの 国 もや って も らい たい って い う気 もす る ね。

ないで し ょうこれ。 日本、 日本 だけ じゃない かな。 だけ じゃって言 った ら変 だ け ど、 う一

ん、 これ はい いです よ。 だか らも し外 国 い って、 日本 語 で こ うや って もらえ ばあ りが た

い。特 にね。」「こうい う面か ら見 た ら、 ぼ くは他 の 国へ 行 った ことは ない け ども、 サ ー ビ

スが い いん じゃない ですか?」 の よ うに、外 国へ行 った ことが ない とい うLさ んが どの よ

うな情 報 を基 に比 較 して、 日本の取 り組 み を進 ん でい る と評価 した のか はイ ンタビ ューか
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ら伺 い知 るこ とは で きなかっ たが、多 言語 表示 の取 り組 み を他 国 と比 べ 、進 んでい る と評

価 して い る。

15.2.3言 語 選択 を考慮 した発 言

多 言語 パ ンフ レ ッ トの生 活 ガイ ドはそれ ぞれ、 日本語 の対訳 が付 いて い る、英 語版 ・中

国語 版 ・朝鮮語 版 を、 また、防 災ハ ン ドブ ックは 日本語 版 ・英 語版 ・中国語版 ・朝鮮語 版

を協 力者 に見 て も らった。 多言語 表示 につ いて も最大 で 日本語 ・英語 ・中国語 ・朝鮮語 の

4言 語表 示 の写真 を見 て も らった。 この こ とよ り、協 力者 の 回答 の中 には言 語選択 の面か

ら言 語サ ー ビスを評価 す る発 言 も見 られた。

Rさ んは多 言 語表 示 につ い て 「これ とか 絶対 い ります よね。 なか った ら、 わか らない、

困 る と思 う し。」と評価 して い るが 、話題 が表 記 され る言語 に及 ぶ と、 「… っ と、 …英語 く

らいで いいか な と思 い ます。」と少 し考 え なが ら答 え た後で理 由 を次 の ように述べ た。 「な

ん か 自分 が例 えば、 アメ リカ とか に行 って標 識 とか見 て、 日本語 で書 い とけ よ って思 う

か ってい うと思 わ ない じゃない ですか 一。 で、英語 さえ書 い てあ れば大概 行 けそ うかな と

思 い ます。」さ らに、 多言 語表 示 を見 る対 象 として、外 国人観 光客 だけ では な く、 外 国人

住民 を も考 えた場 合 に話 が展 開す る と、 「住 む人 、 ま、 あっ た ら、便 利 で し ょうけ ど、 住

む ぐらい だっ た らわ かって って思 い ますけ ど。 【笑 】」「はい。 日本語 を。 ま、英語 くらいで

わか って って思 い ます け ど。 【笑】」と述 べて い る。

Cさ ん も多 言語 表 示 に関す る質問 の回答 の 中 で、 話題 が 言語 に及 ぶ と、 「そ うや な。 あ

の 一…極 端 に言 うた らだか らお れ は、 ハ ングル とか 中 国語 とか、 は、 まあ これ は商売 的

な あれや ろか らい いんや ろ うけ ど別 に、 公 の物、公 共 のあ る物 でハ ングル とか まで を[中

略]」 と公 的 な表示 の中 国語、 朝鮮語 併記 に対 して 、「こん な ことを書 く必要 は、 おれ 日本

語 と英語 で い い と思 う。」と述 べ 、そ れ ら中 国語、 朝鮮 語併 記 の必 要性 は低 く、 日本語 と

英 語 で い い と して い る。 さ ら に、 理 由 を続 けて 次 の よ うに述べ て い る。「商売 や っ た ら、

ほ ら、 中国 人 に来 て ほ しいか らまあ そ りゃ書 くの 当然 や け ど、 自分 らの立 場 でや る、 公

の物 や った ら、 うん、英 語 と 日本語 でい い ん じゃな いか な と思 う。 そ こ まで、や っ ぱ り。

ひ とつ英語 て い うのがや っ ぱ り、 ス タ ンダー ドななん かあ れの よ うな気 がす る。」さ らに、

「ハ ングル とか まで書 くと もう、 な んか こ う、逆 にサ ー ビス 的 なあ れに なっ てる よ うな気

がす るな。公 の ものや った ら、別 にそ んな親切 に しな くてい いん じゃな いか な、 と、 そ こ

まで。 や っぱ利用 す る旅 行者 とか利 用す る ほうがや っ ぱ り最低 限英語 の見 えて読 め る ぐら
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いは わかっ てか ら、 わか っ とか なあか ん。何 もわか らない身 で は。 うん うん うん うん。 自

分 ら もそ うや んか。 や っ ぱ り旅 行 して て も、や っ ぱ り、 そ の、 【笑 】何 で 日本 語表 記 ない

ねん1と は言 えへ ん わけや ん。 どこ行 こ うが、英 語 で書 い てあ るの を必死 で 読 む しか な

いわけや ん。地 名 で。 あ あ、 ここや こ こや、 って英 語 で。で も、 あの、 ア ラビア文字 とか

や った らもうわか れへ んか らや っぱ り英 語 を書い て ほ しい わけ よ。 バス とかで もうあん な

わけの わか らん数字 とか書 か れて も。 で も、 や っぱ り英 語 ってい うのは一 つあ って、 でい

いん じゃな いかな。 それ と現地語 。」と発言 して いる。

この ようなRさ んや、Cさ ん の語 りに もまた 、5.2.1で 述べ た ように、 自分 が アメ リ カに

行 った な らば、 あ るい は自分が旅 行 した な らば、 と自分 の立場 と外 国人 の立場 を置 き換 え

た上 での 評価 を して い る こ とが い え る。 しか し、 こ こで強 調す べ きは、4.3.2で 触 れ られ

た ように、英語 の 「強 さ」を この発言 か ら も伺 い知 る こ とが で きる とい う点 で あろ う。

また、言語 選択 の話 の 中で、 言語 表示 を実 際 に作成 す る こ とを も考 えた 上 で、 「ま、 こ

れ以 上増 え た らしん どい んち ゃい ます 【笑】み に くくなるん じゃないすか ね。」(Nさ ん)「ま、

大 変 だろ う、そ の用 意 す る側 とか と しては大 変 だ と。」(Sさ ん)「た しか に ま、 増 えれ ば増

える ほど親切 なのか もしれな いですね 、 ま、 多す ぎるっての い うの も確 か に問題 あ るんか

もしれ ないです け ど、僕 はそれ は多 けれ ば多 い ほ ど親切 だ と思 い ます よ。 スペ ースが あれ

ば。 【笑 】」(Uさ ん)な どの よ うな発 言 もあ った。多 言語 パ ンフ レッ トと異 な り、 多言語 表

示 の場合 、実 際、作成 す る ことを考 えた際、 スペ ース に限界 があ る ことか ら、言 語選択 の

問題 は避 け られな いだ ろう。そ の点 を どの よ うに解 決 してい くかが 、多言 語表示 に よる言

語 サー ビス の鍵 となるの では ないだ ろ うか。

15.2.4外 国人 の増 加 と結 びつ けての発言

最:後に、言語 サ ー ビス を 目にす るこ とで、 日本 にい る外 国 人の増加 を意 識 した とい う発

言 を取 り上 げる ことにす る。

Kさ ん は多言 語 表示 の写真 を 目に し、 「うん。そ 、そ れ だけや っ ぱ り来 て は る人が多 い

んや ろ、多 くな った んや ね、 と思 うね 。必 要 に して るわ けで しょ?そ の、 日本、 や っ ぱ

り、あ の一 ほ らほ らあそ こ、 ミュ ンヘ ンにね、前 ただ 降 りた った だけや ねん け どね、 その

ときちんぷ んかんぷ んで、 ドイッ語 わかれへ んや んか。 その ときなんか ち ょっ とね駅 のあ

れ ぐ らい、 冗談 で● ちゃ ん[Kさ んの姉]に 言 うて て んけ どね、 お手 洗 いで もね、 日本 語

で ぐらい書い て くれた らええ のにね、 とか ね言 うてた こ とあ んね んね。 そやか ら、来 は っ
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た人 が、 ほん とに、 あの、 やっ ぱ りで きる、 で きる限 り書 い たげた ら、そ れ はや っ ぱ りそ

れ だけ 日本 に来て る、 多 くなっ た わけや ろ ね。 別 に ドイツ語 とか書 い て ない もんね。 で

さ、現 に私 もよう見 る ようにな った とい うこ とは、 そ んだけ、 あの多 な ってんの か な。 き

は、旅 行者 が多 な った。 【×】」と自分 の ドイツで の経 験 か ら 日本語 以外 での 言語 に よる表

示 の必 要性 を指摘 しなが ら、 多言語 表示 の増加 と日本 に来 て いる外 国人旅行 者 の増 加 を結

びつ け て発 言 して い る。Bさ ん も多 言 語パ ンフ レ ッ トを見 た こ とで、 「す ごい です ね。 吹

田 に は外 国の か たが 多 い んで す か?」 と述べ 、多 言 語パ ンフ レ ッ トを外 国人 の増 加 を知

る きっか け と して い る。 さ らに、多 言語 表示 につ い ての 回答 にお いて も、 「ハ ングルが な

か った ような気が す るので。 こうい うのを しない とだめ だな、 とは思 い ま した け どね。 多

いで す もん ね、韓 国系 の か たが来 られ るか た って。私 は思い ます ね。」と、 多 言語 表示 を

外 国 人、 と りわ け、「韓 国系 のか た」の増加 に結 びつ けて い る。

5.3観 光客としての外国人、住民 としての外国人

ここで は、 多言語 パ ンフレ ッ トに関す る回答 と多言 語表示 に関す る回答 との相違 点 を述

べ た い。 両者 は 同 じ言 語 サー ビス で はあ るが、5.1で 触 れた よ うに、サ ー ビス の対象 者 が

異 なる。多言 語パ ンフ レッ トの対象 者 は主 と して、 日本 に在 住 してい る外 国人、 つ ま り外

国人住 民、3.1の[表2]を 参考 にす るな らば、職 業 ・地位 の欄 の旅 行者 以外 が対 象 者 とい

うことに なるだ ろ う。 しか し、 多言 語表示 の対 象者 として まず あげ られ るのは、旅 行者 も

含 む、 あ らゆる外 国人 であ ろ う。 さ らに、 多言 語表示 の対象 者 として は、外 国人 だ けでは

な く、 ホス ト社 会側 の住 民=日 本人 もあげ られ る。 この対象 者 の違い 、特 に、 ホス ト社 会

側 の住 民=日 本人 が対 象者 に含 まれ てい るか否 かが 、5.1で 述 べ た認識 度 の差 を生 ん だ と

い えるだ ろう。 また、旅 行者 を対象 者 に含 むか 否か に よって、見 られ た差 を協 力者 の発 言

か らみてい くことにす る。

多言 語パ ンフ レッ トに 関す る質問 は調査 者が 多言 語パ ンフ レッ トの説 明の 際 に 「これ は

日本 に住 ん でい る外 国人 の人 の ため に作 って い る もの なんで す け ど、」と発 言 した 上で 会

話 を してい る ものがあ るた め、 ここで は多 言語 表示 に関す る質 問の 回答 で の発 言 を取 り上

げ る。

例 えば、Cさ ん は 「や っ ぱ利 用 す る旅行者 とか利 用す る ほ うが や っぱ り最 低 限英 語の 見

えて 読 め る ぐらい はわ か って か ら、 わか っ とか な あか ん。」と述べ 、 「利 用 す る旅 行 者 と
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か」と旅行 者 と して の外 国人 をイ メー ジ して 回答 してい る。Aさ んの発言 にも同様 に 「で、

や っぱ りこ こに来 るの に も、 い っぱい観 光客 の人が いる し、 書 いて る と助か るん じゃない

です か?」 と、観光 客 と して の外 国・人 を対 象 としてい る。 「これ も便 利 です よね。旅 行者

な んか本 当 に便 利 だ と思 う。 うん、 こ うい うの はね、 これ は絶対 しろ よ とは思 っ て ま し

た。」このBさ ん も旅 行者 として の外 国人 をイメ ー ジ して 発言 して い る と考 え られ る。 し

か し、そ の一 方 で、Eさ んの よ うに、 多 言語 表示 に関す る 回答 の 中で、 「あ ります ね。 こ

この 、あ の う、 お風 呂場 に も、 あ の う、 中国語 で書 か れ て ます 。」と、多 言語 表 示 を見 た

経 験 を伝 え、 「お風 呂場 のね、 注意 書 きが 、あ の う、 中 国語 で書か れ て ます か ら多分 中 国

人の かた が多 い のか な と思 って たん だけ ど。」と述 べ、旅 行 者 では ない外 国人 をイ メー ジ

した発 言 もあった 。

多言語 パ ンフレ ッ トや多 言語 表示 の対象者 と して どの ような人 たち をイ メー ジ して も も

ちろ ん構 わ ない。 それ は協 力者 それ ぞれが持 つ、体 験 や背景 に基づ いて対 象者 の イメー ジ

が異 なるか らだ。 しか し、 多言語 表示 の対象 者 としては、すべ て の外 国 人が考 え られ るに

も関 わ らず、多 くの人が まず、観 光者 、旅行 者 としての外 国人 をイメー ジ して発 言 を した

とい うこ とは指 摘 してお きた い。た だ、 イ ンタビュ ー 自体の 問題点 として、調査 者 が用意

した写真 は駅 の構 内の表示 や、繁 華街 の表示 な ど、住民 と しての外 国人 とは直接 結 び付 き

に くい題材 であ ったため、この ような結果 が得 られた可 能性 があ るこ とを付 け加 え てお く。

5.4「 言 語 サ ー ビ ス」の ま とめ

本節 で は、 言語 サ ー ビス に対す る 日本 人 の意 識 を、協 力 者が どの よ うな観 点か ら言 語

サ ー ビス を評価 す るか とい う点 に着 目して詳 し くみて きた。

認識 に関 して 言 えば、 多 言語 パ ンフレ ッ トの 認識 度 は低 く、 多言 語表 示 の認 識 度 は高

か った。 多言語 パ ンフ レ ッ トや多 言語 表示 の必要性 を否 定す る協力者 は いなか ったが 、評

価 の言葉 とと もに語 られ る発 言 は実 に さまざ まで あ った。 ここで は、 自分 の立場 と外 国人

の立 場 を置 き換 えた上 で の発言 、他 国 と比較 した上 での発 言、 言語 選択 を考 慮 した発 言、

外 国人 の増 加 と結 びつ け ての発言 を主 として取 り上 げ た。

さ らに、多言 語表示 の対象 者 として 、多 くの協力 者 に まず イメー ジ されたの は、旅行 者

と して、観 光客 としての外 国人 であ った こ とを指摘 した。

また、 次 の ような指摘 が協 力者 によって な された こ とを示 してお く。Bさ ん は多 言語 パ
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ンフ レ ッ トにつ いて の発 言で、 「なんか の縁 で 日本 に住 んで、 そ うい うか たが まあ暮 ら し

やす い よ うに作 ってる ってい うの はいい と思い ます け どね え。 う一 ん。 で、 また これ を活

用 して るの であれ ばい いです け ど、結構 なんか知 らんか ったって い うか た、 い らっ しゃる

じゃ ないです か。」さらに こ う続 く。 「こうい うのち ゃん と活 用 して や られて い るんや った

ら、す ご くい い と思 い ます け どね。」と発 言 し、多 言語 パ ン フ レッ トの活 用 の仕 方 を指摘

して いる。 同様 にCさ んやWさ ん も、「…いや 、悪 くはない んや け ど、悪 くはない んだ け

ど、 ど こまで例 え ば これ を、 し、何 て言 うか これ を手 に してい るの か ってい うの も、 ま、

疑 問や ねん け ど。」(Cさ ん)、「や っ ぱ何 か見 た ら読 め ば役 に立 つ こ とが あ るで しょ うかね 。」

「ま、あ れば いい と思い ます ね。 うん、 よ く読 ん どけば。」(Wさ ん)と 述 べ、多 言語 パ ンフ

レ ッ トが 活用 され てい るか どうか に疑 問 を抱 いてい る ようであ る。多言 語パ ンフ レッ トの

活用 の され方 の鍵 は、提供 す る側 と利 用す る側 、両 者 にあ る と思 わ れ る。 「日本 人 が当然

の よ うに受 けて い る公共 サ ー ビス を外 国 人だ か ら ってい う理 由だ った り、外 国人 で言 葉

が わ か らなか った りす る こ とで受 け れて ない 人が 結構 い る と思 うんで、 そ うい うの を も

うち ょっ とち ゃん としたほ うが い い と思 い ます 。私 は。」とSさ んの語 りに も見 られた よ う

に、外 国人 は 日本社 会 の情 報弱 者 にな りう る。彼 らにい かに言語 サ ー ビス を行 ってい くか

は今 後 の大 きな課題 の一 つ とな るだろ う。

6.お わ りに

3節 で述べ た外 国人 イ メー ジに関 して は、 身近 に接 す る外 国人 に対 して良好 なイ メー ジ

を抱 いて いる協力 者 であ って も、話 が社会 全体 に及 ぶ と、「不 法滞在 」や 「犯 罪」な どの否

定的 な事 柄 を想起す る例 が見 られ た。多 くの協 力者 が、 それ らの否定 的 イメー ジが実 際の

体 験 に基づ くもので はな く、マ ス メデ ィアの報 道 の影響 で ある と述 べ てい る。 こ こで 「マ

スメ デ ィア悪玉 論」を唱え るの は短絡 的 にす ぎるが[・12]、少 な くと も、報 道 の影響 を自覚

して いる協力 者が多 か った こ とは心 に留 めて お く必要 が ある だろ う。 つ ま り、 身近 な外 国

人 につ いて は具体 的 に思 い浮 かべ る こ とがで きて も、テ レビ画面 の 向 こう側 の世 界 には想

像 力が 及 ばない ため、 テ レビが描 くイメー ジに頼 らざ るを得 ないの であ る。

12 報道 を受容する側へのイ ンタビューだけではなく、今後 の課題 としては、報道内容の検証 も必要であ ろう。
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こ こで危 険 なの は、 間接情 報 に踊 ら され、 「中国 人 は○ ○で あ る」「韓 国人 は○○ で ある」

とい う過 度 な一般 化 を して しま うこ とで ある。 ヴ ァン ・デイ クの主 張 に沿 っ て言 うな ら

ば、 日本 人 であ る 「我 ら」と、外 国 人で あ る 「彼 ら」の間 を 区別 し、 さ らに、 「彼 ら」を均

一 な存在 と して 一括 りに し、 「我 ら」との差異 をこ と さ らに強 調 して しま う、 とい うこ と

であ る。そ うい った発想 が 「日本 人」と 「外 国人」の間 に不 必要 な壁 を作 り、偏見 や差 別 を

生む こ とで 、共生 を 阻む こ とに繋 がる ので はない だろ うか。

ここで必 要 になるの は、想像 力 であ る。 イ ンタビュー の中で も、外 国人犯 罪者 や不法 滞

在 者 につ い て、 「本 当 に、本 当 にそ れは一 部 の人 なん だけ ど」(Hさ ん)、 「う一ん。 …み ん

なが みん なそ う じゃないです け ど。」(Bさ ん)と い った発言 が 聞かれ た。 これ らは、直接 体

験 して いな い事 柄 に対 す る想像 力の 現 れだ と受 け止 めた い。 この よ うに、 「一 般化 で きな

い」「一括 りに はで きない」とい う意識 を常 に持つ ことが共生 へ の第一歩 な ので はない だろ

うか。

4節 で は、 日本 人 と外 国人が コ ミュニ ケー シ ョンをす る際 の使用 言語 として、多 くの協

力者 が 日本 語 と英語 を挙 げた。 協力 者 の 間で は、 日本 に来て い る外 国人 はや は り 日本語

を覚 えて欲 しい とい う意見 もあっ たが、逆 に 日本 人 の側 が もっと外 国語 、 と りわ け英語 を

勉 強す べ きだ とい う声 の方 が多 か った。 これ は 「英語 が で きれ ば、 ある程 度意 思疎通 が で

きる」とい う考 え方 の現 われ と考 え られ、 共通語 と して の英語 の強 さが協 力者 の発話 か ら

改め て確 認 で きた と言 え よう。 英語 の使用 は、 ホス ト側 の 日本人 に よる外 国人 への歩 み寄

りだ と見 る こ とが で きるだ ろ う。 た だ、英 語が 共通語 であ る とい う意 識 は、 と もす れ ば、

「すべ て の外 国人 は英語 が 話せ る」とい う発 想 に結 び付 き、 非英 語話 者 を排 除す る こ とに

繋 が る可能性 があ る ことは指摘 して お きたい。

5節 で述べ た言 語サ ー ビス に対 す る意識 に関 して は、多 言語パ ンフ レッ トと多 言語 表示

の認識 の差 はあ った もの の、多 くの協 力者 がそれ らの言 語サ ー ビスの必要 性 を感 じてい る

ことが 明 らかに なった。特 に多 言語表 示 につい ては、 すべ ての協力 者が 、存在 を認識 して

いた。 また、多 言語 表示 が近年増 加 して いる こ とを指摘 し、外 国人の増加 と結 び付 け る発

言 も聞かれ た。 この こ とか ら、 多言語 表示 が外 国人 の存 在 を象 徴す るもの になって い る と

い うこ とが いえ るだろ う。 日本語 以外 の言語 を 目にす る機会 が増 え、そ れが 日本 にい る外

国人 の存 在 を間接 的に示す もの となって いるの であ る。 これ は、 ホス ト社 会側 つ ま り日本

人の意 識の変化 に繋 が る もの であ り、 共生へ の兆 しと して捉 え るこ とが で きるだろ う。

また、 自分 の立場 と外 国人 の立 場 を置 き換 えて考 えてみ る とい う視 点 の転換 も共生 をめ
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ざす 上で必 要 な もの と捉 えたい。 多 くの協力 者が 、ホ ス ト社会 に受 け入 れ られ る側 にな っ

た場 合、 どの よ うな問題 に直面す るの だ ろうか と想 像 し発 言 して いた。

以 上見 て きた 「外 国人 イメ ー ジ」「言語 意識 」「言 語 サー ビス」とい う3つ の問題 を多 文化

共生社 会 の実現 とい う観点 で眺 め る時 、そ れ らを貫 く一 筋の 糸は、 想像力 を養 うこ との重

要性 だ と言 えるだ ろ う。相 手の立 場 に立 って考 え、お互 い に歩み寄 る、 とい う姿勢 の大切

さで あ る。 今 回の調査 で も、協力 者の語 りの中 に、そ の萌芽が 幾つ か見 出せた。 この積 み

重ね が、多 文化 共生社 会 を織 り成 して い く上 で、重 要 な要素 の一つ にな るので はな いだ ろ

うか 。

闇 辞
本稿 の イ ンタビュ ー調査 に情報 を提供 して くだ さっ た調 査協 力者 の皆様 、協力 者 を紹介

して くだ さった皆 様、 そ して、調査 に加 わ って くだ さ り、 ご指 導 くだ さった 山下仁 助教 授

に深 く御礼 を 申 し上 げた い。本稿 が 今後 の 「共生 を紡 ぐ日本 社会 」のた めの様 々な取 り組

み に役 に立 つ こ とが で きれ ば幸 いであ る。

[ぬのおかついちろう ・大阪大学大学院言語文化研究科博士後期課程]

[さとうせいこ ・大阪大学大学院言語文化研究科博士前期課程]

[う一わいしえん ・大阪大学大学院言語文化研究科博士前期課程]
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共生を育む地域 日本語活動に向けて

西口光一/新 庄あいみ/服 部圭子

1.は じめ に

現在 日本 の各 地で、 地域 日本語教 育 あ るいは地域 日本語 支援 活動 な ど と呼ば れる活動 が

活発 に行 われて い る。 その活 動 は、周知 の よ うに、 専 門的な教 育や 訓練 を受 けた教育経験

のあ る 日本 語教 師が参加 外 国人集 団 に対 して 日本語 を教授 す る とい うもの では ない。活 動

への参 加者 につ いて言 うと、 大部分 が そ う した 日本 語教育 の専 門的 な教育 や訓練 を受 けて

い ない市民 ボ ラ ンテ ィア とい う集 団が一 方 にあ り、 もう一 方 に、 日本 語が全 くあるい は十

分 に話す こ とが で きない参 加外 国 人の 集 団が あ る、 とい う形 にな る[*1]。また、 そ う した

活動 の 目的 は、参加 外 国人 の 日本語 習得 に は限定 されず、 「大 きな社会 変革 の側面 」、 「『居

場 所』と地域参 加 の側面 」、 「生活 支援 の側 面」、「日本人 側 の学 びの側 面」な ど も含 まれる

ことが 指摘 され てい る(新 庄他2005)。

こう した活 動 につい て語 る際 には、一般 に、 地域 日本語教 育 や地域 日本語 支援 活動 な ど

の ように、当初 か ら活動 内容 を規定す る表現 を付 加 した用語 で当該 の活 動 に言 及 してい る。

この よ うな習 慣 は、 と りわ け当該 の活動 につ いて論評 す る ような場 合 に は、 非常 に無反省

な習慣 であ る と言 わ ざるを得 ない。 とい うの は、最初 か らその呼称 に 「教育 」や 「支 援」な

どを含 めて しま うと、 「そ もそ もその活 動 は ど うあ るべ きか」を議 論す る前 に、 そ の活動

を規定 した り、そ の活動 に特定 の見 方 を付 与 した りして しま うこ とになるか らで ある。

この ような問題認 識か ら、本 章 では当該 の活動 を、事 前 的な規 定や特徴 づ け を排 して地

域 日本語 活動 と呼 ぶ こと とす る。そ して、 議論 の対象 となる活動 を この ように特定 の見方

1 本稿 ではしば しば 「○○語 を話すことがで きる」という表現で 「○○語ができる」とい うこ とを代表的に表現す

る。 この部分の 「日本語が話すことがで きない」もそうした用語法 の一例である。
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で色 づ け しない地点 に まで引 き戻 した上で 、 この活 動 につい て、 これ までの一般 的 な見 方

や 主要 な議論 を検 討 しなが ら、現状 の 中で 実行 可能 な新 た なあ り方 を提 案 した い。 また、

第7節 以 降 では、 そ う した代 替案 の実現 可能 性 とその活 動が提 供 す る 日本語 習得 の ための

リソース 環境 として の潜在性 を検 証す るた めに実 施 した簡単 な実験 につ いて報 告す る。

2.地 域 日本語活動

本章で議論の対象とする地域日本語活動という活動をできるだけ予断なく記述してみる

と、以下のようになる。

(1)「 日本 語 を身 につ け たい」、「一 般 の 日本人 と接 触 し、交 流 す る機会 を持 ちた い」等

の 動機 で参加 す る在 住外 国人 等[・2]と、 「日本 語学 習の お手伝 い を した い」、「日本語

習 得 の面 を 中心 として、外 国 人等 の方 々の一 助 とな りたい」、 また 「そ う した人 た

ち と接触 し、交流 し、 自 らも学 んだ り社会 参加 した りす る機会 を持 ち たい」等の動

機 で参加 す る 日本語 を第 一言語 とす る一般 市民 が主 な当事者 とな る。

(2)活 動 は、 週 に1回2時 間程 度 「教 室」を開い て 、上 記 の入 た ちが そ れ に参集 して行

う。「教 室 」内で の実 際 の活動 の 大部 分 は、外 国 人参 加者 と市民 ボ ラ ンテ ィアが ペ

ア にな って行 う。そ の他 に、5人 以下程 度 の小 さ なグルー プ で活動 す る場 合 や、 国

際 交流協 会 な どが主催 す る活動 な どで、 コー デ ィネー タ等が 「日本 語学 習 を希 望 す

る人」の希 望の 曜 日や時 間等 に応 じてそ れ に対 応 で きる 「学習 支援 者」を配置 して、

当該の 曜 日 ・時 間に適 当な部屋 で適 宜 に活 動す る とい うよ うな場 合 もあ る。

(3)活 動 はボ ラ ンタリー な市 民が 主体 となって運営 され る こ とが多 い。 国際交流 協会 や

2 ここで 「在住外国人等」としたのは、中国か らの帰国者や残留婦 人や 日本人の配偶者な ども多数地域 日本語の

教室 に通 ってい るか らである。ただ し、以降の議論 では文面が煩雑 になる とい う理由で、「等」を省略 して単

に 「(在住)外 国人」とするので、読者の ご理解 をいただ きたい。 また、「日本語を第一言語 とする一般市民」の

部分 は、「日本 人」としてもよいところか とも思 われ るが、国籍において 日本人である必要 はないので、 この

ような表現 にした。 また、「日本語を第一言語 とする」の部分について も、能力 的な側面 につ いての言及であ

るので、他の言語 と日本語のバ イリンガルの場合の ように日本語が第二言語であって も第一言語に相 当す るほ

ど十分にで きる場合は、「日本語 を第一言語 とす る」に該当するもの とする。
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公民館等 が、深 くあ るいは緩や か に関わ ってい る こと もあ る。外 国人参加 者 も市 民

ボ ラ ンテ ィァ も参加 費 は無 料 ある いは必要経 費負担 程度 とい うのが 普通 であ る。

(4)活 動 は国際交流 協会 や公 民館等 の公 的あ るい はそ れ に準 じた会 場 で行わ れ るのが一

般 的 であ る。会 場管 理者 は、教 室 の使 用や 、 閲覧 用教材 等 の整備 ・管理 や、複 写の

便 宜の供 与等 で 同活 動 に協 力 して便宜 を図 っ てい るこ とが多 い。

(5)こ う した 「日本語 教 室」の活 動 に加 えて、料 理 大会 や文 化交 流 的 なイベ ン トな どが

同集 団主催 で不 定 期 的 に開催 され る。 また、 「日本 語教 室」の 時 間内 で は、 一対 一

等 での活 動 の他 に、 参加者 相互 の交流 を趣 旨 と して、話 の時 間や簡 単 なグル ープ活

動 な どの全 体活 動が行 われる場合 もある。

以上 の ような特徴 を記述 で きる地域 日本語 活動 が 始 ま ったの は、1990年 前 後 の こ とで

ある。 それ以 降、在住 外 国人の増 加 に伴 って、量 的 に もまた地 域的 に も拡 大 を続 け、現 在

に至 ってい る。 そ して、 こ う した地域 日本語 活動 は、 次節 で論 じる 「地域 日本 語教 育」と

い う視点 で始 まっ た と言 って よいであ ろ う。

3.「 地域 日本語教育」という視点

3.1な ぜ 「地 域 日本 語 教 育 」とな るか

日本 に在 住す る外 国籍者 の数 は、つ い に200万 人 を突破 した[*3]。 この内 厂日本語 を(十

分 には)身 につ けて いな い」可 能性が あ る人 は、 い わゆ る在 日の人 たち約50万 人 と 日本語

が よ くで きる と見 られ る留学 生 約10万 入 を除 いた お よそ130万 人 と見 て よい だ ろ う。 こ

の10数 年 間 の在住 外 国人 増加 の具 体 的 な現 象 と して顕 著 な もの は、定住 資 格 の南米 か ら

の 日系 人や研 修生 ・実習 生 の増 加、 日本 人の配 偶者 や一般永 住者 の増加 で あ り、 そ う した

傾 向 を背景 に、外 国人 が集 中的 に居 住す る町が 生 まれた こ とや、大 都市 に 限 らず その周辺

の町や 農村 を含 めた さま ざまな地域 で外 国人が暮 ら してい るの を 目にす る よ うになった こ

3 2005年 末現 在 の外 国 人登 録 者 数 は2,011555人 で あ る 。

法 務 省入 国管 理 局 資料(http:〃www.moj.gαjp/PRESS/060530-1/060530-1.html)を 参照 。
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とな どで ある。 こ う した在住外 国人 に対 しては一般 に公 的な 日本 語学 習 の機 会 は提 供 され

て いない。 つ ま り、 かれ らは 日本 で暮 らす こ とはそれぞ れの 資格 で認 め られたが 、 この土

地 で生 活言語 と して通用 してい る唯 一 の言語 とい って よい 日本語 を学 習す るため の機会 が

与 え られ ない ままに、 この土 地で の生活 を始 めて いるので あ る。 かれ らの 中で、 日本語 学

校 等 で 日本語 を学 習 して習得 す る経 済 的及 び時 間 的な余裕 が ある人 は まれ であ る[・4]。

この 日本 列 島上 で は、非 常 に 限定 され た局 所 的 な コ ミュ ニ テ ィや 人 間関係 な ど を除 い

て、役所 ・銀 行 ・病 院 ・駅 な どの公 共 的な場面 か ら職場や 地域社 会や 人 との交際 に至 る ま

で ほ とん どす べ て と言 って いい場面 が 日本語 とい う言語 で営 まれて い る。公 共的 な場面 で

の多言 語対応 の必 要性 が認識 され、一部 行 われ るよ うにな った とはい え、 まだ まだ十分 な

状 況 では ない。 この よ うな土 地 に暮 らしてい る在住 外 国人 の 中か ら、「日本語 が で きな く

て 日常 の生活 の いろい ろな場 面で 困 る」、 「日本 語が で きない と仕 事 の上で も差 し支 える」、

「日本 語が で きな い といい仕 事 に就 け ない」、 「日本 語が で きないの で 日本 人 の友 だ ちが で

きない」な ど、 日本 語 をキ ー ワー ドとしてそ れが 十分 で きない ことに起 因す る困 難や 「社

会 的 な壁 」等 につ い ての 訴 えが 出て くる ことは もっ ともな こ とであ る。 そ して実 際 に も、

そ う した声 が 自治体 や 国際交流 協会 等 の窓 口に持 ち込 まれ るので あ り、 それ らを訴 えて外

国人 が 日本語 教室 の ドア を叩 くのであ る。

こ う した在 住外 国 人の状 況 を知 り、か れ らの声 を聞 くと、 「日本語 が で きな くて 困っ て

い る外 国 人がい る。 かれ らが少 しで も 日本語 がで きるよ うになっ て 日本社 会 で よ りよ く暮

らせ る よ うに、微 力で あ って もか れ らの力 にな りたい」と感 じるの は素朴 な感覚 で あろ う。

そ してそ うした認識 と素朴 な感覚 を基礎 と して 開始 された のが、在住 外 国人 を対 象 とした

「地域 日本語 教育 」あるい は 「日本 語学 習支援 活動 」と呼 ばれ る活動 であ る。

3.2主 体 と行為

個 人 主 義 的 な人 間モ デルが 流 通 して い る現代 にお い て、 人 間 の行 為 は、 日常 的 に は、

「だれが」「何 を」「どうす る」とい う形 で捕捉 され た り、規 定 された り、説 明 された りす る。

自分 た ちが実 践す る活 動 は 「地 域 日本語教 育 」であ る との認識 が な され る と、次 には この

4 こ う した状 況 の 是 非 につ いて は 、 「識 字 ・日本 語 学 習 推進 法(仮 称)要 綱 案 」(2006)「 識 字 ・日本 語 連 絡 会 「国 連

識字 の10年 」行動 計 画具 体 化 プ ロ ジ ェ ク トに 詳 しい。h亡亡p:〃㎜.ca11-ls1Jp〆UNdecade/正ndeVhtm1を 参 照 。
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「だ れが 」「何 を」「どうす る」とい う問いが発 せ られ るこ とにな る。そ して その答 えは、極

端 には、 「わた した ちボ ランテ ィアが」(「在 住外 国人 に」)「日本語 を」「教 える」そ して 「在住

外 国人 が」「日本 語 を」「学 ぶ」とな り、 よ り穏 や か には、「在住 外 国人が」「日本語 を」「学ぶ」

そ して 「わ た した ち市民 ボ ラ ンテ ィアが」「日本語 学習 を」「支援 す る」となる。 「地域 日本語

支 援活動 」とい う呼 称 は、 よ り穏 や かな見 方か ら生 まれた呼称 で ある と言 って よい 。

「地域 日本語 教育 」の視 点で は、 市 民ボ ラ ンテ ィアが 中心 的 な行 為 主体 あ るい は主役 で

あ り、 在住外 国人 はそ の行為 の受動 的 な受 け手 にす ぎない とい う ような響 きさえある。在

住 外 国人 の 日本語 を含 めた支援 とい う課題 が 表面 化 して きた1990年 前後 の時期 は、 折か

ら日本 語教 師養成 講座 ブー ム とな ってい た。東京 及 びその周 辺の都 市 では 日本 語教 師養成

講座 は修 了 したが 適当 な仕事 が得 られ ない人が巷 間 にた くさんい た。 そ して、 こう した人

たち が多数 地域 日本語 に活動 の場 を求 め た。 こ う した事 情 も、当初 「地 域 日本語教 育 」と

い う視 点で この活動 が 開始 された こ とに寄 与 してい る と見 られ る。

「地域 日本 語教 育」に比べ ると控 えめ な呼 称 であ る 「地域 日本 語支援 活動 」の 方で は、少

な くと も在住 外 国人 が 中心 的 な行為 主 体 で あ り、 市民 ボ ランテ ィァ は脇役 であ る とい う

ニュ ァ ンス にな る。最 近、 「地 域 日本語教 育 」よ りも 「日本語 学 習支援 活動 」の方 が好 んで

使 われ る理 由の一つ に は、前者 が持 つ尊大 とも言 え るニュ ァ ンス を回避す るとい う意 識が

あるの であ ろ う。 しか し、 よ く注 意 して ほ しい。後 者 の場 合 に、在住 外 国人が 中心 的な行

為 主体 であ り市 民 ボ ランテ ィアが脇役 となって いる と言 っ て も、在住 外 国人が 日本語 を学

ぶ とい うことには変 わ りない のであ る。つ ま り、 「地域 日本語教 育」を 「地域 日本 語支援 活

動 」と言 い替 えた として も、在 住外 国 人 は 日本語 を学 ぶべ き主体 であ り、 それ ゆえ言 わば

自 らを変 えるべ き立場 に置 かれ る。 それ に対 して関わ る市 民 ボ ランテ ィアは、 日本語 を教

える に して も学習支援 す る に して も、何 ら変 わ る必 要の ない立 場 に身 を置 くの であ る。もっ

と分 か りや す く説 明す るた めに、仮 に言葉 の問題 と ともに文化 の 問題 も並置 してみ る と、

「地 域 日本語教 育」を 「地域 日本語 支援 活動」と言 い替 えた として も、在 住外 国人 は適応 す

る人で、市 民 ボ ラ ンテ ィアはそ の適応 を支援 す る人で あって、 そ う した接触 を通 して変 容

す る主体 で はない とい う基 本的 な構 図は まった く変 わ る ことな く両者 に通 底 してい るので

ある。 その構 図 は、端 的 に言 う と、 「郷 に入 りて は郷 に従 え」の論理 に基づ くもので ある。

また、 「;地域 日本語 教育」の視 点 は、 その 呼称 の中 にす で に、「日本 語 を教 える こと」や、

その一 方で 「日本語 を学 習す る こ と」が含 まれて い る。 「地域 日本 語学 習支援 」と呼 んで も

事情 は さほ ど変 わ らない。 こう した呼称 に含 まれ てい る規 定 あるい は特徴 づけ は、既存 の
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社 会 的営 みで あ る 「日本語 を教 える こ と」、 つ ま り専 門的 な領域 と して ～定 の専 門性 を確

立 して い る 日本 語教 育 との関連 を強 く意識 させ る。 また、先 に説 明 した参加す る在住 外 国

人 の状 況 やか れ らの声 は、 「か れ らに対 して 日本 語 を教 え る こ と」の必要 性 を強 く前 景 に

押 し出す こ と に貢 献 して い る。 この よ うな とこ ろか ら も、 「地域 日本 語教 育 」とい う視 点

では、地 域 日本 語活 動 は、 日本 語教 育に類比 される社 会的実践 である と想定 され る こと と

なる。

3.3内 容

「地域 日本 語教 育」の視 点 で行 われ る地域 日本 語活 動 では、 「何 を」の部分 で、 「日本 語」

とい う ものが 主題化 され る。 そ して、 在住外 国 人に対 面 して異文化 を感 じるボ ラ ンテ ィア

は、そ の 「日本語 」の内容 と して 、 日本 語 の文法 ・語 彙 ・音声 ・表 記 な どのい わゆ る言語

的 な要素 と並 んで、 一般 に 日本語 の特 質 と して筆 頭 に挙 げ られ る敬語 とその使用 法 を代 表

とする 日本語 の社会 言語 的な デ リカシー を も学習 事項 として取 り扱 うこ ととなる。 さ らに

は、常識 的 に言 われ る 「言語 を学 ぶ場合 にはそ の国の文化 や習 慣 も学 ばなけれ ば な らない 」

との発想 か ら、 日本 の生活 習慣 や対 人関係 のあ り方や対 人接 触の マナ ー、 さ らには 日本 人

の物 の見 方や価 値観 をも身 につ け なけれ ばな らない と考 えて、そ うした内容 の学習 支援 に

も腐 心す るこ ととな る。

この ような広 範 な学習 内容 の措定 は、先 の 日本 語教 育の対 比 か らも是 認 され るこ ととな

る。英語 教育 にお いて は1970年 ごろまで、 また 日本語教 育 にお いて は1980年 ごろまで は、

異 言語 教 育 の教育 内容 は と りもな お さず言 語 能力(linguisticcompetence)で あ る と考 え ら

れてい た。 しか しなが ら、そ れ以降 の言語 コ ミュニ ケー シ ョンに関わ る知識 や能力 の研 究

の発展 を背景 と して、 異言語 教 育 におけ る教育 内容 はそ の領域 を拡 大 して いった 。Canale

(1983)は 、言語 能力、社会言 語 能力、談話 能力、ス トラテ ジー能力 とい う4つ の領 域 で コ ミュ

ニケー シ ョン能力(communicativecompetence)を 捉 える とい うア イデア を提 出 した。 この

枠組 み は異言 語教育 の カ リキ ュ ラムのデザ イン と評価 活動 のた めの フ レー ム ワー ク と して

あ ま りに も有 名で あ る。 また、 日本語 教育 学で は、 ネ ウス トプ ニーが接 触場 面 とい うもの

を概 念化 し、言語 的 コ ミュニケ ー シ ョンに関わ って、言語(文 法)行 動、言 語外 コミュニケ ー

シ ョン行 動、 実質 行動 とい う3つ の領 域 を措 定 した。 そ して、 コ ミュニ ケー シ ョン行動 を

円滑 に達 成す るた め には、文法 行動 の規範 や言語 外 コ ミュニケ ー シ ョンの規 範 を身につ け
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るだ けで な く、 実 質行動 の知 識 も必要 で あ る と主張 した(ネ ウス トプニ ー1982)。 自 らの

活 動 を 日本語 教育 に対比 す るボ ラ ンテ ィアに とって は、 異言語 教育 にお け るこ うした議論

は、 自分 たち の発想 に 「お墨付 き」を もら うよ うな もの であ り、 こ う した専 門的 な議 論 を

知 る につけ、 自分 たちの 方向 は間違 って いなか った と意 を強 くす るの であ る。

3.4厂地域日本語教育」という視点の意味

以上 、論 じた よ うに、「地域 日本語 教 育」とい う視 点 は、地 域 日本語 活動 を規定 し特 徴

づ け る視 点 として非 常 に強 固 な背景 と土台 を持 って いる と言 わ なけ れば な らな い。 しか

し、 この ような視点 で:地域 日本語 活動 を続 け るこ とは何 を意味 す るであ ろ うか。

まず 初め に前 々項 で指摘 した よ うに この視 点 は 「郷 に入 りては郷 に従 え」の論理 に基 づ

くもので あ る。 そ の論理 で は、 「郷 」の人 た ちの 言語 や文化 や習慣 や価 値観 等 は変 わ る こ

との ない もの として温 存 され る。 地域 日本語 活動 で は 「郷 」は 「日本 」とな り、 それ を構 成

す る人 間 は 「日本 人」となるの で、 日本語 及 び 日本語 ・日本 人 に属す る文 化 や習慣 や価 値

観等 は影響 を受 け るこ とな く温存 され る ことに なる。 また、そ うした論理 に基づ く地域 日

本語 活動 で は、市 民 ボ ランテ ィア は 厂郷」の メ ンバ ー の一人 と して、 自 らは代 わ る必要 の

ない 「安 全 圏」に身 を置 きなが ら、 い わば 「郷 」や 「郷」の メ ンバ ー の既得 の権益 を守 る者

となる。 そ してそ う した形 で既得権 益が 守 られ る とい うこ とは、そ の反面 で新参 者 とされ

る在住 外 国人 は劣 位 に置か れ、か れ らは コ ミュニ テ ィを構 成す る対等 な メ ンバー として声

を上 げ るこ とを阻 まれるの であ る。 また、 この土地 に暮 らし始 めた瞬 間 に、 この 土地 の住

民 と して対 等 なメ ンバ ーで あ るとい う認 識が な され るの でな ければ、新 た に暮 らし始 めた

人 は、いつ までた って も新参 者の レッテル を貼 られ るの であ る。 こう した状 況 は コミュニ

テ ィのあ り方 と して公正 な もので は ないであ ろ う。

4.共 生 日本語教育の視点

4.1共 生を志向する地域 日本語教育を目指して

前節で論じた 「地域日本語教育」の視点に対しては早い時期から警鐘が鳴らされ、その
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限界 が指摘 され ていた[・5]。しか し、 そ れに代 わ る具体 的 な活動 形 態 を提 案 す る までに は

至 って い なか った。 田 中は非常 に早 い時期 か ら、 次節 で論 じる コ ミュ ニケー シ ョンスペ ー

スの創造 とい う独 自の提 案 を してい るが(田 中1996)、 地 域 日本語活 動 の代 替案 と して は、

現 場の ボ ラ ンテ ィア にも 日本語 教育 関係者 に も理 解 されて受 け入 れ られる ところ とは な ら

なか った。

こ う した 中 で比 較 的最 近 に な って提 案 された のが 、 岡崎 眸 の 「共 生 言語 と して の 日本

語 」教 育 とい う視点 で あ る(岡 崎2001、 岡崎2002a、 岡 崎2002b)。 岡崎 の提 案 は、 地域 日

本 語活 動 の文脈 で非 常 に早 い時期 か ら唱 え られて きた 「多文化 共 生(社 会)」や 「多 言語多

文化 共 生(社 会)」 な どの 中の 「共生 」とい うこ とが、 在住外 国人 を対象 と した 日本語 の 問

題へ の対 処方法 を考 える とい う文脈 にお いて、 どの よ うに実 現 しうるか とい うことを問題

意 識の 中心 として発展 して きた もの であ る。そ して、 次項 で論 じる岡崎敏 雄の 論考(岡 崎

1994)が そ う した議 論 の先鞭 となるので あ る。

岡崎(1994)は 非常 に示 唆 に富 んだ論 考 で あ り、 日本 にお け る言 語 的共生 の 問題 や、地

域 日本 語 活動 の あ り方 を考 え る上 で重 要 な さ まざ まな視 点 を与 え て くれ る。 しか しな が

ら、正確 に読 み解 くことがむず か しい論考 ともなっ てい る。 そ れに は、 岡崎 が用 いる用語

が しば しば多 義的 であ った り、 曖昧 であ った りす るこ とが かか わって いる と見 られる。 そ

の中で もと りわけ注 意 を要 す る用語 は、 「共生」と 「(日本 国 内にお け る)日 本語 の 国際化 」

であ る。 す なわ ち、 岡崎 の 「共 生」は、単 に 「共 に存在 す る」を表 す 「共 存 」と、単 に 「共

に存在 す る」だ けでな く 「一定 の状態 で、 あ るいは一 定の志 向性 を もって、共 に存在 す る」

を表す 「共 生」の問 を しば しば行 き来 す る。 また、 「(日本 国 内にお け る)日 本語 の国際化 」

につ いて は、 岡崎 の趣 旨は 「コ ミュニテ ィにお い て 日本語 が母 語話者 の み な らず非 母語 話

者 によっ て も用 い られる よ うになっ てい く過 程」(砺舐:6Dで あ り、 さ らに 「言語 的 ・文 化

的 アイデ ンテ ィテ ィを保持 」(琵ア∫4。:61)とい う方 向性 が付 加 されて い るので、 「日本 語 の国

際 化」と言 う よ りは、 「日本語 の共用 語化」と言 った ほ うが趣 旨が 明瞭 にな ろ う。 また、 そ

れ と関連 して、 「共 生 言語 」も 「共 用 言語 」と言い 替 え たほ うが よ さそ うで あ る。 次 項 と

次 々項 で は こ うした点 に留意 しなが ら岡崎 の論 考 の主要 点 を読 み解 いて い く。 以下 で は、

岡崎の用 語 の中で 、言 い換 えた ほうが趣 旨 を明 瞭 に示 せ る と見 られ る部分 は、そ の言 い換

えの用語 を()内 に示 す こ ととす る。

5 例 え ば、 春 原(1992)、 山 田(1996)な ど。
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4.2言 語 的共 生

岡 崎(1994)は 論考 の第1節 で コ ミュニ テ ィにお ける 日本 語 の国際化(=共 用 語化)に つ

いて次 の よ うな基 本的 な視 座 を提 示 して いる。

本稿 で は、 日本 語 の 国際化(=共 用語 化)を コ ミュニ テ ィにお ける多 言語 の言 語的

共 生化 の一環 として考 える。そ の場合 、 コ ミュ ニテ ィにお いて 日本語 が母 語話者 のみ

な らず非 母語話 者 に よって も用 い られる よう になって い く過程 と、 同時 に、 コ ミュニ

ティの 中にそ れ ら非母 語話 者が用 い る諸 言語 と日本 語が 共存 してい く過程 の両方 に着

目す る。 これ は、外 国人が コ ミュニ テ ィに参 入す るの に伴 って、多言 語 の中で 日本人

と外 国人 それ ぞれ のメ ンバ ーが どの よ うな形 で言語 的 ・文化 的ア イデ ンテ ィテ ィを保

持 ・発展 させ な が ら共 生 の途 を探 って い くか こそが、 国 際化(=共 用 語化)の 名 に値

す る 日本語 の あ り方 だ と考 え るこ とに よる。(岡 崎1994161、 下 線 は筆 者)

こ こで 岡崎 は、 現在 す で に普 及 して い る言語 間共 生化 と言語 内共 生化 の概念 を提 示 す

る と ともに、「共 生」の概 念 を、明確 に一 定 の状態 あ るい は志 向性 を持 った概 念(下 線 部)

として使用 して い る。 しか し続 く第2節 では、 先の 部分 と同様 の趣 旨で共生概 念 を 「PLU-

RALISTICMODEL・ADDITIVEBIHNGUALMODEL・AHERNATIONMODELを 基 礎 と し

た性 質 の もの と して捉 える」(の鉱:62-63)と 一旦規 定 して い るに もかか わ らず 、 その一 方

で以下 の ような議論 を展 開 してい る。

ただ しコ ミュニ ティにお け る現 実の言 語 ・文化的状 況 を対極 をなす モデ ルで単純 に

両極化 して捉 える こ とは非現 実的 で あ り、共生 をそ の対極 の一 方で記 述す る こと もま

た、 その動 的性格 を捉 える方法 としては適切 で はない。 ここでPLURALISTICMODEL

・ADDITIVEBILINGUALMOD肌 ・AEERNATIONMOD肌 に基 づ くと言 う 時、 そ れ

は共 生 を将来 のあ る時点 で達 成 され るゴー ル として捉 え るの で はな く、 これ ら3つ の

モ デルの提起 す る性格 をそ れぞれ の段 階にお け る制約 の 中で過渡 的 に実現 してい くも

の として捉 え る もので あ る。[中 略]こ の よう な過 渡 的実 現 を追求 す る こ とが まず押

さえ られ るべ きであ る。そ の意味 か ら本稿 は、 共生 その もの よ りは む しろ共 生化 の過

程 を取 り上 げ る。(岡 崎1994:63)
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この部分 の 岡崎 の 議論 にはい くつ か の議 論 の糸 が交錯 して お り、 また表 面 的 に は論 理

の歪 み もあ るよ うに思わ れ るが、 いず れ にせ よ、 先の引 用 と この部 分 を総合 的 に解釈 す る

と、 岡崎 の ここ まで の議論 は以下 の よ うに整 理す る こ とがで きるだろ う。

(D言 語 的共 生 とは、多 言語 の中 で 日本 人 と外 国人 それぞ れの メ ンバ ーが言 語的 ・文化

的 ア イデ ンテ ィテ ィ を保持 しつ つ共 に生 きてい る様態 を指す 。

(2)そ うい っ た意 味 で 言 う と、 現 在 の 日本 は多 言語 ・多 文化 が 「共 存 」す る状 況 に は

なって い るが 、「共生 」す る状況 に はな ってい ない。

(3)社 会的公 正の 実現 ため には、言 語的共 生が 目指 され るべ き方 向で あ るこ とは疑 い な

い 。

(4)言 語的共 生 は、達成 され るべ きゴー ル と してで はな く、具体 個別 的 な相 互行為 実践

で志 向 され るべ き方 向性 を示す概 念 として理解 し使用 す るのが適 当で ある。

(5)岡 崎論考 の 関心 は、 多言語 共存 の状 況や 日本語 の共用 語化 の現況 を記述 した り論評

した りす るこ とで は な く、 日本 にお いて言 語的 共生が 進行 する過 程 にある とい う事

実 であ る。

岡崎 の こう した視座 を確 認 した上 で、そ れ に続 く日本 語 の言語 的共生化 につ い ての岡崎

の議 論 を整理 して い こう。

4.3日 本 語 の言 語 内 共 生化

岡崎(1994)に よる と、言語 内共 生化 とは次 の ような こ とで ある。

異 言語 の話者 同士 が同一 コ ミュニ テ ィの住 民 と して共 生 してい くため に、 あ る言語

につ いて その よ うな共生 に適 した運用 を作 り出 し、共生 言語 として形成 して い く過程

で あ る。(岡 崎1994:63、 下 線 は筆 者)

こ こで もや は り、 共生 化 とは 一定 の 志 向性(下 線 部)を もっ た現 象 あ る いは行 為 と して

論 じられ てい る。 そ して その 内容 は、 共 生 と呼 ぶ にふ さわ しい相 互 行為 実 践(interactive

practice、HaH1995)を 行 う こと と、 そ う した実践 の積 み重 ね を通 して 当該言語 を共 用言語
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と して形成 して い くこ との2つ で ある、 と説明 され てい る。

ところが 、そ れ に続 く第3節 で の 日本語 の 言語 内共 生化 の 説明 で は、「学 習 シス テ ムの

形成 過程 」とい う要 素が登 場 し、 さ らには 「母 語話 者 ・非母 語話 者 の双 学習 過程 」とい う

要素 も登場 する のであ る。

以上 を前提 に 日本語 の 言語 内共 生化 とは、 日本語 の母 語話者 ・非 母語話 者双 方 によ

り構 築 され てい く日本語 の共生 言語 としての形成 過程及 び、 その形 成 を支 える学習 シ

ステ ムの形成 過程総体 を指す。(岡 崎1994:63)

以上 の ような性格 の言語 内共生 化 の場 合、 注 目すべ き第一 は、 日本語 を母語 とす る

話 者 と非 母語話 者双方 が学 習す る こと、つ ま り母語 話者 ・非母 語話者 の双 学習過 程が

前 提 とされ る とい う点 で あ る。 母語 話 者 は、 母語 話者 同士 で行 わ れ る コ ミュ ニケ ー

シ ョン とは別 に、 目的 ・状 況 に よる レベ ルや文化 的背景 の異 な った非母語 話者 に対 し

て、 どの ように 日本語 を共生言語 と して機 能 させ形 成 して い くか を、実際 の イ ンター

アク シ ョンの経験 その もの を通 じて学 習 してい くことが 前提 とされ る。一 言で言 えば

日本語 の言語 内共生化 は、 母語話 者 と様 々の非母語 話者 が相互 の イ ンターア クシ ョン

の過程 を作 り出 し保持 してい く中で、双 方 の側が双 学習 過程 を作 り出 し、 その言 語 を

共 生の ための言 語 として新 た に形 成 してい く協 働 的過程 であ る。(岡 崎1994:64)

先 の2つ の内容 にこの新 た な2つ の要 素 を加 える と、 岡崎が考 えてい る 日本 語 の言語 内

共 生化 とは、 次の よ うな4つ の側面 で構 成 され てい るもの と考 え られ る。

(1)共 生 と呼ぶ にふ さわ しい相 互行為 実践 を作 り出す こと。

(2)そ う した実践 の積み 重 ねを通 して 日本 語 を共用言 語 と して形 成 してい くこと。

(3)具 体 的 に経験 す る接触 場面 の相 互行為 実践 その もの を通 して、母語 話者 ・非母語 話

者 と もに、共用 言語 と しての 日本語 の相互 行為実 践 の方法 を身 につ ける こと。

(4)多 言語共 存 の中 で共 生 とい う志 向性 の下 に(3)を 促進 す るよ うな状 況つ ま り社 会的

な学習 シス テムが形 成 され るこ と。

このような日本語の言語内共生化の議論を見れば明らかなように、岡崎の議論には徹
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頭 徹尾 、PLURALISTICMODEL・ADDITIVEBILINGUALMODEL・AETERNATIONMODEL

とい う性 質 を持 つ共 生へ の志 向性 と期 待が 込め られて い る。

岡崎 は、 日本語 の言語 内共 生化 に(3)や(4)の 側 面が 生 じる根 拠 を、 共生概 念 を 「PLU-

RALISTICMOD肌 ・ADDITIVEBILINGUALMODEL・AHERNATIONMODELを 基 礎 と し

た性 質の もの」として規定 した ことに置 いて いる よ うで あ る。 しか し、相 互行 為実 践そ の

もの を通 して実践 に参与 す る者 が その実践 の方 法 を身 につ け るこ とや 、共生 とい う志 向性

の下 に社 会 的な学習 システ ムが 形成 され る とい う現象 は、日本の多 言語 共存状 況 におい て、

日本語 に限 られた こ とで はな く、 そ の他 の言語 につ い て も同様 に観察 され るであ ろ う し、

同様 の状 況 が形成 され るであ ろ う。 岡崎が 日本語 につ い て取 り立 て て(3)や(4)の 側面 を

強調 してい るの は、 む しろ、 その点 を特 に前面 に出 して特別 に意 識 して意 図的 な行 動 を取

らな けれ ば、圧 倒 的 な多 数派言 語 であ る 日本語 及 び 自国 内での多 言語多 文化 共存 の経験 が

希 薄 な 日本語母 語話 者が 、共生 の概念 とは逆方 向へ と状 況 を展 開 しか ねない とい う危惧 を

感 じて い るか らで あろ う。そ して、そ う した危惧 を共 有す る ところか ら、次 の岡崎 眸の 「共

生 言語 としての 日本 語」教 育論(岡 崎2002a、2002b)が 始 まって い る と見て よい だろ う。

4.4共 生 言 語 と して の 日本 語

岡 崎眸 は 「言 語 内共生 が進 ん でい る言語 を共生 言語 と呼 ぶ」と言 い、現 在 日本語 は 日本

人だ けで な く中 国人 によっ て もフィ リピ ン人 に よって も使 わ れる ように な り、母語 が異 な

る人 々 を媒介 す る コ ミュニ ケー シ ョンの手段 として機 能 して いる こ とか ら、 日本 語 は現 在

の 日本 におけ る共生 言語 の 身近 な例 であ る と言 う(岡 崎2002b:56)。 た だ し、 共生 言語 と

い うのは、 単 にさ まざまな言語 的背 景 の人 々に よって使用 され その コ ミュニケ ーシ ョンの

手段 とな ってい るだ けで はない らしい。 岡崎(2002a)で 強調 して論 じられ てい るが、共 生

言語 としての 日本語 あるい は共生 日本語 は、 同化要 請圧力 を抜 き去 った 日本 語 として特 徴

づ け られ てい る ようであ る。 共生 日本語 は 日本語母語 話者 間 の コ ミュニ ケー シ ョンの手 段

となる 日本 語 で ある 「母 語場 面 の 日本 語」と対 比 され、 それ とは性 質 を異 にす る もの と し

て特徴 づ け られ てい る。 す なわ ち、「母 語場 面 の 日本語 」が同化 要 請 として機 能す る潜 在

性 を有 して い るのに対 して、 共生 日本語 はそ う した潜 在性 が抜 き去 られ た新 種 の 日本語 の

ように措 定 され てい るので ある(岡 崎2002a:6)。 他 の部分 で 岡崎 は、共生 日本語 は 日本 語

の 「一 つの言 語変種 」(岡崎2002b:64)で あ る と言 ってい る。言語 には、 その言語 を使用 す
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る人 々が培 って きた生活 や文化 や習慣 や価値 観 な どが染 みつ いて いる。 そ う した観点 か ら

言 う と、 岡崎 の言 う共生 日本語 とは、 日本語(=母 語場 面 の 日本語)か らそ の使用 者 であ

る 日本 人が培 って きた文化 や習慣 な どを洗 い流 した、言 語 にまつ わる文化性 を無 効化 した

日本 語 とい うこ とにな るので あろ うか 。

その 一方 で岡崎 は、 「『共生 言語 としての 日本語』は母 語話 者 の頭 の 中 に内在化 され てい

る もの では な く、両 者の コ ミュニケ ー シ ョンの手段 と して、母 語話 者 と非 母語 話者 の間で

実践 される コ ミュニケー シ ョンを通 して場所 的 に創 造 されて い く もので あ る」(岡崎2002b:

59)や 、「元 々 の 自分 に気 づ い た り、 相手 を知 った り、新 た な もの を創 造 した りす る こと

の獲 得 が 目指 される 『内容』(共生 日本 語教 育 の内容 、筆者 注)で あ り、 そ う した 内容 を言

語 的 に担 うのが 共生 日本語 であ る」(岡崎2002a:1)や 、 「幾 つ もの言語 がそ の言語 の母語 話

者 だ けでな く非 母語話 者 に よって も使 われ る ことに よってそ の言語 の言語 内共生 が進行 し

共 生言 語 と して創 造 され てい くと考 え る」(岡崎2002a:4)な どと も論 じ、共 生 日本語 あ る

いは言語 内共生 化 につい ての 岡崎 の議論 は複雑 にな る。 そ こには、多 文化 共生社 会へ の移

行 が急 がれ る現在 の 日本 にお いて、在住 外 国人 と一 般 日本 人が 交叉す る場 が、単 に外 国人

が 日本語 を学 び、市民 ボ ラ ンティアが それ を支援す る場 であ って はな らず 、言語 的共生 が

育 まれ る未 来志 向的 な創 造 的 な場 とな らなければ な らない とい う岡崎 の熱 い気持 ちが読 み

取 れ る。

4.5共 生 日本語教育の構想と地域 日本語活動

岡崎(2002b)は 、 「共生 言語 と しての 日本語 」教育 あ るい は共生 日本語教 育 にお いて は、

日本 語教 師の役割 も転換 す る と して、 その概 要 を以 下の ように論 じてい る。

第 一 に両者(在 住 外 国人 と市民 ボ ラ ンテ ィア、筆者 注)の 接 触場 面 を調整 して設定

す るこ と、 第二 に両者 の交流 が円滑 に促進 され双 方 向の学 びがあ る ように触媒 となる

こと、第 三 に、特 に非母 語話 者 の立 場 に た った母 語話 者 に対 す る啓 蒙活 動 を行 うこ

とが期 待 され るこ とにな ります。言 い換 えれ ば、 これ まで の 日本 語教 師が持 って いた

役 割(文 法 そ の他 の言 語 の型 の説明 や練習 の指揮 、学 習 の進み 具合 の評価 、母 語モ デ

ル の提 示 や学 習へ の動 機付 けな ど)か らはか な り転換 す る こ とが分 か ります。(岡 崎

2002b:.60)
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そ して この よ うな 日本 語教 師 の役 割 の転換 を 「教室 の現 象」と して見 ると、次 の よ うな

特徴 が挙 げ られ る と言 う。

第一 は、学 習 者が 「非母 語 話者 学習 者 だ け」か ら 「日本 語母 語話 者 と非 母語 話者 の

両方 」に変化 します。 「共生 言語 としての 日本語 」は両者 のや りと りを通 して場所 的 に

創 造 され る もの であ る ことを考 え ると、母語 話者 の参加 は不可 欠の要 素 であ り最 も重

要 な特 徴 だ と言 え ます 。第二 は、参 加す る母語 話者 は学習 者 と して参加 す るの であ っ

て、 母語 モデ ルの提示 者 と して参加 す るので はな い とい うこ とです。 したが って、第

三 に、言 語 の教 室 につ き もの の 「誤用 訂 正」は頻繁 で は な く、 また母 語話 者 の特権 で

もあ りませ ん。 第 四 は、学 習内容 は双 方 の気づ き とい う形 で起 こる こ とが 目指 され、

前 もって 明確 に定義 づ け られ た学習 項 目を立 て る ことはで きませ ん。 つ ま り、共 生 ・

共学 が単 なるお題 目で は な く具体 的な形 を とって いる こ とです 。(岡 崎2002b:60)

岡崎の共 生 日本 語教 育の試 行 的な実践 が、 大学 院の 日本 語教育 コース の実 習 として行 わ

れ てい るこ とや 、共生 日本語教 育 の特徴 と して上記 の よ うな特徴 が挙 げ られて い るこ とか

ら分 か る ように、岡崎 が考 えて いる共生 日本 語教育 は、 実 は在住 外 国人 を一方 の学習者 と

し、 一般 日本人 をも う一方 の学習 者 として参 加 させ 、 日本語教 師が 両者 の仲 介 者あ るい は

仲裁 者の役 割 をす る言 語 的共生促 進教 育 なので ある。 岡崎の考 えでは、 その よ うな教 育が

現在 及 び将来 におい て是非 とも必 要 であ って、そ の よ うな教 育実践 を担 う専 門的 な人材 を

養成 す るため に、大学 院 日本 語教 育 コース の実習 としてこの ような試行 を行 い 、そ う した

試行 に基づ い て種 々の報告 が なされ てい るのであ る。つ ま り、 岡崎 が考 えてい る共生 日本

語教 育 とは、従 来の 日本語教 育 と並ぶ新 た な 日本語教 育 の領域 で あ り、 これ まで とは役 割

こそ 異 なるがそ こに歴 然 と専 門 的な 日本 語教 師が存在 す る新 たな教 育的営 みの提 案 なので

あ る。 この ように岡崎 の共生 日本 語教育 の構 想 は本 来的 に、地域 日本語活動 の 方法 の代 替

案 として提 案 された もので は な く、 む しろ 日本語教 育 の新 しい領域 として、 また 日本語 教

師 の新 しい活躍 の場 や活躍 の形態 と して構 想 され た ものなの であ る。

地 域 日本語 活 動 の代 替案 を構 想 す るた め に 岡崎 の議論 を参 考 にす る こと は可能 で あ ろ

う。 そ してそれ は基本 的 には、現在 の ボ ラ ンテ ィアの 中か ら専 門的 な フ ァシリテー タを養

成す る とい う構想 になるで あろ う。 しか し、 文化庁 編 の報告書 や現在 も継続 中の文化庁 委

嘱事業 の地域 日本語 コーデ ィネー タ研 修 の内容 を見 て も明 らか な ように、現 在 の地域 日本
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語活 動 の育成 ・充実事 業 の内容 に はフ ァシ リテー タ養成 の要素 は含 まれ てい ない。 この点

は筆 者 らが3年 前の 論考 ですで に指摘 して いる ところ であ る(新 庄他2005)。

わ た したち は、岡 崎 らが主張 す る 日本 語 の言語 内共 生 を育 む地域 日本 語活 動 の実践 を、

現在 の地域 日本 語活動 の状 況 におい て実現可 能 な形 で構 想 しな けれ ば な らない 。そ の可能

性 の一つ が6節 で論 じる 「日本語 交流活 動」の視点 であ る。

5.コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンス ペ ー ス 論 の 視 点

5.1「 日本語 を教 え ない 日本語 教 育 」論

地 域 日本 語活 動が 全 国的 な広 が りを見 せ て きた1995年 の夏 に、 北 海道 の函館 で一つ の

シ ンポ ジウムが 開催 された。 財 団法人北 海道 国際交 流セ ンターが主催 す る 日本語 ・日本 文

化講座 夏期 セ ミナー の10周 年記念 の シ ンポ ジウ ムで、 テーマ は 「日本 語教 育 ・異 文化 問 コ

ミュニ ケー シ ョ ン」で あ った。 この シンポ ジウム で は、 日本 語教 育 関係 のテ ーマ で は6人

の発 表が あったが 、そ の中 で も田中の発 表 は異彩 を放 っていた。 当時 、地域 日本語 活動 は

本稿 で言 う地域 日本語教 育 の視 点 で行 われて お り、 そ う した形 での地域 日本語 活動 が急速

に拡大 して いっ た時期 であ った。 当時の 田中 は多数 の市民 ボ ラ ンテ ィアの地域 日本語 活動

へ の 関与 は歓迎 しつつ も、 そ う した事 態 の展 開 に危 惧 を越 えて 「不 快感 」さえ感 じてい た

[・6]。田 中 はそれ以 前 よ り地域 日本語 教育 の視 点 での 地域 日本 語活 動 のあ り方 に警鐘 を鳴

らし、 批判 的 な論評 を各所 で提示 してい た。 その論 は 「日本語 を教 えない 日本語 教育 」論

や、 同趣 旨で 「日本 語教 育撲 滅論 」と呼 ばれ、 物議 を醸 してい た。函館 での シ ンポジ ウム

は、 いわ ば時 の人 であ った 田中が持 論 を組織 的 に展 開 した重 要 な機 会 であ った。幸 い同 シ

ンポ ジ ウムの報告 書(鎌 田 ・山 内編1996)が 公 にされて お り、 わた した ち はそ の報告 書 を

通 して田中 の議論 を知 る ことがで きる。

田 中の論 の主 旨 は、 同報告 書所 収の 田 中論 文(田 中1996)の 要 旨に要領 よ くまとめ られ

てい る。

6 個人的なコミュニケーシ ョンにおいての発言。
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地域 社会 に定住 してい く外 国人 は、大 半が ア ジアか らの女性 たち であ り、 しか もそ

の多 くは社 会的 に弱者 の立場 に立 た されやす い。 この よ うな外 国人 に従 来 の ようなか

た ち の 日本 語 教育 を行 う こ とは、社 会 の なか で教 える側 、ケ アす る側 の 日本 人、 教

え られ る側 、 ケア され る側 の外 国人 とい う力 の関係 を固定 させ て しまいや すい。 そ こ

で、 地域社 会 では、 この よ うな 日本語教 育 を行 う よ りも、外 国人側 が教 える立場 に立

つ こ とが で き る作 業 的 な活動 を中心 とす る コ ミュニ ケー シ ョンスペ ース を作 り、 そ

こで外 国 人 は自然習得 のか たち で 日本語 を身につ け、 日本 人 は教 えるの では な く、 コ

ミュニケ ー シ ョンに参 加す る こ とによって支援 してい くとい う、新 しい かた ちの、 日

本語 を教 え ない 日本語 教育 を創造 して いか なけれ ばな らない。(田 中1996:23)

この 部分 の議 論 にあ る ように、本 稿 で言 う 「地 域 日本語教 育 」の視 点 に よる地域 日本 語

活 動 で生 じる 「教 え る側 、 ケア す る側 の 日本 人 」と 「教 え られ る側 、 ケ ア され る側 の外 国

人 」とい う非対 称 的 な関係 を、 田中 は根 本 的 な問題 と して焦 点化 してい る。そ して、 そ う

した非対 称的 な関係 が形成 され るの を回避 しつつ 在住外 国人 の 日本 語習得 を促 進す る こ と

が で きる活動 として構 想 され たのが コ ミュニケ ー シ ョンスペ ース論 な のであ る。

5.2コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス ペ ー ス 論

田 中の コ ミュ ニケー シ ョンスペー スの発 想 は、 アフ リカ系 アメ リカ人の女性 た ちの活動

であ る 「キル ト ・ピー(キ ル トの集 い)」か ら得 られ た もの であ る。「キル ト ・ピー 」で は、

同 じア フ リカ系 ア メリ カ人が キ ル ト作 りの作 業 の ため に集 ま り、 そ こで 助 け合 い なが ら

キル ト作 りを しつつ 、 自分の 人生 で の物 語 や辛 か った経験 な どを交換 して は、 泣 いた り、

笑 った り、歌 った りす る ので ある。 その場 は、 「『抑圧 者 の言語』を使 わ な くてす む安全 な

コ ミュニ ケー シ ョンを保 障す る こ とに もな ってい る」と田 中 は説明 してい る(田 中1996:

35)。 しか し、「キル ト ・ピー」に集 まった女性 た ちが、 「抑 圧者 の言語 」で あ る英語 を使 っ

て話 して い るに もかか わ らず 、 「「抑圧 者 の言語 』を使 わな くて もす む」とは どうい うこ と

であ ろ うか。 この点 につ い ては、以 下のパ フチ ンの 言葉が示 唆 を与 えて くれる。

言語 とは話者 の志 向が容 易 にかつ 自由 に獲 得 しうる中性 的 な媒体 で はない。 そ こに

はあ まね く他 者 の志 向が住 み つい て い る。言 語 を支 配す る こ と、 それ を 自己 の志 向
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とア クセ ン トに服従 させ る こ と、そ れは 困難かつ複 雑 な過程 であ る。(パ フチ ン1996:

67-68)

パ フチ ンは、他者 の言葉 を自分 自身の言葉 とす る とい うこ とは、 他者 の志 向が棲 みつい

てい る言葉 を、 自分 自身 の利用 のた めに収奪 して きて、 そ れを 自分 自身の志 向や アクセ ン

トで充 た して 自分 に服 従 させ る ことであ る、 と論 じて い る。 つ ま り、何語 を話 す かは本質

的な問題 で はな く、 言葉 をい かに 自分 自身の用 途の ため に、 自分 自身 の言葉 として、 自分

自身の志 向や ア クセ ン トに随順す るよ うに話 す かが 問題 な のであ る。 そ して、 パ フチ ンは

その よ うな こ とは 困難で複雑 なプ ロセスで あ ると言 ってい るので ある。 田中 はその よ うな

言 葉の使用 と生 成 の可 能性 をコ ミュニケー シ ョンスペ ース に求 め てい るのであ る。以 下 に、

田中 自身に よる コ ミュニ ケー シ ョンスペー スの構想 の説 明部分 を引 用す る こ ととす る。

もし 日本で もア ジアか らの女性 た ちが 自分 た ちの国 の織 物 を作 る ような活動 を行 う

と して 、そ の作 業 活動 に 日本 人 が参加 す れ ば、 自然 なか たち で 日本語 も使 われ る コ

ミュニケ ー シ ョンが成 立 し、 しか もそ こで は作 業 につい ては む しろ外 国人女 性側 が教

え る立 場 に立つ こ とにな る。 この ような コミュニケ ー シ ョンスペ ース で、外 国人女 性

が 日本 語 を 自然習得 の か たち で身 につ け る とすれ ば、 そ れは 「抑 圧者 の言 語」に結 び

つか ず、 教 え られ る側 とケアす る側 の固定 化 が起 こ らない です む 可能 性 が ある。 こ

れ こそ 地域社 会で の 日本 語教育 、 いいか えれ ば 日本語 を教 えな い 日本語 教育 のめ ざす

べ きと ころであ ろ う。 このか た ちの 日本語 教育 では、 日本語 を教 え る教 室 もな く、教

師 もいな い。 コ ミュニテ ィ(コ ミュニケ ーシ ョンスペ ー ス)が 教 室 であ り、 そ こに参

加 す る 日本 人全員 が支援 者 とな る。 そ こで は、 日本語 を習得 す るため に疑似 コミュニ

ヶ 一 シ ョンが行 わ れ るの で はな く、作 業 を遂 行す るた め に本 当の 意味 で の コ ミュニ

ケー シ ョンが 成立 して、 その過 程で 自然 なかた ちで外 国人 は 日本語 を身につ けて い く

のであ る。(田 中1996=36)

コ ミュニ ケー シ ョンスペ ース での 日本語習 得 の様 態 は以下 の ように なるだ ろ う。 まず 、

活動 を構 成 す る上 で在住 外 国人が 中心的 な主体 となる ような作業 活動状 況 を設定 する。 そ

して、 そ こに一般 の 日本 人 も参加す る。 日本人 は共 同作業 者 とな り、 また かれ らのお しゃ

べ りの 聞 き役 とな る。 そ こでは、 「キル ト ・ピー」の 場合 と同 じよう に当該 の作 業 に関 わ
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る 自然 なコ ミュ ニケー シ ョンや、 中心 的 な主 体 で ある在 住外 国人 の人 た ちの 語 りが立 ち

現 れ る。 参加 日本人 は、共 同作 業者 として かれ らの指示 に従 って作業 を進め、 また作 業 の

途 上 での かれ らの 語 りに、 「日本 語 で話 して も らわな い と分 か らない」聞 き役 と して、耳

を傾 け熱心 にかれ らの語 りを聴 き、 聞 き返 した り確 認 した りしなが らそ の語 りを協力 し

なが ら辿 って い く。 この場 は参加外 国人の場 で あるの で、か れ ら 自身の言 語 の使 用 を禁止

した り、 必要 以上 に抑 制 した りす る必 要 はない 。 しか し、 日本 人 とい う 「客 人」が いる の

で 、そ の人た ちの参加 を促 進す るた めに 日本 語 を使用す る のであ る。 コ ミュニケー シ ョン

スペ ース は、参 加外 国人 たちの 世界 であ り、 そ こは、 日本 語 が共用 言語 であ りなが ら、外

の 日本語社 会 で しば しば生 じる多 数派 の言語 と文化 の抑圧 構造 を免 れた世 界 であ る。 そ し

て、 そ こで話 され る 日本語 は、 かれ らの世界 を構 成す る ことに寄与 す る、か れ らの ため の

日本 語で あ り、 それ はか れ らの志 向 とア クセ ン トに充 ちた 日本語 なので あ る。在 住外 国人

は そ う した実践 を通 して、 自分 の 「声 」[・7]を日本 語 に構 成 す る方 法 を習 う とい う形で、厂抑

圧者 の言語 」で ない 日本語 を 自然 習得 的に 身につ けてい くの であ る。

5.3「 ケ ア す る側 」と 「ケ ア さ れ る側 」とい う矛 盾

地域 日本語活 動 では、 日本語 とい うものが主題 化 され るのが普 通で ある。 田中 のコ ミュ

ニケー シ ョンスペ ース論 は、 日本語 を主題化 しないで 後景 に押 しや って、 む しろ在住 外 国

人 が中心 的 な主体 とな る活 動 を前景 に押 し出 して、 そ うした活動 の背後 か らかれ ら自身 の

声 と して 日本語 を育 成 して い こ うとい う方略 であ る。 そ こで は、参加 日本 人 は、「教 える

人 」や 「(学習)支 援者 」では な く、在 住 外 国人が 対話 の相 手 として 日本 語 で話す しかな い

とい う状 況 を構 成 す る人的 リソース とな る[・8](田中1993)。 参加 日本 人 は、 日本 語 が多 数

派 言語 とな ってい る 日本 にあ りなが ら、 この時 空間 におい ては活 動の主 役の座 を外 国人 の

方 に譲 り、 日本語 を共用 言語 と しつつ も、脇 役 と してか れ らの活 動 に随順 す るの であ る。

田中の 盟友 で ある 山田泉 氏 は、 日本語 ボ ラ ンテ ィア を指 して 「参加 ボ ランテ ィア」とい う

言 葉 を 当時 しば しば 口 に して い た[*9]。山 田は、 日本 語 学習 を支援 す る こ とに で はな く、

7

8

9

こうした 「声」の概念 もパフチンに遡るこ とが できる。

もちろん、参加 日本人が対話相手の言語等が話せる場合 は、必要に応 じて当該言語を使用するのが適当であろ

う。

個人的なコミュニケーシ ョンにおいての発言。
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日本語 が多 数派 言 語で あ る社 会 の 中で、 自 らの権 益 を強 い て抑 制 す る(disempower)場 に

自 らの意思 で足 を運 ぶ姿 に こそ、 ボ ラ ンタリズ ムを見 ていた のであ ろ う。

社 会的公 正 を実現 しつつ在 住外 国人 の 日本 語習得 を促進 す るため には、 田中が 指摘す る

「教 え る側 、 ケ アす る側 の 日本 人」と 「教 え られ る側 、 ケ アされ る側 の外 国 人」とい う非対

称 的な 関係 は、何 とか克服 され なけ れば な らな い課 題で あ ろ う。 田中 は、 それ を克服 した

地域 日本語 活動 の方法 として コ ミュ ニケー シ ョンスペー ス を提 案 した。 しか し、 田中 の コ

ミュニ ケー シ ョンスペ ー ス論 は、 地域 日本語 活動 が抱 える根本 的 な矛盾 をえ ぐり出 し多 く

の 人 にそれ に気 づかせ るこ とはで きたであ ろ うが、 コ ミュニ ケー シ ョンスペー スの実践 を

生 み出す ことはで きな かっ た匚・10]。函館 で の シンポ ジウム の報 告書 には、 当 日の聴 衆 と田

中 との や り取 りも収 め られ てい る(鎌 田 ・山内編1996:38-40)。 そ こ には、地域 日本語 活

動 にお いて言葉 が立 ち現 れる基本 的 な環 境条件 そ の もの を再編 成す る必要 があ る と主張 す

る田中 と、 「そ もそ も(最 低 限で も)言 葉 が なけれ ば コミュニ ケー シ ョンが で きないの では

ないか 」あ るい は 「地域 日本語活 動 とは外 国 人の 日本語 学 習 を支援 す るボ ラ ンテ ィア活 動

とい うこ とで よい ので はな いか」とい う視点 で発言 す る聴衆 との 間 にある根 本的 な認識 の

目線 のギ ャ ップが表 れて いる。

5.4ネ ッ トワー キ ング論 の視 点

地域 日本 語 活動 をめ ぐる この 間の もう一 つ の大 きな動 きと して、(社)日 本語教 育 学会

の ネ ッ トワー ク調査 研究 委員 会の調 査研 究活動 があ る。 この活動 は、 文化 庁 日本語教 育研

究委嘱 「国内の 日本 語教 育 ネ ッ トワー ク作 りに関す る調査研 究」として平 成6年 か ら同8年

の3力 年 にわた って行 わ れた もので ある。 同委 員会 の基本 的 な視 点 は端 的 に言 うと、 地域

lO 田中 自身 は、山田を含む仲問 とともに この講演の前後の数年間にわたって、アジアか らの女性が多数在住す

る長野県小諸市で、 フィール ドワー クを行っている。田中 らは 「定住外国人の問題は、定住す る先のコ ミュニ

テ ィの問題で もある。社 会的に弱者にな りやすい外 国人が 人間 らしく生 きてい くためには、それ を支 えるコ

ミュニティが なければならない。だれでもが人間 らしく生 きていけるコミュニティ、高齢者 も障害者 も女性 も

子 どもも 『自分の声 と自分の顔 と自分の身ぶ りで』生きていけるコミュニティが あって初めて、外 国人 も幸せ

になれるのである」(田中 ・大谷1995)と の信念か ら、外国人やその家族だけでな く、小諸のさまざまな草 の根

の活動 にかかわっていった。田中が主張する コミュニケーシ ョンスベースが一つの地域社会全体の規模 で構想

された形 となる。 また、 田中はその後 も地域 日本語活動のあ り方について、関連領域の論者をも巻 き込みなが

ら発信 を続 けている。その成果の一部は田中(2000)に 収め られている。
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日本語 教室 を含 めて も よいが いず れ にせ よ日常 的 な生活 のネ ッ トワー クの 中 に、 日本語 習

得 の機 会や潜 在性 が どの程度 あ るのか、 また 日常生活 の ネ ッ トワー クの中 で 日本語 習得 を

進め るた めに は どの よ うな観 点が必 要か 、 を明 らか にす る ことであ った。 田中 自身 は同委

員会 のメ ンバ ー には なって いな いが、 同委員会 の調査 研究 活動 の理論 的 な支 柱 を提 供 して

いた。 わ た した ちは、 田中の著 述 の中 に、 同委 員会 の志 向性 を見 るこ とが で きる匚・11]。

最近 で は、 日本社 会 の隅 々に まで外 国人の姿 を見 る ように なって きてい る。そ の外

国人の 日本語学 習 に関 して、 あ るい は広 く日本社 会 の学習 に関 して、 その外 国人 に接

す るすべ ての 人が リソー ス と して ボ ランテ ィア的 に関わ る 自覚 を持つ こ とが い ま もっ

とも大切 なの で は ない だろ うか。[中 略]地 域 の コミュ ニテ ィの なか での外 国人が 参

加 で きる さま ざまなサー ク ルを作 るこ と、 あ るい はす で にあ るサ ー クル に外 国人 を積

極 的 に受 け入 れ る こ となので あ る。[中 略]こ とば につ い て いえ ば、外 国 人が 日本 語

を学習す るこ と、す くな くと も学習 の リソース となる ことはマ ジ ョリテ ィ として のす

べ ての 日本人 の義務 なの で はないだ ろ うか 。そ の ような意味 での社 会体 制の整 備 は制

度 的 に作 るもので はない 。 む しろ、 われ われ一 人 ひ と りが その こ とにつ い て まず意 識

化 し、 自覚 を持 つ こ とが 問題 なので あ る。 も し、 われわれ のすべ てが そ う した意識 を

持 つ とすれ ば、 日本 社会 全体 が外 国人学習 者 のた めの リソー スセ ンター とな り、学 習

支 援 シス テム を形 成す る ことに なる。(田 中1993:11-12)

日本 の社 会 は 日本語 を媒 介 と して機 能 してい る。 しか し、大 部分 の在 住 外 国人 は公 的

な機 関で あれ 日本 語学校 等 であ れ 日本語 を学 習す る機会 を与 え られてい ない し、 今後 も与

え られる見 込み はな い。 そ れな らば、 日本社会 全体 を外 国人学 習者 のため の リソース セ ン

ター に しよ う。 この よ うな方 向が ネ ッ トワーク論 の 目指す ところで あ る。 そ して、現状 に

おい て 日本語 教 師や 日本語教 育 関係 者 には以 下の よ うな役 割が 期待 され る と言 う。

そ こで は、 教 師の役割 は、 ただ 日本語 を学習 したい外 国人 に 日本語 を教 え るこ とだ

けで はない。 重要 な役割 は、 その よ うな学 習支援 シス テム を維持 し、 整備 し、拡 大 し

て い くこ とであ る。[中 略]教 師 も、 む しろ ボ ラ ンテ ィ アの一 員 と して活動 す る部 分

11 春原(1992)に お いて も同様 の議論を見ることがで きる。
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が あ って よい し、 またそ の よ うな活 動 の なかで ボ ランテ ィア を増や して い くことが、

学 習 シス テム を拡 大 してい くこ となの であ る。[中 略]し か し、 それ 以上 に今 は、 社

会全体 を学習支援 システ ムに変革 してい くこ とが教 師、 あ るい は 日本 語教育 の 関係 者

全員 に課せ られ た役割 であ ろ う。(田 中1993112)

コ ミュニ ケー シ ョンス ペー ス論 とネ ッ トワー キ ング論 は、一 言で 言 う と、在住 外 国人 と

一 般 日本 人の イ ンター フェイス の再編成 論 であ る。 そ して後者 で は、 そ れ を社会 全体 に広

げ よう と目論 んでお り、 日本 語教 師や 日本語教 育 関係者 をそ う した社 会的 変革 の推進者 と

して位置 づ けてい るので ある。

5.5在 住 外 国 人 と一般 日本 人 の社 会 的 な イ ンター フ ェイ ス の現 状

田 中が期待 した よ うに、 日本 語教 育 関係者 の努 力 もあ って か[・12]、外 国人 と関わ る 「ボ

ラ ンテ ィア」は増 え続 けた。 しか し、そ の大部 分 は地域 日本語 活動 とい う活 動形態 に限定

されてい る。 コ ミュニケ ーシ ョンスペ ースや外 国人 と日本 人が 共 に参 加す る定期 的 なサー

クルな どの活動 は、時 に優 れた事例 と して報告 され るが、 一般 的に はほ とん ど広 がっ てい

ない。 一方 で、拡 大 を続 ける地 域 日本 語活 動 で は、 田中 らが精 力 的 に発 言 を続 け てい た

10年 ほ ど前 に比べ る と、「郷 に入 りて は郷 に従 え」の 論理 に基 づ く日本 語学 習支 援 の活動

が一層 の正統 性 を帯 び て実践 され る ようにな って きた感が ある。 そ こに岡崎 が構 想 した よ

うに、専門 的な 日本語教 師が介 在 してい って共生 を育 む実践 が展 開 される こ ともなか った。

6.日 本語交流活動の視点

6.1「教室の外で日本語を話すために、教室の中で日本語を勉強する」という発想

12 平成6年 か ら平成12年 までのア年間にわた り、全国8カ 所で実施 された、文化庁委嘱の地域 日本語教育推進事

業がその代表的な ものである。現在 もその延長で、(社)国 際 日本語普及協会の下での、各種 の文化庁委嘱事

業が展 開されている。

あ 飜 轗 触と鯲 079



地域 の 日本語 教室 には さま ざま な種 類 の在住 外 国人が 参加 してい る。言 うまで もな く、

地 域的 な特色 もあ る(新 庄 他2005)。 そ う した外 国人の 聞で は、 立場 に よって 日本語 ・日

本 文化 との接触 の密 度や接 触 の不可避 性 の程度 は異 なる と考 え られ る。 例 えば、 日本人 の

配 偶者 となった人 の場合 は、 日本語 ・日本 文化 との接触 の密 度 は濃 く、 それ を避 ける こ と

はむず か しい とい う傾 向が あ ろ う。 これ に対 して 、定 住資 格 で在 住す る南 米 出 身 の 日系

人 や研修 生 ・実習生 な どの場合 は、 日本語 ・日本 文化 との接 触 は 日常 的に は、食事 な どを

除いて 、そ れほ ど深 くな く、 また避 け よ うと思 えば かな りの程度 避 ける こ とがで きる もの

であ ろ う。つ ま り後 者の場 合 は、 日常 的 な生活 は 「職場/研 修 ・実 習先 」と 「家 庭/寮 」と

「同国入 の仲 間内や コミュニ テ ィ」とい う3つ の場 で完 結 させ よう と思 えばそ の よ うにで き

るので あ る。 しか し前者 の場合 は、 日本語 ・日本 文化 との接 触 はその立 場 で生活 を続 ける

限 り避 けが たい ものであ る。 いずれ の場合 にお いて も、地域 の 日本語教 室 は、外 国人 と一

般 日本 人が利 害関係 な しに交 わ るこ とが で きる貴 重 な機会 であ る。

「地域 日本語 教育 」の視 点 での地 域 日本語 活動 では、 参加 外 国人 がだ れ であ れ 日本語 が

主題 化 されて 、当該 の外 国人が教 室 の外 にあ る現 実 の社 会 で 日本 語 を使 っ て何 かが で きる

よ うに教 室の 中で 日本語 が焦点化 されて、教 えた り学 習支援 した りす る こ ととなる。特殊

目的の ため の 日本語 教育 で使用 され るニ ーズ分析 とい う言葉 が地 域 日本 語活 動で しば しば

使 わ れ るの も、 そ うした傾 向性 の表 れ と見 る ことがで きる。 しか し、 こ うしたや り方 は、

参 加外 国人が 日本語 ・日本文化 と どの よ うな関係 にあ る として も、 同化 を要 請す る圧力 を

生 じさせ る。 日本 人 の配 偶者 とな った女性 の場 合 は、 厂嫁」と して必要 な 日本語 の レパ ー

トリー とふ さわ しい話 し方 を身 につ け る ように、南米 出 身の 日系 人や研 修生 ・実 習生 の場

合 は、 仕事 の 中で の役割 に相 応す る 日本語 の レパ ー トリー と話 し方 を身 につ け る ように、

とい うふ うに。

6.2日 本語 交流 活 動

前項 で も議論 されて い た ように 「地 域 日本語 教育 」の発想 での 地域 日本 語活動 では いか

ん と もしが た く、「ケ アす る側 」と 「ケ ァされ る側 」とい う非対称 的 な関係が生 じる。 また、

その発想 に基 づ く活 動で は ど うして も、 同化 を要請す る活動 になって しまう。 またそ う し

た実践 は、 岡崎 らが 主張 す る よ うな共 生 を育 む社 会 的実践 に は まず な らない。 地域 日本

語 教室 で 「ケアす る側」と 「ケア される側 」とい う非対 称的 な関係 が生 じず、 同化 要請 に も
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な らないで、 む しろ共生 を育 む ような実践 となる地域 日本語活 動 の方法 は ないので あろ う

か。 その よ うな視 点か ら提 案 された のが 日本 語交 流活動 で ある。

日本語 交流活 動 の基本 的 な視 点 につ い て、西 口(2004)は 次の ように論 じてい る。

田中氏 は コ ミュニ ケー シ ョンス ペー ス と して、在 住外 国人 と市民 ボ ラ ンテ ィアが と

もに参加 して 「い ろい ろなか た ちの作業 な どを行 う、 活動 中心 の コ ミュニ ケー シ ョ ン

スペ ー ス」を考 え てい ます。 わ た し自身 は 「作 業 」とい うこ とに こだ わ らず 、そ の一

方 で もう少 し言葉 の こ とを気 に して、 コミュニケ ー シ ョンスペ ース を 「在 住 外 国人 と

市民 ボ ラ ンテ ィアが交 わ り、作 業や 対話 を し、相互 に啓 発 し合 う場 」とい うふ う に考

えたい と思 っ てい ます 。そ の ような活動 を第 一義 的な もの とすべ きだ とい う点 でわた

しの考 えは田 中氏 の考 え と全 く軌 を一 に して い ます 。そ して、 そ う した活動 をベ ース

に しなが ら、そ の場 の参 加者 一人 ひ と りがそ の人 らし く他 の人 と交 わ り、作 業や対 話

を し、そ の中 で必 要 な 日本語 を身 につ けた り、在住外 国 人 を含 めて 自分 自身 と ものの

見方 や考 え方や価 値観 を異 にす る さまざ まな人 と話 す と きの 日本 語 の作 法 を身 につけ

た りす る場 を作 るのです 。そ うした場 では、場 合 に よっ ては他 の言語 を使用 す る こと

も許 された り推 奨 された り します 。 田 中氏 の提 案 の重 要 な点 は、 こ う した コ ミュニ

ケー シ ョンスペ ース を作 る こ とで、 地域 日本語 活動 の場 が、 これ までの ように 「外 で

現 実 に活動 す る ため の 日本 語 の準 備 をす る裏 舞台 」で はな く、そ の場 自体 が、 「交 わ

り、作 業や対 話 を し、相 互 に啓発 し合 う現 実 の場 」となる ことで あ り、 また、 そ う し

た活動 の枠組 み におい て は じめて在住 外 国人 と市民 ボ ランテ ィアが対等 な メ ンバ ー と

して活 動 に参 加で きる とい う点 です 。(西 口2004:19-20)

この引用 部分 にあ るよ うに、 日本 語交流 活動 の重要 な発想 の転換 点 は、 これ までの よう

に 「教 室 の外 で 日本 語 を話す た め に、 教室 の 中で 日本語 を勉 強す る」とは しない で、在住

外 国 人 と一般 日本 人が 集 ってい る教室 こそが、 外 国人 と日本 人が 交 わ る貴 重 な場 であ り、

多 様性 を内包 した重 要 な対話 の場 であ り、外 国人 と 日本 人 が 日本語 で話 す また とない機会

であ る、 と考 える点で ある。 そ して、そ うした場で 、限 られた 日本語 の中 でみ んながお互

いの 人格 を尊 重 した対話 を試 みて、 その 中で それ にふ さわ しい言 葉 と話 し方 を生成 しつつ

育ん でい こ うとす る ものであ る。 日本語交 流活動 の発想 は、そ の基 本 的な構 図、す な わち

交 流 の活動 を前景 とし言 葉の構 成法 を後景 に置 くとい う構 図にお いて は、 田中の コ ミュニ
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ケー シ ョンス ペー ス論 を引 き継 いで い る。 また、 言語 的共生へ の志 向 におい ては 岡崎 ら と

理 念 を共 有す る ものであ る。

6.3日 本語交流活動の可能性

日本語 交流活 動 とは、直 截 に言 う と、地域 の 日本語教 室 では、 日本語 を教 え よう とす る

の はや めて、 む しろ、一 人 ひ と りの参 加外 国人 の限 られた 日本語 力に寄 り添 い相手 の人格

を尊重す る形 でお しゃべ りを した ら どうか、 とい う提 案で あ る。 こう した発想 は、 筆者 ら

の 長年 にわた る さ まざ まな地域 日本語 教 室の 観察 経験 の 中で 、「日本 人(ボ ランテ ィア 自

身)と 日本語 で た くさん話 したが ってい る外 国人が 目の前 にいる のに、 ボ ラ ンテ ィアが 日

本 語 を教 え よ うと して貴重 な 時間 を無駄 に してい る」とか、 「日本語 を教 え よう とす る こ

とで、 む しろ 日本語 で話す 機会 を奪 い、話 す こ とを通 して 日本語 を上達 させ る機会 を奪 っ

て しまってい る。 また、せ っか く外 国人 と日本 人が対 面 してい るの に、 貴重 な交 わ りの機

会 も逸 して しま って いる」とか、「無 理 して 教 え よ うとす る よ りも、 そ の人 の 日本語 力 に

寄 り添 った形 で お しゃべ りをす る だ けの ほ うが、 よほ どいい 日本 語習 得 の機 会 が提 供 で

きる のに。 その よ うにすれ ば、 『教 える側』と 『学 ぶ側 』とい う非 対称 的 な関係 も解 消で き

る し、 その 関係 に起 因す る いろい ろな ボラ ンテ ィアの悩み か ら も解 放 され て、 日本 人参加

者 ももっ と自分 らしい 自分 を発揮 で きるの に」な どと感 じるこ とが しば しばあっ たか らで

ある。 日本語教 室 に参加 す る市 民 ボラ ンテ ィアが こぞ って 、強 いて 日本 語 を教 えよ うとす

るの はやめ て、虚心 坦懐 に参加 外 国人の 日本語 習得 のため の学習 リソース にな ろ うとす る

だけ で、 日本 語教 室 とい う場所 は大 きな変 貌 を遂 げるだ ろ う。 そ して 、参加 日本 人が参加

外 国人 の 日本語 に適 度 に うま く寄 り添 うこ とが で きるな ら、 日本 語教室 は、参 加外 国人 に

とっ て も、参 加 日本 人 に とって も、 現在 の状況 よ りもはるか に居 心地 が よ く実 り多 い場 に

なるで あろ う。 また、そ の よう になれ ば、 岡崎 らが期待 した ような言語 的共生 に向けた 両

者 にお け る学 び も進 行 し、共生 に適 した 日本語 の話 し方 とで もい うべ き相互 行為実 践の ス

タ イル も育成 されてい くで あろ う[・13]。

13 岡崎 らが共生 日本語 と呼んでいるのは、 日本語の新 しい言語変異ではな く、 むしろこのような対話的なスタン

ス を内包 した日本語の話 し方のス タイルとい うようなものであろうと思われる。
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6.4日 本語交流活動が成立する条件

外 国人 の ほうが専 ら話す に して も、 日本人 の ほ うがか な りの程度話 す に して も、 また相

互 に入れ替 わ り立 ち替 わ り話 す に して も、 日本語交 流活動 の成 否 はひ とえに、 いか に両 者

の 問の コ ミュニケー シ ョンが 、種 々の 困難 を両 者 の協 働 に よって乗 り越 えなが らも維持 さ

れ て展 開 して い くか にかか って いる。簡 潔 に言 う と、両者 の 聞の コ ミュ ニケー シ ョンが ま

が りな りに も成立 し続 け る ことが、 日本語 交 流活 動の構 成 条件 となる ので ある。 そ して、

日本 語が 限定 されて い る参加 外 国人 と参 加 日本人 との 問で コ ミュニ ケー シ ョンを成立 させ

るため には、外 国人側 にお いて は、 かれ らの持 て るすべ て の 日本 語力 を発 動 す る努力 が、

日本 人側 におい ては、 日本語 を十分 に抑 制 して相手 の話 し方や聴 き方 に しっか りと密着 し

て、言 語的 に弱 い立場 にあ る相 手 の人格 を尊重 した相 互行為 実践 をす る こ とが求 め られ る。

それ は、 自由 自在 に 日本語が 話せ る 日本 語話者 に とって は非常 に骨 の折れ る相 互 行為実践

となる。そ して相 手の 日本語 が非常 に 限 られ てい る場合 は、そ れは非 常 に困難 な実践 とな

る。 その よ うな意 味で 言 う と、 日本 語交 流活動 は、 一般 的に は、片言 な りとも 日本語 が話

せ る外 国人 の場合 に通用 す る方法 であ る とい える。 また、 日本語 で話 す限 りは言 語的 に弱

い立場 に置 かれ る外 国 人の人格 を尊 重す る とい う観点 か らは、対 話 におい て、 日本 人 のほ

うで はな く外 国人 のほ うの興 味や 関心が重 視 され、尊重 されな ければ な らないだ ろう[・14]。

6.5日 本語交流活動に関する小実験

前 々節で述 べ た ように、 日本 語交流 活動 とは、端的 に言 う と、 日本語 を教 え よう とす る

の はや めて 、相手 の 日本 語力 に寄 り添 って、相 手の 人格 を尊 重す る形 でお しゃべ りを した

らどうか とい う提 案で ある。筆 者 らは本研 究の 一環 として、 日本語 を教 え よう と してい る

状 況 と、 日本 語交流 活動 の考 え方で 実践 を行 った場 合 とで は、実際 の外 国人 と日本 人 との

聞の相 互行為 実践 の様態 は どの ように変 わるか に関心 を持 ち、 そ うした ことを検証 す る簡

単 な実験 を行 った。 次節 以降 では、 その実験 及 び分析結 果 につ いて報告 す る。

14 日本語 交流活動の アイデアは、西 口(1999)で す でに提案 されている。現在 では、その ような観点に基づ く活

動を支援 する日本語教材 もい くつか公 にされている(沢 田他2006、 春原他2004、 おお さか識字 ・日本語 セン

ター2006)。
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7。実験の方法

7.1目 的

第2節 で論 じた よ うに、 地域 日本語 活動 におけ る中心 的 な活動 は、外 国人 参加者 と市 民

ボ ラ ンテ ィアが ペア にな って行 う活 動 とな る。 そ の活 動 は、概括 的 に言 って、以 下 の よう

に特徴 づ ける ことがで きる。

(1)日 本語 を教 え よう とす る こ とと、 日本 の文化 ・習慣 や 日本 人の 考 え方 など を教 え よ

うとす るこ とが前 景 に置か れ、 それ以外 の活動 は後 景 に追いや られる こ と。

(2)(1)の 影 響 で、 お しゃべ りをす る時間 と量 が非 常 に少 ない こ と。

(3)(1)の 影響 で、 それ が可 能 な条 件が あ るに もかか わ らず、外 国人 参加者 が 自分 で話

題 を選択 して、 自分の こ とばを最大 限 に張 り巡 らせ なが ら、対 話者 か らの 支援 も得

て、 自分 の話 したい こ とを形 にす る とい う活動 が ほ とん ど起 こ らない こと。

本研 究で行 う実験 の 目的 は、そ れ まで上記 の ような形 で活動 していたペ アが、 日本語 交

流 活動 の原理 に沿 っ た一定 の指示 の下 に活動 を した場 合 に、相 互行為 実践 の様態 をいか に

変 化 させ るか を検証 す る ことであ る。指示 の 内容 は以下 の通 りで ある。

① ロ本語 を教 え るよ りも、お しゃべ りをす るこ と。

② ボ ラ ンテ ィアの ほ うが 一方 的 に話 して しまう ようにな らない よ うに、 どち らか とい

うと外 国人参 加者 が話 す こ とに意 を注 ぐこと。

③ 外 国人参加 者が話 してい る ときは、 ボラ ンテ ィアは しっか り耳 を傾 けて 聞 き、必 要

に応 じて外 国人参加 者 が話す の を援 助す る こ と。

7.2デ ザ イ ン

実験のデザインは、単純な事前 ・事後の比較となる。事前場面が以下に説明する統制場

面、事後場面が以下の実験場面となる。統制場面と実験場面は以下のような手続きで設定
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され た。

まず初 め に、実際 に行 われて いる地域 日本 語活動 に筆 者 らが観察 者 と して入 り、7.1の(1)

か ら(3)の ような特 徴 を有 す る活動 を行 って いるペ アを抽 出 した。 そ の中 で外 国人 参加者

とボ ラ ンテ ィアの両 者 と もに実験 へ の参加 が可能 なペ ア を任 意 に選 ん で協 力 を依頼 した。

実験 は通常 の活動 とは別 に新 た なセ ッシ ョン として設 定 され た。 実験 で は、 まず統 制場

面 と して、 「い つ もの よ うにや って くだ さい」との指 示 の下 に90分 の セ ッシ ョンを実 施 し

て もらった。次 に、 日を改 め て、実験 場面 のセ ッシ ョンを実 施 した。実験 場面 のセ ッシ ョ

ンで は、セ ッシ ョン開始前 にペ アの二 人が い る ところ で7。1の① か ら③ の趣 旨 に沿 った指

示 を口頭 で与 えた。 また、 お しゃべ りを促進 す るため に、 トピック中心 の 日本 語交流 活動

支援 教材 『日本 語 お しゃべ りのたね』の第5課 「旅 行大 好 き」を利用 しては ど うか と助 言 し

た。 ペ アの 二人 は指 示 の了解 を確 認 した上 で、 統制 場面 と同様90分 のセ ッシ ョンを実施

した。

いず れの セ ッシ ョンも、 部屋 の一方 の側 に テーブ ルを置い てそ こ に二 人が対 面す る形で

座 り、 もう一方 か らビデ オ カメラで録 画す る とい う形 で実施 され た。 また、詳細 な音声 を

収集 す るため に二 人の前 に はICレ コー ダーが 置か れた。 こ うして収 集 され た資料 は、 音声

資料 を基 に トラ ンス ク リプ シ ョンが作 成 され、それ と録 画 資料 と合 わせ て分析 に付 された。

7.3実 験 協 力 者 の プ ロ フ ィー ル

実験 協力 者 とな ったの は、30代 前 半の外 国人 女性 と60代 の ボ ランテ ィアのペ アで ある。

以下 前者 をF、 後者 をvと 呼 ぶ こ ととす る。

Fは 、 関西 にあ る某大 学 で学 ぶ留 学生 の 配偶 者 であ る。 実験 時 点で の滞 日経 験 は1年1

か 月で、 この 間 に大学 が実 施す る配偶 者 ・研 究者 等 を対 象 とした週2回 で約3ヶ 月の 日本

語 ク ラス を受講 した経験 が あ るが 、そ れ以外 は 自学 自習 と地域 の 日本語教 室及 びVの 自宅

を訪 ね ての個 人学 習だ けで ある。Fは 自国 で トップ レベ ルの大学 を卒 業 した後 、建 築 関係

の仕事 を してい た。 日本 舞踊 や能 に興味 を持 ってお り、来 日以 来定期 的 にワー クシ ョップ

等 に通 ってい る。

一 方、Vは 職業 としての 日本語教 師 の経験 は ないが、 日本語 教 師養成 講座 を修 了 し、 日

本語教 育能力 試験 にも合 格 してい る。 また、 日本語 ボ ラ ンテ ィアの経験 も数年 に及び、地

域 日本 語教 室で の活動 の他 にも、 これ まで何 人か の外 国 人 につ い て 「自宅 に招 い て 日本語
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を教 えてい た」(Vの 言葉)。Fも そ う した外 国人 の一 人で あ るが 、VとFは 現 在 は当該 の 日

本語教 室 に も週 に1回 参加 して いる。

7.4分 析 の視 点

分析 の視 点 は、端 的に言 うと、 実験場 面 におい て、指 示で与 え られた ような相互行 為実

践が 実際 に実現 され たか ど うか を検証 す るこ とで あ る。 そ して、 その場合 に しば しば統制

場面 がベ ース ライ ン として比 較 の対象 とされる。分析 のため の視点 を列挙 す る と以下 の よ

うにな る。

分析視点①

分析視点②

分析視点③

分析視点④

統 制場 面 と比 べ た場合 に、実験 場 面で は もっぱ らお しゃべ りを して いる。

実験場 面の お しゃべ りにお いて は、外 国人参加 者が 内容 の展 開に積極 的 に

寄与す る形 で話 が展開 され てい る。

統 制場 面 に比 べ て、実験 場面 で はボ ラ ンテ ィアが一 方的 に話す ことが抑制

され る。

実験場 面の お しゃべ りにお いて は、外 国人参加 者 が話 をす る中で、 ボ ラ ン

テ ィァは適 宜 に、外 国人参加 者が 言い たい こ とを 日本語 にす る こ とを助 け

てい る。

8.分 析結果

8.1統 制場面と実験場面の全般的な状況

統 制場 面で は、NHKの 日本語 講座 の テキ ス トを使 用 した活 動が行 わ れて いた。 セ ッシ ョ

ンの初 めで 簡 単 な挨拶 の交 換 とお しゃべ りが あ って、 「ゆっ く りや っ て み ま し ょ うか 。」

(V:3)と い うVの 発話 を きっか け に 「日本 語 の学 習」活 動が 始 ま る。「日本 語 の学習 」活

動 は主 に以下 の ような要素 で構成 され る。

(1)教 科書の会話の模倣的な練習
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(2)Fが 理 解 困難 を表 明 した言 葉 や、Fに とって理 解 困難 で あろ うとVが 判 断 した言 葉

につ い てのVに よる説 明

(3)(1)や(2)か ら発 展 した、 主 にVに よる解 説や 話

そ して、「あの、 今 は ち ょっ と予 定が あ ります」(F:1244)と い うFの 発 話 で 「日本語 の

学習 」活動 が終 わ り、 若 干の お しゃべ りを経 て、最 後 に挨 拶 を交換 してセ ッシ ョンは終 了

す る。

一 方、 実験 場 面 の方 は、 挨拶 の後 、Fが 持 参 したNHK日 本 語 講座 の新 しいテ キス トに

つ いて のや り取 りが まず展 開 され るが、 「行 きま し ょう。」(F:75)と 「は い、行 きま し ょ

うか 。」(V:76)と い うや り取 りか ら旅 行 の話 に入 る。 これ以 降 は、 地震 を中心 と した話

(372-553)やFの 国 の歴 史 の話(1023-1165)な どの 派生 的 な話 を含 みつ つ 一貫 して、観 光

の観 点か らのFの 国 の話が続 く。 そ して、挨拶 の交換 の後 に、 セ ッシ ョンが終 了す る。

8.2分 析視点①の検討

「いつ もの よ うにや って くだ さい」との指 示 の下 に行 われ た統 制場 面で は、教 科書 の会話

の模 倣 的 な練 習 をベー ス と して随時 にそ れに直接 関連 した言 葉 の説明や 文化 的 な背 景の説

明な どが行 われ る とい う状況が相 当の部分 を占めていた。 こ うした状況 を包括 して 「テ キス

ト学 習活動」と呼ぶ こ ととす る。統 制場面 の残 りの部分 の活動 は、 自分 の家族や 日本 の こ と

につい てVが 一方 的 に話 してい る部分 も含め て総 じてお しゃべ りを して い ると見 るこ とが

で きるので、「お しゃべ り場面」と呼 ぶ こと とす る。 実験場 面の 方は、教科 書 の会話等 の練

習 をしてい る状 況 は全 く見 られず総 じて お しゃべ り場面 で構 成 されて いる と見 るこ とが で

きる。統 制場面 と実験 場面 そ れぞ れにお け る、 テキス ト学習活 動 とお しゃべ り活動 の量 を

ター ン数 によって算 出 し、その 占める割合 を調 べ たところ、[表1]の ような結 果 になった。

[表1]総 発話量(タ ー ン数)に おけ るテキス ト学 習場面 とお しゃべ り場 面の割合

44.3% 55.7%

0% 100%
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統 制場 面 で は、44,3%が テキス ト学 習活動 となっ てお り、活動 全体 の約 半分 を日本 語 の

練 習 と言 葉や 文化 的背景等 の解 説が 占め てい るこ とが分 か る。そ して、 本実験 で は、言葉

や文化 的背 景等 の解 説 はFが ほ とん ど一方 的 に話 す 形で行 わ れて いた。 また、 本研 究で は

テキス ト学習 活動 以外 の部分 を仮 にお しゃべ り活動 と したが、 そ の中 身はFとVの 双 方が

同程 度 に寄与 しなが ら話 が展 開 されて い る とい う よ りは、Vが 会話 の主導 権 におい て も話

の量 にお い て もか な り一方 的 に話す とい う状 況 に なってい る。 こ うした点 につい ては、8。4

で さ らに具体 的 に分析 す る。

これ に対 し、実験 場 面 で は、 指示 が直接 に実 現 され た形 で、お しゃべ り場 面 が100%と

なっ てい る。 ま た、 や は り8.4で さらに検 討 す る よう に、Vが 一 方 的 に話 す とい う状 況 は

統制 場面 に比べ て抑 制 されて いた。

8.3分 析視点②の検討

実 験場 面 で は、「T(Fの 国)に 旅 行 す る と した ら、 ど うい っ た と ころ がお す す め です

か?」(V:176-178)でVが 観 光 の観点 か らFの 国に対 す る興 味 を示 した ことを契機 として、

それ以 降、 派生 的 な話 を含 みつ つ最 後 まで一 貫 して、Fが 話 の 内容 の展 開に積 極的 に寄 与

す る形 でお しゃべ りが 展 開 され る。全 体 的 には、統制 場面 に比 べ て実験場 面 のFの 方が 日

本 語 が よ く話せ る印象 を与 えてい る[・15]。また実 験場 面 で は、F自 身 が興 味 ・関心 が あ り

よ く知 っ てい る話 を展 開 してい る ことで、Fが 知 識 と教 養 の ある人 間で あ るこ とを知 らし

め る ような相互 行為 実践 となっ てい る。そ の結 果、実 験場 面 では、Fの 人格 が尊重 されて

いる とい う印象 が あ る。

8.4分 析視点③の検討

筆 者 らは これ までの地域 日本 語教 室の観 察経験 か ら、 その 中心 を占め るペ ア での活動 に

おい て、 日本 語 を教 えるにせ よ、 時にお しゃべ りをす るにせ よ、ボ ラ ンテ ィアの方が フ ロ

ァ を独 占 して一 方的 に話 す とい う現 象 を しば しば観 察 して い る。本 実験 にお い て も、8.2

15 こ う した現 象 は談 話 領域 モ デ ル(discoursedomainmodel、SelinkerandDouglas1985)に よっ て説 明 す る こ とが で

き る。
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で も言及 した よ うに、 統制場 面 におい てそ う した傾 向が顕 著 に観 察 された。 また、実験 場

面 で もそ うした傾 向 は しば しば見 られ た。

本研 究 で は、 相 互行 為 に積極 的に寄 与 す る発 話 をす る余 地 を相手 に与 えず、 一方 の 対

話者 が会話 の フロ アを独 占 して話 し続 ける場面 を 「詳説場 面」と呼ぶ こ と とした。 そ して、

操 作 的 には、 一方 の対 話者 が積極 的 に話 してい るの に対 し、 もう一 方の対 話 者 にお いて、

(1)あ いつ ち(「え え」、「uh-huh」、「そ うです か」、「い いです ね」な ど)、(2)返 答(「 はい」、

「ええ」、 「い い え」、「う一 ん」な ど)、(3)相 手 の発 話 の繰 り返 しの よ うな話 の内容 の 中身

へ の寄与が 実 質的 にない 要素 のみ で構 成 され る発話 が4タ ー ン以上 連続 して続 く場 合 を詳

説場面 と した。

こ う した手続 きに基 づ いてVとF各 々 にお ける詳説 場面 の数 と、 その量 す なわ ち詳説場

面 を構 成す る ター ンの総 数 を数 え、それ ぞれ の割 合 を算 出 した。 その結 果が、[表2]で ある。

[表2]VとFの 詳説場面

.…:・;緬癒 、:1:i覊i轟:識繭 翻

靉:麹麺;…繭1套 鋤ii…;,il;iV24/Fl V199ノ 溶9 V15.8%/FO.7%

Vl7/F4 V104/F42 V7.9%/3.2%

まず 、Vの 詳説 場 面 の数 と ター ンの 総数 を見 る と、統 制 場 面 にお い て は24場 面 で199

ター ン、 実験 場 面 で は17場 面 で104タ ー ンと、 い ず れ の指標 にお い て もVの 詳 説場 面 は

実験場 面 におい て抑 制 され てい る。 次 に、活動 全体 にお いて、 こう したvの 詳説場 面が ど

の程度 占め て いるか を見 てみ る と、詳説 場面 発話量 は、 統制場 面 の15.8%か ら実験場 面 の

7.9%へ と大 幅 に抑 制 されて いる。

一 方、Fの 方 の詳 説場 面 は、統 制場 面 におい て は1場 面 にす ぎず 、実験 場 面 で も4場 面

のみ とな って い る。 ター ンの総 数 も、 各 々9タ ー ンと42タ ー ンとい うよ うに ご くわず か

であ る。

この よ うに統制場 面 にお い てはVが 相 当に一 方的 に話 を してい る様 子が うか が われ る。

そ して、実験 場面 にお い ては、vの 方が なお一 方的 に話す 傾 向は あるが、 統制場 面 に比べ

てか な り抑制 され てい る。
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090

以下 に示す プ ロ トコル1は 、Vの 詳 説場 面 で あ る。Vが 小 学校 の英 語教 育 につ い て話 し

て いる ところにFが 「今、(小 学校 に英語 教育 を)入 れ ま したか?」(F:996)と 応 じた ところ、

Vは967か らFが 「今 スペ イ ン語 も」(F:986)と 発 話す る直 前 の985ま で フロ ァを独 占 して一

方 的 に話 してい る。 この 詳説 場 面 は、986で 一 旦切 れ る こと にな るが、 実 際、Vは987を

端緒 と して も う一つ の詳説 場面 をス ター トさせ る こと とな る。統 制場面 で は、 この ような

Vの 詳説場 面 を断続 的 に含 みつ つ、全 体 として会話 の主導 権 にお いて も、話す量 におい て

も、V主 導 の相互 行為 実践 が展 開され るので あ る。

プ ロ トコル1:統 制場 面

966

967

968

969

970

971

972

973

974

975

976

977

978

979

980

981

F

V

F

V

F

V

F

V

982F

983V

今 、 入 れ ま したか?

今 入 っ て い ます ね 。

入 って い ます 。

は い小 学校 の4年 生 、5年 生 、6年 生 。

あ 一そ うです か 、 い い です ね 。

英 会 話 を。

い いで す ね。

授 業 の 中 に入 れ ま し ょ う。 で もこ れ ものす ご くね 、 世 界 的 な レベ ル で見 る と、 遅

れ た施 策 な ん です 。

Uh-huh。

もっ と もっ と早 くか ら、 そ う い う こ とをや ら な きゃ い け なか った ん です 。

うん うん 。

だ か ら、 そ うい う こ と を考 え て る家 庭 の お父 さ ん、 お 母 さん は 、 早 くか ら子 供 に

英 会話 を塾 に行 って 、 ネイ テ ィブ、 実 際 に英 語 を し ゃべ れ る外 国 人が 教 え て い る

授 業 を受 け させ て ま した ね。

Uh-huh。

私 も子 供 に そ れ をや り ま した。

Uh-huh。

そ した ら、 今 とて もあ の 一 大 学 、 え 一、 マ ス ター コー ス 、 工学 部 の マ ス ター コー

ス を 出 て 、 え 一 、工 学 部 の 人 た ち は、 語 学 力 が 弱 い 人 が多 い で す ね 、 日本 で は、

多 いで す 。

うん、 うん。

で もう ち の息 子 はた また ま英 語 を小 さ い と きか らや って た ん で 、 海外 に行 き な さ

い っ て言 わ れ た ら喜 ん で 行 きま した 。
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984Fう ん。

985Vえ 一、 メキ シコ3年 。

986F今 スペイン〃語 も〃。

987V〃 ええ、〃スペ イン語 もや りました。

一方 、Fに お い て も本研 究 の定 義 で言 う詳説 場面 はわず か なが ら観察 されたが 、Vの 場

合 のそ れ とは質 を異 にす る こ とが分 か った。以 下は、Fの 詳 説場 面の例 であ る。

プロ トコル2:実 験場 面

1020V

lO21F

lO22V

IO23F

1024V

1025F

lO26V

1027F

1028V

lO29F

lO30V

lO31F

1032V

〃ア ナ トリア 〃博 物館 。 ア ン カ ラ。

〃だ か らこの 〃、 これ は アナ トリア です 。

あ あ。

ア ナ トリア の 昔 の、

は い。

昔 の、 い ろ い ろ な国 の 。

は い。

い ろい ろな 国が で き ま した。 これ が 、 ロー マ 帝 国 と。

はい 。

前 はギ リシ ャ と。

はい 。

前 は㎜ 。。Q。【。 い ろ いろ な 国が で き ま した 。 あの 、 これ は、 これ で は、 多 分 、 この

くらい とっ て も とっ て も古 い 町 がハ イケ ン?し ま した 。 ハ イ ケ ン され ま した 。

拝 見 で きます 。 見 られ ます 。 見 られ ます 。

1021か ら1031で は、Fが 「アナ トリア」の説 明 を試み て い る。 しか し、Fは そ れ を 自力

で洗練 された形 で行 う ことがで きず、聴 き手 で あるvに 寄 り添 われ る ように とつ とつ と話

す ので あ る。Fの 詳説 場面 は実 験場 面 と統 制場 面 を合 わせ て4場 面観 察 され たが、 いず れ

もプ ロ トコル2と 同様 に、Fが 聴 き手 で あ るVに 支援 され なが ら話 を展 開す る様 子 が示 さ

れ てい た。 こ う した相互 行為 の様 態か らす る と、Fの 場合 は、 詳説場 面 とい うよ りも発 話

の垂 直 的構 造(verticalconstruction:Hatch1978)に 類 似 した相 互行 為 の様 態 と見 たほ うが

適 当であ る とも言 えるだ ろう。
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8.5分 析視点④の検討

[8.5.1相 互 行為実 践上 の困 難 とそ の克服

日本 語 交流 活動 の趣 旨は、 日本 語 を教 え よう とす るの はや め て、相 手 の 日本語 力 に寄

り添 っ て、相手 の人格 を尊 重す る形 でお しゃべ りを した ら どうか とい う提 案 であ り、そ れ

は 同時 に、 そ うす る こ とで む しろ ボラ ンテ ィア は外 国人 参加 者 に対 して 日本語 習 得 の た

め の リソー ス環境 を提 供す る こ とが で きるであ ろ う とい う提案 で あ る。 本項 で の課題 は、

日本語 交流 活 動が 日本 語 習得 の た めの リソース 環境 とな る潜在 性 につ い て検 討す るこ と

で ある。 今回 はFが 話す 局面 に絞 って 、 日本 語習 得の ため の潜在性 を検 討す るこ と とす る

[*16]。分 析 は、 「外 国人参 加 者が 話 をす る中で、 ボ ラ ンテ ィアは 適宜 に、外 国人参 加 者が

言 いた い ことを 日本 語 にす る ことを助 け る」とい うこ とが実 際 に どの程 度行 わ れた かに焦

点 を当て て行 われ る。

8.4の プ ロ トコル2で も見 られ る よ うに、 会話 の フロア を与 え られ た外 国 人参 加 者 は、

そ れです らす らと自分 の言 いた い ことが言 える わけで はない 。む しろ、 自分 の言 い たい こ

とが うま く言 えない とい う困難 に直面 す るので ある。 そ して対 話 の相 手 であ るボ ラ ンテ ィ

アはその 困難状 況の 共有者 とな り、 しば しばそ の困難状 況 の共克服 者 とな るので ある。

Fが 表 現上 困難 に直 面 し、そ の困難 にVが 気づ いて 困難状 況が 共有 された場合 に、そ の

後 に続 く談話展 開の 可能性 と して は、 以下 の6つ の可 能性が 考 え られ る。

(1)Fが 困難 に直面 した のを承 けて、VはFの 意 を汲 んで適切 な言 葉 を呈 示す る。Fは こ

れ を後続 の発 話で採 用 して、談 話 を続 ける。

(2)Fが 困難 に直面 して、英 語 の言葉 で これ を表現 した の を承 けて、Vは 適切 な言 葉 を

呈示 す る。Fは これ を採用 して、談話 を続 け る。

(3)Fが 困難 に直面 したの を承 けて、VはFの 意 を汲 んで適切 な言 葉 を呈 示す る。Fは こ

れ を後続 の発 話で採 用せ ず に、 談話 を続 ける。

16 入力仮説(1(rashen1982)か らボランテ ィアが話す 日本語 も外国人参加者 の日本語習得 のための リソース となる

もの と考え られるが、入力仮説で言 う「理解 可能」を特 定す ることが困難 なこと、また、入力が どの ように聞

き手の中で処理 されているかを知 ることも困難などの事情があるので、 こうしたFに とって受容的 な形での リ

ソース環境 の分析 は行 わなかった。 しか し、決 してそれ を否定 した り、軽視 した りする ものではない。
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(4)Fが 困難iに直面 したの を承 け て、VはFの 意 を汲 ん で適 切 と思 われ る言 葉 を呈示 す

るの だが、 文脈 か ら判 断 してそれ は適切 な言 葉 であ った とは考 え られ ない。Fは そ

れが 自分 の意 を表 す言 葉だ と判断 して、 後続 の発 話 で採用 して 、談話 を続 ける。

(5)Fが 困難 に直 面 したの を承 け て、VはFの 意 を汲 んで適 切 と思 わ れ る言葉 を呈 示す

るの だが、 文脈 か ら判 断 してそれ は適切 な言 葉 であ った とは考 え られ ない。Fは こ

れ を後 続 の発 話 で採用せ ず に、談話 を続 け る。

(6)Fの 発 話 に重 大 な問題 があ るに もかか わ らず、Vは 意 を汲 み取 る ことが で きたの で、

それ を取 り上 げ るこ とな く、 談話 を続 ける。

以下 、 こ うした場 面 につい てい くつか実例 を紹 介す る。

プ ロ ト コル3:(1)の 例

277Fき れ い と き き ま した 、 きれ い だ と聞 き ま した。 ち ょっ と』高 い、 高 い、 多 分100ド

ル、150ド ル で す。

278V

279F

280V

281

282

283

284

285

F

V

F

V

F

150ド ル。

で もわ か りませ ん 。 多分 え 一、 グ ルー プで 乗 っ た ら、 安 くな ります 、 わ か りませ

ん、 で も〃 きれ い だ と思 い ます 〃。

〃あ あ、 一 人 で乗 る と 〃1万5、6千 円 くらい と られ る とい うこ とね?日 本

円 に して ね?

で もバ ル ー ン に乗 っ て、 上 か ら、 広 い と ころ です 。 多分 、3つ と ころ が あ ります 。

3箇 所 ね?

3箇 所3箇 所 。

はい 見 られ る と こ とが3箇 所 あ る わ けね?て い う こ とは ず いぶ ん 広 い ん だ?

はい 、広 い。

プ ロ トコ ル4:(2)の 例

344V〃 都 会 に 〃都 会 に 出稼 ぎ に出 る方 が 多 い わ けで す ね?

345Fア ン カ ラの え一 、何 です か?都 会 、 都 会 じゃ な くって 、周 りのsuburb[郊 外 コ。

346V郊 外 。

347F郊 外 で す ね、 郊 外 に 来 て家 を作 っ て、 住 ん で い る よ うに な ります 。

プ ロ トコ ル5:(6)の 例

178Vど うい っ た と ころ が おす す め です か?私 が 。

あ 雛 嚥 軈と灘 093



179Fど うい う とこ ろ。

180V私 が トル コに旅 行 す る と した ら。

181F .う ん、何 を好 き に よっ て 、何 を好 きに よ って 。

182Vあ 一、 私 は食 べ るの は どうで もい い です 。 食 べ る こ と は ど うで もいい で す 。

[8.5.2日 本 語習得 の リソー ス環境 としての潜在 性

実験場 面 にお い て、(1)か ら(6)の ケー ス をそれ ぞれ特 定 して合 わせ る と、表3の よ う

な結 果 にな る。

[表3]実 験場面における問題のある発話の場面数

ω 、 ∫(2) (3) (4>:'.
:∫(5)

、: 1:〈6γ. 計 ∫

場面数 36 7 11 2 3 3 62

この表 か らまず言 え るこ とは、約90分 にわ たるセ ッシ ョンの間で 、Fは 言 いたい こ とを

日本 語 にす る こ とにつ いて62回 観 察可 能 な 困難 に直面 した。 そ してそ の内 、約60%に あ

た る36の ケ ース((1))で 、VはFが 言い たい こ とを巧 み に汲 み取 って相 当す る 日本 語の 言

葉 を呈 示 し、Fは それ を採 用 して 自分 の話 を進 行 させ る ことが で きた とい う こ とで あ る。

また これ に、 一旦FとVの 問で共通 言語 として使用 可能 な英語 に切 り替 えた7ケ ー ス((2))

を加 え る と、 そ う した ケース の割合 は69%と なる。相 互行 為実 践の こう した局 面 は、Fの

側 にあ る視 点 を、Vの 協 力 の下 に、Fが その対 象 を日本語 の言 葉 に よって 同定 し得 て、 そ

の 言葉 を支配 して それ を 自己 の志 向 と アクセ ン トに服 従 させ た、極 め て重 要 な契機 で あ

る。 こ うした契機 は、6.2で 論 じた よう に、 外 国人 参加 者が 自分 自身の声 を 日本 語 に構成

す る方法 を習 う とい う形 で 「抑 圧者 の言 語 」で ない 日本語 を 自然習 得 的 に身 につ ける こ と

を可 能 にする有 力 な契機 であ る と見 るこ とがで きる であろ う。

さらに、Vか ら適切 な援 助 が あっ たがFは 明示 的 に はこれ を改 めて 自分 の発話 に採 用す

る こ とな く後 続 の談話 を続 け たllの ケ ース((3))を 加 え る と、 実 に87%の ケ ース でFは

Vの 協 力 の下 に 自分 自身 の(日 本語 の)声 を適切 な形 にす る こ とが で きた こ と となる。 つ

ま り、Fが 困難 に直面 したケー ス の実 に87%に お い て、Vが これ に積極 的 に関与 す る こ と

で、Fは 自分 自身の声 を得 るこ とがで きたわ けで あ る。Vが 適切 な言葉 を呈 示 で きなか っ
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た り、重 大 な表現 上 の困難 を見過 ご したケ ース は、全 体 のわず か13%で ある。

9.お わ りに

本 章で は、地域 日本語 活動 にお け る新 た な活 動 の方法 として 、 日本 語交流 活動 を提案 し

た。 日本語 交流活 動 とい う方 法 は、先行 す る地 域 日本 語活 動 につい ての主要 な提 案の重 要

なエ ッセ ンス を継 承す る もので あ り、か つ現状 の 中で実行 可能 な方法 であ る と見 られ る。

そ うした実行可 能性 を検証 す るため に筆 者 らは簡単 な実験 を実 施 し、 日本 語交流 活動 の

原理 に沿 った簡潔 な指示 の下 に活動 を行 うこ とで、容 易 にそれ を実行 す るこ とが で きる こ

とを示 した。 また、そ うした活動 の 日本 語習得 の リソース環 境 と しての潜 在性 も検 討 し、

有望 な結果 が得 られ た。

ただ し、今 回実験 的に実施 され た 日本語 交流 活動 は、充 実 した 日本語 交流 活動 に向 けて

の最初 の第一 歩 にす ぎな い。 充実 した 日本語 交流 活動 を教室 レベル で実現 す るた め には、

お しゃべ りを引 き出 し展 開す る技能 や話 の流 れ を遮 る ことな く学 習者 が話す の を支 援 した

り援助 した りす る技 能 をボ ラ ンティアー 人 ひと りが 身 につ け るこ とだ けで な く、教 室 レベ

ルで複 合的 に交流 活動 をデザ イ ンす る こ と、そ うしたデザ イ ンの中 に話 し方 や書 き方 を洗

練 してい く仕 組み を設定 す るこ と、 そ して 日本語 交流 活動全 体 を意義 のあ る文脈 に位置づ

けて実 施す る ことな ど、 さまざ まな工 夫が 求め られ る。そ して、 そ う した 日本 語交 流活動

の充実 も、本 来の理 念で あ る多 言語 と多文 化の共 生 に向 けての取 り組み として展 開され な

けれ ばな らない。

[にしぐちこういち ・大阪大学留学生センター教授/大 学院言語文化研究科兼任]

[しんじょうあいみ ・大阪大学大学院言語文化研究科博士後期課程]

[はっ と りけいこ ・近畿大学生物理工学部専 任講師]
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[文字化の方法]

?上 昇 イ ン トネー シ ョ ン

=継 続 イ ン トネー シ ョン

ー 長 く伸 ば された音

〃 前 の発話 と重 なった箇 所

[に ほんコ 和訳 部 分

{}非 言語 情報

〈 〉 文 脈の説 明

Italics外 国語 の名 詞
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外国人生徒の学校教育環境 高等学校を中心に

高阪香津美/津 田 葵

1.は じめ に

法務 省入 国管理 局(2005年 末 統計)に よる と、外 国 人登 録 者数 は増加 し続 け、 い まや 日

本 の 総人 口 の約L57%を 占 め る2,011,555人 にまで膨 れ上 が って い る。 また、 そ うした外

国人登録 者 の国籍 は計186力 国 にの ぼ り、 日本社 会 には現在 、実 に多 様 な文化背 景 を持つ

人々が 共 に生 活 してい る ことが伺 える。 その 中で も、1990年 に施行 され た 「出入 国管 理お

よび難民 認定 法」以 降[・1]、急 激 に増加 の様相 を呈 して いるのが ブ ラジル 出身者 であ り[・2]、

その数 は30万 人 を超 える。

こう した流 れ を受 け て、本 プ ロ ジェ ク ト開始 当初 か ら、足掛 け5年 にわ た り、多言 語 ・

多 文化社 会へ と変容 しつ つあ る 日本社 会 に 目を向け、 自らの意思 とは無 関係 に来 日 した外

国籍の子 どもたち に対 す る教 育 のあ り方 とそ こか ら見 出 される課題 、そ して将 来の展 望 を

明 らか にす るべ く研 究 を行 っ て きた。 これまで外 国籍 の子 ど もた ちに焦 点 をあて て きたの

は、外 国人就労 者 の来 日形 態が 「出稼 ぎ」に よる短 期滞在 か ら 「生活 者」としての定住 へ と

変化 す るに伴 い、幼少 期 に親 とともに来 日す る、 あ るいは、 日本生 まれ の子 ど もた ちの数

が 大幅 に増加 した結 果、彼(女)ら に対 す る教 育 の対 処が性 急 に求 め られ てい るか らであ

る。

ここで、 過去 に行 っ て きた研 究 を簡単 に振 り返 って み たい。 まず 、2003年 度 で は、広

島県東 部 地域 を調 査 地 と して選 定 し、 その 地域 に内在 す る多言 語 ・多 文化 共 生空 問 であ

1

2

この法改正によ り、 日本人 と血縁関係がある者、あるいは配偶者に対 して合法的に単純労働の権利が与 えられ

るようになった。

1998年 末 の統計結果 を除いて、 ブラジル出身者の数は増加 し続けている。ニュー ・カマーであるブラジル出

身者が外国人登録者数に占める割合は、朝鮮 ・韓国、中国に続いて、第3番 目である。
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る 「教会 」、 「家 庭」、「学 校」、「地 域社 会」、「職場 」とい った5つ の ドメイ ン[*3]に着 目す る

こ とに よ り、 日本社 会で共 に暮 らす 日本人 と日系 ブ ラジル人 の問 にみ られ るコ ミュニケ ー

シ ョ ンの現 状 と課 題 を探 る こ と を試 み た。 そ の結 果、 ロ本 とい う同 じ器 の 中で生 活 して

い る に もか か わ らず 、 日本人 と日系 ブラ ジル人 の問 に明確 な境 界線 が存 在 し、 その 結果 、

「学校 」や 「職場 」とい った両者 の相 互行 為 が必然 的 に求め られ る場 を除 き、 日本 人 と日系

ブラ ジル人 間の双 方 向 コ ミュニ ケー シ ョンが乏 しい こ とが みて とれ た。 そ して、上 記 の5

つ の多言語 ・多 文化 共生空 間の有 機 的なつ なが りこそ が互 いへの コミュニケ ー シ ョンを生

じさせ、 共生へ の第 一歩 につ なが るこ とが今 後 の課題 として示 された(津 田2003)。

翌年 の2004年 度 は、 前 年度 の5つ の ドメ イ ンの うち、 特 に、子 どもた ちの社 会 化 を促

す 「学校 」を取 り上 げた。研 究 フィー ル ドを広 島県東 部地域 か ら岡山県 中部 ・西 部地 域 に

まで拡 大 し、外 国人児 童 ・生 徒 が比 較 的多 数在 籍 す る小、 中、高 等学 校 に おい て、 実 際

に彼(女)ら を受 け入 れ るにあ た り取 り組 んで いる教育 的施 策や学校 の構 成員 で ある教員 、

お よびすべ て の児童 ・生徒 が抱 く共生 への 思い を探 る ことを試み た。 そ して 、社 会 の動 き

に適 した学 校全 体 と して の教育 シス テムが 欠落 してい る こ と、 また、 それぞ れの学 校が 共

生 に向 けて取 り組 む上で、 同一教 育課 程の学 校 に所属 して いる教 師間 の横 の 連携 、 それ に

加 え、異 な る教 育課程 の学 校 に従 事す る教 師間 の縦の つ なが りも十分 では ない こ とが指摘

された(高 阪 ・津1田2005)。 この よう に、2003年 度 、2004年 度:の調査 地 を中国地 方 に特 定

したの は、群 馬県 太 田市 や大泉 町 を は じめ とす る、 い わゆ る外 国人集住 都 市 とは異 な り、

外 国籍住 民の存 在 は認め られ る もの の集住 地域 と呼ぶ に は小 規模 であ るが ゆえ に、 これ ま

で体 系的 な研 究 が ほ とん ど行 われて こなか った こ とが 理由 として挙 げ られ る。 しか しなが

ら、 外 国籍住 民 が依 然増加 し続 け、彼 らの居 住 範囲 も全 国各 地へ と広 が りをみ せ る昨今 、

一箇 所で も多 くの多 言語 ・多文化 共生 地域 で示 され る事 象 に光 をあて る こと こそが 日本社

会 の現実 をよ り正確 に把握 す る ことにつ なが る と考 え られ る。

そ こで、 昨年 の2005年 度 は外 国 人集住 都 市 であ る東 海地 方 に立 地す る団地、 お よ びそ

の近 隣地域 を調 査地 とした。 この研 究 は、 これ まで の ように学校 を地域 社会 か ら切 り離 し

独立 した存 在 とみ なすの では な く、地 域社 会 に内包 され る もの、 つ ま り、地域 社会 を構 成

す る複数 の要素 の うちの 一つ と捉 え、そ の地域 で暮 らす 日本 人住 民 と外 国籍住 民 間にみ ら

3 社会言語学 で用いる分析概念であ り、津 田(2003=125)に よる と 「特定の時間や場面、人間関係の複合体 を反映

する行動範 囲を抽象化 したもの」を指す。
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れる コ ミュニケ ー シ ョンのあ り様 に注 目す る こ とで、 共生 の実状 と今 後 の課 題 を探 った。

そ の結 果、 日本 人住 民 と外 国籍住 民 の 間 にみ られ る生活 形 態 のズ レに起 因す る コ ミュニ

ケ ー シ ョン不足 が外 国籍住 民 を 「顔 の見 え ない存在 」た ら しめ てい る こ とが明 らかに なっ

た。 その ため、家 庭、 地域社 会、学 校、 職場 の相互 の連 関がそ れぞ れの構 成メ ンバー に意

識改革 を引 き起 こ し、 共生へ の きっか け を育 む こ とが示唆 され た(津 田 ・高 阪2006)。

2006年 度 も引 き続 き、 東海 地方 を研 究 フィー ル ドとす る。 この度 は、外 国籍 の子 ども

た ちの学校教 育環境 の 中で も、特 に、高 等学校 に着 目したい。 その理 由 と して、 義務教 育

課程 で ある小学 校 、中 学校 に注 目した研 究で は、 「定住化 に向 けた外 国人 児童 ・生徒 の教

育特 区」であ る群 馬県太 田市 が在 日ブ ラジル人 児童 ・生徒 の指導 推進 を 目的 に、 日本語 ・

ポル トガル語 のバ イ リ ンガル教 員 の採 用 に踏 み切 る な ど(6.参 照)、 そ の成 果が み られつ

つ あ る一方 で、 高等 学校 に焦点 をあて た研 究 は依 然 限 られ てい る とい う こ とが 挙 げ られ

る。 こ う した現状 が存 在 す るの は趙(2005:141)が 主 張す る よ うに、「90年代 以 降来 日し

たニ ュー ・カマ ーの子 どもた ちは、 当時 まだ乳幼 児 や小 中学生 のほ うが多 く、 高校 生の年

齢 に達 した 人が少 なか った」、 さらに、「中国帰 国生 を受 け入 れ るため に、多 くの高校 に特

別 に制 度が設 け られて いるの に対 して、他 の ニュー ・カマ ーの子 どもたち はそ ういった恩

恵は な く、厳 しい 高校 受験 に耐 え る学力 を身 に付 け てい なけれ ば、狭 き門 を くぐる ことす

らで きず、 門前払 い を され て きた」とい う背景 に起 因す る とい え る。 しか しなが ら、 在 日

外 国人 が定住化 す る傾 向にあ る ことや外 国籍 生徒 を受 け入 れる高等 学校 が増大 したこ とに

よ り、 上記 の状 況 に反 し、 近 年、外 国籍 の 高校生 が増 加 して い る ことが指摘 されて い る。

そこで、 本研 究で は外 国籍 の高校 生 が実際 に身 を置い てい る学 校教 育環境 の現状 と課 題 を

日本の学校 の みな らず、外 国人学 校 を も視野 に入 れ なが ら明 らか にす るこ とを 目的 とした

い。具体 的 には以下 の3点 を研 究の視 点 とす る。

1)外 国籍 の子 ど もた ちに対す る行政 の教 育的施 策

2)外 国籍生徒 の受 け入 れ に対 す る高等学校 の取 り組 み と共 生へ の姿勢

3)日 本社 会 にお ける外 国人学校 の位 置づ け

本稿 は、 上述 の研 究 目的 に向 け て、2005年10月 、2006年5月 、7月 、8月 に東 海地 方 に

属 す るA県 の 教育 委員 会、 公 立高 等学 校(す べ て 定 時制)、 ブ ラジル人 学校 を訪 問 し実 施

した教 育 関係者へ の聴 き取 り調査 、お よび参 与観察 の結 果 とそれ に基 づ く考察 に よ り構 成

されて いる。

こ こで あ らか じめ 断っ てお きたい のは、本研 究 では高等 学校 を小 ・中学校 で培 われ た生

あ 羃齢 鰍 朧 交 101



活 や学習 基盤 の上 に積 み上 げ られた課 程 とし、小 学校 入学 か ら高 等学校 卒業 まで を一連 の

プロセ ス と して うけ とめ る点 であ る。 したが って、本稿 で は高等 学校 にお ける教育 に主 眼

をお くが、小 学 校、 中学校 に在 籍 す る外 国人児 童 ・生往 の就 学状 況、 な らび に彼(女)ら

に対 す る具体 的 な教 育実践 につ いて も必要 な限 り記述 して い る。

これ を踏 まえ、以下 では、まず、外 国人児 童 ・生徒 に対す る教育 に対 して、現在試 み られ

てい る施 策 を整理す る。 次 に、 外 国人生徒 が実 際 に在 籍す る 日本 の公 立高等 学校 にお ける

受 け入 れ体制 とそ こ に潜 む共生 へ の課題 を教員 の生 の声、 お よび参与観 察 か ら明 らか にす

る とと もに、外 国人 学校 が抱 え る問題 点 に も注 目す る。そ して、 最後 に、今 後増 え続 け る

外 国人高校 生 に教育 を提供 す る学校教 育環境 を今 一度 見つ め なお し、将 来へ の展望 を示す 。

2.外 国人児童 ・生徒 の学習環境

2.1日 本の学校に在籍する外国人児童 ・生徒数の概況

先 に述 べ た1990年 の 「出入 国管理 及び 難民認 定法 」の 改正 を契機 に、 日系 人 をは じめ と

す る外 国 人が 増加 した こ とで 、文 部科 学省 は1991年 度 以 降、 公 立 の小 、 中、 高等 学校 、

中等教育 学校 、盲学 校、 聾学校 、養 護学校 を対 象 に、 日本 語指導 が必 要 な外 国人 児童 ・生

徒 の在 籍状 況 を調査 して いる。 そ して、 その結 果 は 「日本語指 導 が必要 な外 国人児 童 ・生

徒 の受 け入 れ状 況等 に関す る調 査」に ま とめ られ、外 国人児 童 ・生 徒 の受 け入れ体 制 を充

実 させ る ため に役 立て られ てい る。

2004年 度統 計 の 「日本 語指 導 が必 要 な外 国 人児 童 ・生徒 の受 け入 れ状 況 等 に関 す る調

査 」に よる と、 日本 の公 立学校 に在 籍 す る 日本語 指導 が必 要 な外 国籍児 童 ・生徒 は19,678

名 で あ り、 この数 は過去 の調 査 の 中で最 も高 い値 を示 してい る。学校 種 別 にみ てみ る と、

小 学 校 が13,307名 、 中学校 が5,097名 、 高 等 学校 が1,204名 と外 国籍 の 子 ど もたち が在 籍

す る学校 の 中で は小 学校 に占め る割合 が最 も高 い。 さらに、母語 別 でみ てみ る と、最 も多

いの はポ ル トガル語 を母 語 とす るブ ラジル 人児童 ・生徒 の7,033名 、次 に、 中国語 の4,628

名 、 そ して、 スペ イ ン語 の2,628名 と続 き、 この3力 国語 を母語 とす る児童 ・生 徒 数 を合

わせ る と全体 の7割 以上 となる。

ここで、上 記 の 日本語 指導 が必要 な外 国人児 童 ・生徒 の うち、高等 学校 に在籍 す る生 徒
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数の推 移 に着 目す る。以 下 の[グ ラフ1]は 、1999年 度 か ら2004年 度 までの6年 間、 日本

語 指導 が必要 な外 国人生徒 が どれ くらい高等 学校 に在籍 して い るのか、 その生徒 数 の変化

の様子 を表 わ した もの であ る。 これをみ る と、高 等学校 に在籍 す る 日本語 指導 が必要 な外

国人生 徒数 は右 肩上 が りで 、特 に、 前年 との比較 で い う と、2000年 度 か ら2001年 度 にか

けて の11.7%増 、 また、2001年 度 か ら200≧年度 にか けて の10.4%増 が ひ と きわ 目を引 く。

この よ うに、外 国人 児童 ・生徒 数 が増加 す る中 で、 文部科 学省 は彼(女)ら に対 してい っ

たいい かな る対 策 を講 じて きたので あろ うか。次 のセ ク シ ョンで は文部科 学省 が これ まで

に実施 して きた外 国人児童 ・生徒 に対 す る教 育 的施策 を概観 す る。

[グラフ1]【 高等学校に在籍する日本語指導が必要な外国籍生徒数】

「日本語指導が必要な外国人児童 ・生徒の受け入れ状況等に関する調査」(1999年～2004年 度)よ り作成

2.2外 国人児童 ・生徒に対する国レベルの教育的施策

文部科学省の帰国・外国人児童生徒教育に関する施策の項では、次のことが記されている。

外 国人 の子弟 には就 学義務 が課せ られてい ないが、 我が 国の公 立小学 校 ・中学校 への

就 学 を希 望す る場合 に は、 これ らの者 を受 け入 れる こ とと してお り、受 け入 れた後 の

取扱 い につい ては、授 業料不 徴収 、教科 書 の無償給 与 な ど、 日本人児 童生徒 と同様 に

取 り扱 うこ とにな ってい る。
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よ り具 体的 に、(1)指 導体 制、(2)調 査 研 究、(3)教 育研 修等 、(4)日 本 語指導 、(5)そ

の他 の5種 類 の カテ ゴ リー を設 け てい る。 これ に よる と、(1)指 導体 制 にお い ては、1992

年 度 か ら日本 語 指 導 等 が必 要 な児 童 ・生 徒 に対 応 した 教員 の配 置 が行 わ れ て い る。(2)

の調 査研 究 で は、2001年 度 よ りさま ざま な事 業 が展 開 されて い る。 まず、2001年 度 か ら

2005年 度 にか け て実施 され た 「帰 国 ・外 国 人児 童生 徒 と共 に進 め る教育 の国 際化 推進 地

域 」事 業 で は、帰 国 ・外 国 人児 童 生徒 に対す る特色 あ る教 育 の あ り方、 な らび にそ の他

の生 徒へ の 国際理解 教 育 のあ り方 を探 る実践研 究 が学 校 と地域 の連携 の も とに行 わ れた。

2005年 度か らは 「不 就 学外 国人 児童生 徒支 援事 業 」が 開始 され、教 育委 員会 、市 町村 等 の

関係 諸機 関が連 携 す る こ とに よ り、 不就 学児 童 ・生 徒 の実 態調 査 が試 み られ て い る。 ま

た、 今年 度 か らは地域 にお け る 日本 語指 導体 制 、 な らび に帰 国 ・外 国 人児 童 生徒 の特 性

を活 か した指 導体 制 を調査 す る 「帰 国 ・外 国人児 童生徒 支援 体 制 モデ ル事 業 」が実 施 され

て い る。(3)教 育研修 等 では、1993年 度 か ら 日本語指 導力 の 向上 をはか るため 、教育 委員

会の外 国 人児童 生徒 担 当者や受 入 れ校 の教員 を対象 に 「外 国人児童 生徒 等 に対す る 日本 語

指導 のた めの指 導者 の養成 を 目的 と した研 修」が実施 されてい る。 そ して 、2001年 度 か ら

は各 地域 で実施 され てい る取 り組 みや そ こか ら生 じる課 題 につ い て共有 し協 議 す るための

「帰 国 ・外 国人 児童 生徒 教 育研 究 協議 会 」が 開催 され て い る。 さ らに、(4)日 本語 指導 に

お い て、2001年 度 か ら 「学校 教 育 に おけ るISL(lapaneseasaSecond正anguage)カ リキュ ラ

ム」が 開発 されて いる。 最後 に、(5)そ の他 で は、1992年 度 に 『にほ ん ごを まなぼ う[・4]』、

1993年 度 に 『日本語 を学 ぼ う2[・5]』、1995年 度 に 『日本 語 を学 ぼ う3[・6]』と 『よ うこそ 日本

の学校 へ 匚・7ユ』、2000年 度 に 『マ ルチ メデ ィア版 にほん ご をまな ぼ う匚・8ユ』、 そ して、2005年

度 に 『就学 ガイ ドブ ック[・9]』とい った ように、各 種教材 ・資料の作 成が 試み られ てい る。

「義 務教育 課程 で は、 日本 語指導 が必 要 な外 国人 児童 ・生徒へ の施 策が 行 われてい るが、

義務 教育課 程 でない 高等学校 におい ては小 ・中学校 と同等 の国の政 策や 支援す べ きであ る

4
亠

厂フ

〆0

7

8

9

「受入れ初期段階の生活に必要 な日本語を指導するための教材(文 科省2006)」

「小学校4年 生までの教科学習に必要な 日本語を指導するための教材(文 科省2006)」

「小学校5・6年 の教科学習に必要 な日本語を指導するための教材(文 科省2006)」

「外国人児童生徒 を受け入れる際の留意事項 をまとめた教師用指導資料(文 科省2006)」

「『にほん ごをまなぼ う』『日本語 を学 ぼ う2』『日本語 を学 ぼ う3』を基 に内容 の改定等 をした指導 日本語教材

(CD-ROM)(文 科省2006)」

この就学 ガイ ドブ ックは、英語、韓国 ・朝鮮語、ベ トナム語、フィリピノ語、中国語、ポル トガル語、スペイ

ン語 に翻訳 されている。
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とい う法的根 拠 が基本 的 にな い。 そ のた め、高等 学校 に入学 した新 しい外 国人 ・ニ ュー ・

カマー の子 どもに対す る措置 につ い ては、各 教育 委員会 に任 されて いる こ とになる(榎 井

20001142)」 にあ る ように、小学校 、 中学校 の ような義務 教育 課程 に属 す る年齢 の外 国人児

童 ・生徒 に対 する教育 的施 策 に関 しては、上 記 を見 る限 り、少 しず つ整 いつつ あ るこ とが

わか る。 しか しなが ら、先 に述べ た よ うに、 高等学 校進 学 を希 望す る外 国人生徒 が増加 す

る現在 、彼(女)ら へ の教 育的配 慮 は各 県 の教 育委 員会 に委 ね られ てい るのが現状 であ る。

3.外 国人児童 ・生徒 に対する地方 自治体の取 り組み

3.IA県 における外国人児童 ・生徒の概況

A県 生 活 部 国 際 室 調 べ に よる と、2005年12月31日 現 在 、A県 の外 国 人 登 録 者 数 は

47,551名 で あ り、 これ は県 の総人 口 の2.49%に 相 当す る数 であ る。 この数 を国籍 別 にみて

み る と、 ブ ラジ ルが外 国人 登 録者 数 全 体 の43.4%を 占め る20,659名 と突 出 してい る。 そ

れ に続 い て、中 国 の6562名 、 以下 、韓 国 ・朝鮮 の6,411名 、 フ ィ リピ ンの4,249名 、 そ し

て ペル ーの3,432名 とい う順 にな って い る。 この理 由 として、A県 の北 部 に は 自動車 メー

カー、 お よび 自動 車関連 の下 請 け工 場が 多数存 在 し、ブ ラ ジル 出身者 を は じめ とす る外 国

人 がそ こでの労働 力 とな ってい る ことが 挙 げ られ る。大人 と同様 、子 どもたち の数 も増 加

の傾 向 にあ り、 この こ とは以 下 のA県 内 の学校 に通 う日本語 指導 が必 要な外 国人児 童 ・生

徒 数 の推 移 を示 す[グ ラ フ2]に みて とれ る。 先 に述べ た文 部科 学省 の調 査 と同様、 ここ

で も、外 国人 の子 どもた ちが 最 も多 く在 籍 してい るの は小 学校 であ り、次 に、 中学校、 最:

後 に、 高等 学校 と続 く。 高校 学校 の在 籍者 数 に注 目 してみ る と、2002年 度 以 降は大 幅 な

増加 がみ られ 、2002年 度に は38名 だ った在 籍者 数が2004年 度 に はその約2倍 近 くの72名

にまで膨 らん でい るこ とが わか る。
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[ク ラ フ2コ 【A県にお ける日本語 指導か必要 な児童 ・生徒 数の推移】
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「日本語指導か必要な外国人児童生徒受入れ等状况調査」(1999年～2004年)作 成

さ らに、A県 内 にお け る 日本 語指 導 が必 要 な外 国人児 童 ・生徒 が増 加 してい る様子 は、

以 下の新 聞記事 か らも明 らかで あ る。

県教 委 は、 県内 の公 立小 中学校 で 日本 語指 導が 必要 な外 国人 の児 童生 徒数 が1,081人

(9月1日 現在)に の ほっ てい るこ と を明 らか に した。子 ど も連 れで来 日す るブ ラジル

人 やペ ル ー人 な ど外 国人労 働 者 の増 加 が要 因で、1,000人 を超 え たの は初 めて。(中

略)県 教 委 に よる と、 日本語 指導 が必要 な外 国人 の児童 生徒 数 は1995年 の264人 か ら

増加 傾 向が続 き2004年 は788人 、 昨年 は878人 といず れ も過去最 高 だっ た。在籍 す る

学校 数 は、 小学校414校 の うち118校 、 中学 校168校 の うち43校 と、 いず れ も4校 に1

校以 上 にな ってい る。

(『中 日新 聞B版 』2006年10月4日 付)

以 下 で は、外 国人 児 童 ・生徒 が増 加 す る状 況 にあ り、 彼(女)ら に対 してA県 、 あ る

いはA県 内 の各 地方 自治 体 か独 自で実 施 して い る さ まざ まな教 育 的活 動 や方 策 を取 り上

げる。
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3.2A県 内の外国人児童 ・生徒 に対する取 り組みについて

A県 では、外 国籍 児童 ・生徒 に対 し日本 の学校 にお け る学 習 を保 障す る ため に、他 府 県

で もみ られ る拠点校 制 度や 日本語指 導 を 目的 とした加 配教 員の 配置、 また、 外 国人子 ども

サ ポー ター の派遣 とい った措 置が とられ てい る。 さ らに、 上記 以外 に も外 国籍児 童 ・生 徒

教育 の質 的向上 を図 るため、 さま ざまな試み がみ られ る。

1)「学習支援 教 室」

毎 日新 聞(2006年9月5日 付)は 、2006年10月 か ら、外 国 人児童 ・生 徒 の学 習環境 改 善

を目的 と して 、B市 教 育委 員会 やC国 際交 流協 会 な どが連携 し、 日本 語 を母語 と しな い地

域 在住 の子 どもた ちで、 なお かつ、 日本 の高等 学校 に進 学 を希 望す る小 学校5年 生 か ら中

学校3年 生 を対象 に、「学 習 支援 教室 」を発 足 させ る こ とを伝 えて い る。 設 立の きっか け

は、市 内 に在 住す る外 国人の子 ど もた ちに学習へ の遅 れが心 配 されて お り、 市 な どに対 し

て支 援 が望 まれ て いた ことにあ る とい う。毎 週 土曜 日の午後2時 ～4時 まで の2時 間、 地

域 住民 であ る ボラ ンテ ィアス タッフが子 どもたちの抱 え る 日本語 に よる苦手科 目の克服 や

高校 受験 を乗 り越 え るた めの学 習 支援 が 行 われ てい る。 また、実 際 に、 「学習 支援 教 室 」

開始 直後 、B市 教 育 委員 会 に対 して、そ の運 営 につ い て著者 らが聞 い てみ た とこ ろ、「一

般 公募 によ るボ ラ ンテ ィアス タッフが30名 くらい集 ま り、 毎 週10名 くらいの子 どもた ち

が通 って くれてい ます。 現在 は市 内の公立 小学校 、 中学校 に通 う子 ど もた ちのみが参 加 し

てお り、 日本 語 に よる学 習支援 の場 とい う機能 を果 た して い ます が、今後 、不登 校 の子 ど

もた ちの参加 も見 込 まれ るた め、外 国籍 の子 ど もた ちの居場所 作 りとい う役割 を も担 っ て

い きたい とい う希 望 を持 って い ます 」と語 って くれ た。

2)不 就 学児 童実態 調査 な らびに、子 どもの教育 環境 に対す る アンケー ト:協 働 塾[・瑚

2003年8月 か ら約半 年 間実 施 されて い た 「外 国 人 ア ドバ イス事 業 」が きっ か け とな り、

外 国籍 の子 どもた ちが不 就学 になっ てい るケ ースが あ る ことが明 らかに され た。そ の上 、

10 「外 国にルー ツを持つ 子 どもたちの就 学問題 を 「官民 協働」で検 討す ることによ り、将来 を担 う子 どもた ち

の教育の保障 と多文化共生社会づ くりを進 めてい く手法 を、それぞれが探 りたい(多 文化共生 ネッ トワー ク

B2006)」 とい う目的のもと、協働塾 とい う企画が提案 された。
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現 在、 「外 国人 児童 ・生徒 教 育支 援事 業 」で 、不 就学 の外 国 籍児 童 ・生徒 の居 場所 作 りが

議 題 と して取 り上 げ られ てい る。 こ うした流れ の中 で、外 国籍児 童 ・生徒 の不 就学 の実態

把握 と この問題 に 関す る解決 策の提 示 を 目的 に、「不 就学 児童 ・生徒 支 援 か らの多文 化共

生 づ くり」を提 案す る に至 った ことを多文化 共生 ネ ッ トワークB(2006)は 記 して いる。 同

報 告書 に よる と、 上記 の不就 学 調査 は協 働 塾 の メ ンバ ー との これ までの 関 わ りの 中で既

に不 就学 者 と確認 されてい る児童 ・生徒4名 を対 象 に、彼(女)ら の家 庭 を個別 に訪 問 し、

聴 き取 りを行 うとい う方法 が とられ てい る。そ して、 その結 果、協 働塾 で は今 後 の課題 を

「相談場 所 」、 「通訳 の確保 」、 「制 度 ・文化 ・生活 習慣 の 違い 」、 「母 語教 育 ・日本 語教 育 」、

「その他 」の5つ に分 類 し提 示 して い る。「相 談場 所 」で は、外 国籍 の子 ども 自身、 あ るい

は、保 護者 が言 語 や文化 を超 えて悩 み を相 談す る場 の不 在 、「通 訳 の確保 」で は、子 ど も

の 母語 が わか る人材 の 不足 、 「制 度 ・文化 ・生活 習慣 の違 い」では、 学校 に関す る情 報提

供 の不徹 底 に起 因 す る適応 の 遅れ 、「母 語教 育 ・日本 語教 育 」で は、 母語 喪 失 と 日本 語 の

学 力言 語 能力 の不足 、 そ して、 「そ の他 」で は、 保護 者 の教 育観 な どが 課題 と して報 告 さ

れ てい る。 これ と並 行 して、協働 塾 は 「外 国人 の子 ど もの教 育 環境 に関す る ア ンケ ー ト」

を小 学校 、中学校 の校 長 を対 象 に行 ってお り、この調査 か ら、以下 の5点 が浮 き彫 りに なっ

た。①保 護者 との コ ミュニケ ー シ ョンに困難が生 じてい る、②学 習言語 能力不 足 に よ り学

力 の低下 がみ られ る、③ 日本語 指導 が不十 分で あ る、④ 互 いの気 持 ちを理解 し、 思いや り

の心 を もつ とい う姿勢 に対す る教育 が未発 達 であ る、⑤多 文化共 生 に対 す る認識 が不足 し

てい る。 以上 の聴 き取 り調 査 お よびア ンケー ト調 査 か ら、協 働塾 は1.「 適応教 室づ く り」、

2.「多 文化 共生 ス クー ルサポ ー ター育 成」、3.「放 課後 補 習が で きるよ うな教室 」、4.「母 語

のB版 就 学 ガイ ドブ ッ クの作 成 」、5.「外 国籍 生徒 向 けの 中学 入 学 ガ イダ ンスへ の サポ ー

ト」、6.「多文 化共 生 リソース セ ンターの設 置」、7.「通訳派 遣 シス テム」、8.「既 存 の 『外 国

人児童 ・生徒 受 け入 れマ ニ ュア ル ・翻訳見 本』な どの活用説 明研 修会」の8つ を提 案 した。

3)高 校 進学 ガイ ダ ンス

「外 国 人児童 ・生徒 サポ ー ト推進 委 員会 」は、外 国人 児童 サ ポー ト事 業 を展 開す る ため

に、行 政 、学校 、NPO、 国際 交流協 会 か ら14、5名 を募 り、年 にお よそ6～7回 、学 校教

育 の側 面 だ けで な く、子 ど もたち の 日常生 活 の支 援 につ い て も意見 交換 を行 って い る と

い うB地 域 の組 織で あ る。 そ こでの具 体的 なサ ポー ト事 業 として 、2002年 以来継続 し今 年

で5回 目を迎 え る 「B地区外 国籍 児童 生徒 のた めの高校 進学 ガ イダ ンス 」が ある。 この地域
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の進 学 ガイ ダンス には、高等 学校入 学 を希望 す る受験 生本 人 とその保 護者、 在籍学校 の教

員、 そ して、通訳 が参加 す る ことに なってい る。 ガイ ダ ンス は 日本 の学校 シス テム、入 試

制度 の概要 、奨学 金の応 募方 法 な どが説 明 され る全体 会 のほか 、 自 らが志望 す る高等学校

の教員 に直接 、個 別 に質問す る こ とが で き、 高校 生 とな ってい る先輩 か らの励 ま しや メ ッ

セ ージ を受 ける こ ともで きる。 こ う した 交流 会が 受験 を控 え た彼(女)ら の確 か な支 え と

な ってい る ことは否め ない。 さらに、B市 の高校 進学 ガ イダ ンスは次 の ような特徴 をもつ。

一般 的 に
、 高校 進学 を 目的 と した ガイ ダ ンス では、 高校受 験 を 目前 に した現在 中学 校3年

生 に所 属す る生徒 を対 象 に行 われ るケ ースが ほ とん どであ る。B市 の場合 も同様、 中学校

3年 生 、 さ らに言 えば、進 路選択 を間近 に控 えてい る子 ど もた ちが数多 く参加 してい るが 、

それ に加 えて、将 来、 日本で 高校受験 を行 うであ ろ う小学生 とその保護 者、外 国 人児童 が

在 籍す る小学校 の教 員 な ども進 学 ガイ ダ ンスへ の参加 が推 奨 されてい る。 これ は、現 時 点

で は進路 選択 と直接 的 には結 びつか ない年 齢の子 ど もた ちであ って も、 日本 に定住 す るか

らにはやが て迎 える高校 進学 とい う壁 に、 少 しで も長 く時 間 をか けて立 ち 向か うこ とが で

きるよ うにす るためで ある。 そ して、幼少 期の段 階 か ら、 高等学校 とは どの よ うな ところ

なのか 、高校 進学 とは いか なる もの なの か、準備 には何 が必 要 なのか につい て、発信 され

る情報 に耳 を傾 ける ことに よ り、子 どもたち 自身が 自 らの将 来設 計 を構 築 し、意識化 す る

こ とに繋 が る。 また、高校 進学 ガ イ ダンスは この ように受験 に 関す る情報 を直接 手 に入 れ

る ことがで きる ほか、外 国人児 童 ・生徒 が 高等学校 に進学 した先輩 を 目の当 た りにす るこ

とで、 身近 な人生 の 目標 がで き、受験 だ けで な く、そ れ に付 随す る直接 的、 間接 的 出来事

に対 して も積極 的 に取 り組 む姿 勢が生 まれるで あろ う。進学 ガ イダ ンスで は小 学校、 中学

校 、高等 学校 間の縦 の連携 がみ られ るが、 昨年度 よ り、異 なる高等 学校 に入学 した外 国人

高 校生 ど う しが交 流 し横 の連携 を築 くとい う 「B地区外 国人高 校 生交 流会 」も立 ち上 げ ら

れ、母 国を離 れ、異 文化環境 で育 った子 ど もた ちの仲 間作 り、 あ るい は、 外 国人生徒 が も

つ特 有 の悩み や苦労 を分 ちあ う機 会 として有 意義 に機 能 してい るとい うこ とであ る。

4)教 職 員の ための ポル トガル語 講座

A県 内 の外 国人登 録者 の うち、就 労 目的 で来 日 した南米 出 身者、特 にブ ラジル出身 者が

圧倒 的多 数 を 占めて お り、彼(女)ら の子 ど もた ちの多 くは 日本 の子 ど もた ち と一緒 に 日

本 の学 校 に通 っ てい る。学 校 とひ と こ とで 言 って も、滞 在 の長 期化 に よ り、 日本 生 まれ

の 子 どもた ちが増 加 し、小 学 校、 中学 校 だ けで な く、幼稚 園や 保育 園 に も外 国籍 の子 ど
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もた ちの姿 が 目立 つ よ うにな って きてい る。 しか しなが ら、 こう した状 況 下、 高阪 ・津

田(2005:52)が 「加 配人事 、国際学 級 の設置 とい ったハ ー ド面 での施 策 は機 能 して いるが、

学校生 活全 般 にわた る ことを考慮 す る と学校 、児童 ・生徒 、保 護者 との コ ミュニケー シ ョ

ンを円滑 にす るた めの通 訳、翻 訳 とい った言語 的サポ ー トが まず望 まれ る」と指摘 してい

るよ うに、学校 内 に外 国籍 の子 ど もたちの母語 を理 解 で きる教 員が不 足 して いるのが 実状

で ある。 そ こで、2005年 か ら、NPO法 人愛伝 舎 が 「教 職員 のた めの ポル トガル語 講座 」を

主催 し、教 員 と外 国籍 の子 どもたちや その保 護者 との コ ミュニケ ー シ ョンの促進 に貢 献 し

て い る。2006年 度 は8月8日(火)～ 正0日(木)ま で の3日 間 の 日程 で実施 され た。1日 目

は、小 ・中学校 の教 員 を対象 に、 そ して、2日 目は、 保育 園 ・幼稚 園 の教員 を対 象 に、 ポ

ル トガ ル語 講座 が行 われ た。 最終 日は、 教員 以外 も参加 が認 め られ、 ブラ ジルの文化 ・日

系移民 の歴 史 ・日本 にお ける外 国人 に関 して講演 が なされ た。

具体 的 な講座 の内容 を主催 者 に尋 ね る と、授 業 に必 要 な文房 具 や体 操服 等 、持 ち物 を

指示 す る と きに頻 繁 に使用 され る文型 「～ を持 って きて くだ さい」や児 童 ・生徒 に行 動 を

促す ときに使用 され る文型 「～ しま しょう」、 また、禁止 の命 令 の文 型 「～ しては いけ ませ

ん」な どの表現 を学 習す るとい う ことであ った。 また、そ の際 に、絵 カー ドを用 い、 ～ の

中 に入 れ る頻 出動 詞(学 校 生活 を送 る上 で必 要 な もの)を 一緒 に覚 える よう な工 夫が な さ

れ る とい うこ とで あった。 それ に加 え、単 にポ ル トガル語、 つ ま り、言語 の学 習 だけ を 目

的 としてい るので はな く、外 国人児童 ・生徒 指導 に あた る教 員 に対 して、二 国聞 の文化 の

違 い を明確 に認 識 させ る ような授 業 も行 われた とい うこ とであ る。た とえ ば、 日本 で生 ま

れ育 っ た児童 ・生徒 に はあた りま えに感 じられ る運動 会 とい う行事 もブ ラジル には存 在 し

ないた め、運動 会が どの ような もの であ るか をブ ラジル人児 童 ・生徒 に説明 す るこ とが必

要 となって くる。 この よ うに、 文化 の違 いに戸惑 っ てい る教 員 に対 して、 いか に外 国籍児

童 ・生徒 と接 すべ きか につい て もポ ル トガル語講 座 で取 り上 げ られた とい うこ とが聴か れ

た。今 年で2年 目の試 み であ った が、講 座 に参加 した教 員か らは 「継続 して学習 す る機 会

が ほ しい」とい う声 が あが り、 わずか3時 間で異 言語 ・異 文化 を理 解 す る ことの難 しさ と

同時 に、今後 、ポ ル トガル語講 座が継 続 して行 われ る ことが期待 され てい る。

ここ まで は、A県 内で実 際 に行 われて い る外 国人 児童 ・生徒 教育 に対す る取 り組 み をみ

て きた。 そ して、 そ こか らA県 内 にお け る教 育 的施策 に はいか に外 国 人生徒 を高等 学校 に

進 学 させ るか に力 点が置 かれ てい る ことが読み取 れ た。以 下で は、実 際 に外 国籍生徒 が 学

ぶ3つ の公立 高等 学校 に注 目し、高等 学校 にお け る外 国人 生徒 の受 入れ の実態 を聴 き取 り
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調査 、 お よび参 与観 察の結 果か ら記述 した い。

4.高 等学校における外国人生徒への教育:A県 の定時制高等学校の事例をもとに

4.1学 校の概要および多文化共生への特色ある取 り組みD高 等学校

D高 等 学校 はお よそ80年 の歴 史 を刻 む伝 統 校 であ る。定 時制 課程 は1948年 に併 設 され

て お り、 現在 で は夜 間定 時制 の形 を とる よ うにな った。 そ こに、2006年5月1日 現 在、 第

1学 年 ～ 第4学 年 ま で計57名 の生 徒 が在 籍 して い る。1992年 度 以 来、 この 高 校 で は外 国

人生徒 を積 極 的 に受 け入 れて お り、 そ の結果 、過去5年 間、外 国籍 生徒 の入学 者数 が急 増

してい る。2006年 度 に入 学 した第1学 年 の生 徒 に いた っ て は、 新入 生18名 に対 し、そ の

63%に あ た る11名 が 外 国籍 生徒 で あ った。 また、 在籍 生徒 数 か らみ る と、 全校 生徒 の 約

32%が 外 国籍 とい うこ とにな る。外 国籍 生徒 の圧倒 的多 数 はブ ラジル出 身者 で あ るが 、ペ

ル ー、 ボ リビア、 フィ リピ ン、 中国 出身者が それ に続 き、多 国籍 化 の様相 を示す 。 こ うし

た状 況下 、定 時制課 程 は1)「基礎 学力 お よび基本 的 な生活習 慣 を身 につ ける」、2)「授業 お

よび特別 活動 を通 じて 国際理 解 を深 め る」、3)「進路希 望 の実現 を努 め る」を教 育 目標[・11]

の 三本 柱 と して掲 げ、 国 際理 解 に主 眼 をお いた教 育 を明文 化 した 上で 、外 国籍 生徒 の ほ

か、 勤労 学生や不 登校 生徒へ の対応 にあた ってい る。以下 で は、課題 とされて い る外 国籍

生徒 の学 習お よび進 路指 導や 国際理解 教育 に対 し、D高 等学 校独 自で行 わ れて いる特色 あ

る取 り組 み を示 した い。

まず 、多 文化 理 解 ・国際 理 解教 育 の実 践 につ い て述 べ る。 この 学校 で は、学 校 設定 科

目に 厂国際 理解」を取 り入 れ、外 国人生 徒 には 厂日本文化研 究」とい う科 目が、 また、 日本

人生徒 には 「多 文化研 究」とい う授業 が 開設 され てい る。「多 文化研 究」で は、 この学校 に

南米 出 身者が 多数 在籍 す る こ とか ら、 日本人 生徒 に対 して、彼(女)ら の母語 や母 文化 で

あ る南 米 の言語 や文化 の学習 を中心 と した カ リキュ ラムが組 まれ てい る。今 年度 はス ペ イ

ン語 講座 が開講 され てお り、 スペ イ ン語 の文 法や会 話学習 の ほか、パ エ リア を作 るな どと

い った食 文化 に触 れ る こ とも行 われ てい る。 「日本 文化研 究」で は、来 日時期 が生徒 に よっ

11 『D高等学校学校要覧』
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て大 き く異 な るた め、実 際 に近 くのスーパ ーへ 買い物 に行 くな ど、 なるべ く日常生 活 に必

要 な 日本語 能力 を身 につけ る こ とを 目標 としてい る。 また、 日本 語 能力検 定試 験前 には、

試 験対 策用 の指 導 も行 われ てい る。 どち らの授 業 の担 当教員 も他 教科 の専 門 であ る ため、

多 くの 時間 を授 業 の準備 にあ て、毎 時間 、試行錯 誤 しなが らこれ らの授 業 に取 り組 ん でい

る とい うこ とであ った。 実際、 筆者 らが訪 れ た 日の授 業風 景 を簡 単 に記 してみ たい。

【あ る授 業の風 景:教 室 の中 の共 生】

筆者 らが訪 問 した2時 間 目は、外 国語の授 業 が行 われ てい た。外 国語 とい って も、 日本

人 に とって は外 国語=英 語 とい う印象 を受 け るが、外 国籍 生徒 が 数多 く在籍 す るD高 等 学

校 で は、外 国語 は英語 と対応 す るのみ な らず、 しば しば 日本 語 の授業 に取 り替 え られ る。

この 日は 日本語 の オー ラル コ ミュニ ケー シ ョンの授業 で、 フ リー トー クの練 習が英 語 を専

門 とす る男性教 員 の指導 の も と行わ れて いた。授 業 は、 フ ィリピ ン、 ブ ラジル、 ペル ー出

身 の外 国籍 生徒3名 が、 教員 の 用意 した トー クテー マが 書 かれ た紙 を順 番 に引 い てい き、

引 き当 てたテ ーマ につい て数分 問、 で きるだ け 日本語 のみ で話 し続 ける とい うもので あっ

た。 そ の中 で、「休 日」を選択 した フ ィリピ ン籍 の生徒 の み、来 日 して まだ 日が浅 いた め、

日本 語 でフ リー トーク を続 け るこ とが で きず、途 中、 沈黙 の状 態 が続 いた。 そ こで、教 員

はその 生徒 に対 し英 語 で次 々 と問 いか け、 質 問形式 を多 用 す る こ とで、 生徒 か ら 「休 日」

に関わ る数 々のエ ピソー ドを引 き出 した。 生徒 同士 、 あ るいは、教 員 か らの 質問 に対 して

彼 が答 え る とい っ たや りと りに よって 、 フ ィ リピン籍 の生 徒 は 「休 日」をテー マ と した ひ

とつ の フ リー トー クを完成 させ る こ とがで きた。 そ こに は、 日本語 を軸 に多 文化 を背 景 と

した人 々が互 いに協 力 し合 い なが ら、 ひ とつの もの を創 造す る とい う過程 が み られる。

【あ る授業 の風景:教 員の新 た な発 見】

次の3時 問 目 も日本 語 で フ リー トー クを行 うとい う授業 で あ った。2時 間 目の クラス と

は メ ンバ ー 、生 徒 数、 教員 数 が 異 な って お り、生 徒 数10名 に対 し、 日本 人 の男性 教 員2

名、 女性 教 員1名 、 そ して、 ブ ラ ジル人 の男性 教 員1名 の計4名 で運営 され てい た。 川頁番

に教壇 に立 ち、一 人1～2分 間 で 自己紹介 をす る とい う指 示 が与 え られた。 この クラス で

は筆者 らは単 に観 察者 と して授業 に参加 す るの では な く、筆者 ら も外 国籍 生徒 に混 じって

特定 の テーマ に基 づ いた フ リー トー クを行 う こ とが教員 か ら求 め られ た。 そ して、筆 者 は

ニ ュー ・カマ ーの子 ど もたちが抱 え る母 語喪 失 をテー マに話す ことに なった が、そ の後 に
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続 く生徒 た ち も、 それぞ れの 自己紹介 をす る に止 まらず、筆者 の トー クテーマ であ る母語

喪 失 につ い て、 自分 の身 の まわ りに も母語 が話せ な くなっ てい る人が存在 す るな ど とい っ

た 自らの経験 を語 る もの も出始 めた。

この授 業 に参加 した教 員 は、「今 まで、外 国籍 の子 どもた ち と接 して きたが、彼 らの こ

んな話 を聞 いた こ とはなか った。 とて も良 い機会 となっ た」と語 った。 こ こで言 える こと

は、ブ ラジル 人生徒 の就職 や進路 、 日本語指 導 の側 面 に対 して は教 員 として 向 き合 って い

る。 しか しなが ら、外 国籍 の子 どもたちの 母語や 母文化 の背景 の理解 には及 んでい なか っ

た とい うことであ る。筆者 の選択 した トークテ ーマが きっ かけ とな り、生 徒 たちそ れぞ れ

が 直面 してい る現実 につ いて 自 ら声 を上 げ、指導 にあ た る教員 に直接 伝 え るこ とが で きた

こ とは、 今後 、教 員 が多面 的 に外 国 人生徒 を捉 える こ とに繋 が るので はない だろ うか。

さ らに、 この 高等学 校 では 「国際 理解 」の ため、2003年 度 か ら近隣…の大学 のブ ラジル学

科 との交流 が 試 み られ てい る。 た と えば、2003年 度 は ブ ラジル学科 の学生 が 定 時制 の 日

本 人生徒 を対 象 に、 日本 とブ ラジル で用 い られ てい るジ ェスチ ャーの違 い を伝 え た り、 ま

た、外 国籍生徒 を対 象 に 日本 人の言動 か ら読み取 れ る 日本文化 の特徴 を紹 介 した りとい っ

た テーマ 別授 業 が実 施 され た。 反対 に、定 時制 の 外 国籍 生徒 か らブ ラジル学科 の学生 に

対 して 、ブ ラ ジル やペル ーの歴 史や 文化 に関す るプ レゼ ンテー シ ョンを行 う機 会 も設 け ら

れた。

次 に、 この高等学校 の 日本語 指導体 制 につい て分析 を試 みる。 この学校 独 自の工夫 が見

て取れ る。 それ は、生徒 の入 学時 の 日本 語能 力 に よ り、A、B、Cと い った3つ の クラスが

編 成 され、 クラス別 に授業 が行 わ れて い る。Aコ ー ス は 「日本 人生徒 お よび比較 的 日本語

が 理解 で きる外 国籍生 徒 」、Bコ ー ス は 「日本 語 の指 導が 必要 な生 徒 」、 そ して、Cコ ー ス

は 「特 に 日本語 の 指導 が 必要 な生 徒 」と分類 され てお り、Cコ ース はBコ ー スか らの取 り

出 しで授 業 が進 め られ る。Cコ ース の授業 時 は、授業 内容 の説 明 はす べ て 日本語 を用 い る

こ とを基 本 としなが らも、同時 に、教 室 には外 国人生徒 の母語 が理 解 で きる外 国人生徒 指

導 担 当教 員が 通訳 として配置 されて お り、 生徒 の理解 度 によ り母語 を介 して の説明 も適宜

行 われ る よう配慮 され てい る。 現在 、外 国人生徒 指導担 当 として、 この学 校 の卒業生 で 日

本 語、 ポ ル トガル語、 ス ペ イ ン語 の3ヶ 国語 を操 る こ とが 可能 な ブ ラジル人 非常 勤講 師1

名 が従 事 して い る。 この よ うに、 国際 理解教 育 の充 実、 能力 別の 日本 語指 導、 あ るい は、

ブ ラジル人非 常勤 講師 の配置 に よ り、外 国人生徒 に対 して細 やか な学習 サポ ー トが行 わ れ

てい る様 子が うか がえ る。
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しか しなが ら、外 国人 生徒 の受 け入れ と日本 語指導 の 問に矛盾 がみ られ る。 この学校 で

は、「生徒 の教 育権 の保 障 」に基 づ き、 上述 した よ うに、外 国 人生徒 の 受 け入 れ を行 って

い る。 そ の 際の 学力 検査 は、「学 力検 杢 の 選考 にあ たっ て、生 徒 の 向上 姿勢 も参 考 に し、

総 合 的 な判 断 に基 づ いて お こな う(「 日系 人生徒 とと もに』か ら抜粋)」 と し、面 接 と作 文

の試験 が課 されて い る。 面接 では 日本語 、あ るい は、 日本語 が おぼつ かな い と思 われ る生

徒 につ いて は母語 で も対応 で きる よ うブラ ジル人講 師が通訳 の役 割 を果たす 。作 文 につ い

て も母語 で書 かれ た もの も許可 され てい る。 こ こか ら、 この高等 学校 の入学 時 には学力 言

語 能力(教 科 学 習 に必要 な 日本語 能力)は おお む ね要求 され てい ない ことが わか る。 この

こ とは、以下 の[表1]か ら確 認す る ことがで きる。

[表1]【2004年 度外 国籍生徒 の各学年 コース構 成人数(休 学中の生徒 を除 く)】

1年 2年 3年 4年

Aコ ー ス 0 1 0 0

Bコ ー ス 4 1 1 0

Cコ ー ス 5 2 0 0

計 9 4 1 0

『日系人生徒 とともに』より引用

[表1]が 示 す よ うに、2004年 度 の外 国籍 入学 生徒 は、Bコ ー ス に4名 、Cコ ース に5名

在 籍 してお り、入 学生9名 全 員が何 らかの 日本語 指導 を必 要 と してい るこ とが伺 える。 つ

ま り、入 学以前 に外 国人生徒 が 習得 した 日本語 能力 の基礎 的な習 得 を判 断基準 と してい る

た め、外 国人 生徒 が 次 々 と入学 を希望 す る。そ の結果 、多様 化す る入学 生 の 日本語 能力 に

対 応す る教 員 へ の負 担 は計 り知 れ な い。そ の上 、確 立 した指 導法 や教 材 が存 在 しない た

め 、教 師 は 日本語 指導 に対す る試行 錯 誤が 続 い てい る。筆 者 らが 出会 った あ る男性 教 員

は、 これ まで 自らが 赴任 して いた 日本 人生徒 の みが在 籍す る全 日制高等 学校 との環境 の違

い を指摘 し、「異 動 に よ り、突 然、外 国人生 徒 と向 き合 うこ とにな り、 これ まで まっ た く

指 導経験 が ない 日本 語 を任 された こ とに初 め は戸 惑 った」と語 って くれた。

次 に、 定時 制の構 造的側 面 にふれ たい。 定時制 課程 は、外 国籍 生徒 をは じめ、不登 校 や

学 齢期 をす ぎたが後 に就学 の機 会 に恵 まれた者 な ど、 多様 な生徒 に対応 す る教 育機 関へ と
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形 を変 えつつ あ る。 も ともとは昼 間就 労 し夜 間 は勉 学 に勤 しむ とい う目的で入学 す る生徒

のため に作 られた課程 で あ る。 ここに入学す る外 国人生徒 もほ とん どの場 合が勤 労学 生 と

いえ る。先述 の よ うに、過去5年 間、 こ う した外 国人生 徒 の入学 が増加 してい る。 しか し

なが ら、実 際に4年 間(場 合 に よ り3年 間[・12])の定時 制課 程 を経 て、 卒業 を迎 え る生 徒が

どれ くらい い るの で あろ うか。 そ こで、 以下 の 表 を見 て もらい たい。[表2]は 、1999年

か ら2004年 までの6年 間 の外 国人 生徒 の 休 ・退学 等 の状 況 を表 わ してい る。 これ をみ る

と、 毎年 、休学 、あ るい は、退学 す る外 国籍生 徒が 相当 数あ る ことがわか る。 また、2004

年 度の生徒 在籍 者数 をみ て も、 学年が 上が る に従 っ て在 籍生徒 数が 減 ってお り、課程 の途

中で退学 す る生 徒 の存 在 を示 してい る([表3])。 こう した状況 に対 し、D高 等学校 は、「本

人 に とって不本 意 な労 働条件 や厳 しい労働 に従事せ ざる をえない事情 を持 ち、仕 事 と学習

の両 立 が困難iとな り、や む をえず 休学 す る生徒 も少 な くない。 また、外 国籍生徒 の保 護者

の仕 事 の都 合 か ら、転 居す る場合 もあ り、生徒 に とっては不本 意 な退学 とな る こと もあ っ

た(『 日系 人生徒 と ともに』よ り抜粋)」 と認 識 して お り、 学校 側 が勤 労学 生 であ る外 国人

生徒 にで きるサポ ー トには限界 があ る ことがわか る。

[表2]【 過去6年 間の外国籍生徒 の休 ・退学等の状況】

＼
1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年

休学 退学 休学 退学 休学 退学 休学 退学 休学 退学 休学 退学

1年 5 3 9 1 1 2 4 1 2 1 6(4) 5(2)

2年 1 1 3 2 5 2 3 0 2 1 9(3) 2(2)

3年 2 0 2 0 2 0 1 0 1 0 2(1) 0(0)

4年 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1(1) 0(0)

総数 8 4 13 3 9 4 9 1 6 2 18(9) 7(4)

『日系人生徒 とともに』より引用

(2004年 のみは、日本人 を含む総数を示 し、 うち外国籍生徒数は(〉 内に記した)

12 単位制の高等学校は、年数ではな く卒業要件の規定単位数 を取得す ることによ り卒業が可能となる。
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[表3コ 【2004年度の生徒在籍者 数】

学年 1年 2年 3年 4年 計

男 16 13 2 3 34

女 9 4 4 4 21

計 25 17 6 7 55

『日系人生徒 とともに』より引用

上記 に加 えて、 定時制 の管理 ・運 営体制 に関わ る面 で、 同 じ学 校 に所 属 しなが ら、定 時

制 と全 日制 とは学校 の運 営形態 が全 く異 な る点 を取 り上 げる。 その ため、授 業時 間帯 は も

ち ろんの こ と、定 時制 と全 日制 との間 にほ とん ど接 点が み られない。 この学 校 の全 日制 課

程 には、 厂普通 科 」、 「情報 オ フ ィス科 」、 厂システ ムメデ イ ア科 」、「総 合 生活科 」が 設置 さ

れてお り、そ の 中の 「普通 科」は、 さらに、「進 学」、 「一般教 養」、「国 際 コ ミュニ ケー シ ョ

ン」、 「ビジネス 」、「医療事 務 」の5つ の系列 か ら構 成 されて お り、各 自の進 路 に合 わせ て

選 択 す る ことに なっ てい る。 そ の 中の 「国際 コ ミュニ ケー シ ョン」系 列 は、外 国語 や外 国

文 化 を学 びたい生徒 を対 象 と した コー スで、英 語 だけで な く、様 々な外 国の文化 や言語 を

学 ぶ とい う 目的 で授 業 が行 われ てい る。 そ の一 方 で、定 時制 には近 隣の地域 に在 住す る外

国籍 生徒 が多 数在 籍 し、彼(女)ら が 同 じ空 間で学 習 してい るに もかか わ らず、全 日制 の

日本 人生徒 との 間 にコ ミュニケ ーシ ョンは皆無 で あ る とい った矛盾 が生 じて いる。両 者が

顔 をあわす接 点 は、夜 遅 くまで部 活動 に励 む全 日制の運動 部 員 と授業 の ため に登 校 して く

る外 国人生徒 が廊 下 です れ ちが う程 度 であ る。 ひとつの学 校が全 日制 、定 時制 とい う個 別

の組織構 造 を もつた め、多文化 共生 空 聞で ある はず の学校 で あっ て も、 日本人 と外 国人生

徒 の 問 に明確 な境 界線 が引 かれ てい る。同 じ学 校 で生活 しなが ら、 互い の文化背 景 を理解

しあ うた めの コ ミュニケ ーシ ョンに発展 す る機 会 を組織 運営 とい う壁 によっ て奪 われて い

るの が現状 であ ろ う。

4.2個 々の生徒の条件やニーズに応じた教育機会の提供:E高 等学校

昭和42年 に設立 され たE高 等学校 は、「普 通科 」と 「情報 ビジネス科 」を兼 ね備 え た定 時

制高 等学校 で あ り、今 年(2006)度 よ り通 信制 とい う新 た な選択 肢 も誕 生 した。 この学 校
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で は、午前 部、 午後 部、夜 間部 といった授 業 時間 の3部 制 や単位 制 に よる卒業 認定 の導入

とい った、個 々 の生徒 の条 件 や ニーズ に応 じた教育 機会 が提 供 され て いる。 また、LD児

や不 登校 、ADHDと い った様 々な背 景 を もつ生 徒 の対 応 に もあ た って い る。 これ は まさ

に、 この学 校が 掲 げ る教 育理 念[*13]であ る 「学 びた い人 が、学 びたい ときに、学 び たい ス

タイ ルで学べ る」を反 映 した もので ある とい える。 この学 校 では、外 国籍 で ある とい うこ

とも生徒 が 有す るひ とつ の異 な った 背景 と して捉 え られ、 お よそ5年 ～10年 前 か ら受 け

入 れ が開始 され た。 そ して、2006年 度 現在 、 中国、 ブ ラジ ル、 ペ ルー、 タイ、ボ リビア、

フ ィ リピ ン、韓 国籍 生徒 、 計18名 が 在籍 してい る。教 頭 は外 国 人生徒 だか らとい う理 由

で特 別 なサ ポー トを施す とい うので はな く、生徒 一 人一人 に 目を向け、 そ の生徒 に不 足 し

てい る能力 を補 うこ とが学 校 の役 割 であ る ことを明確 に した上 で、 こう した外 国人生 徒が

在 籍す る高校 での取 り組 み と学校 が抱 える苦 悩 を語 った。

この学校 で は国際 交流 が さか ん に行 わ れて い る。 まず、 挙 げ られ るの が、校 内で の交

流 で ある。 「外 国語 」の授 業の 中 に英語 や オー ラル コ ミュニ ケー シ ョン と並 んで 「国 際交流

(学)」 とい う科 目があ り、 そ こで は夜 間部 に通 う外 国 人生徒 やALT教 員 が担 当 しなが ら、

午前 部、 午後部 に通 う日本 人生徒 に自 らの母 国の料 理 を紹介 し、 ともに作 業す る こ とによ

り、 日本人 生徒 が ご く身近 にあ る外 国文 化 に触 れ、 理解 す る機 会 を得 る とい うもの であ

る。 また、 「開か れ た学校 作 り」とい う名 の もと、地域 との交 流 が行 われ て い る。 この学

校 には、毎 年、 「楽器 」、 「もの づ くり」な ど40～50種 類 の講座 が用 意 され、地 域 の人 々 と

在 籍 生徒 が と もに授 業 を受 ける機会 が設 け られて い る。 そ の中の 「中 国語講座 」、 「スペ イ

ン語 講座 」は、 中 国語や スペ イ ン語 を母語 とす る生徒 が 講 師、そ して、 日本語 担 当教員 や

英語担 当教 員が ア シス タン トと普段 とは立場 を変 え、地域 の人 々 に対 して授 業 を行 う もの

で ある。講 座 で教 員 を務 めた外 国人 生徒 の様子 を 「自らの母語 に関心 を持 つ地 域 の人 々 と

触 れ合 う こ とで、 外 国人生 徒 た ちは生 き生 き と して くる」と教 頭 は話 す。 しか しなが ら、

また、 こう した交 流が み られなが らも、 文化 ・習慣 の違 いに よる誤解 か ら生徒 同士 の人 間

関係 に トラブルが 生 じ、やが て は 日本人 生徒 、 あ るいは外 国人生徒 の みで かた ま りグ ルー

プ化 して しまうケース があ る こと も明か した。 この こ とか ら、現在 行 われ てい る上述 の交

流活動 が真 の意味 での多 文化 共生 に繋が って いる とは容易 に はいえ ない よ うで ある。

次 に、外 国人生徒 に対 す る 日本語 指導 は どの ように行 われて いるの だろ うか。 この高等

13 『E高等学校要覧』
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学校 では3部 制が とられて い るが、 日本 語指 導 が必要 な生徒 に関 しては夜 間 部 に通 うこ と

にな ってい る。 日本 語指導 は英 語 の教 員 の担 当 となって いる。現状 と して は、期 限付 講 師

が配置 され る こ とが多 く、 その場 合 は3年 ご とに交代 す る こ とに なって い る。 こう した外

国人生徒 を担 当す るに あた って、特 に教員 の これ まで の 日本 語教 育の経 験 は問 われ るこ と

はな い。 また、外 国 人生徒 受 け入 れ校 の 日本語 指導 の到 達 目標 は各学 校 に任 され てい る。

この学校 で は、 生徒 の能力 に合 わせ て受験 す る級 を決 め、 日本語 能力検 定試 験 の合 格 を 目

指 してい る。 こう した 日本語 の 取 り出 し授 業 は理科 や数学 とい った 教科 の授 業 を履 修 す

るに は 日本語 能力が 充分 で ないた めに行 われ てい る。 通訳 が配置 されない な どの条件 に よ

り、 教科 の指導 よ りも日本 語指 導が 中心 にな るケース もある とい う。

最 後 に、 この 高等 学校 の果 たす役 割 につ い て考 えた い。A県 で は、 来 日して3年 以 内の

外 国籍生 徒 は、帰 国子女 、外 国人生徒 特別枠 と して受 け入 れ られる。定 時制 もこれ に準 ず

る こと となって い る。E高 等学 校 は入学 試験 と して面接 と作 文 を課 して お り、 外 国人生徒

の場 合、 日本語 で 自 らの伝 えたい こ とをだれ の助 け も借 りず に どの程 度表現 で きるかが 合

否 の判断 基準 とされ て いる。 この特別 枠制 度 は入 学定 員の若 干名 とい う制 限が設 け られ て

いる。 しか しなが ら、実 際 には定員割 れ を してい る とい う状 況 であ るため、 受験 した外 国

入 生徒 のほ とん どを受 け入 れ ざ るを得 ない とい うこ とで あっ た。 こう した現 状 か ら、教 頭

は 「中学校 は何が 何 で も生徒 を高等学 校 に入学 させ な けれ ばな らない とい う意識 を持 って

い る」と中学校 の 受験 指 導の あ り方 を指摘 した上で 、「日本 語 の学 力 言語能 力が 十分 に育 っ

てい ない外 国人 生徒 を受 け入 れ、数 年 間 で高校 卒 業程 度 の十 分 な学 力 がつ くのか疑 問 で

あ る」と語 った。 実際 は高校 卒業 の能 力 が身 につ いてい る とは到底 言 い難 い状 況 で ある に

もか かわ らず、 その生徒 に高校 卒 業資格 を与 え るこ とにジ レ ンマ を感 じてい るよ うであ っ

た。外 国人生徒 の保 護者 は本 来で あれ ば民 間 の 日本語 学校 に子 どもを通 わせ た いが、学 費

が非常 に高額 で あるの で、 その代案 と して、 日本語指 導 を も して くれ る とい う高等学校 へ

通 わせ る こと もある とい う。 こ う した こ とか ら、外 国籍生徒 や保 護者 に とって高 等学校 に

入 学す る 目的は 日本 語 の習得 、高卒 資格 の取得 、 あるい は、実 質的 な能力 の向上 と多 岐 に

わた って いる こ とが わか る。 この よ うな多 様 なニ ーズ にいか に応 えて い くか が今後 のE高

等学校 の課題 で あろ う。

事毫毛聽蟀毳婁韓多転羹獄繊、1誓曾sξ鱒銘欝む鍋系鱸ξ畷宝紬s2嬢 属受(き(墫



4.3女 子教員による外国人生徒への情熱を込めた教育姿勢:F高 等学校

F高 等 学校 は今 か ら10年 前 の1996年 、 「電気 科 」にアル ゼ ンチ ン出 身の 男子 生徒 、 な ら

び に 「自動車科 」に ブラ ジル出 身の男 子生 徒、 計2名 が 入学 したの を機 に、 これ まで50名

の外 国人生徒 を受 け入 れて きてい る。外 国人生 徒、特 に 日系 人 の受験 者数 は増加 の傾 向が

あ り、 今 年 度(2006)は15名 が受 験 し、 ブ ラジル 人6名 、ペ ル ー人3名 、 タイ 人1名 が 入

学 した。

この学校 の入学 試験 は、「工 業技術 科 国4]」とい うことで、面接 、実技 試験 が行 われ てい

る。面 接 は 日常会 話程 度の 日本語会 話能力 を有 す るか否か をみ る もの であ り、実技 試験 は

日本語 で書 かれ た指示 を読み と り、そ の指 示通 りに作 業が で きるか を評 価す る ための もの

であ る。 こ う した 入学 試験 を課 してい る もの の、 「受験者 数 が定 員 に満た ない た め、 日本

語 、教 科学習 とも に不 十分 と思わ れる生徒 で あって も受 け入れ る傾向 にあ る。 また、今年

度か ら、県 の方針 に よ り日本語 能力 に関係 な く、積極 的 に外 国人生 徒 を受 け入 れ る ように

との指 示が 出 され 、学校側 はそれ に従 って い る」と女性教 員 はそ の実 態 を訴 えた。そ の結果 、

日本語 が ほ とん どわか らず今 年度入 学 したペ ルー人生徒 が何 度 も学 校 の中 で 自分 が どこに

いるか わか らな くなる こ とが ある とい うこ とが起 こ り、 こう した現 実が外 国人 生徒 の指導

にあ たって いる現場 の教 員 を困惑 させ る こ ととなっ てい る。多 くの外 国人生徒 を受 け入れ

てい るこの学校 において、 実際、 外 国人生徒 の受 け入 れ体 制 はいか な る もので あ ろうか。

外国 人生徒 の学習 サ ポー トについ て、上述 の よ うな 日本語 が不 自由 な生 徒 を受 け入 れて

いる に もか かわ らず、 国語 の授 業 時 間 を利 用 して 日本語 の 取 り出 し授 業が 行 わ れる こ と

が唯一 の外 国人生徒 に対 す る学 習面 でのサ ポー トであ り、 これ以外 に特別 なこ とは全 くな

されて いない 。 こう した学 習面以 外 のサポ ー トには、就 職、進 路、生 活 な どに関す る指 導

や相談 な どが外 国人 生徒 に対 して行 われ てい るが、実質 的 にはあ る女性教 員、 しか も、そ

の教 員 は外 国 人生徒担 当 と して特 別 に配置 され てはい ないの であ るが、外 国人生徒 が彼 女

の もとへ助 けを求 めて来 るの で、 そ の役 割 を一人 で担 って いる とい う現状 があ る。 この学

校 で はHRが な いため、 担任 の教 員 は存在 す る もの の、 出席確 認等 の事務 的 処理 以外 の コ

ミュニ ケー シ ョ ンは ない。 この女性 教員 は夏 季休 暇 中に も来年度 大学 受験 を控 え る4年 生

14 2006年 度 より 「工業技術科」に一本化 され、2年 次か ら「機械 コース」、「電気 コース」、「建築 コース」、「自動車

コース」か らひ とつ を選択 し、専 門的な学習 を行 うことになっている。
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の男 子生徒 の オー プ ンキ ャ ンパ スに付 き添 った り、 また、筆者 らが 訪れ た 日も、先 の男 子

生徒 が受験 大学 に提 出す る書類 の書 き方 や面接 の作 法 を指導 してい た。彼女 の外 国人生 徒

へ の視点 は、 「常 に 自らの 目の前 にい る生徒 の生活 を どうす るか 」で ある。 しか しなが ら、

彼女 が 言 う には、 「教 員 の多 くは学 校 の 中 に多数 の外 国人生 徒 が存在 す る こ とが 国際 化、

あ るい は、開か れた学 校で あ るかの よ うに間違 って認識 して お り、外 国籍生 徒 の存在 を対

外 的 にア ピー ルす るため の手段 と考 えてい る」とい うこ とであ った。 それ ゆ え、外 国人生

徒 の受 け入 れ に対 す る考 え方が ほかの教 員 とは根本 的 に異 なってお り、 その結 果、外 国人

生徒 の受 け入れ が学校 全体 の取 り組み として機能 して いない こ とを指摘 した。 また、 そ こ

に は実業 を 目指 す高 等学 校特 有 の理 由 も存在 し、そ れぞ れの教 員 は 自らが担 当す る 「科 」

や 「コース」以外 に所 属 す る生徒 につ い て は一切 指導 の対 象 とはな らない とい った 「科 意

識」や 「コース意 識」が強 くみ られる とも述べ て くれた。

外 国籍生 徒の保 護者 との コミュニ ケー シ ョンに関 しては、保 護者 の帰 宅時 間が非常 に遅

く、 コミュニ ケー シ ョンを とる こ とが物 理 的に困難 で ある こ と、 さ らに、 ことばの 問題 も

あ い まって、彼(女)ら と コ ミュ ニケー シ ョンを とる こ とは至 難 の業 であ る とい う。 昨年

の10月 か ら半年 間、 学校 には ポル トガル語 の 非常 勤通 訳 がお り、 な ん らかの 問題 が生 じ

た ときには保護 者 と コミュニケ ー シ ョンが とれ る状 態 であ ったが、 現在 、通訳 派遣 は カ ッ

トされ、保 護者 会の み特別 措置 として通訳 が招聘 され る とい う体制 が とられ てい る。 こ う

した就労 をは じめ とする外 国人生 徒 の保護者 が抱 え る問題 を解 決 する こ とな しに、 子 ど も

た ちの教 育の 問題 を真 剣 に語 る ことはで きない。

以 上、述 べ て きた ことは、 日本 社会 にお ける外 国籍生 徒が在 籍 して いる高等 学校 の教育

理念 、教 育姿勢 、そ れ に対 す る取 り組 みが 中心 に なってい た。一 方、近 年、 そ ういった外

国籍 児童 ・生徒 のた め に、外 国 人学校 が設 立 されて きた。 こ こで は、特 に、 ブ ラジル人学

校 に着 目し、 いか なる学習 環境 を有 して いるの か、そ の実態 の把握 に迫 りたい。

5.ブ ラジル式で訪問者 を歓迎する学校A県 のブラジル人学校

この学校 は、 ブラ ジルへ 帰 国す るこ とを前 提 とし、 ブ ラジル人 の子 どもた ちがや がて帰

国 した際 に、 直接 、本 国 の学 校 で行 わ れ てい る授 業 に順 応 で き る よう に と1998年3月 に

開校 され た。 以 前 は工場 で あっ た空 間 を リフ ォー ム し、 学校 に作 り変 え た とい う。 現在 、
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工 場内 は:二階建 て にな ってお り、一 階は通常 、教科 学習 を行 う教室 、音楽 室、実 験室 、パ

ソ コン教 室 な どの特 別教 室 、食 堂(調 理 室含 む)、 二 階 はバ レー ボー ルや サ ッカ ー をす る

こ と も可 能 な屋 内体 育館 とな って い る。 休 み時 間 に飲 み物 や お菓子 類 が購 入 で きる よう

に、学校 の敷地 内 にブ ラジルか らの輸入 食 品 を販売 す る小 型 トラ ックが常 駐 してい る。 ま

た、 駐車場 には児童 ・生 徒 の送迎 に用 い る大 型マ イ クロバス を含 む9台 が所 狭 しとな らん

で いた。学 校 か ら何 十キ ロ も離 れた場所 か らも児童 ・生徒 たち は通学 す るため 、送迎 バス

は外 国人学 校 に とって は必 要不 可欠 な もの とな って い る。 この学 校 で は3歳 ～18歳 まで

の子 どもたち合 計 約400名 が 同一空 間 で学 ん でい る。 月曜 日～ 金曜 日まで、 第1～3学 年

が 午前 中 に、そ して、 第4～8学 年 が午後 に学 習 す る とい うシス テムが とられて い る。 校

長 自 らが筆 者 らを各教 室へ と案 内 し、各 部屋 の授業 の様子 を説 明 した。 まず、驚 か された

のは筆者 らを迎 え るため に子 ど もた ちが歓迎 の歌 を歌 って くれた こ とで ある。 この学校 で

は託児所 とい う性 質 も兼 ね備 えてい るため、 両親 が共働 きの家庭 の子 ど もた ちは一 日中学

校 にい るこ とも多 い。 そ のため に、学校 に調理 施設 が整 ってお り、子 どもたち の食事 を提

供 す るこ とが可 能 とな ってい る。 また、休み 時 間を知 らせ る音 もチ ャイムで はな く、 に ぎ

や かな音楽 が廊 下 に響 きわた る。休 み 時間 には、筆 者 らの訪 問 日が ち ょう ど一人 の女子 児

童 の誕生 日で あった ため、 ケー キ とジュース が振舞 われ た。 こ うした一連 の事柄 は 日本 の

学校 で はみ うけ られず 、 日本 の 中の ブラ ジル を印象 づけ、 文化 の違 い を意識 せ ざる をえな

か った。

まず、彼 らのポル トガ ル語 学習 につい て 目を向 けたい。 ブ ラ ジル人 学校 の児童 ・生徒 た

ち は、幼少 期か ら一貫 して ブ ラジル人学校 に通 う者 、以前 日本 の学校 に通 ってい た者、 一

度 ブラ ジルに帰 国 し、再 来 日した後 あ る一定 の年齢 か らブ ラジル人学校 で学 び始 めた者 な

ど多様 な生 徒 が在籍 してい る。実 際に、小 学校1年 生 のク ラス を訪 問 した際 、午前 中 は 日

本 の学 校、 午後 はブ ラジル人 学校 に通 ってい る とい う女 の子 に出会 う ことが で きた。 こ う

した 日本在住 の ブ ラジル人生徒 に対 す る教 員 の不安 は、彼(女)ら の ポル トガル語 であ る。

つ ま り、 日本で の滞在期 間が 長期化 して くる と、 ポル トガル語 を話す とい う面 には支障 は

な くて も、 ポル トガル語 を書 く際 に誤 りが生 じて くる とい うこ とであ った。 この 点、 ブラ

ジ ル人児 童 ・生徒 の親 が ブ ラジル人 学校 に転入 学 させ る理 由 と も関 係す る。 これ に関 し

て、小 内(2003:95)は ブ ラジル 人学 校 を選択 した 親 の約8割 が 「ブラ ジルで進 学 す るの に

役 立 つ」を理 由 と してあ げてお り、 また、 そ の うち、 日本 の学校 に通 わせ た経験 のあ る親

は、 「日本 の学校 で はポ ル トガル語 が勉 強 で きない 」との 回答が 最 も多 か った こ とを述 べ
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てい る。 そ して、 この結 果 か ら、「ブラ ジル人学 校 を選択 した親 の多 くがブ ラジ ル進学 を

念 頭 におい てい る こと と照 ら し合 わせ て考 える と、学 習言 語 と して のポ ル トガル語 能力 に

関わ る不 安が 親 に転 学 を決断 させ た」と小 内(2003:95)は 推測 して いる。

次 に、 ブラ ジル人学校 に通 う生徒 の将 来 につ い て触 れ てみ たい。 ポル トガル語 の クラス

を訪 れた 際、生 徒 た ちに将来 の展 望 につ い て教 師を通 じて尋 ねてみ た。 そ の結果 、「ブ ラ

ジル の大 学 に行 きた い」とい う者、 ある い は 「この まま 日本 に住 みた い」とい う者 が ち ょ

うど半 数ずつ で あった。 ここか ら、生 徒 に よって さ まざまで ある とい う印象 を受 け る。 し

か しなが ら、学校 全体 を見 渡 してみ る と、 「昨 年度 は このブ ラ ジル人学校 か ら13名 が卒 業

し、4名 が ブ ラジ ルに帰 国 し直接 大学 に入学 したが、 残 りの9名 は卒業 後 、地 元で 働 くこ

と を決 め た」と校 長が 語 って くれ た。 つ ま り、 ブ ラジル 人学校 に通 い、現段 階で は半数 が

ブ ラジルへ の帰 国を希望 していて も、現実 的 には 日本 で の生活 を続 ける こ とを選択 す る生

徒 が圧 倒 的多数 を占め てい るの が わか る。 この こ とにつ いて、 小 内(2003)は ブ ラ ジル人

学校 の生 徒 たち の多 くが ブ ラジルで の進学 ・就 職 を希 望 し、 さ らには、高学 歴 を望 んでい

るが、 この ような将 来志 向 は現実 的 には不 可 能 であ るこ とを明 らか に して いる。続 けて、

「ブ ラジル 人学校 の卒 業 生 は、 ほぼ全 員が 工場 で の労働 に従 事 して お り、 ブラ ジルへ の帰

国 は実現 して いな い。将 来 つ きた い仕 事 と して、 上位 にあ げ られ てい た通 訳、 技術 者 な

ど、専 門的 な職業 に従事 す る ことは もちろ んの こと、多 くの生徒 に とって、 ブラ ジルでの

大 学 進学 も難 しい状況 に なって い るので ある(小 内2003:121)」 とい う。 この こ とは、筆 者

らの訪 問 した この学校 の状況 とも一 致 してい る。

日本 の学校 との連携 ・交流 は地域 との交流 を 目的 と して、 ブ ラジル人学校 は近 隣 に位 置

す る複 数の 日本 の公 立小 ・中学 校 とス ポー ツ大 会 を通 した リク リエ ー シ ョン活動 を行 って

い る。 た とえ ば、ブ ラジ ル人学校 の児童 ・生徒 と 日本の学 校 の児 童 ・生徒 が一緒 になって

サ ッカー を した り、 また、互 いの文 化紹介 を通 して交流 を行 って いる。 日本 人 の子 ど もが

ブ ラジル 人学 校 を訪れ る場合 もあれば、 ブ ラジル 人学校 の子 ど もたちが 日本 の学校 を訪れ

る とい う双 方向 の関係 が成 り立 ってい る。 回数 を重 ね るにつ れ、 ブラ ジル人学校 か ら日本

の学校 に行 きた い と訪 問 を希 望す る子 ど もたちの声 が多 く聞 かれ始 めて きてい る との こと

で、 初め は10名 だった 参加希 望 者が 、次 の機 会 には30名 に まで増 えて い る とい うこ とで

あ る。 同様 に、 同 じ系列 で他 地域 にあ るブ ラジル 人学 校 に通 う子 ど もた ち との交 流会 も年

中行事 に組 み込 まれ てい る。

こう した 日本 人 と外 国人 の子 どもた ちの交流 実践 に対 して、小 内(2003:60)は 「子 ども
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た ちの外 国 人児童 ・生 徒 との交流 の体験 や そ れ を通 じた外 国 人児 童 ・生徒 に対す る見 方

は、地域社 会 にお ける外 国人 との共生 を実現 す る上で 、二重 の可能性 を もっ てい る」とし、

ひ とつ め は 「子 どもたちの体験 や意識 は、 親の意 識 に影響 を与 え、彼 らの外 国 人 に対 す る

接 し方 を変 える力 を もつ 可能性 が あ る(小 内2003:60)」 、 もうひ とつ は 「子 ど もた ちの現在

の体 験や 意識 は、長 期的 な視点 で見 れば、 セ グ リゲ ー ト化 されつ つあ る地域社 会 の現状 を

克服 し外 国人 との共 生 を実 現す る可 能性 を もってい る(小 内2003:60)」 と述べ て いる。

イ ンタ ビューの最後 に、校 長 は外 国人学校 に通 う生徒 の権利 につ いて著 者 らに次 の よう

に訴 え た。

外 国人の子 どもたち も日本 人の子 どもたち と同様 に学校 に通 って勉 強 してい ます 。学

生 とい う身分 はブ ラジル人 であ って も同 じです。 それ に もか かわ らず、 日本 政府 は ブ

ラジル人 の子 どもた ちを学生 とは認識 して いない のです 。 日本 の子 どもたち は定期 券

が使 え るのに、 ブ ラジル人 の学生 は使 え ませ ん。 ブ ラジル人 の子 ど もだ って、 日本人

の子 どもたち と同 じように電車 もバス も利用 します 。そ れ なのに、 定期券 が購入 で き

ませ ん。 学生 と して の権利 をブ ラジル人 の子 ど もた ちに も与 えてや って欲 しい です。

(筆者 訳)

6.日 本の学校の挑戦

外 国籍児 童 ・生 徒 の増加 に伴 い 、 日本 の学 校 は彼(女)ら を対 象 と した教 育実践 のあ り

方 を模索 中で あ り、 さまざ まな対 応 や工夫 を行 い始め てい る。 ここで は、そ の一部 を紹介

したい。

1)静 岡県浜松 市立 高等学 校 〔・15]

2007年4月 か ら、 日本 、 あ るい は、 母 国で の進 学 を希 望す る外 国籍生 徒 を対 象 と した

「イ ンター ナシ ョナル コース 」が全 国 に先駆 けて、 静 岡県浜松 市 立高等 学校 で 開設 される。

15 詳細 は、 下 記 の ホ ーム ペ ー ジ を参 照 され た い。

http=〃www.cit卿amamatsu-szo.edjp/ichiritsu-h/sub-menu/internationalclass.html
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「イ ンターナ シ ョナル コー ス」設 置 の背 景 に は、 以下 の 二つ の点 が大 き く関係 して い る と

市 長 は示す 。 まず 、一 点 目は、 浜松 市 はブ ラジル 出 身者 を は じめ とす る外 国人 が 数多 く

居住 して いる集住 都市 で あ り、市 の総人 口 に占め る外 国 人登録 者数 の割合 は 日本 国内全 体

の もの を はるか に上 回 る約3.2%で あ る こ とであ る。 そ して、 二点 目は、市 内 の外 国籍 中

学生 が1,000人 を超 え、 高校 進学 を希 望す る者 が多 い こ とであ る。 そ こで、浜松 市 立 高等

学校 で は 「学ぶ 意欲 と能力 の あ る外 国人 中学生 に、 そ の持 てる力 を最大 限 に発揮 す るこ と

ので きる高 等学校 を用 意 し、将 来、 母 国 と日本 の 「架 け橋 』とな り、 『世 界都 市 ・浜 松』の

発 展 に寄与 す る人材 を育 成す る就学 シス テム を整備 す る(『浜松 市立 高等学校 』よ り抜粋)」

こ と を 目的 とし、 「イ ンター ナ シ ョナ ル コース」と呼 ばれ る外 国人生 徒 の み を対 象 と した

英 語 とポル トガル語 の ク ラス を設置 す る。各 ク ラス の専任 講師 は本 国 よ り招 聘 され、外 国

人生徒 に対 して は母語 に よ り教 育が提 供 され る。授 業は外 国人 講師 に よる英 語や ポル トガ

ル語 の学習 の ほか、 国際理 解 の学習 、そ れ に加 え、 大学 進学 を 目指 す こ とが 「イ ンターナ

シ ョナル コース」の 目標 であ る ことか ら、 カリキ ュラ ムに大学 進学 に必要 な学 習 を取 り入

れて い る こ ともこの コース の大 きな特 色 と して挙 げ られる。 入学 定員 は20名 前 後 で、 調

査 書、推 薦書 、筆記 試験 、面接 によ り選抜 される こ とに なる。筆 記試験 は、 ポ ル トガル語

コー スの場 合、 文系 あ るい は理系 の どち らを選 択 す るか に よ り、 受験 す る科 目が異 なる。

文 系 を志望 す る際 、国語 ・数 学 ・英語 の3教 科 を、 そ して、 理系 を志 望す る際 は、 数学 ・

理 科 ・英語 の3教 科 を選 び、基本 的 には 日本語 で受験 す る ことが義務 付 け られて いる。 し

か しなが ら、 数学 ・理科 ・英語 に 関 して は、 ポル トガル語 での受験 も認め られて お り、 ま

た、国語 以外 の科 目の漢 字 にはル ビ をつ ける とい う考 慮 もな されてい る。一 方、英 語 コー

スの受験 者 は、 国語 ・数 学 ・英語 を 日本語 で受験 す る こ とが あ らか じめ決 め られ てい る。

いずれ の入学 試験 も2007年 の2月 に実施 され る予定 であ る。

2)定 住化 に向け た外 国 人児童 ・生徒 の教 育特 区匚・16]一群 馬県太 田市一

群馬 県太 田市 は、 平成16年3月 に 「定住 化 に 向け た外 国人児 童 ・生徒 の教 育特 区 」と し

ての認定 を受 け、平 成17年4月 か ら、市 内の公立小 学校 ・中学校 にお いて 日本国 内、 な ら

16 太田市役所によると、構造改革特別区制度 とは、「地域 の特性 に応 じて地域を限定 し、法律や政令、通達等の

規制緩和 など規制の特例措置 を設けて、地域経済や全 国的な規制緩和への波及を行 い日本全体 の経済の活性化

を推進するもの」と記されている
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び に本 国ブ ラジルか ら選抜 された 日本語 ・ポル トガル語 のバ イ リンガ ル教 員7名 が 日本語

教 室 での授業 を担 当 してい る。群馬 県太 田市 は、県 の南東 部 に位 置す る北 関東で も有数 な

工業 の町 と して知 られ てい るが、 また、東 南部 にあ る大泉 町 も数 多 くの工場 が ひ しめ き合

う工業都 市 であ り、そ こでの労 働 の多 くは外 国人労働 者が担 ってい る。市 の外国 入登録 者

数 は8,992人 で、 市 の総 人 口の 約4.2%を 占め る(2005年12月 末)。 大 泉 町 は とい う と、 町

の総 人 口が41,318人 に対 して、外 国人登 録 者 数が6,753人 を数 え、 この 町 の6人 に ひ と り

が外国 人 とい う計算 に なる(2005年12月 末)。 この大泉 町が 「ブ ラジル タウ ン」と称 され る

こ とか ら もわか る よ うに、外 国人登 録者 数の おお よそ7割 が ポル トガル語 を母語 と した ブ

ラジル出 身者 であ る。 こ う した状 況下 、「太 田市 に在 住す る外 国 人の子 ど もた ちの 定住化

の ため に」をス ロー ガ ンに掲 げ、 平成17年4月 に 「定 住化 に向け た外 国人児 童 ・生徒 の教

育 特 区」を開始 した。太 田市 に よる と、 この制 度 は、公 立 の小 ・中学校 の校 区 を6つ の ブ

ロ ックに分 け、各 ブ ロ ック に集 中校 を配置 し、 日本語 、あ るい は、教科 学習 をバ イ リンガ

ル教員 と日本 語担 当教員 が互 い に協力 しなが ら、子 どもた ちの習熟 度 に合わせ て二 言語 で

サポ ー トを行 うとい う もので あ る。 この結 果、 定住化 に伴 い、外 国籍 の子 ど もた ちの教育

的側面 に犠牲 が払 われて いた これ まで とは異 な り、バ イ リンガル教 員 が導入 され る ことで、

外 国籍 の子 どもた ちが一 日も早 く 日本 の教 育制 度 に適 応す る こ と、学習 の理解 が促 進 され

る こ と、そ して、外 国籍 の子 どもたちの将 来の進 路選択 の 幅が少 しで も広が る こ とが同市

に期待 され てい る匚*17]。

3)英 語以外 の外 国語 を カリキ ュラム に導 入 してい る高等 学校

文 部科 学省 が隔年 で実 施 して い る 「国際 交流パ ンフ レ ッ ト(2005年6月)」 に よる と、 高

等 学校 におけ る英語 以外 の外 国語 科 目の 中で履 修者 数 が最 も多 いの は中 国語 の19,045名 、

次 に、 フラ ンス語 の8,081名 、 そ して、朝 鮮 ・韓 国語 の6,476名 と続 く([グ ラフ3]参 照)。

一方
、 ブ ラジル人 の母 語 であ るポル トガ ル語 は第8番 目に位 置 し、公 立、私 立 を合 わせ て

もわずか9校 で しか実施 されて お らず、履 修生 も102名 で あ る。 この ことか ら、 ブラ ジル

以外 の ラテ ンアメ リカ諸 国の母 語 であ るスペ イ ン語 と比較 して、 同 じニュ ー ・カマー とい

うカテ ゴリー に所属 していて も、 ブ ラジル人の 母語 であ るポル トガル語 を外 国語 として 導

入 してい る高 等学校 は非常 に限 られて い る こ とが[グ ラフ4]よ り読み 取 れ る。 また、2.1

17 太田市役所ホームページ参照
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にお いて、 日本語 指導 が必要 な児童 ・生徒 の状 況 を記 したが、 そ こでは、母語 が ポル トガ

ル語 、つ ま り、 ブ ラジル出 身者の割 合が もっ とも高 い こ とが わかっ た。 しか しなが ら、 そ

の一 方 で、彼(女)ら の母語 で あ るポル トガル語や ブ ラジル文 化 を学 ぼ う とす る 日本 人学

生 、 あるい は、外 国籍生 徒 の母語 や母文化 の教 育 を提 供 しよう とす る教 育機 関 は非常 に少

なか った こ とが わか る。 とはい え、前 回、2001年 の調査 時 と比較 す る と、 わずか3校 では

あ るが 開設学 校数 は増 えてお り、今 後、 ます ます増加 す るこ とが予想 され る。

[ク ラフ3]【 高等学校 にお ける英語以外の外 国語 の履 修者数[*18]】

「国際交流パ ンフレ ノト』より引用

ポル トガ ル語 を学校 設定科 目の ひとつ と して カ リキュ ラムに導入 してい る高等 学校 の う

ち、学校 の所在 を特定 す る こ とがで きた愛 知県 立尾 北 高等 学校 につ いて 以下 に記 す。 こ

の高等学校 は、江 南市 に位置 す る公立 高等学 校 であ る。江南 市 には515名 の 日系 ブラ ジル

人 が居住 し、 この数 は県 内の全66市 町村 の うち28番 目で あ る。 と ころが、 隣…接 す る小 牧

18 文部科学省 「高等学校 における英語以外 の外国語の開設について(2003年5月 現在)」の統計結果 を用い、筆者

自身か作成 した もの。 もともとは表形式てあったことを付記 してお く。
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市 の 日系 ブラ ジル人 の数 は4,596名 と県 内 で5番 目に高 い値 を示 す。 こう した環境 にあ る

尾 北 高等学校 には 「21世紀 の国際社 会 に貢献 で きる人材 の育 成 を 目指 し、複数 の外 国語 を

学 ほ う」を 目標 に掲 け る 「国際 コ ミュニ ケー シ ョンコース 」が設 置 されて い る。 そ こで は、

開設 当初 か ら、英語 以外 の外 国語 として 「フラ ンス語 」、「中国語 」、 「ポ ル トガル語」が 開

講 されてお り、生徒 は これ らの外 国語 の 中か ら一つ を選択 し、 第二 学年 の1年 間、 週一 回

2時 間の学 習 を行 う。 いず れ の言語 も母語 話者 か授業 を担 当 してお り、2006年4月 現 在 に

おい て、 中国語14名 、 フラ ンス語14名 、 そ して、 ポル トガル語 は11名 の生徒 が選択 して

い る。

[グ ラ フ4コ 【高等孚校 におけ る英語以外 の外国語の学校数[*19]】

『国際交流パ ンフレノト』より引用

いすれの取 り組 み に して も、依然 と して教育 を担 う人材 や児童 ・生徒 に適 した教 材の不

足 といっ た課 題 はあ る もの の、外 国籍児童 ・生徒 に とって非常 に学 びやす い環境 が構築 さ

れ始 めて いるの は事 実 であ ろ う。 また、 同時 に、学校 とい う同 じ空 間で共 に学ぶ 日本人 児

19 文部科学省 「高等学校 にお ける英語以外の外 国語 の開設 について(2003年5月 現在)」の統計結果 を用い、筆者

自身か作成 したもの。もともとは表形式てあったことを付記 してお く。
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童 ・生 徒 に対 して も、外 国籍 生徒 の母語 や母文 化 の存 在 を改め て認識 し、 顕在化 させ る意

味 におい て役 立つ 取 り組 み であ る とい え る。現 在、 群馬県 、静 岡県 とい った外 国人集住 地

域 にのみ導入 されて いる こう した教 育 シス テム を今後 どの ように各地 域 に広 め てい くかが

課 題 として挙 げ られ そ うで ある。

7.お わ り に

本稿 で は、 外 国籍生徒 の高校 進学 者が 近年増 加傾 向 をみせ る中、外 国籍 生徒 がい かな る

学 習環 境 に置 かれ てい るのか につ い て、 国や 地 方 自治体 の 施策 、 な らび に、実 際 に外 国

籍 生徒 を受 け入れ てい る公 立高 等学 校3校 お よびブ ラジ ル人学校1校 の事 例 を紹介 し、教

員 に対 す る聴 き取 り調査 、お よび参 与観 察 を もとに、現状 と課 題 につい て述べ て きた。 ま

ず 、 国の教育 的施 策 にお いて 、小学校 ・中学校 に在籍 す る外 国 人児童 ・生徒 に対 して は 日

本 語指 導 を中心 とす る様 々な取 り組 みが な されてい る。 ただ し、 このた びの調査 対象 であ

る高等 学校 に在籍 す る外 国籍 生徒 に対 して の教 育的 配慮 に関 して は地 方 自治体 に まか され

てい る感が否 め ない。 つ ま り、外 国籍生徒 の教 育へ の取 り組み は 自治体 ご とに まった く扱

いが異 なるので あ る。 先述 の とお り、本 稿 で取 り上 げたA県 の場 合 、各教 育機 関の連携 の

もと高 校進 学 を控 えた中学生 、 ある いは、高校 入学 を果 た した者へ の なん らかのサ ポー ト

が行 われ てい る。 しか しなが ら、 こう した支援 はな されて いる ものの、外 国籍 生徒 が実 際

に在籍 す る高等学校 の現 場 の声 に耳 を傾 け る限 り、 依然 十分 な もので はない こ とが 明 らか

に なっ た。 それ らは、以 下8項 目に要約 され る。1)入 試 制度 の あ り方、2)日 本語 指 導体

制 の確 立 、3)定 時制 とい う組 織構 造、4)学 校 に対 す るニ ーズ の多様化 、5)休 学 ・退 学 の

増 加、6)受 入 れ校 の教 員 間 の連帯 、7)保 護者 と教 員 間の コ ミュニケ ー シ ョン、8)日 本人

生徒 と外 国 籍生 徒 間の コ ミュ ニケ ー シ ョン。 ブラ ジル人 学校 に関 して は、1)生 徒 の 将来

へ の展 望、2)ブ ラジル人学校 に通 う生徒 へ の権利 の保 障で ある。

以上 の課 題 の解 決 に 向け て、NGOが 掲 げて い る6つ の提 言 の うち、 この研 究 テー マ に

最 も密 接 な2項 目とそ のた めの施 策 匚・20]を挙 げて み る。

20 移住労働者 と連帯する全 国ネッ トワーク(編 著)(2006)『 外国籍住民 との共生にむけて一NGOか らの政策提言』

pp.94-96現 代人文社 ・大学図書
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○ 移住者 の子 どもの 日本社 会へ の適応 を支援 す るため 、、国 と自治体 は次 の施策 を行 う。

① 日本 語指 導 を公 教育 の なか に位 置づ け、 日本 語 を母語 と しない児童 ・生徒 の学 習す

る権 利 を保 障す る。

② 家庭 内言語 が 日本語 で ない児童 を対象 に、入 学前 指導 を実施 す る。

③ 年齢 別学 年制 に とらわれず 、習熟 度 に対 応 した 日本語教 育 プロ グラム を開発 し、教

材 を準備 す る。

④ 日本 語指 導 に当た る専 門の教員 を配置 す る。 また、教員 だ けで は指 導 しきれ ない部

分 を補 うた め、 広 く地域社 会 に人材 を求 め、非常 勤、 ボ ランテ ィア等の 日本語 指導

教 員 を配置す る。これ らの 指導員 に は、一般教 員 と同等 の身分 的 ・法 的保 障を与 える。

⑤ 移住 者生徒 の高校 進学 を保 障す るため 、 日本 語 を母 語 としない生徒 の受入 れ特 別枠

を設 け、 これ を拡充す る。

⑥ 公 立高校 受験 にお ける定員 内不合 格 を、直 ち に禁 止す る。

⑦ 本 人の母語 によ る高校 受験 を認 め る。

⑧ 両親 の母語 による情報 と相 談の機 会 を提 供す る。

⑨ 国 は、これ らの施 策 に必 要 な、指導要 領 におけ る位置 づけ、財源 の確保 な どを行 う。

○民 族学校 、外 国入学 校 の設置 ・運営 を保 障す るため、 次の措 置 を とる。

① 民族学 校 ・外 国 人学校 に対 し、助成 金、 免税措 置、 卒業 資格 におい て、学校 教育 法

第1条 に規 定す る学校(1条 校)と 同等 の地位 を認 めるた めの法 改正 を行 う。

② 地方 自治体 は、す べて の外 国人学校 、民 族学校 に対 して、 学校 の認可 、助成 金の 交

付、廃 校 とな った公立 学校 の校地 ・校舎 の無償 貸与 な どの積極 的措置 を講ず る。

③ 各 関係 機 関は、す べ ての民族 学校 ・外 国人学校 に対 して 、通学 定期 、学校保 険、 学

校保 健、給 食、 奨 学金 制度、 通学 や学 内 での安全 対 策 な どにおい て、1条 校 と同等

の扱 い をす る。

5年 間 にわ た るCOE研 究 プロ ジェ ク トの締 め く くりと して、2006年10月15日 、大 阪 大

学 中之 島 セ ンター を会場 と して国 際 シ ンポ ジウムが 開催 された。 著者 らが掲 げ たテーマ は

学校 現場 を軸 と した 「共 生 の現在 と未 来」で あ った。 その ため に、5年 間の研 究 活動 を通

して築 い て きたネ ッ トワー クか ら5名 の協 力者 に講演 を依 頼 した。 そ の 目的 は、各 ス ピー

カ ーか らの 講演 を リソース と して 会場 の一 般参 加 者 を巻 き込 み、 著者 ら を含 め た研 究 グ
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ルー プ の メ ンバ ー と講演 者 が と もに分 か ち合 うこ とで、外 国人児 童 ・生徒 に関 す る認識

を深 め、彼(女)ら に対す る教 育 の現状 を把 握 し、今 後 の教 育の あ り方 を再 考す るこ とで

あった。

以下 で は、講演 者5名 が現 在、外 国人の 子 ど もた ちの教 育 に対 して どの ような こ とを感

じて いるの か、 当 日の講 演の 内容 を簡単 に記す 。 まず 、文 部科学 省の外 国人 児童 ・生徒教

育 担 当者 は 「我 が 国の外 国人 児童 生徒教 育 」とい う タイ トルで講演 し、 統計 資料 を用 い な

が ら現 在文 部科 学省 で実 施 され てい る教育 的施 策 を説 明す る と ともに、 「親の生 活 が安 定

しな い と子 どもの生活 も安定 しない」ため 大人へ の 日本語教 育 や生活 環境 整備 が必要 であ

る こと、 外 国人学校 の管理 ・運 営 につい ては当該 政府 に も責任 の主体 があ るため 、外 国人

住 民の 出身 国政府 と日本 政府 が連携 す る必 要が あ る とい う こと、外 国 人労働 者 を雇用 して

利益 を得 てい る存在 と しての企 業や 産業界 の社会 的責任 もある こ と、多 文化 共生社会 を築

きあげ るため に はホス ト社 会 であ る 日本 人住民側 の施 策整備 と同時 に、外 国人住民 の 自立

を促 す こ と も必要不 可欠 な こ とで ある とい うこ とを強調 した。

次 に、「定時 制高校 にお け る外 国 籍生徒 の現状 と課題 」とい うテ ーマ で外 国人 生徒 が在

籍 す る高等学校 の教 員 に よる講 演が行 わ れた。 そ こでは、教 員 の生の声 か ら高等学校 とい

う教育現 場 で今何 が起 きてい るのか とい うこ とをうかがい 知 るこ とが で きた。そ して、休

学 お よび途 中退学者 が多 い こ と、教 員 間で外 国人生徒 へ の教 育 に関 してギ ャップが生 じて

い るこ と、 子 どもが抱 え る問題 を解決 す る ため には、 まず、 彼(女)ら の 親が 直面 してい

る問題 を解決 す るこ とが 望 まれる とい うこ とが 指摘 され た。

また、 ス ピー カー として 日本 に在 住す る 日系 ペ ルー人 、 日系 ブラ ジル人合 わせ て3名 が

声 をあ げ、 彼(女)ら が 日常生 活 を送 る中で感 じてい る子 どもの教育 に関す る様 々な 問題

意 識 につ いて語 った。 まず、 日系 ペ ルー 人4世 の大 学院 生 は 「進学 を希 望 す る 日系南 米 の

子 ど もた ち」とい う タイ トルで 、 自 らの実 体験 を交 え、外 国籍 の子 ど もた ちが学 習 に必 要

な 日本 語能力 を習 得す る ことが非常 に困 難で あるた め、 その結 果、将 来進 むべ き選択肢 が

狭 まって い るこ と、 また、 た とえ外 国人生徒 が 高等 学校 や大 学進 学 を希望 した と して も、

サポ ー ト体制 が十分 で は ない ため あ き らめ ざる を得 ない状 況が存 在す る とい うこ とを指 摘

した。 次 に、二 人 の子 どもが 公立 小学 校 に通 う日系 ブラ ジル人男性 は、 「外 国籍 児童 保 護

者 か らの声 」とい う タイ トルで発 表 した。 特 に、子 ども と親の 関係 につ いて、外 国人児 童

の両親 は就労 に勤 しみ、 その 結果、 子 ど もとの コ ミュニ ケー シ ョンを とる時間が不 足 しが

ちであ る。 しか しなが ら、子 どもをかわ いが り、子 どもの話 に耳 を傾 け る心 の準備 が いつ
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もで きてい るこ とが最 も重 要 な ことであ る と訴 えた。最 後 に、公民館 で子 どもたち にポル

トガ ル語 を教 えてい る ブ ラジル人女 性 は 「社 会 的 アイデ ンテ ィテ ィ と母語 につ いて」とい

うタイ トル で聴 衆 に語 りかけ た。子 どもたちが ポル トガル語 を勉強 す る とい う ことに対 し

て、 単 に、彼(女)ら が ポル トガル語 で読 み書 きが で きる ように なる こ とを最 終 目標 と し

て いる わけで はな く、 母語 を保持 す る ことは子 ど もた ちが言語 的、 文化 的な資源 を有 す る

こ とになる と同時 に、 子 ど もの権 利 を保 障す る こ とにつ なが る とい うこ とを述べ た。

シ ンポジ ウム を終 えて、著 者 らは各 講演者 、特 に外 国人の講 演者 に次 の ように尋 ねてみ

た。 「こ うい う場 に参 加 して、何 を感 じま したか?」 以下 、そ の問 いに応答 した2名 の感想

をこ こに記 す。

私 は一応 、 日本 語 を話す こ とが で きます。 そ んな私が この よ うなシ ンポ ジウム に参

加す る こ とで、 日本語 を話す ことがで きない 日系ペ ルー 人が抱 えて い る悩 み を私 とい

う人 間 を通 して、 シ ンポ ジウム の参 加 者 に伝 え る こ とが で きた とい う点 が非 常 に よ

か った と思 い ます 。(日 系 ペ ルー人)

シ ンポジ ウムに参加 して、外 国人 のこ どもた ちの教育 、 さ らに は 日本 の将来 につい

て多 くの人 々が 関心 を持 ってい る とい うこ とを知 り、非常 に嬉 し く思 い ま した。

(日系 ブ ラジル人)

シ ンポ ジウム終 了後、会 場 におい て各講演 者 に対 して個別 に質 問 を希望 す る者が後 を絶

たず、 この テーマへ の 関心 の 高 さが著 者 らに も伝 わ って きた。 また、 この こ とは参加 者か

ら回収 され た ア ンケ ー ト結果 か ら もうかが い知 る こ とが で き る。 シ ンポ ジウム参 加 者50

余 名 中、33名 か らア ンケ ー トを 回収 す る ことが で きた。 その 回答 を、<出 席 して よか っ

た と思 う点 〉、〈残 念 だ と思 った点 〉 に分 けて、 以下 に記す 。

〈出席 して 良か った と思 う点 〉

・「当事 者、当事者 に接 す る方 々 のお話 は 、この 日本社 会 が大変 大 きな壁 となって外 国人 の

前 に立 ち はだか ってい るか を改 め て教 えて も らっ た。 壁 を くずす作 業 を してい きたい」

・「5名の ス ピー カーか ら共 通 して学 んだ こと と して、外 国籍 家庭 で は仕事 が 不安 定 で移

動 が余儀 な くされる こ とが多 い とい うこ とです 」
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・「親 の労働 時 間の長 さに加 えて、 コ ミュ ニケ ー シ ョンの困難 さ、 学校 との 連携 の むず か

しさを具体 的に語 って お られ たのが 印象 的です 」

・「普段 聞 けな い政府 の取 り組 みが どの よ うにされ てい るか、 直接 の説 明 を聞 くこ とが で

き、有 意義 であ った」

・「ゲ ス トス ピー カー個 々人の体 験 を 聞 くこ とが で きて、個 別 の状 況 に対す る理 解 はで き

た ように思 い ます 」

・「た くさんの新 しい統計 的 資料 があ り参考 にな りま した。 また、 文科 省 では外 国 人子弟

の問題 に着 目し、働 きかけが 進ん で きて い る とい う印象 を うけ ました。今後 の施 策強化

に期待 して い ます 」

・「高校 の先 生 のお話 か ら、 ホス ト社 会 の意 識の 薄 さが実 感 として伝 わ りま した。今 まで

に研 究 者の報 告 を通 して知 った こ とを(本 日は)直 接 聞 くこ とは(が で きて)意 義 があ り

ま した」

・「(外国人生徒 の)中 退 者 の多 さに驚 きます 。全 日制 高校 の 日本 人生徒 も将来 の 目標 を も

たな い ままにやめ てい きます が、 それ を上回 る数の多 さに驚 き ました」

・「(スピーチ の内容 が)各 々それ ぞれ に特徴 的 で した。外 国籍者 の ス ピーチが 日本 語力 に

やや問題 が あ り、聴 きづ らか った の もや む をえない ので しょうね」

・「生徒 が 日系人 とい うこ とで、就 職 を断 る企業 の話 しが出 て き ましたが、 外 国人労 働者

の必要性 が叫 ばれ てい るに もかか わ らず 、 自分 た ちの都 合 にあ わな けれ ば雇 用 しない 閉

鎖 性 を(改 め て)感 じま した」

・「社 会 の空 白帯 にお か れてい る外 国人児童 ・生徒 の 問題 が よ くわか りま した」

・「『親の 生活が 安定 しない と子 どもの生活 は安定 しない』とい う言 葉が 印象 的で した」

・「す ば ら しい シ ンポジ ウム開催 に心 か ら感 謝 します 。今後 も幅広 い人 々の参加 と可 能 な

取 り組 み をお願 い します 」

〈残 念 だ と思 った点 〉

・「今 日の話 のな かで、COEの 成 果 は どれで しょうか?最 先端 の研究 成 果が感 じ られ ませ

ん。 この点 では、 は っ きりいって期 待 はずれ です」

・「とて もい い内容 だっ たが、 それ らが どれほ ど国の政 策 に反映 され てい るか は疑 問だ」

この シンポ ジウム を通 して、 日本 にお け る外 国籍児 童 ・生徒 が置 か れ てい るハ ー ド面 、
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お よび、 学校 や家庭 での現 状、保 護者 との 関係 とい ったソ フ ト面 の実 態 を よ り明確 な知 識

と して享 受 し、 その ことが 参加 者 自身の とるべ き態度 を見つ め直 し、将 来に 向けて よ り現

実 的 にこの課題 に取 り組 み、行動 に も反映 して い きた い と考 え る人が ひ と りで も出 て きた

こ とは非常 に意 義深 い こ とであ った と思 われる。 一方、残 念 だ と思 った参 加者 は この シ ン

ポ ジウム におい てCOEの 研 究 成果 が語 られ なか った こ とに不 満 が ある よ うであ る。著 者

らの考 えに基づ くと、研 究 とは、 まず 、公平 な 目で客観 的 に現 実 を観 るこ と、 そ して、そ

れ を相応 し く記述 ・分析 す るた めの理論構 築 を打 ち立 てる こと、そ して、 その 内容 を報 告

書 や論文 とい う形 に まとめ る こ と、 こ うい った研 究姿勢 が中核 となる。 しか し、 この段 階

で終 わ っ て しま う と、「研 究 の ため の研究 」に なっ て しま う恐 れ が ある。 したが って、 次

の ステ ップは密接 に関連す るテ ーマ を広 く聴衆 に投 げか け、 お互 いの対話 を通 して、 それ

ぞ れの立 場 か ら意 見 を出 し合 い、 ゴー ルに向 け て課題解 決 を 目指す ことで ある。 さらに、

そ の結果 を記 述 ・報 告 す る ことに よっ て、最終 的 に は政 策(将 来 へ 向け ての提 言)へ とつ

な げてゆ くべ きだろ う。 こうい った プロセス は研 究者 の みが担 うの では な く、 日本 社会 を

構 成 す る人た ちひ と りひ と りが 当事 者 とな り、 そ の課題 に向 けて どの ような対策 を講 じた

らよいの か を共 有す る ことにつ なが ってい る と思 われ る。

今 回の 国際 シ ンポ ジウ ムは、 そのた めの場 を提供 す るこ とであ った。外 国人 の子 ど もた

ち に対す る教育 を考 える と き、 日本 社 会で生活 す るすべ ての人 が 当事 者 とな り、 同一 の 目

線 で ひ とつの 課題 に立 ち向 か うこ とが必 須 で あ ろ う。 日本 人住 民、 外 国人住 民 が 共 に集

い、 共 に語 らうζ とが共生 の壁 を取 り払 うための手 だ てであ る ことを願 って この稿 を締 め

くくりたい。
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「共生」の時代における民族 と言語、学校

呉 恵卿/植 田晃次

1.は じめ に

筆 者 らは、 最近 注 目を浴 び てい る在 日ブ ラ ジル人の研 究 や 「日本 人残留 孤児 」な どの問

題、 た とえば、 世代 間に よる言語 の断絶 、 こ どもの教育 、民族 とアイデ ンテ ィテ ィー、 ホ

ス ト社 会 との コ ミュ ニケー シ ョ ンとい った 「ニュー ・カマ ー」の諸問題 は、 「オ ール ド ・カ

マ ー」がす で に足 掛 け1世 紀か けて た どって きた とい うこ とに注 目し、 「オ ール ド・カマ ー」

と 「ニ ュー ・カマー」の接 点 となって いる韓 国系 民族 学校 に焦点 を当てて、 学校 内での 「共

生 」や ホス ト社 会 との 「共 生」な どにつ い て研 究 を進め て きた。呉 ・植 田(2005)で は、A

地域 のB中 学 校 で フ ィール ドワー クを行 い、 「共 生」の実 践 共 同体 として機 能 して い る学

校 の実情 を明 らか に した。 さらに、今 まで画 一的 ・排 他 的 な もの として暗 黙の うち に認 識

され て きた 「民族 学校 」や 「民 族教 育」が、事 実上 「共 生」を生 きる 日本社 会 に様 々 な面 に

お いて貢 献 してい る実態 を紹介 し、 「民族 学校 」や 「民族教 育 」は静 的 ・固定 的 もので は な

く、 ホス ト社会 との相 互作用 によっ て、 日々変化 し続 ける もので ある こ とを述べ た。

呉 ・植 田(2006)で は、「共 生」を実践 す る場 と して の民族 学校 の実態 につ い て、呉 ・植

田(2005)と 同 じフィー ル ドであ るB中 学 校 を対象 に考察 を行 った。 そ して、 生徒 と教 師

の ほ ぼ全 員 を対象 に した ア ンケー ト調査 の分析 結 果 を中心 に、 学校 内 で 「共生 」を脅か し

て い る要素 や それ に対 す る対 処 方 策 につ いて記 述 した。B中 学 校 内で の 「共生 」の 課題 に

触 れ なが ら、 さ らにこの学 校 で実施 してい る 厂民族 教 育」の現状 につい て も述 べ 、将来 の

実践 的 課題 で あ る多面 的 な 「多 文化 共 生教 育 」との 関係 につい て考 察 を行 った。 そ して、

現在 の民族 教育 はエ スニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィーの保持 とそのた めの言語 教育 が 中心 と

なってお り、 その視 点が主 に 「自己」に向 け られ てい るこ とを指 摘 した。一 方、 「多文化 共

生教 育」とい うの は 「自己」の 認識 の上 で 「他者 」と積極 的 に交 流す る相 互的視 点 を持つ も
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のであ る とい うこ とを述べ 、多 文化 共生教 育の概 念が 、方 向性 を模 索 中の民族 教育 の将 来

に向 けてひ とつの可 能性 を示唆 す る もの であ る ことを記述 した。

本報 告 書 では、 これ まで の研 究成 果 を踏 まえつ つ、 同 じ く韓 国系民 族 学校 で あ りな が

ら、他 の民 族学校 とは様 々 な面 で異 な るD学 校 につ いて 紹介 し、 まさに 「共 生」を紡 い で

い る現在 の 日本社会 にお いて 、果た して民 族学校 の存 在 は必要 なのか どうか 、そ して多言

語 ・多 文化 といっ た多様 性 の共存 ・共 生 時代 にお いて 「ことば」が持 つ意 味や役 割 は何 か

とい った側面 につ いて考 察 を行 な う。 さ らに、現 在 日本 に所 在す る韓 国系 民 族学校 にお け

る 「国際化」の動 きを紹 介 し、時 代の 要求 に応 じて変化 しつつ あ る 「民族教 育」の多 重性 ・

多様 性 につ いて総合 的 に記述 を試み る。

「多文 化共生 」ある いは 「共 生」と 「民 族教 育」との関連性 につ い ての著述 は少 な くない。

しか し、そ の殆 どは明 らか に多文 化社 会 と して知 られ て いる アメ リカや オー ス トラ リア、

カナ ダ、マ レー シア な どに関 す る ものが 多 く、 日本 社 会 を対 象 に アカデ ミ ックな視 点 か

ら行 なわ れた研 究 は あ ま り見 られ な い。 また、 日本 社会 にお いて 「多文 化共 生 」と 「民族

教 育」とを関連付 けて い る書 物 を見 る と、 その 内容 は大低 「『多 文化共 生』の ため には民族

教 育 を受 け る権利 が必要 だ」とい う一 般論 に と どまってお り、実 際 フ ィール ドワー ク など

に よる学 際的 ・経験 的研 究 は今 始 まった ばか りの段 階 とい って も過 言 では ない。今 まで行

なっ て きた研 究(呉 ・植 田2005、2006)に 加 えて、 今 回の研 究 が 「民族 学校 」に 関連 す る

今後 の学 際的研 究 におい て牽 引 車の役割 を果たす ことを期待す る。

2.調 査対象 とその方法

今 回、調査 を行 なった のは、C地 域 にあ る韓 国系民 族学校 のD学 校 で ある。 この学校 は、

現在 日本 にあ る4校 の韓 国系 民族 学校 の中 で、 唯一 「各種 学校 」の枠 に属 してい る。学 校

に 関 して は3.で 詳 し く述 べ る ことに し、 ここで は当校 に対 す る調査方 法 とその 内容 につい

て述べ る。

今 回 の 調 査 は、 当校 の ホ ー ム ・ペ ー ジ(以 下、HP)に 基 づ い た情 報 に加 え、 イ ンタ

ビュー調 査 、聞 き取 り調 査、授 業参 観 な ど といっ た方法 で行 なわれ た。特 に、当校 のHP

は、 日本 にあ る公立学校 な どや他 の韓 国系民 族学校 、朝鮮 学校 とは区別 され る、 この学校

におけ る大 きな特 徴 の一つ であ る。従 って 、 この学 校 の紹介 に先立 ち、 こ こでは今 回の調
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査で 非常 に有効 な資料 となった 当校 のHPに つ いて詳 し く紹介 し、 その後 イ ンタビュー や

授 業参 観時 に見 られた民 族誌 的情報 につ いて も記述す る。

2.lD学 校 のHP

当校 のHPは[図 表1]か ら分 かる よ うに、様 々な 内容 を持つ 多数 の欄 に よって構 成 され

てい る。HPの 構 成要 素 を出来 る限 りその ま ま全 て載せ て いるが、 ここで は紙 面 の都 合上 、

下位 カテ ゴ リー な どを省 略 した ところ もあ る。 当該 サ イ トは全 て韓 国語の みの表 記 となっ

てい るが、理 解 を助 けるため に韓 国語の横 あ るい は下 にそ れぞ れ 日本語 訳 をつ けた。

匚図 表1]HPの 構成

認 人匿Ol鸞 響1早 癖驪鞭 ・挙粥黶 餮驚 鰌耋慰翻.や 獄融畷僻「 。 羣

彎融 洲 馨皿λ鬮

(学校へ の愛)

鼇 甼

(学校紹介) (初 等部 匚*1])

麟叫丑を丑・鋼 摺 輪・1社司(理 事会) 蘇室号早杢川(初 等部の紹介)

(校長の教育方針) 叢PTA 一茎号早遇身(初 等部の現況)

幾翌圉○昭(設 立理念) 鑞暑を司(同 窓会) 一入1智豆(校 務 の日程 と時間表)

辮叫ヱ翼屠(学 校の現況) 一暑呈 至 剤(同 門 の便 り) 一望社月囘(年 間計画)

毒叫皿望司(学 校 の沿革) 一早 州暑 司1刃1 一並身叫碧(教 育課程)

一(翫}刃圉(年 間計 画) (後輩たちへ) 一薯7凶 碧翔里丑号(特 技 適性 開発教育)

鑾叫皿甘碧(学 校 の象徴) 一・ヨ碧層 妻71 一旦号暑暑(教 育活動)

繕丑剤超杢瑚(教 職員紹介) (先生の検索) 一入η杢 剤(ニ ュ ー ス)

毒皿智・租・習層亦dq 一斈 曽舎皇呈 一暑 ヱ 尉 司ヲ1(質 問 と返答:)

(校長先生への提案) (思い出の中へ)
一叫 豆 ・藝(資 料 室)

鋤皇 入1ゼ翌(ア ク セ ス) 一暑呈饗71(同 門の検索) 離叫骨 吾 司101スi(学 級HP)

一暑 呈:司曽 瑁 等 轡そ渥}脅刃叫(褒 め ましょう)

(同門会芳名録) 麹昊音叫川剥(笑 い とウィット)

臻司・丑 喫 竃ま入困 磯等刈豆喜曽(読 書 ・討論の部屋)

(学校 の昔の写真) 勲型想瑠 舜 曽司豆(先 生、好 きです)

鱒斈週朴。1三(おすすめ リンク)
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馨津 琶攣 鸞彎騫劉 量鑾麟ユ

(中 ・高 等 部) (先生の部屋) (土曜学校)

　 『

饗秀 ノヱ 号早 杢 フ刊 …1》皿 司 組 号ス1朴脅
蕪q司(沿 革)

(中 ・高等部紹介) (教職員へ のお知 らせ)
鞭呈(劉 怨月}司珊甚

1…i}叫冒 全7η(学 級 紹 介) 鑞丕暑早(初 等部)
(運営 に関する全般的内容)

難斉苛善月叫(お めで とう) 鐘秀/ヱ 号 早(中 ・高 等 部)
羅皿号斗碧(教 育課程)

1…:遍・習唱 刎(先 生 へ)

導♀ 司耻 川入1垂(我々のクラスの掲示板)
蕪州7ト 列書 入ド苞

(私が撮った写真)
難呈唱魁朔豆否(募 集案内要項)

嵳・1}号ス1舜屠(お 知 らせ)
驫ス}豆翌(資 料室)

《湘 杢 剤(ニ ュ ー ス)
撫卆 週 司 。1ス】(お す す め リ ンク)

冖

陥 購巳r$i9罰

EnglishatDs

-EnglishProgram

-GradeL2English

-Grade3-4English

-Grade5-6English

一SclenceImmersion

-LanguageArts

-EnglishLibrary

鷺}ImmersionClasses

HPに 載 せ られ た学校 の紹 介 や入学 ・募 集要 項、 ニ ュー スや行事 の紹介 な どは、 日本 の

公 立学 校 な どや他 の民族 学校 で も しば しば見 られる。 しか し、 「校 長 先生 へ の提案 」、 「同

窓会」、 更 に全 ての教 職 員 につ いて担 当教 科 目や担 当 ク ラス 、業務 の 内容 お よび役 職 な ど

が写真 と ともに載せ られた 詳細 な 「教 職員 の紹 介」な どは、 日本 の学 校 では殆 ど見 られな

い珍 しい ものであ る。特 に 「同門の検 索」や 「先 生の検 索」の場合 、 日本 語訳 を読 んで も一

瞬何 を意味 す るのか わ か らない だろ う。 これ は、韓 国 にあ る学校 のHPで は よ く見 られる

一般 的 な コーナー で、探 した い先生 や同 門、 同級 生 につ いての情 報 を入 力す る と、 そ の人

1 小学校に相 当す る。また、 中等部 ・高等部は、中学校 と高校に相 当す る。
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に関す る新 た な情 報 や連絡先 な どの検索 が可 能 になって い るシステ ムのサ イ トであ る。

「校 長先生 へ の提 案」や 「先 生へ 」とい った欄 も、日本で はあ ま り見 られ ない ものであ る。

普通 、「お 問い合 わせ 」のた め のメ ール ・ア ドレス が表 記 され てい るだ けで、 これ を活 用

したHP上 での コ ミュニ ケー シ ョン とい うの は殆 ど見 られ ない 。 また、 この よ うな欄 が 設

け られて いる と して も、そ の提 案 あ るいは質 問の 内容 にア クセスで きる人 は、 それ を書 い

た本 人 と学校 関係 者 くらい で、一般 の人 々 には出来 ない のが普通 で ある。 しか し、 この学

校 の 場合 、許 可 され た人の み に アクセス が可 能で あ るこ とを意 味す る鍵 マ ーク 〔鸛 〕付 き

の情 報以外 は、韓 国のHPで よ く見 られ る傾 向 と同 じく一般 の 人 々に も 自由 な アクセス が

許容 され てい る。 それ では、 これ らの欄 に はどの よ うな形 で どの ような内容 が盛 り込 まれ

てい るの だろ うか。先 ず、 「校 長先 生へ の提案 」か ら見て み よう。

[図 表2]「 校 長先生への提案」

号 昇 宅 量85フ"週 刈 ・01/05調101ス1

2

3

プライバシー保護のた め、 匸図表2]と[図 表3]、[図 表4]に 出て くる人名 やペンネームについて は、筆者か

作った仮名 を使用 した。

「吾牲司スHと は、「HPの管理者」の ことてある。
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一

… 議 灘 潔 黔 …∫禰1論:忌 ぜ
驪[Re]週 叫 工牛 モ}弔お}(月{}≦爿玉三琴詞一[7] 筈 斗 司

スト07/11224077

(転 校 に 関 す る お問 い 合 わ せ てす)

甑㌦轟 灘 　灘課∵ 癖鴾1癒;亭毎
驪[Re]旦 杆 ヌ羽薯 明1昭 糾 。壽望 ヱ"[1]075書 宅}司

スト06/19291

(教 師採 用 につ い て 知 りた いで す)

暁鐵撒 鑑 莞胆 瞳 屡鞭㌧嫉
驪[Re]立 認 モ 早7}フ ト旨黏 フ}豆 つ 喜 ギ}司

ス}06/09224073

(派 遣 勤務 は可 能 で し ょ うか?)

鯉 ㌦鐶 驫蜘 ∴凱. 、嚇 呪錘〆 泌 孕篤
隱[Re]〔 召叫 丕 君 。1豆 菩 晝司

ス手06/05218071

(入 学条 件 に関 す る質問 て す)

警嘛薫 欝 鯨 ジ霊写騨蕣 麺藩 謳
驪[Re湖 叫 丕坐 圄 言団 。 菩垂司

ス}05/21221069
(入学条件 について)

蜘 纛爨講 雛籍瓣1鬱 額賦 圃:1
㎝

レ軒皿 週 屠(叫 者週 ・ぱ早)

067!醤{}手03/18272(学

校 現 況[学 級編 成 部])

穆 驫1翻欝讐蕊漏1灣纔 黨 漉 導
献 く舜舜El丿0102030405囲 症壕丁}》 》

このペ ー シか ら分 か る ように、 「校長 先生 へ の提 案」で は実 際学校 や校 長先生 に対 す る

「提 案 」とい うよ り、保 護 者か らの問 い合 わせ な どが 中心 となっ てい る。 その 内容 を見 る

と、入学 や転校 に関す る情 報 の要請 が一番 多 く、 この学校 での就 職 を希 望す る人 か らの 質
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問 な ども多数 見 られ る。個 人 の プライバ シー に関わ ってい る もの や学校 の機密 に 当たる情

報 に関 して は、鍵 マー クがつ いて一般 の人 々 にはア クセスが 禁止 されて い るが 、そ のほか

の一般 的 な質 問お よびそ の答 え につ いて は誰で もアクセスが 可能 にな ってい る。

載せ られ た問い合 わせ の場合 、質 問者本 人が置 かれ た具体 的 な状 況 の説明 を含め た もの

な ども しば しば見 られ る。 誰が 、 どの ような内容 を、 どの よ うな形 で 問い合 わせ てい るの

か を見 るた めに、 その中 で1つ だけ紹介 しよ う。 原文 はすべ て韓 国語 で表 記 されて いるが、

こ こでは 日本 語訳 もつ ける。

[図表3]保 護者からの問い合わせ

韈灘鏤難韈韆1黷蘿

轗 灘 購 攤 鰭(李 民朱)斑
2006/05/1014:08;58

鬮 璽 醗 咽 報 … 糊(学 校入学・関す一 合わせです)齷

鑑韃…灘 難 蠶 難i鬻
攤…一 霧鰈 　綴 …覊 斜・9杆謦(読 んだ人:251人)量 週室(文 の番号)68/85

韃靉…蠶韈灘 韈鑼.钁

蛙 層ぎ1刈豆0171ゼ 碧71三 望杢}(召目 叫.2006望10彎 軒7回i舟 尋 司籵弖 望暑 σ117切1銀

ゼ 司 叫01暑 司・皿 呈刈 竚 刈 望zl碧 昭日叫.升 否薯 刃斜 劉杆 君 叫012瑁 ♀]月叫.

薯 叫01ゼ 量尋611刈 遍スn到ヱ2恩 刈司・秀01ヱ4{≧ ○}01ゼ 丕3ki・習望日叫.

10望 尋フ圃 奨斈 明7偲 叫弖 鵯司一。1井昔 量ス1皇～喜蚓 。1ス圍 量詈 呈 叫 拿掴 旦 蚣告目叫

魁 剛71ス圏 牡 司1告司遇 明と 碧王叶71匸 囘 叶 司一ゼ ス1餌 叫日望 叫弖 勉竍。17ト皆妊スi皇?

重}号(月囚 ロ囘 ・補昇釜 司胡 早 望(>1望 刀}司・子豆

○}01暑舍 糾 ヤ1司13望暑 魁 ヤ鬯 剋三 州刈 暑早 鞋 碧褶01銀 ゼ 宅}刃1弖

閣(月暑早 朔 司 辛司 ヌ〕号 銀.彑望 掛 ゼ司17}昔 薤 ス1皇?

暑 ○}01芒 そ}劃闘司・昭司一舍 曽明週 司一j!呈・習4秀 望司叫.

oトo}暑含 望喜 剋 尋ヱ 剛 暫 司一λiヲ1ゼ環 .旦叫辷 を 号司一旦6η叫 し1別司一ヱ 翌看・し1じト.

ユ 望 宕姐彳・入1望君杆 司一忍告目 匸}.・午ヱ司・・習入1皇.

(こんに ち は。 こち らは韓 国京 畿道 一 山で す。2006年10月 か ら始 ま る学 期 に留 学 ビザ を

も らって 日本 に行 くこ とに なっ たの で すが、 こ どもの学校 問題 が一番心 配 です。家族 は私
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と妻、 そ してこ どもが2人 で す。 上 の子 は現在 外 国語高 等学校2年 に在学 してお り、下 の

子 は小 学校3年 生 です。

10月 か ら始 ま る学期 に合 わ せ て来 日す る と、 貴 校 にす ぐ入 学 す る こ と は可 能 な ん で

しょ うか?HPに 乗 せ られ た情 報 もすべ て読 んで みたの です が、 待機 者名簿 に載 せ た場 合、

どれ く らい待 たな けれ ばな らないの で しょ うか?そ れ と も早 速入 学 す るの も可能 で しょ

うか?(可 能 であ るな ら)韓 国 で前 も って書類 を準備 してお い た方 が いい ので は、 と思 っ

てい る ところで す。

こど もた ち は去 年 ま で3年 間 ニ ュ ージ ー ラン ドで勉強 した経 験 が あ り、 英語 の勉 強 に

もっ と力 を入 れた い と思 って い るの ですが、 可能 で しょうか?上 の こ ど もは、将 来 英語

圏の大 学 に進 学 した い と希望 してい ます。 こ どもたち を 日本学校 へ入 学 させ るよ りは、韓

国学校 に通 わせ たいの です。 それ では、 返信 をお待 ち してお ります。 あ りが と うござい ま

した。)(筆者 訳)

この問 い合 わせ の場合 、本 人や こど もた ちが置 かれて い る状 況や 要望 な どを詳 し く紹介

しなが ら情報 や ア ドバ イス を求め てい る。就職 な どの問 い合 わせで は、 メール ・ア ドレス

は勿論 、電話 番号 まで 明記 されて いる場合 が多 く、 あ る程 度の プ ライバ シーの露 出 に関 し

ては さほ ど気 に しない よ うに見 え る。 この問 い合 わせ に対 す る学校 側 の返答 で は、 この問

題 につ いて責任 教員 と直接 相談 す るよ うにな ってい る。学校 の業務 上、 保護 者や 質問者 か

らの全 ての 質問 に対 して リアル タイム に答 え てい るわけ では ないが、大 体 誠実 に返答 して

いる様子 が窺 え る。

入学 や就 職 に関す る内容が 中心 とな ってい る 「校 長先 生へ の提 案 」に比 べ て、「先 生へ 」

の欄 では 「夜 間の 自主学 習[・4]」や 「夏休 みの 課題 」な ど、 授業 に関す る質 問の 他、 ○○ 先

生 を具体 的 に指 定 して いる質 問な どが見 られ る。

4 夜 聞の 自習学習 は、韓国の高校 などで以前 から一般的に行 われ る学習形態 で、放課後学校 に遅 くまで残 って先

生の監督のもとで 自習す る時間 を指す。
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[図表4]の 〔030〕か ら 〔039〕まで は、「夜 間 の 自主学 習」とい う同 じテー マ につ いて 質

問や 意見交換 な どが活発 に行 われ てい る。 「♀ 司 叫 ヱ斜 暑 司o図 井 軒置q情 報暑 刈呈 耳

午ヱ,季 書 意見 舍 收斂 畫 牛 銀辷 王 苛聾潮 望遇 空聞。国 フ1暑期待 曽月叫.(私 たちの学校

のHPが 、学校 の情 報 を分 か ち合 い 良い意 見 を収斂 で きる もうひ とつ の 開かれ た空 間 とな

る こ とを期 待 します。)」と、現校 長先 生が 「学校 長教 育方 針」で述べ た 「期 待」通 り、当校

で はHPを 活 用 した積 極 的 な 意見 交換 が行 われ て いる。HPを 積 極 的 に活用 した形 での教

師 と保護 者 間、 あ るい は教 師 と生徒 間の コミュニ ケ ー シ ョン及 び意 見交 換 は、IT大 国 と

も呼 ばれ る韓 国 の学校 で は以 前 か ら導 入 され て いるが 、「韓 国」系 学校 で ある 当校 で も こ

の シス テム を有 効 ・適切 に使用 してい るので ある。

当校 のHPに つ い て具 体 的 な事 例 を紹 介 しなが ら述 べ て きたが 、 この よ うにHPに は盛i

りだ くさん の欄 と面 白 い情 報が 満載 され てお り、 本格 的 なフ ィー ル ドワー クを行 な う前 に

学校 に対 す る様 々な情報 を収集 す る ことが で きた。 また、 これ らの情報 は校 長先生 らに対

す る イ ンタビューや 学校 の授業 参観 にあ たっ て も、有 用 な事 前知 識 と して生 かす こ とが で

きた。HPか ら得 られ た情報 を基 に事 前 に質 問項 目を詳 し く準 備 した こ とに よ り、短 い 時

間 を効 果 的 に活用 し、用 意 した全 て の質 問が 可能 で あっ た。 ま た、 「文 」に よる、学 校 の

保 護者 あ るい は今後 入 学 を希望 す る生徒 の保護 者、 韓 国 に住 んで い る求 職者 か らの 「声」

は、 実際 フ ィー ル ドワー クを行 なって もなか なか その収 集が難 しい が、HPの おか げで(あ

るいはHPに ア クセス で きたおか げで)こ れ らの情報 も入手 す る ことがで きた のであ る。

2.2フ ィー ル ド調 査 の概 要

筆 者 らは学校 を訪 問 して校 長 先生 と校 監先 生[・5]にイ ンタビュー を行 な った。校 長 先生

とのイ ン タビュー は全 て韓 国語 で行 なわれ たが、 筆者 らが十 分な韓 国語 能力 を持 ってい る

こ とか ら、 校長 先生 も快 く筆 者 らの質 問 に答 えて くだ さっ た。 また、校 長先生 の案 内で初

等部(小 学校)か ら高等 部(高 校)ま で の授業 を参観 す る ことがで きた。本 稿の 主 な対 象 と

なる中学 生 だけで はな く小 ・高 まで見 る こ とが で きた の は、 もう一 つの収 穫 であ った。実

際、 筆者 らが 訪問 した 際、高校3年 の教 室 は空 っぽ にな ってお り、 その理 由 を校 長先 生 は

教 えて くだ さったの であ る(3.2.4参 照)。 また、D学 校 のセ ールス ・ポ イ ン トで あ るイマー

5 日本 の学校の教頭 にあたる。
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ジ ョン授 業 を参観す るこ ともで きた が、これ につ いて は後 ほ ど詳 しく述べ るこ とに しよう。

また、 中学校 全般 を担 当す る校 監先 生 ともイ ンタビュー を行 な うこ とがで きた。校 監先

生 の場合 、 この学校 に来 てか ら25年 も経 ってお り、 ある面 では この学校 の 「生 き証 人」と

も言 え る。校 監 先生 か らは現 在 の学 校 ・生徒 の 様子 だ けで は な く25年 前 当時 の学 校 の状

況 な ど も聞 くこ とが 出来 た。 なお、校 監先生 とのイ ン タビュー は全 体 を通 して韓国語 で行

なっ たが、 途 中で は 日本 語 も使 い なが らイ ン タビュー を進 め た[*6]。同 じ韓 国人 で あ りな

が らも言 語や生 きて きた背 景が 異な ってい る両先 生 とのイ ンタビュー は、あ る面で はそ れ

自体 が有 効 な資料 にな ったので あ る。

次 に、 この学 校 につい て概観 し、他 の韓 国系民 族学校 とは どの ような面で共 通 し、 どの

よ うな面 で異 なって いるの か につ い て も簡単 に述べ る。

3.D学 校 に つ い て

3.1一 般 的 な概 要

D学 校 は1950年 代前 半 に 開校 した韓 国系 民族 学校 で あ る。韓 国政 府 か らはつ とに1960

年 代初 に学校 法 人 としての認 可 を受 けて いるが 、 日本の学 校教 育法 の 「一条 校」と して は

認 定 されてお らず、 各種学 校扱 いで あ る。初 等部 ・中等 部 ・高等部 か ら成 ってお り、校 長

先 生 の 「瑁忍 暑司 を尹叫 ユ(名 実 と もに韓 国学校)」 とい うこ とば通 り、 上海 ・シ ンガポ ー

ル など世界 に数 十箇所 あ る韓国学 校 のひ とつ とい う位 置づ けで あ る。 教育 目標 は 「世 界化

到 主役 。1望 筈 呈 銀ヱ 尊敬 世ゼ 韓國 人育成(グ ローバ リゼ ー シ ョンの主役 になる、 有用 で

尊敬 される韓 国人の 育成)」で ある。

[図表5]の よう に生徒[・7]数は各 学 年2ク ラス計80名 前後 で 初等 部 が計442名 、 中等 部

が251名 、高 等部 が238名 であ る(2006年5月)。 この ほか韓 国語 が不十 分 な生徒 か らな る

6

7

校 監先生 は日本生 まれの在 日韓 国人で、第一言 語は 日本語 である。 韓国語 も堪 能では あるが、実 際授業(1

班)や 生徒 との会話で も日本語 を使 ってお り、 日本語 の方が話 しやすいの は言 うまで もない。 しか し、インタ

ビューの際は校長先生 も同席 してお り、 まだ 日本語が うまく理解 できない校 長先生 に配慮 して、筆者 らと校監

先生 は出来るだけ韓国語でインタビューをす るように心がけていたのである。

本稿では便 宜上、初中高等部 の児童 ・生徒 をまとめて 「生徒」と呼ぶ。
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ク ラス(「1班 」)が 設 け られ てい る。 初等 部 の場 合 、 出生地 別 に見 る と、 本 国:日 本 はお

よそ2:1の 割合 になっ てお り、前者 は主 と して駐 在員 等の こ どもであ る。 日本 人 の生徒 も

若 干在 籍す るが 、そ れ ほ ど多 くは ない とい う[*8]。開校 か ら2003年 まで に小 中高等 部 を合

わせ て7500余 名 の卒業生 を輩 出 してい る。

[図 表5]D学 校 の在校 生(2006年5月31日)

初 等 部

学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

男子 44 40 48 45 37 28 241

女子 33 4正 33 33 30 31 201

計 77 8正 81 78 67 59 442

クラス数 ・1・1・1・ 22112

中 等 部 高 等 部

学年 1年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計

男子 49 29 43 121 44 36 35

一

ll5

女子 41 42 47 130 38 45 40 123

計 90 71 90 251 82 81 75*

一

238

クラス数 2 ・1・ 6 2 2[3 7

*「1班 」21名(男;7、 女;21)を 含 む 。

進 路 につ い て は、進 学 で は 日韓 の 大学 に渡 って お り、 日本 の大 学 の場合 、 留学 生枠 や

OA入 試 が、韓 国の大 学の場 合、 在外 韓国 人枠が利 用 され る こと も多い とい う。

校 長 は1968年 か ら本 国政府 の派 遣 を受 け てお り、教 員 につ い て は、 「派 遣教 師[・9]」が

10名(校 長 を含 む)で 、 在 日韓 国人教 員 は4・5名 と少数 で ある 匚・lo]。また、 イマ ー ジ ョン

8

一

〇

9

1

呉 ・植 田(2005、2006)で 対象 としたB中 学校の場合、 日本人生徒のうち、 クラブ活動でその分野で強豪 となっ

ているもの に入るために入学 して くる者が一定数存在する。

任期は3年 で、5年 まで延長が可能である。

設立当初 は在 日韓国人を主 とした対象 とする学校 であ り、校監先生 によれば、当時は在 日韓国人と本国か らの

生徒 の割合が約半数ずつ、「派遣教師」は初等部 に1名 、中高等部 に3名 程度であった という。
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教 育 を受 け持 つ英語 母語 話者 が講 師 と して多 数在 職 してい るほ か[・ll]、日本 語担 当 と して

日本 人教 員 も数 名在 職 してい る。

教 育課程 は韓 国の学校 に準 じ、言語教 育、 と りわけ後述 の イマ ージ ョン教 育 を中心 に英

語教 育 に注 力 してい る点が 大 きな特 徴 であ る。 これは韓 国の教 育 にお ける趨 勢 に したが っ

た もの で もあ る と見 られ 、初等 部1年 生 か らの イマ ー ジ ョン教 育 のほ か、高 等部3年 生 の

英語 で はTOEFL、 生活 英 語 な ど、 生徒 が 自 らに必 要 な もの を選 択 で きる よ うに多 様 な カ

リキュ ラムが 組 まれて い る。 各科 目の教 科 書 につ い て は、1980年 頃 には基 本 的 には 日本

語の もの を使 ってい た との こ とだが、現 在 では韓 国の ものが使 われ てい る。

この ように、韓 国系民 族学 校 といっ て も、 呉 ・植 田(2005、2006)で 対 象 と したB中 学

校 が 、基本 的 には在 日韓国 人の ための学校 とい う色彩 が 強か ったの に対 し、D学 校 の場合 、

あ たか も韓 国 にあ る学校 を 日本 に移 した ような イメー ジであ る。 そ れは、修 学旅行 の行 き

先が 日本 国内で あ り、韓 国 は選 ばれて いない こ とに も現 れて いる 匚・12]。

また、学校 運営 に対す る保 護者 の参与 も多 い。 た とえば、英語 図書 室で は母親 た ちが ボ

ラ ンテ ィア と して運営 にあ たっ てい る姿 が見 られ たほか、 母親合 唱団 も活動 して いた。 さ

らに、前述 の ようにHP上 で もさまざ まな意 見 ・提 案が 活発 に寄せ られ てい る。

他校 との交 流 につ いて は、初 中高 等部 それ ぞれ近 隣の 日本 の学 校 との交流 を持 って いる

が、3校 ある他 の韓 国系民 族 学校 とは、 この ような交流 自体 はない もの の、毎 年交 流会 を

行 ってい る。 また、朝鮮 学校 との交 流 はない。

この他 、 同校 で は土 曜学校 が 開 設 され てい る。 これ は、1990年 代 前半 か ら設 け られ て

い る もので、 土曜 日を利用 し、1日2時 間(1時 間 ×2科 目)x20余 回に渡 り、韓 国 の こ と

ば ・文化 ・事 情(「♀ 司 畳」・「♀ 司 文化 」・「♀ 司 叶叫 」)を学 ぶ教 育課 程 で あ る。 入学

者 の うち卒業 率 は50%程 度 で、 強 固な意 志 が必 要 とされ る。 この よ うな課程 の運営 は教

員 の献 身 的な努 力 な くして成立 しえない 。B中 学 校 の属す る学校 法 入で行 わ れてい る韓 国

語 講座 な どが 日本 人 も積 極 的 に受 け入 れ、広 報 的性 格 も兼 ね備 えてい たの と異 な り、D学

校 の 土曜学 校 は、 日本社 会へ の広 報 とい うよ りは韓 国語 を知 らない 「僑 胞」の ため とい う

見 地 か ら行 われ てい る とい う色 彩が 強い。

D学 校 での現 在 の懸案事 項 として は、 と りわ け イマ ー ジ ョン教育 や英 語の習 熟度 別授業

1

2

1

1

初等部の場合、英語教員13名 中12名 が母語話者である。

在 日韓国人が多かった時代には、高等部で韓 国への修学旅行 を行っていたことがあるとい う。
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の ため に 開講数 が多 く、 その ため の教 員(講 師)や 教 室 の確保 が 難 しい とい う点が あ げ ら

れ る。 その ほか、敷 地が狭 隘 なため プー ルが ない な ど施設 面で の不 足 、 またそれ に付 随 し

て、物理 的 な問題 で入学希 望者全 員 を受 け入 れ る こ とがで きないな どの点 であ る。

3.2校 内での言語使用

132.1一 巖 業 で の コ ミュ ニ ケ ー シ ・ ン

D中 学 校 で は、韓 国 か ら来 た駐 在員 な どの こ ど もたち、 あ る いは近 年 に韓 国 か ら渡 日

し、 永住 者 とな っ た人 たちの こ ど もたち とい った、 本 国出 身の生 徒が3分 の2を 占め る こ

と もあ り、 校 内で の言 語使用 では、基 本的 に は韓 国語 が優i勢で ある。授 業 での使用 言語 も

基本 的 には韓 国語 であ る[・13]。既 述 の ように、 当校 の生徒 の大 部分 は本 国出 身の韓 国語母

語話 者 であ るが、 日本 生 まれ の在 日韓 国人 の こ どもたち もさ まざ まな 目的 で入 学 ・転学 し

て きて いる。 この よ うな生徒 の場 合 、韓 国語 を殆 ど学 習 した こ ともな く、 その ため学校 で

は、彼 らのた めに入学 前1週 間 をか けて、韓 国語 の特別 授業 を行 って いる。 しか しなが ら、

そ れだ けで は教 科科 目につい てい くに は無理 が あ るため、韓 国語 に習熟 してい ない生徒 た

ちは別途 に取 り出 しク ラス を編 成 し、在 日韓 国人教 員 と 日本語 に通 じたニ ュー ・カマ ーの

教 員た ちが担 当 して 日本語 で授 業が行 わ れて もい る。 この場 合、授 業 は基本 的 にすべ て 日

本語 で行 う。 生徒 か ら教 員 に も日本語 で話 しか け られる こ とが多 い とい う。

実 際、授 業 で どの ような 言語 使用 が 行 われ て いた のか を見 るた め に、 筆者 らが観 察 し

た体育 の授 業で の エ ピソー ドを紹 介 しよう。筆 者 らは校 長先 生 の案 内で体 育館 に行 った。

ち ょう ど高等 部の生徒 が教 員 の指導 の下、 バ レーボ ール の トス練 習 を行 ってい た。校長 先

生 も、 ボー ルが 自分 の所 に来 れば、 生徒 に打 ち返す な ど、 楽 しい雰 囲気 の なかで授 業が 進

め られた。体 育 の教 員 は在 日韓国 人で あ ったが、 次 の[言 語使用 例1]に 見 られ る ように、

この授業 は韓 国語 ・日本 語 ・英 語 を用い て進 め られ てい た。

[言語使用例1]

教 員:竚 耻7}耻 叫01旦 早 洲oトス11叫01旦 早1Lモ01ム 外 ス1!升耻7榎}01零 刃151叶

13 校監先生のお話では、1980年 頃には、派遣教師 を除 き、「学生 を見て」日本語 を使 うか韓国語 を使 うかが決 まっ

た という。
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ス11こ う じゃ な い1叫 八1尋 剋![・14](ち ょ っ と 、 ち ょっ と、 マ イ ボ ー ル しな き ゃ!マ

イ ボ ー ル!ナ イ ス キ ャ ッ チ!ち ょ っ と、 ち ょ っ と、 こ う しな い と!こ う じ ゃ な い!)

一方 、生徒 た ちは大部 分が韓 国語 で騒 いでお り。 日本語 を使 ってい る生徒 を探 してみ た

が 、見 当た らなか った。 ところがそ の時、 校長 先生 の前 にボー ルが転 が って きた ので、校

長 先生 自身がす ば や くそれ を取 って打 ち返す と、女 子生 徒 た ちの 口か らは 「すげ え 凵 と

い う感 嘆の声 が上 が った。 この ようにD学 校 で は、韓 国語 が優 勢 であ る とはい って も、 時

として 日本語 が用 い られ る こ ともあ る。

本 国出身の 生徒 は韓国語 母語 話者 であ るが、学 校 を一歩 出れ ば 日本語 環境 であ り、テ レ

ビや ドラマ ・漫 画 な どに よって も 日本語 が 習得 され、 わか らない こと は友達 か ら学 ぶ の

で、実 際の生 活用語 は 日本 語 と韓国語 が半 々で あ るとい う。

また、 校内 を校長 先生 とと もに歩 いてい る時 に出会 った生徒 は、 韓 国語 で話 しか け る校

長 先生 に対 して、 「(髪の毛)切 ります よ、 迯号7颶(韓 国 に行 った ら)」と答 えてい た。 こ

の ような 日本語 と韓 国語 にお ける 自然 な切 り替 え(code-switching)も 見 られる。

132,2イ マ ー ジ ・ ン授 業 で の コ ミュ ニ ケ ー シ ・ ン

ここで は当校 の初等 部 で実施 して いる イマー ジ ョン教 育 につい て述 べ る。韓 国系民族 学

校 での イマー ジ ョン教 育 とい えば、一般 に韓 国語 が対 象 であ る と想像 しが ちで あ る。 しか

し、D学 校 での イマ ージ ョン教 育 は英語 が対象 で あ り、一 部の科 目を英 語 で学 ぶ よ うにな っ

て い る。3年 まで は各 ク ラス を2分 割 して約20人 で授 業が 行 われ る。4年 か らは2ク ラス を

合 わせて4分 割 して4段 階の習熟 度別 に授 業が行 われ る。 その ため教室 は2ク ラスあた り4

教室 必要 とな る。また 、教 員 もそ れだ け多 く必 要 とな るた め、通常 の授 業料 のほ かに イマ ー

ジ ョ ンの ため の 費用 を徴収 してお り、 それ に伴 っ て保 護 者 の経 済 的 負担 も大 きい[*15]。

14

15

「叫。1旦早」とい う表記は 「myb詛 」の日本語式発音 をそ のまま韓国語で書 き起 こした ものであ り、普通韓 国

語表記では 「叫。1暑」となる。そ して、「ヲ國(キ ャ ッチ)」 も同 じく「ヲ月ス1」と発音 ・表記するのが一般的であ

る。 しか し、ここで は在 日韓 国人である体育の教員の発音 をそのまま書 き起こ している。そのほか、「升叫(カ

バー)」とい う外来語 も使われていたが、これに対する韓 国語の一般的発音お よび表記 は 「列1喇 である。

この ような経済的負担 に耐 えられるのは、保護者の多 くが韓国企業 に勤めてお り、教育に対す る補助金がある

とい うこともひ とつの理由である。保護者 の職業を見 ると、 その60%以 上を 「会社員」・「銀行員」が占める。

また、生徒 の通学時間をみると、住宅費の経済 的負担が大 きいと見 られる近隣地域(30分 以内)が60%以 上 に

上る。(D学 校 のHPの 統計資料 による)
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イマ ー ジ ョン教育 をは じめ として 、授業 の半分 が語 学の授 業 とな り、他 の科 目の時 間が少

な くなっ てい る ため、 これか らの カ リキ ュ ラム をい か に してい くか は当校 の課 題 だ とい

つ匚*16]。

筆 者 らが見 学 した授 業 は、 イマ ー ジ ョンクラス の 「science」の時 間 で、電 子黒 板 な ど高

級 機材 を活用 した授業 が行 われて いた。 英語母 語話 者の教 員 は英語 のみで 説明 し、英語 の

教 材 が用 い られ てい た。そ の授 業 では、教 員 が提 示 した課 題 をグ ルー プ別 に討議 した後、

意見 を総合 して提 出す る ことに なって いたが、 生徒 た ちは、 自分た ち同士 で話す 時 には 日

本 語や 韓国語 を併用 して話 しなが ら、 レポー トの作 成は英 語で行 っ ていた。録 音 に よ らず

筆 者 らの記録 に基 づ くため、 完全 に正確 に再現 した もの では ないが、 た とえば次 の よ うな

様 子 であ る。

[言語使 用例2]

生徒 駅 叶,。レ『01粤 川 誹ゼ 囚 安叫 ～会叫 看 叫 喫叫 ～(あの、 これ、 こ うするの って

合 って る?数 字 だ とか全部 合 ってい るの?)

生徒2:う ん、 合 って いる と思 う。 これが、3万 と2万5千 、多分 合 って る。 な んかす

ご くやや こ しい。

生 徒3:01囚7B魁 。1ヱ○レ『7Bマ}叫 琲 ～(これが3万 で、 これ が3万 じゃな いの?)

この ように、 日本語 で話 しなが ら、 ご く自然 に韓 国語 で相槌 を打 って答 え る姿 が見 られ

た。筆 者 らの研究 テ ーマ はバ イリ ンガル につ いて で はないが、 ここに見 られ るバ イ リンガ

ル は、発 音 ・語彙 ・文法 い ずれ の面 にお い て も、 ほ とん ど完 璧 に近 く感 じられ た。 これ

は、前 述の ように、学校 か ら一歩外 に 出れ ば 日本語 環境 であ る ことの他、幼 時 に来 日した

こど もが多 いた め、家庭 内や 来 日間 もない生徒 た ち とは韓 国語 で、他 の生徒 た ち とは 日本

語 で コ ミュニケ ー シ ョンを行 うこ とが習 慣化 して い るためだ と考 え られ る。

13.2.3保 護者 の言語 使用

D学 校 の場合 、前述 した よ うにPTAや 同窓会 の 活動 が非常 に活発 で ある。 したが って、

保 護者 た ちが集 まって学 校 に対 してあ るい は保 護者 同士 で意見 交換 を行 う必要 が生ず る。

16 このように英語教育 を重視 してい るが、保護者か らはさらに充実させ てほ しい という要望が出ているという。
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と ころが 、上 で見 た よ うに、生 徒 た ち は3言 語 を 自由 に切 り替 え なが ら、 日々生活 を

送 っ てい るが、保 護者 の場合 は生 徒 の ように3言 語 を 自由に駆使 で きる とは限 らな い。特

に、在 日韓 国人の保 護者 の場合 、韓 国語が わか らない場 合が 少 な くない 。そ れにつ いて は

HPが ヒ ン トを与 えて くれ る。現 在、 韓 国で は通常 、 た とえ漢 字語 で あっ て も、 表記 の上

では漢 字 をほ とん ど使用 せ ず、 ハ ングル のみ で表記 す る に も拘 らず 、HPな どでは漢 字が

多用 されて いる。 これ につ い て尋 ね た ところ、韓 国語 が わか らない保護 者 に少 しで もわ か

りやす くす るため とい うこ とで あ った。 もち ろんそれ に よって完全 に理解 で きるわ けで は

ないの だが、保 護者 同士 あるい は保護 者 と学 校 との コ ミュニ ケー シ ョンにい さ さか助 け に

なって いる よ うであ る。

13.2.4多 様 な言語 使用

この よ うな状 況 は、筆 者 らが2年 前 に フ ィー ル ドワ ー クを行 っ たB中 学 校 の場 合(呉 ・

植 田2005、2006参 照)と 、 似 てい るよ うで異 なる様 相 を示 してい る。B中 学 校 の場 合 に も、

校 内で 日本語 と韓 国語が 同時 に用 い られて いたが 、オ ール ド ・カマーの教 員が 中心 とな っ

て運営 され てい るた め に、基 本 的 に は 日本語 が 優勢 であ り、適 宜韓 国語 が用 い られ てい

る。授業 で も 「苛 明(国 語)」以外 の科 目は主 に 日本語 ベー スで行 わ れ、多 くの在 日韓 国人

生徒 間の コミュニ ケー シ ョンも殆 ど 日本語 で、時 折韓 国語が混 用 されて いる とい う割 合が

多 い(た だ し、 ニ ュー ・カマー の生徒 たち は この 限 りで はない)。 それ に対 してD学 校 の

場合 には、校長 先生 を含 め、本 国出 身の教員 が 中心 とな って 運営 されて いる ため、基 本的

に授 業 は韓 国語 で行 な われてい る。つ ま り、教員 の言語 使用 が学校 での 言語使 用 に顕 著 に

影響 を与 え てい ると考 え られ る。 また、生徒 も本 国出 身者の比 率が 高 く、授業 での コ ミュ

ニケー シ ョンで用 い られ る言語 に も影 響が あ るだろ う。

この よ うな教 員 ・生徒 の構 成 の他 に も、 これ には次 の ような事情 も関連 してい る もの と

思 わ れる。 す なわち、B中 学校 の場 合 に は、 一条校 であ るため、 カ リキ ュラム や教科 書 も

学校 教育 法 に基 づ く必要が あ り、 また、進学 先 に関 して も 日本の学 校 を選択す る者 の割合

が多 い。 それ に対 し、D学 校 の場 合 には、各種 学校 であ り、学校 教育 法 に よる縛 りはな く、

進学 先 につい て も韓 国の大 学 を選 ぶ ケースが 多 くを 占める 困7]。

17 2006年 の大学へ の進学者 数の うち、韓 国の大学が107名 、

料 による)

日本の大 学が17名 であ る。(D学 校のHPの 統計資
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筆 者 らが訪 問 した 日、 高等部3年 生 の教 室 は ガラ ンと して お り、 生徒 の姿 は見 当た らな

か った。不 思議 に思 い、そ の訳 を校 長先 生 に尋 ね た ところ、修学 能力 試験[・18]受験 の ため、

韓国 に行 ってい る とい うこ とで あった。

こ こに も見 られ る ように、D学 校 の場 合 、多 くは韓 国の大 学へ の進学 、す な わちい つか

は韓 国 に帰 国す る こ とが前提 となって いる ため に、 韓国語 の能 力 を維 持 してい なけ れば な

らない とい う意 識が生 徒 に も保 護者 に も 自明 の こと となって いる。 もちろんB中 学 校 の場

合 に も、一 部の ニュ ー ・カマー には同様 の意識 が見 られ るが、在 校生 や教 員の属性 、 法的

位置づ け な ど学校 の持 つ事情 に よ り、全 面的 に韓 国語 に よる授 業 を行 な うこ とは困難 なた

め に、 日本 語 による授 業が多 く行 われ てい る と見 なけれ ばな らない だろ う。 また、 それ は

将来 の進路 に対す る前提 と も関連 して いる。

4.多 様化する 「在 日韓 国人」の世界

4.1多 様 化 す る 呼 び方

筆 者 らがD学 校 を訪 れた 際、校 長先 生 とお話 しす る中で 、校 長先生 の 「在 日韓 国人」を

め ぐる用 語 の使 い 方が 、筆 者 らのそ れ と異 な るこ とに気 づ い た。 た とえ ば、「ニ ュー ・カ

マー」と 「オ ール ド・カマー」の分 類、 と りわ け 「「ニ ュー ・カマ ー』とは誰 な のか」に関す

る定 義 に食 い違 いが あ った。 旧来 、在 日外 国人 につ い て は、 「在 日朝 鮮 人」や 「在 日中国

人」とい った具体 的 な分類 が一 般 的で あった 。近年 在 日ブ ラ ジル人や在 日ペ ルー 人 とい っ

た い わゆ る 「ニ ュー ・カマ ー」が、 日本 社 会 に お いて 「目に 見 え る存 在(visible)」 に な る

こと によ って、従 来 か ら 日本 に住 ん でい た 「外 国 人」と新 し く日本 社 会 にや って きた 「外

国人 」とを 区別す る こ とが 多 くな り、最 近 で はそ れ ぞれ に対 して、 「オー ル ド・カマ ー」、

「ニ ュー ・カマー」とい う呼 び方が 一般 的 な もの となった。 これ ら を大 まか に定義 す る と、

「オー ル ド・カマ ー」とは、 主 と して 旧植 民 地 出 身の 朝鮮 人 や 中 国人、 あ るい は華僑 な ど

(とその子孫)を 指 し、「ニュ ー ・カマー」とは、主 として1990年 の出入 国及 び難民 認 定法

の改 定に よって、 労働 者 と して大量 に渡 日す る こ とな った南米 か らの 日系 人や、韓 国 ・中

18 日本の大学入試センター試験 に相 当する。
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国 な どか ら主 に就労 を 目的 と して渡 日 した 人 々 を指 す。 これ らは、 成 員 カテ ゴ リー 化装

置(membershipcategorizationdevice)(Sacks1972)に よっ て 「外 国人 」とい うカテ ゴ リー化

が先 に行わ れた後 、そ れに対 して 「ニ ュー ・カマー」、 「オ ール ド・カマ ー」とい う下位 カテ

ゴ リー化 が行 われ た ものであ る。筆者 ら もこの ような定義 に基づ いて話 していた わけ であ

る。実 際、 原尻(2005;135)が 、 「日本 定住 コ リア ン」につ いて、 「[…コ概念 規 定 を してい

ない。 つ ま り対 象が は っ き りしてい ない に もかか わ らず、 「分 析」、「研 究」が あ る。」と指

摘 してい る困9]よ うに、 いっ たい誰 が 「オー ル ド ・カマ ー」で、 誰 が 「ニ ュー ・カマ ー」な

のか とい う点に対 して、 明確 な区別 の方法 や定義 が存在 しない ま ま、 その場 その場 で なん

とな く使 われる こ とが多 か った。

これ らの用語 の使 い方 を確認 してい くうち に、校 長先 生 の定義 で は、 次の ように分 類 さ

れて いる こ とが わか った。 まず、永住 者 とは、渡 日か ら一定 期 間以上在 住 した上で永 住権

を得 て、そ の後 もず っ と日本 で暮 らして いる人 々 を指 し、 こ こには比較 的新 し く渡 日した

新 永住 者 の ほか、従 来 の 「オー ル ド ・カマ ー」が含 まれ てい る。 また、 定住 者 とは、 日本

に定 着す る 目的 で渡 日 した 人 々 を指 す用 語 で、10年 以上 に 日本 に在住 す れ ば永住 者 にな

る可 能性 が あ る人 々 を指 す[・20]。そ して、 「ニ ュ ー ・カマ ー」とは新 た に渡 日 した人 た ち

の うち 「帰 るつ も りの ない 人 たち 」、 す な わち 「新 永住 者 」あ るい は 「定住 者 」の こ とで あ

る と校 長先 生 は定義 して い る。 これか らみ る と、 「新 永住 者」を含 めた 「永住者 」の カテゴ

リー には、 「オール ド ・カマー」のみ な らず 「ニュ ー ・カマー」も含 まれ る こ とになる。 一

方、駐 在員 や留 学生等 は 「一時滞 留者 」であ り、「ニュ ー ・カマー」に は含 まれな い と定 義

して いる。 その理 由 につ いて筆者 らが尋 ねて みた ところ、「ニ ュ ー ・カマ ー」とい うの は、

時 間が経 過す れ ば、 い ずれ は 「オー ル ド ・カマ ー」にな って い く人 々を指 す と答 えた。 ま

た、 定住者 には至 らないが、新 た に生活 の拠点 を 日本 に移 して いる人 々で、 将来 日本 で生

活 を続 け るのか どうか定 まってい ない人 々 を 厂移住者 」と定 義 してい る。そ して、この 厂移

住 者」の こ とを校 長先 生 は 「ニ ュー ・ニ ュー ・カマ ー」と呼 んでい た。 これ ら とは異 な り、

「一 時滞 留者 」は駐 在 員等 の、 文字 通 り暫 時 日本 に滞在 してい る人 々 を指 して い る と定義

して いる。 これ らを一 覧表 にす る と[図 表6]の ように なる。

19

20

原尻(2005:145)で は、「[…]「日本人」/「 朝鮮人」という権力関係か ら生 まれる 「名づけ」に関わる言語表現で

ある と暫定的 に定義 してお く。」と している。

10年 以上の在住が永住 資格の許可要件のひとつとなっているという意味である。
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[図 表6]校 長に よる 「在 日外 国人」の カテゴ リー と定義

校長先生の使い方11一 般的な使い方

一時滞留者 一時滞留者
=

ニ ュ ー ・カ マ ー
移 住 者 ニ ュ ー ・ニ ュ ー ・カ マ ー

定 住 者 ニ ュ ー ・カ マ ー

永住者
新永住者

永住者 オ ー ル ド・カ マ ー

『

オ ー ル ド ・カ マ ー

つ ま り、校 長先 生 の分 類 、 ある いは定 義 では、 一般 に 「ニ ュー ・カマ ー」とされて い る

人 々が、 「一 時滞 留者」、「ニュ ー ・ニ ュー ・カマー 」、 「ニュー ・カマ ー」とい う3つ のカ テ

ゴリーで よ り細分 されてい るわ けであ る。

ところで 、[図 表6]で 示 したズ レは、 日本社 会で外 国人 政策 あ るいは外 国人 との 「共 生」

を考 える 「視 点」が社会 の現 状 に追 いつ いて い ない こ とを表 す ひ とつの 証左 に なるの で は

な いか と思わ れ る。 つ ま り、現 実 に は 「在 日外 国 人」の中 には 「ニ ュー ・カマー」と 「オー

ル ド ・カマ ー」のみ な らず 、「ニ ュ ー ・ニ ュー ・カマ ー」、 ま た、「オ ー ル ド ・オ ー ル ド ・

カマ ー」とい える人 々 も存 在 し、 さ らにそれ らの 間に も多様 な背景 の人 々が存 在す る とい

うこ とで ある。

もち ろん、 この よ うな多様 化 が最 も進 んで い るの は、 日本 に在 住 す る 「外 国人」の 中で

もそ の歴 史 が長 く、最 も多数 を 占める、朝鮮 半 島 に由来 を もつ 人々 であ ろ う。D学 校で の、

校 長先 生 によ る呼 び方 も、 これ を如 実 に反映 した もので ある と考 え られ る。

多様 な在 日外 国人、特 に在 日韓 国人 を想 定す る こ とは、 今後 の学 際的研究 において も非

常 に重要 で ある。特 に、在 日韓 国人 の アイデ ンテ ィテ ィーに関す る研 究の場 合、避 けては

通 れ ない。 た とえば、 「国籍(出 身地)」 に注 目 して み る と、外 国人登 録者 統計 で、 「韓 国 ・

朝鮮」となって い る者 は598687人(2005年 末 ・法 務省 入 国管理 局)で ある。 しか し、 こ こ

には校 長先生 の前 出の用 語 を使 うな ら、「オー ル ド・カマー」、「ニ ュー ・カマ ー」、「ニ ュー ・

ニュ ー ・カマー」、「一 時滞留 者」な ども含 まれてい る。 反面、 日本 国籍取 得者 や両 親 の一

方が 日本 人 で本 人 も 日本 国籍 の 者 は含 まれ な い[*21]。また、佐 々木 て る監 修(2006:4)な

21 原尻(2005:281)は 「[…]統計 には出てこない帰化者 と「混血者」との総計は、韓国籍 ・朝鮮籍の 日本定住 コリ

アンの数(六 〇万 人)に 近い ということになる。」としている。
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どで主 張 され てい る ように、厂厂コ リア系 日本 人」とい う考 え方 も、[…]複 雑 な生 を生 きる

ための技 法の一 つ に他 な らな い。」とす る考 え方 も現れ てい る。

また、 厂国 籍(出 身 地)」 の み な らず、 原尻(1989=95)が 日本へ の 同化 レベル と朝 鮮 半

島 の 政 治 的利 害 の影 響 レベ ル を2つ の 軸 と して モデ ル を示 した よ う に、 「アイ デ ンテ ィ

テ ィー」の 面か ら見 て も多 様 な 人 々が こ こに は含 まれ て い る し、 本 人 の 「ア イデ ンテ ィ

ティー」と無 関係 に国籍(出 身地 な ど)か ら排 除 されて いる人 々 もいる。

この よ うな現 状 を考 え る と、「[…]日 本在 住 コ リア ンの概念 自体 の見 直 しが必 要 にな っ

て くる もの と考 え られる。」(原尻2005:281-282)と い うこ とばは現実 性 を帯 び て くる。

本 稿 で筆者 らは便宜 上 「在 日韓 国人」とい う呼 び方 を使 って い るが、多 様 な在 日韓 国人

の世 界 に対す る理 解 を深 め るため に、朝鮮 半 島 に由来 を持 つ 人々 を、彼(女)ら 自身 と他

者(日 本 人、 「韓 国人」、 それ 以外 の外 国人)は どの ように呼 んで い るのか。 実際 、彼(女)

らに対す る呼 び方は、 「在 日朝鮮 人 」・「在 日韓 国人」・「在 日韓 国 ・朝 鮮 人」・「在 日コ リア

ン」な ど様 々であ る。 これ に も当事 者が 自らを どの よう に認識 してい るの か、呼 ぶ主体 が

誰 なの か、厂国籍(出 身地)」(日 本 国籍 を取得 した場合 も含 め)は 何 な のか な ど、 さ ま ざま

な要 素 が絡 み合 っ てい るの で ある(宮 内2005:25-54)。 もち ろん この よ うに多様 な呼 び方

が存在 す る背景 に は政 治的事 情 も関わ って くるた め に、 この よ うな分 類の体 系 はい っそ う

複雑 な様相 を示 す。

冒頭 に挙 げたエ ピソー ドで の、 校長 先生 と筆者 らとの用語 の使い 方 をめ ぐる齟 齬 に見 ら

れ た よ うに、た とえば 「ニュ ー ・カマー 」と呼 ん だ と して も、 人々 の多様 化 とと もに、 そ

の用 語 の持 つ概 念 自体 も細 分化 ・多様化 してい るのが現状 で あ る。

本 節 の最 後 に、 もう一つ校 長先 生 とのエ ピ ソー ドを紹介 しよ う。校 長先 生 とお 話の途 中

で、「誰が 在 日韓 国人 なの か」とい うこ とにつ いて議 論 にな った。筆者 らは、「在 日韓 国人」

とい うの は普通 「オ ール ド ・カマー」を指 す と思 って いた ので あるが 、 これ につ いて校 長

先生 は違 う考 え方 を持 って いた。 つ ま り、 校長 先 生 は 「刈 望董昇?1(在 日韓 国人)」 とは 「

望尋 州 杆 辷 魁尹 剋(日 本 に暮 らす韓 国人)」の こ とで 、「オール ド ・カマー」のみ を指す の

で は な く、 新 し く日本 社 会 にや って きた 「(ニュー ・)ニ ュー ・カマ ー」と 「一時 滞 留者 」

も網 羅す る概念 だ とお っ しゃった ので ある。 つ ま り、 さまざ まな出身 ・背景 を持 つ教員 ・

生徒 を 「♀ 司ゼ 叫 ス刊望薤 号望01叫.(わ れ われ はみ な在 日韓 国人 だ)」とい う一 点 で収斂 し

て いた ので あ る。 これ は、 筆者 らに とって新鮮 な 厂外 国人」の細 か い分類 とは また対 照 的

で、 明瞭 であ りなが らも面 白 く感 じられた。
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これ まで多 様化 しつ つ あ る 「外 国 人」の様子 をD学 校 の事 例か ら考 察 し、多 様化 す る在

日韓 国人 の世 界 を、彼(女)ら に対す る定義 や呼 び方 か ら考 察 した。次 で は、 多様 化 を重

ねて いる在 日韓 国人の世 界が 、学校 現場 に どの ように投影 されてい るのか を見 てみ よ う。

4.2多 様化する韓国系民族学校

日本社 会 の多様 化 と ともに、学 校 もまた多 様化 が 進 みつ つ ある。 前村(2003)や 高 阪 ・

津 田(2005)な どが 、好 む と好 ま ざる とに拘 わ らず 多言 語化 しつ つ ある 日本社 会 の変化 を

示 してい る ように、近年 、移住 労働 者 を代 表す るかの よ うになった 日系 ブラ ジル人 の こど

もの教 育 に関 す る諸 問題 が きっか け とな り、 日本 の学校(や 社会)も 民族 学校 も共 に変 わ

らざる を得 な い状 況 が現 れて きて いる。 また、 現在 日本 に居住 してい る多 くの 「オー ル ド

・カマ ー」はい う まで もな く、新 たに移住 して きた 「ニ ュー ・カマー」の場合 、大 部分 は 日

本 の学校 に通 っ てお り、 民族学 校や 国際学 校 に通 うの は一 部 であ る。 もちろん民族 学校 へ

の通学 を希望 して も、経 済 的、そ の他事情 で 日本 の学校 に通 ってい る生徒 もい るだ ろ う。

これ まで の 日本 社 会 にお け る民 族 学校 は、 「統合 も し くは 同化 を強 い る 日本 の学校 」に

対 峙す る存在 と しての側 面が 強か った。 しか し、 この ような変化 の 中で、 これ まで はエ ス

ニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィー の涵養 や母語 で はない民 族言語 の習 得 な どによって 、「民族 」

で あ るこ とを守 るための教 育 とい う側 面が 強か った朝鮮 学校 やそ の他 の韓 国系 民族 学校 に

も否応 な しに変化が 迫 られ てい る。 た とえば、在 日本 朝鮮 人総聯 合会傘 下 の朝鮮新 報社 が

発 行す る月刊 誌 「イオ』では、2005年5月 号 か ら2006年9月 号 まで、 「日本の 中の外 国人 学

校 」と題 した連 載 で広 く14校 の外 国 人学校 を紹介 した。 これ は 日本 社会 の変化 の 中で、 よ

り広 い世 界 に 目を向け、民 族学校 とい う もの を捉 えなおそ うとす る意識 が生 まれ て きた こ

とを表 してい る。

ここで は、 呉 ・植 田(2005、2006)のB中 学校 とD学 校 を対 象 に多 様化 す る韓 国系 民 族

学校 の様 子 を見 て み よう。

前述 の通 り、B中 学校 とD学 校 は同 じ韓 国系 民族 学校 で あ りなが ら、様 々 な要素 にお い

て異 なる側 面 を持つ 。 まず、B中 学校 は 日本 政府 の認 可 を得 た一条校 であ る。一 方、D学

校 は韓 国政府 の認可 を得 てい るが、 日本政 府が定 め た一条校 で はな く各種 学校 の枠 に属 し

てい る。 また、学 校構 成員 の面 にお いて も両校 は異 なって いる。B中 学校 の場 合、 生徒 や

教 員 ともに 「オー ル ド ・カマー」が 中心 となって い る反面 、D学 校 で は生徒 と教 員 ともに
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「ニ ュー ・カマー」[・22]が大半 を占めて い る。 この よ うな制 度 的側面 あ るいは学校 構成 員の

違 い は、学校 の運営 の面 で様 々な違 い をもた ら してい る。

両校 の学校 文化 を、 給食 を例 に して覗い てみ よう。 筆者 らに給 食 試食 の機会 を くれたB

中学 校 の場 合、 キ ムチ といっ た所 謂民 族食 を取 り入れ て はい る ものの、 それ以外 は 日本の

給 食 とそ れ ほ ど大 き な違 い は見 られ なか った。 また、小 学 校 か ら高校 までの 生徒 全 員 に

対 して給 食制 度 を実施 してい た。D学 校 で も給 食 はあ るが 、全 員 に実 施 してい るわ けで は

な く、 選択 が可 能 にな って い る。 校 長先 生 のお 話 に よる と、現 在給 食 を申請 した生徒 は

50%程 度で ある。 しか し、D学 校 で給食 と関連 して興 味深 い こ とは、 これに対 す る生徒 や

保 護者 の様 々な 「意見 」であ る。 当校 のHPに はPTAの 定例 会 の記録 が掲 載 され てい るが、

「三 入1骨到 呈刈困 フ刊冠 魁 芒 釧 喫 三入1舜 唱刈州 石 到(給 食の 問題点 に対す る改 善案 の議論

お よび給食 業者 へ の要 請)」 とい う事 案 がPTAに お いて大 きな論 点 とな って い る。 業者 が

学校 内に入 って調 理す る とい う形 で給 食 を行 って いるB中 学 校 とは違 っ て、D学 校 の初 等

部 の場合 、外 部 の業者 か ら弁 当 を仕入 れ る形で 給食 を実 施 して い る。 次 に、HPに 掲 載 さ

れ た意見 や提案 の 中でい くつか を紹介 す る。

(1)給 食業 者が こど も向 けの給食 を扱 った経験 が ない。

(2)あ ま りこど もに配 慮 したメ ニュー構 成 となっ てい ない。(例 えば、 こど もが食 べ る

には大 きす ぎる。青 野菜 をゆ です ぎて、色 が きれいで はな いな ど)

(3)味 が(塩)か らす ぎる。(塩 の量 を減 ら し、余 分 な ソー ス は添 加 しない よ うに業者

に要請)

(4)ご 飯 やおか ずが冷 めて いる。

(5)全 体 的 にお かず の量が多 す ぎる。

(6)こ ど もが手 をつ けな いメニ ューが多 い。

また、 同HPの ペー ジ には、「青 司7腿 舍 羽薈PTA暑 暑 旦ヱ(給 食 改善 のため のPTA活

22 これに関しては、断言 しにくい ところがあるか もしれない。B中 学校の場合 、一条校であるため、教員免許を

持つ専任教員が主軸 になっている。一方、D学 校 の場合、各種学校であ るため、授業の特徴に合 わせて多 くの

講 師を雇用 している。例えば、英語教育に時間割の多 くを配当しているため、アメ リカや カナダなどか ら来 日

した多数の英語講 師が存在する。それ に加え、韓国人教員の場合、異文化生活に憧れ来日した任期付 きの講師

も存在す ると思 われ る。
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動報 告)」 とい う コーナ ーが あ り、給 食 に対 して どの よ うなPTA活 動 が行 わ れ たのか につ

い て報告 され てい る。

B中 学校 の場 合 、HP上 で の給食 議 論 とい うもの は殆 ど見 られな い。 もち ろ ん、 学校 内

で の調 理 とな って いる た め、 生徒 の反 応 を見 なが ら調 整 ・改 善 が可 能 で あ るシス テム に

なって はい る。 一方 、D学 校 の場 合 、学校 の近 くの給 食業 者 に委託 して弁 当 を配達 して も

ら うとい う形 式 を とって い るた め、 生徒 の 反応 を即 座 に確 認 す るのが 難 しいか も しれ な

い。 しか し、 この問題 をめ ぐる 「保護 者 」た ちの積 極 的 な意見提 案 と活 動 は、 印象 深 い も

のが あ った。特 に、B中 学校 と比 較す る場 合 、そ の違 いは明 らか な もので あ った。筆 者 ら

は何 回 に もわ たっ てB中 学校 を訪 問 してい るが、 フィー ル ドワー ク中 に保護 者 の姿 を校 内

で見 か ける こ とは殆 どなか った と覚 えてい る。保 護者 の積極 的 な活 動 に対 して、 日本的 あ

るいは韓 国的 とい う レッテル を貼 るつ も りはな い。 しか し、 この ような保 護者 の積極 的 な

態度 は、学 校 の変化 を促進 す る一 つの 要素 とな ってい るの は確 か であ る。各種 学校 だか ら

柔軟 な学校 運営 が可 能で あ り、 これ に よって一 条校 で あるB中 学 校 との違 いが 出て くる と

い う側面 もあ るが、 それ に加 えて 「保 護 者」の活 発 な参与 もD学 校 のあ り方 に影響 す る積

極的要 因 とな ってい る とい え よう。

次 に、 日本社会 にお け る民 族学校 の役 割 あるい は機 能 とい う観点 か ら、両校 をみ てみ よ

う。 呉 ・植 田(2005)で 述べ てい る よ うに、B中 学校 は現在 、 日本社 会 と他 の 在 日韓 国人

あ るいは 「ニ ュー ・カマー」との 「架 け橋 」と して機能 してい る。 一方 、D学 校 は定住 の 目

的で来 日 した人 々に は、将来 日本社 会 に適応 す るための足 が か りとなっ てい る とい う面で

は、B中 学校 と同 じ く 「架 け橋 」と しての役 割 を果 た してい る とみ る こ とが で きる。 また、

将来 の計 画 が まだ不 透 明な まま 日本社 会 に住 んで いる一 時滞留者 や移住 者 に とって は、 溶

け込み やす い 「受 け皿」としての役割 も果 た してい る。

以上 、韓 国系 民族学 校 であ るB中 学校 とD学 校 につ いて、 共通 点 あるい は相違 点 を中心

に述べ て きたが、 同 じ民 族学校 で あ って も実 質的 な学校 運営 の様 相 な どは一様 では ない と

い うこ とが わか る。

4.3多 様化する言語の機能

近年 、 日本で は単一 民族 国家意 識が やや薄 れて きたか に見 えるが 、韓 国や北朝 鮮 ではか

つて の 日本 以上 に単一民 族 国家 意識 が強 い。 それ ゆえ、 言語 と民 族 が ダイ レク トに結 び付
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け られ る こ とが 少 な くな い。 その表 れの ひ とつ の例 が植 田(2001)で 指摘 した、 「立派 な

/ほ ん もの の朝鮮 人 にな るため の朝鮮 語」とい った、 朝鮮学 校 にお ける言 語観 であ る。 し

か し もはや、先 に述 べ た ように、多様 化す る 日本社 会 や学校 の中 で、言語 の持 つ機 能 もま

た多 様化 して きてい る ように思 われ る。

Takobson(1960)で は、 言語 の持 つ6機 能 を記 述 して い る。 しか し、言 語 の機 能 とい う

のは普遍性 を保 ちなが ら も、一 方で は特定 の状況 、例 え ば特 定の民 族や 文化、 あ るいは個

人 にお い ては特 殊 な(culture-speci丘c)機 能 を持 つ ことが ある。 本節 で は、D学 校 のあ る保

護者 にとって、 言語 あ るいは 「こ とば」とい うの は何 を意 味す るの か をみる こ とによって、

韓 国語(の 使用)が 持 つ談 話的機 能 を考 察す る。

次 の作 文 は、当校 の文 集 に載 ってい る 「D竍 旦 奪叫 豆(D学 校 が好 きです)」 とい う作 文

で、 上記 の保護 者が どの よ うな きっか けで 日本の学 校 に通 ってい た 自分 の こど もをD学 校

に転 校 させ たのか、 その理 由 につ い て語 ってい る部分 であ る。 本来 な ら、 原文 の韓 国語 も

載せ たい が、紙 面の都 合上 日本語 訳だ け を載 せ るこ とにす る。

[…]日 本学 校 に通 ってい た○ ○ を(D学 校 に)転 校 させ るた めに は勇気 が必 要 で した。

父親 が 日本 人 であ り、 日本 に住 んで いる ため、D学 校 に通 わせ よ うと思 っ てい ません で

した。 また、D学 校 に関 す る情 報 も なか ったた め、 当然 の よ うに 日本 の学校 に入学 させ

ま した。[…]と こ ろが、○ ○ が大 き くなれ ばな るほ ど、母 語 で はな い外 国語 で情 を表

しなが ら育 て るの はなか なか難 しい とい うこ とに気 づ き始 め ま した。 あか ち ゃんの時 は

身振 りで(こ どもに対 す る愛 情 を)表 現 す るこ とがで きま した が、大 き くな るにつ れ て

ことばで表現 しな ければ なりませ んか ら。 自分 の母親 か ら受 けてい た情 に満 ちた その こ

とば を自分 の こど もにも言 ってや りた かっ た し、 その ことば を理解 して くれた らどれ ほ

どいいだ ろ うか と何 度 も思 いま した。(し か し、)い くら日本 語 で一 生懸命 に(愛 情 を表)

して も、表 現 の限界 を感 じま した。[…]… 最 も うれ しい こ とは、 母子 間 の情 を韓 国語

で分 か ち合 うこ とがで き た とい うことで す。[…](筆 者 訳。 本文 中の 傍点 と括 弧内 は筆

者 に よる もの で ある)

2年 生生 徒 の保 護 者 が 書 い た この エ ッセイ は、 日本 の 学校 か ら転校 しての1年 を振 り

返 った もので ある。理 解 を助 け るため に、全体 の ス トー リを簡 略 に紹介 す る。○ ○の 父親

は 日本人 で、 この生徒 の 国籍 も 日本で ある ため、 当然の ように○○ を 日本 の学校 に入学 さ
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せ た。韓 国 に行 く時 ごとに韓 国語 を教 えなけ れば な らな い とい う思い は した もの の、実 際

には なか なか困難 だっ たため、 大学生 になれ ば、 語学研 修 にやれ ばい い と考 えて いた。 し

か し、 こ どもの成長 につ れ、外 国語 で情 を表現 して育 て るのは難 しい とい うこ とに気 づ い

た。 自分 の母 親 に受 けてい た情 に満 ち たその こ とばを 自分 の こ どもに も言 ってや りたか っ

た し、 その こ とば を理解 して くれた ら どれ ほ どいいだ ろ うか と しき りに思 ったた め、D学

校 に転 校 させ た 。最 初 は、 こ とばの 不通 に よる授業 へ の参 加 の 困難 さ な どが 問題 にな っ

た。 しか し、担 任や ボ ラ ンテ ィアの母 親 らの協力 によって諸 問題 を克服 し、家 庭で も自然

に韓国語 で話 す よ うにな り、母 子 間の情 を韓 国語 で交 わせ る ように なった とい う。

この作 文 をみ る と、 この母 親 に とって韓 国語 とい うもの は 「情 を表 出す る道 具」として

機 能 して いる。 これ は、韓 国人が 「情」とい う もの に対 して付 与 して い る価 値 とも関係 が

ある。韓 国 の文化 は 「情 の文化」と もい われる ほ ど、 「碧(情)」 の入 った慣 用句 が多 い。例

えば、 「碧○}毘 叫(情 が 多 い)」や 「碧01叡1斗(情 が無 い)」、 「司金 碧(憎 い情)」や 「ヱ金

碧(愛 お しい情)」 な どが それ で、人 間 に対 す る評 価 ある いは人 間関係 を表す 際 に用 い られ

る表現 であ る。 この韓 国人独 特 の(あ る いは韓 国人 に とって そ う思 われ る)情 緒、 「情」を

表 出 したい のであ るが、母 親が 「い くら日本 語 で一生懸 命 に(情 を表現 しよう と)し て も」、

限界 を感 じて しまったの であ る。 しか し、 自分 の こど もがD学 校 に転校 して韓 国語 を習 っ

てか らは、「母 子 間の情 を韓国語 で分 か ち合 うこ とが で きた」と述べ て いる。

これ は、Iakobson(1960)の い う言 語 の機 能の 中で 、「情 動 的(emotive)」 あ るい は 「交感

的(phatic)」 機 能 に当た る ものであ る。 しか し、「情 」を重視 す る韓 国文 化 の も とで、 母親

はこ ど も と(韓 国語 で の)や りと りを通 して、「情 」を表 出す るだ けで はな く、「分 か ち合

う」方 向へ 発展 して い るの であ る。 つ ま り、韓 国語 を使 用 す る こ とに よっ て 「情 の表 出」

か らは じめ 「情 の 産出」まで に至 った ので ある。Hymes(1974)で は、ス ピーチ ・コ ミュ ニ

テ ィー(speechcommunity)と い う概 念 につい て述べ てお り、談 話(言 語使 用)は 社会 や コ

ミュ ニテ ィー を維持 し構 築す る役 割 をす る と して い る。 つ ま り、 同 じ 「こ とば(speech)」

の使 用 に よっ て、母 親 と こど もは 「情 の世界 」を構 築 しそれ を さ らに発 展 す るこ とがで き

たので ある。

本 節で は、 ア イデ ンテ ィテ ィー保持 と しての言 語の機 能 とは少 し異 なった側 面で 、特定

の文 化 に帰 属 した言語 の談 話的機 能 を考察 したが 、最近 国際 結婚が 増 えつつ ある中 で、上

記 の母親 が経 験 した問題 は少 な くない と考 え られ る。特 に、 男性 が ホス ト社会 の人 で女性

が非 ホ ス ト社会 か ら来 た場 合、 母親 の言語 は無視 され て しま うケ ース もあ り、世代 間の 断
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絶 とい う危機 が存在 す る。 多言語 ・多 文化社 会 を経 験 した今 の 日本社 会 は、そ れぞ れの言

語 が持 つ機能 あ るいは文化 的風 味 につ い ての理解 と新 らしい視 点 を要求 され てい る とい え

よ う。

5.民 族学校 に吹 く「国際化」の風

5.1「国際化」を目指す民族学校

最 近 、 グローバ リゼー シ ョンの動 向 による新 しい風 が韓 国系 民族 学校 に吹 いてい る。韓

国系 民族 学校 に見 られ る 「国際化 」の動 きが それ であ る。E地 域 にあ るF学 園の場合 、2003

年 度末 に 「F韓国学 園」か ら 「F国際学 園」に学校 名 を変 更 し、2004年 度 か らは国 際学校 と

して再 出発 した。学校 名 を変 えただ けで、 その 中身 は以 前 と比 べ それ ほ ど大 きな違 いが見

えて こない とい う声 もあるが、 学校 の顔 と もい える校名 にお いて民 族的色 彩 を取 り除 こう

とす る試 みが行 われ てい るの で ある。校 名 を変 更 まで した 理 由が何 で あれ 、「国際」とい

うこ とば を前 面 に押 し出す こ とに よって、学 校 に対す る イメー ジを変 え よう とす る動 きが

あ る とい うこ とは間違 いない事 実 であ る。

この ような 「国 際化」の動 きはD学 校 か らも見 られ る。 しか し、 校名 か ら 「韓 国」とい う

ことば を取 り除 き 「国 際」とい う言葉 に入 れ替 えたF学 園の ケース とは異 な る形で 、「国際

化 」の動 きは着 々 と進 ん でい るので あ る。 学校 の方針 か らもこの よ うな動 きを覗い てみ る

ことがで きる。 この 学校 に入 る と、学校 の概 要 で も紹 介 した 「世界化 潮 主役01望 筈旦 銀

ヱ 尊 敬壁 ゼ 韓 國人 育成(グ ローバ リゼー シ ョンの 主役 に な る、 有用 で尊 敬 され る韓 国人

の育成)」 とい うフ レーズ をあ ち らこち らで見 る こ とが で きる。 また、HP全 般 を通 して も

「世界化 」に通 用す る 「世界 人 」を育成 しよ うとい う動 きを窺 うこ とが で きる。

「世 界 人」とい うカテ ゴ リー に は、勿 論 この学 校 の主 な構 成 員 とな って い る 「(在日)韓

国人」も含 まれてい る。 しか し、 「世 界人」とい う意 味 は単 に 「(在日)韓 国人 」とい うサ ブ

・カテ ゴリー を含 めた もの と して用 い られ た とい うよ り、 「世界 とい う舞台 で活 躍 で きる

人々」とい う意味 と して解釈 す る こ とが で きる。 これは、 当校 の生徒 が置 かれ た状 況や事

情 も含 ん で設定 された もの と考 え られ る。 つ ま り、 現在 は 「日本」とい う異 邦 の地 に住 ん

でい るが 、卒 業後 あ る い は近 い うち に親 の国 際転 勤 な どで他 の 国へ 移住 す るか も知 れ な
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い、 だか ら、 世界 の どこへ 行 って も活 躍 で きる人材 として育 成す るのが 望 ま しい、 とい う

考 え方が 学校 の方針 と して定 め られ てい る。

勿論 、 この学校 は どこ まで も定住 韓 国入の ため の民 族学校 であ り、所 謂 国際学校(inter-

nationalschool)で は ない。 学校 の概 要 で も紹 介 した よ うに、少 数 の 日本 人 や所 謂 ダブル

の こど も も在 籍 して い る。 「学校 長運 営方針 」で も、 「(在日)韓 国 人」とい う民 族 ア イデ ン

テ ィテ ィー を失 わ ない よう にす るた めの ア イデ ンテ ィテ ィー保 持 教育 とそ の ため の韓 国

語教 育 を、第 一方針 と して掲 げ てお り、「名 実 と もに」韓 国学校 なの であ る。当校 のHPに

載 って い る 「学校 長運 営方 針」を引用 して み よう。

1.民 族 正體 性 教 育暑i損 化司・裁合 目琲.

民 族正體 性 教 育音 斜洲刈 ゼ 國語皿 舟9B量 化升 必須 的望 司叫.體 系 的彑呈 想4豊

牛 銀ヱ,想4量 引音 ♀司 豊弖 可旦ヱ 調理 銀 刃1埜ヱ 雪 墾 牛 銀ゼ 環01民 族 教育91

入}4昭 目1斗.空 量 ♀ 司畳,♀ 司量(¶ 副量 翌刈 量 理 解辷一叫喜 外 國語暑 叫旦洲 理 解

司一辷 捷徑017】三 脅目叫.韓 國文化,韓 國語暑 刈剛呈 剛♀ ヱ 壮 早 叫忌 好 叫91言 語 斜

文 化 暑 唱 司 叶 自 身 潮 意 思 暑 ユ1斗 叫 斜 言 語 呈 叫 旦 翊 表 現 琶 午 銀 告 月 叫.

(民族 アイデ ンテ ィテ ィー教 育 の ため に は、韓 国語 教育 の 強化 が必 須 です。体 系 的 に

考 える こ とが で き、考 えた もの を韓国語 で正 し く的確 に書 き話 す こ とが で きるこ とか

ら、 民族教 育 は始 ま ります。 また、韓 国語 に対 して徹底 的 な理 解 がで きてこ そ、他 の

外国語 を正 し く理 解 する こ とが で きるので す。 韓 国の文化 ・韓 国語 を正 しく学 んで か

ら他 国の言語 と文 化 に接 してこ そ、 自分 の意思 をその国 の言葉 で正 しく表現 す る こと

がで き ます。)(筆者 訳)

民 族学校 の場合 、母 語保持 あ るい は 自国言 語 の教 育 に重点 を置 くの は一般 的で あ り、 当

然 ともい える。 しか し、 こ こでの 「韓 国語 教 育」の 目標 を見 る と、従 来 の民族 学校 で強調

されて い る言説(discourse)を あ る面 で強 調 して い なが らも、 多少 異 な って い るこ とが分

か る。つ ま り、「エス ニ ック ・アイ デ ンテ ィテ ィー を保 持す るため に は、 民族 の魂 で あ る

(韓)国 語 を学 ば な けれ ばな らな い」とい う考 え方 は従 来 の民族 教 育 に一般 的 見 られ る言

説で あ る。 しか し、 上記 の 「学校 長運 営方 針 」の後 半部 をみ る と、韓 国語 教育 を強調 した

理 由、そ れ に よって 目指す 目標 は、 ア イデ ンテ ィテ ィー保持 の 領域 を超 え てい る。「体 系

的 に考 える ことがで き、考 えた もの を韓 国語 で正 し く的確 に書 き話 す こ とが で きるこ とは
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民族教 育 の始 ま り」で ある。 しか し、(韓)国 語 を勉強 しなけれ ばな らない も う一つ の理 由

は、 「韓 国語 に対 す る徹底 的 な理解 が で きて こそ、他 の外 国語 を正 し く理解 す る こ とが で

きる」か らであ る。つ ま り、韓 国語 教 育が 大事 な の は、 母語 保持 教 育が 「異 文化 理解 」の

基 礎 となる と判 断 したか らで あ る。 これ は、「世 界 人 の育成 」とい うフ レー ズ と無 関係 で

は ない。「韓 国人 」とい うエス ニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィーの確 立 は 「他者 」を理解す るた

めの道具 で 、異文化 理解 のた めの礎石 なので ある。 さ らにこれ は、 様 々な異文 化が 共存す

る 「世界 」あ るい は 「国際 」とい う舞 台 を想 定 した上で の発想 とも考 える ことが で きる。 ま

とめ る と、 当校 で は 「国 際人 」と して育 て るた めの基礎 として韓 国語教 育 を位置 づ けてお

り、 これ によって 「国際化 」の動 きを図 ろ うと してい る。

5.2英 語 教 育 の 熱風

前節 で述 べ た 「国際化 」の動 きは、外 国語教 育 、特 に英語 教 育の

強調 に明 らか に現 れ て い る。HPに あ る校 長 の 方針 の も う一つ は、

「外國話 丑 身含 強 化(外 国語教 育 を強化)」す る とい うこ とであ る。

その具体 的 内容 と して は、 「英 語,日 本 語暑 自由 自在 呈 埜 ヱ 割ヱ

巴苛ゼ 環01可 能司一三 昇 言卜裁 告司 叫.(英 語 と 日本語 を 自由 自在 に

書 き読 み話 す こ とが で き るよ うに指 導 します。)」と明言 してお り、

「國際化 入1司州 を 畳 望 λ「 身7}呈 昇(国 際イ匕時代 に一歩先 立つ よう

に)」指導 す る計 画で あ る とい うこ とを明 らかに してい る。

前 述 の とお り、 この学校 では小 学校 か ら英 語 に よる イマ ー ジ ョン

授業 を実 施す る な ど、英 語教 育 に相 当力 を注 い でい る。中学 校 や高

校 の授業 で も同 じ く英語教 育 を強調 してお り、高 校の場 合TOEICや

TOEFL試 験 を年 に何 回 も実 施 して い る。 そ のた め、 この学 校 の 通

学路 に建 て られ た電柱 に は、[写 真1]の よ うに韓 国語 で表記 された

英語 塾 の宣伝看 板 が多 数 目に付 く。英 語塾 以外 に、バ イオ リンや フ

ルー トといっ た 「音 楽学 院」の看 板 や[写 真2]の よう に病 院 の看板

もあ るが 、最 も多 いの はや は り英語 塾 の看板 で ある。 これ は英語教

育 に対 す る生徒 や保護 者の大 きな関心 を反映 して いる。

実 際、韓 国で も英 語 の 熱風 は強 い が、 この学 校 ほ どで は ない と

[写真1]

[写真2]
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[写 真3]

[写真4]

[写 真5]

思 われ る。 当校 は各種 学校 とい う利点(?)を 有 効 に利 用

し、前 述 の通 り語 学 の授 業 に相 当 な時 間割 を配 分 してい

る。 勿 論、 「語 学」には、 英 語以 外 に韓 国 語 や 日本語 も含

まれて いる。 しか し、韓 国語 や 日本語 が ほぼ完全 なバ イ リ

ンガル に到 達 した 多 くの生 徒 に とって、 力 を入 れ て習 得

しなけ れば な らな い外 国語 はや は り英 語 なので あ る[・23]。

英 語教 育 に対 す る強調 は、[写 真3]や[写 真4]か ら分か

る ように学校 内の表 記 に も反映 され てい る。

こ の 写真 で 見 られ る よ う に、 当校 の 教 室 名 な どで は

90%以 上 が韓 国語 と英 語 の二 重表 記 となっ てい る。 また、

小 学校 の場合 、 クラス名 も 「皇 越ス1魁(オ レンジ班)」、「暑

早 耻(ブ ルー 班)」 の よ う に英 語 式 に な っ て い る。 一 方、

中 ・高 で は 「1班」、 「2班」の よ うに数字 を使 っ てお り、そ

のほか前 述 の ように 「1班」「K班」と表示 もあ る([写 真5])。

日本 語表記 は殆 どといって いい ほ ど見 当た らない。 日本

に所在 して い る学校 で あ りなが ら 日本語 表記が 殆 ど見 られ

ない とい うのは、 他 の 「韓 国系 」民 族 学校 と も異 な って い

る現 象で、 一 見不 思議 に思 われ るか も しれ ない。 しか し、

韓 国 的特 色が 強 い 「韓 国」学校 とい う側面 か らみる と、 日

本 語表記 の不在 は当然 の ことであ るか も しれない。つ ま り、

韓 国 に所 在す る 「韓 国」学 校 の場 合、 教室 名 に 日本語 を使

用 す るの は、外 国語 高校 匚・24]のよ うな特 殊学 校 を除 いて は

皆 無 であ る。 韓 国にお いて 日本語 は、英語 の ような国際語

としての強 い位相 は まだ獲得 で きず、人 気の あ る外 国語 の

レベ ル に とど まって い る。 これ は、他 の 「韓 国系 」民 族学

23

24

筆者 らの観察による と、「殆 どの生徒 」は韓国語 と日本語をほぼ 自由自在 に駆使 していた。 しか し、中学校か

らこの学校に人った 「オール ド・カマー」の生徒や韓国か ら来て問もない 「ニュ ・カマー」の生徒の場合、「韓

国語」あるいは 「日本語」もその対象 になるだろう。

「英語科」や 「凵本語科」など、特 定の外国語学科が設置されてお り、高校 か ら専攻制 を導入 している特殊私立

高校である。
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校 と全 く違 う風景 であ る。 そ の最:も大 きな理 由は、生徒 や教員 の構成比 にお いて 「ニュー ・

カマー」と 「オール ド ・カマー」の比 率 が異 なっ てお り、 当然 なが ら両者 の第1言 語が 異 な

るか らで ある。 また、「オー ル ド・カマ ー」の生徒 の場合 、明 白に 日本 をベース として いるが、

「ニュー ・カマ ー」[・25]の生徒 の場 合、 親の仕 事 の都 合 な どで他 国へ 国際転校 す る こ とも常

時念 頭 に置 かな けれ ばな らない。 つ ま り、将 来 の土台 が 日本 とな ってい る 厂オー ル ド ・カ

マ ー」の生徒 が多 数在籍 して いる 「韓 国系 」民 族学校 で は、 日本語 を中心 としなが ら継 承語

(heritagelanguage)で あ る韓 国語 も重 視 した言語 使用 が、一方 、将 来の土 台が まだ決 まって

い ない駐 在 員の こど もや ニ ュー ・カマ ーが多 数在 籍 して い る 「韓 国 」学校 では、韓 国語 を

中心 としなが ら英語 を重視 した言語 使用 がそれ ぞれ行 われてい るので ある[・26]。

校 長先 生 とイ ンタ ビュー をす る際 に興 味深 く感 じた のは、 韓 国語 教育 に対 して 「そ れほ

ど」強調 しなか った とい うこ とで あ る[・27]。実際 、学校 を案内 して いた だ いた際 に、校 長

先生 が筆者 らに見 せ よ うと したの は、英 語教育 に対 して積極 的 に取 り組 んでい る姿で あっ

た。 当校 は韓国学 校 であ るので、韓 国語 能力 は当然 の もので あ り、特 に強調 す る必 要 もな

い、 とい うふ うに筆者 らには解釈 され た。そ れ よ りは、現在 韓 国で吹 い てい る英語 熱風 と

関連 して、 保護者 か らの要求 が強 まってい る英 語教 育の必 要 に どの ように対 応 してい くの

かが 、当校 で は よ り大 きな課 題 にな ってい るだ ろう。

これ は、 呉 ・植 田(2005、2006)のB中 学 校 のケ ース とは異 なる傾 向 を見 せ る。B中 学校

の場 合 、在 日韓 国人 とい うエス ニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィー とプ ライ ドを持 たせ る ため

の教 育 に重 点 を置い てい る。つ ま り、 一条校 であ りなが らも、 日本 の公立 学校 とは違 う民

族学 校 と して の教育 の場 を提 供す るこ とを心 が けてお り、何 よりもエス ニ ック ・ア イデ ン

テ ィテ ィー保 持 手段 と して の韓 国語 習得 に力 を注 い でい る。 これ に対 して 、D学 校 で は、

ニ ュー ・カマー や一時 滞留者 の生徒 が数 字の 面で学校 の 中心 とな ってい るため、韓 国語 の

習得 に対す る負担 はあ ま りない。 それ より、 この学 校で は韓 国語以外 の外 国語、 と りわけ

英語 の補 強が大 きな事 案 とな ってい る。現在 、 日本 に滞在 してい る韓 国人 の多 くは、勤 務

先 か ら教 育補 助 金 を もらっ てい るた め、100%英 語 で授 業 を行 うイ ンター ナシ ョナル ・ス

クールへ の入学 を考慮 して いる保 護者 も少 な くな い とい う。 したが って、 当校 では民族 学

5

!0

7

2

2

2

特 に、一時滞留者である駐在員のこ どもたち。

当校の場合、 日本語教育に力 を入れてほしい という保護者の声 もあった りする。

これ は、韓 国語教育 に対する重要性に言及しなかった というのではな く、他の韓国系民族学校 のケース と比べ

て比較的少 ない と思われただけである。
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校 として の正統性 を守 りなが ら も、 イ ンターナ シ ョナ ル ・ス クー ルの レベ ル に近い英 語授

業 を実施す るこ とが 暗黙の 課題 となってい る。 グローバ リゼ ー シ ョンに よって 、民族 間の

多様性 だ けで はな く、 同 じ民 族 内で も多 様性 が広 まっ てい る。 そ して この多様 さは、 日本

にある 「韓 国系」民族学 校 の問で も漸進 的 に具 現化 しつつ あ る。

一 般 的 に英語 教 育 を強 調す る国際 化 の場合 、 西洋 化 を意 味す る の では ない か とい う憂

慮の声 もあ る。 しか し、 当校 の 「学校 長 運営 方針 」か ら見 る と、 この学校 で 目指 して い る

「国際化 」とい うの は、 西 洋化 や脱 民族 化 を図 るの では な く、 エ スニ ック ・アイデ ンテ ィ

ティーの基 盤 の上 にグ ローバ リゼー シ ョンを構 築 して い くこ とで ある。つ ま り、当校 にお

け る 「国際化 」の動 きは、 「民 族」か らの離脱 や分離 を意 味す るので は な く、「民族 」の範囲

を更 に広 げ る方 向へ進 んで い るのであ る。

6.「共生」時代における民族 と言語、そ して民族学校

本稿 で は、多様 化す る学校 の様 子や言 語 の機 能 を事例研 究 か ら述べ て いるが、 多様性 の

結集 とい うの は時 々 「衝 突」を生 むこ とが ある。 そ して 「衝 突 」が 発 生 した場 合、 そ れ に

対 す る行動 あ るいは反応 はそれぞ れ異 なっ てい る。 時 には内戦 にい た るケース もあ り、無

理や り一 つ の色 を作 り出す ため に一体 化 の 「化 学 反応 」を強要 す るケー ス もあ る。 多様 性

の 「衝 突」、特 に多言 語 の 「衝 突」とい う側 面 と関連 して 、D中 学校 内の言 語使 用例 をみて

み よ う。

前述 した ように、 当校 内で は3つ の言語 が学 校 の構 成 員、 と りわけ生徒 に よって 日々用

い られてい る。生徒 の場合 、授 業 では教科 目や先生 の言語使 用状 況 に応 じて言語 を選 んで

使 ってい るが、基 本 的 には韓 国語 を使 ってい る[・28コ。 しか し、 放課 後や休 み 時 間に友達 と

話 してい るの を聞いて みる と、 まさに流 暢 な 日本語 も併用 してい る。前 述 した小学 校 で実

施 してい る英 語の イマ ージ ョン授業 の事例 か らも分 か るよ うに、 日本語 と韓 国語 を切 り替

え なが ら隣の友達 と しゃべ った り、英語 で書 いた りして授 業 に参加 して いる。韓 国学校 だ

か ら とい って、 「韓 国語」だ けを使 わ なけれ ばな らない とい う 「執着 」の傾 向は あま り見 受

け られない 。

28 しかし、「オール ド・カマー」の生徒 を対象 としたD班 」での授業言語は、前述の ように日本語である。
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言語 使用 にお け る多 様性 は当校 で発 行 してい る校 誌、Nに も如実 に反 映 されてい る。 こ

の雑 誌 の創刊 号 を見 る と、 韓 国語 を は じめ 日本語 や英 語 に よ る投 稿 が多 数見 られ る。 自

分 が書 きや す い言語 を選 んで書 け ばい いので、投 稿 で はマイ ノ リティー に当 たる 厂オー ル

ド ・カマー」の保護 者 や英語 母語 話者 の教員 な ど、幅広 い 著者層 を持 っ てい る。あ る面 で

当校 が持 つ多様 性 と、そ の多様性 に対 す る学 校側 の承認 を反 映 した実例 とも見 られ る。』こ

の雑 誌 の 中で、特 に興味深 かっ たの は韓 国か ら来 た 「ニ ュー ・カマー」の保 護者 が書 い た

日本語 作 文 であ る。 これ は、「ニ ュー ・カマ ー」の韓 国人 生徒 の保 護 者 と して 日本 社 会 に

暮 ら しなが ら経 験 したエ ピ ソー ドを書 い た もの であ る。 彼女 に とって最 も書 きやす い第一

言語 はい うまで もな く韓 国語 であ る。 しか し、彼 女 はわ ざわ ざ日本 語 を使 い 自分の経験 を

語 ってい る ので ある。 これ は、 この学校 に存 在 す る、 ある いは 許容 されて いる 「多様性 」

を思 う存 分楽 しん でい る ように も見 え る。

生徒 の言語 よ り複雑 な様 相 を帯 びてい るのが教 師 の言 語使用 で あろ う。 生徒 の場合 、来

日年数 に よって異 なっ てはい る と して も外 国語 の習得 は非常 に早 いが、大 人 の教 師 は必ず

しもそ うな る とは限 らない。 と りわけ、在 日韓 国人教 師の場合 、韓 国語使 用 に対 して トラ

ウマの よ うな もの を感 じてい るか も知 れ ない、 と筆者 らは思 って いた。 しか し、当校 の教

師は 自分 が使 い たい 言語 を使 って授 業 や生 徒 との コ ミュニケ ー シ ョンを行 って い る。 冒

頭 で述べ た校監 先生 の場合 、 第一言語 の 日本 語 を使 い、 授業 や生徒 との コミュニケ ー シ ョ

ンにあ たっ てい る。 また、 イ マー ジ ョン授業 を含 め て英 語の授 業 を担当 して いる英語 母語

話者 の教 員 は、 英語 を使 い生徒 との コ ミュニケ ー シ ョンを図 って い る。韓 国か らの派 遣教

師や講 師 はい うまで もな く韓 国語 を使 っ て授 業や コミュニケ ー シ ョンを行 ってい る。 互い

に言語 や文化 習慣 に対 して100%慣 れて い るわ けで はない ので、特 に教 師 同士 で コ ミュニ

ケー シ ョンを行 な う際 にう ま く運 ばない こ ともあ るだ ろう。 しか し、そ れ を理 由 に 「こち

ら側 の言語 に合 わせ て ほ しい」とい う暗黙 の働 きか けは見 あた らない。 「韓国」学校 だか ら

「韓 国語 」だ けを使 わ なけれ ば な らない とい う規 範意 識 よ り、 「他者 」であ る相 手 に対 す る

理解 が優 先 してい る。完全 な理想 社会 を語 って いる ので はな く、 「異 なる」あ るい は 「異 な

る こ とか ら生 じる新 しい価 値観 」に対 して 「理解 」と 「受 容 」の態 度 で 「他 者」と接 触 す る

学校 文化 が整 って いる とい う意 味で あ る。
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7.お わ りに

最 近 の 「ニュ ー ・カマー 」と関連 した所 謂 多文化 共 生 の問題 は、 あ る 日突 然 日本社 会 に

現 れた課題 で は ない 。多文 化 ・多言語 の現象 は以 前か ら日本社 会 に存在 して きた のであ る

が、 それ が国際 化あ るい は グローバ リゼー シ ョンとい う国際社 会 の現象 と相 まって、私 た

ちの 目に見 え る(visible)形 で現 れた ので あ る。 突然 現 れ たか の よ うに見 え る この よ うな

多様 性 を どの よ うに受容 してい くべ きか とい う問題 は、 日本社 会 が抱 いてい る課題 で もあ

る。 この よう な意味 で、 当校 の事例 は多様性 の 時代 、つ ま り 「共生 」の時代 にお ける民族

や言 語の あ り方 につ いて示 唆す る ところが あ る。 当校 の設立 経緯 や歴史 か ら見 て、 現在 当

校 で見 られ る、 「多 様性 」に対 す る肯 定 的姿 勢 が、 突然形 作 られた とは考 え られ ない。 し

か し、現 実 をあ りの まま認 め合 い、相 互的視 点 に基づ いて他 者 に対 す る理解 を図 った時 点

で、 多様性 の生 活化 が広 まっ たので はない だ ろうか。

マ ジ ョリテ ィ中心 の社会 で多 様性 を認め 「合 う」とい うこ とは、 こ とばで言 うほ ど簡単

で は ない。相 当 の 「衝突 」や葛 藤 が あ り、 それ を乗 り越 える努力 の 中で、 「共生 」の 生活化

あるい は 自然 さが 生 まれて くるので あ る。 「自分 」の縄 張 りと 「他 者」の縄 張 りとい った 強

硬 な縄 張 り固執 姿勢 の もとで、 こ の よ うな生活 化 は生 まれ に くい とい う こ とは 自明で あ

る。 民族 や文化 の移動 によ って多文化 ・多 言語社 会が 生 まれて しまった とい うこ とを認識

し合 い、 民 間 レベ ルや行政 レベ ル と もに、 多様性 の社 会 に貢 献で きる努 力 を しなけれ ばな

らない ので ある。 この よ うな側 面 で、2006年 度 日本国民 の ブラ ジル移住100周 年記 念事 業

の一環 として、 日本 政府 とブラ ジル政 府 との 間に結 ばれ た、 互 いの 国民 の コ ミュニテ ィー

や学 校 を支援す る事 業 は、歓迎 すべ き発展 だ とい えるだ ろ う。

現 在、 日本 にある4校 の韓 国系 民族 学校 を見 る と、そ れぞ れ異 なる方針 に よって異 なる

形 の教 育が 行 われ てい る。 その最 も大 きな理 由 は、何 よ りも 「生徒 」中心 の教 育が行 われ

てい るか らであ ろう。生徒 の必 要 に応 じて学校 は変 身 を要 求 され、 それ に対応 してい くう

ちに、現 在 の特 色 を持つ 学校 に生 まれ変 わっ た とい って も過 言 では ない。要 す るに、生徒

たち(あ るい は生徒 た ちが属 してい る コ ミュ ニテ ィー)に は様 々な必要 が存 在 す る とい う

こ とを認 めあ い、 「必要 」に沿 っ た教育 を実施 す るた めの 国家 レベ ルの協 力 が保 証 され な

けれ ばな らいの であ る。今 年、 日本 政府 とブ ラジ ル政 府 間に結 ばれ た協 約が 、 日本 社会 に

存在 す る多 くの コ ミュニテ ィーや民族 学校 にも適用 され る ことを期待す る。
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